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説
で
あ
る
。
当
然
「
こ
「
な
が
ら
「
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
で
も
こ
「

定
説
を
踏
襲
し
た
結
果
「
「
「
「
「
が
「
「
「
国
広
「
「
歌
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
「

「
「
「
「
「
「
い
う
号
も
ま
た
「
「
「
「
が
「
歌
で
あ
り
「
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
上
で

「
1
「

「
2
「



「
「

「「

「「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「

三

挿
図
1　
「
刀 

銘 

本
作
長
義（
以
下
、
五
十
八
字
略
）」



「
「

「「

「「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「

四

擬
人
化
さ
れ
た
時
に
「
「
「
「
「
「
「
「
い
う
名
称
が
付
け
ら
れ
た
「
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
「
尾
張
徳
川
家
「
来
「
い
か
な
る
記
録
に
も
「
「
「
「
を
「
「
「

「
「
「
称
し
た
事
実
は
確
認
で
き
な
い
。
徳
川
美
術
館
は
「
尾
張
徳
川
家
「
道
具
管
理

目
録
で
あ
る
「
蔵
帳
「
を
継
「
し
て
お
り
「
「
来
「
剣
も
ま
た
複
数
「
蔵
帳
か
ら
そ
「

由
緒
・
来
歴
が
確
認
で
き
る
。
「
稿
で
は
ま
ず
「
「
「
「
「
「
「
来
に
つ
い
て
蔵
帳
を

基
に
編
年
的
に
紹
介
し
「
「
「
「
「
に
「
「
「
「
「
「
号
が
付
与
さ
れ
る
余
地
が
な

か
っ
た
こ
「
を
説
明
す
る
。
そ
「
上
で
「
大
名
家
に
「
っ
て
「
道
具
管
理
「
実
例
に
つ

い
て
「
名
物
「
剣
「
「
来
経
緯
も
一
例
に
挙
げ
て
「
証
を
行
う
。

そ
「
た
め
「
「
稿
は
「
工
「
し
て
「
「
「
・
国
広
や
「
そ
「
「
品
「
評
価
を
行
う
こ

「
は
目
的
「
し
て
い
な
い
。
工
芸
的
評
価
は
先
人
・
先
学
「
成
果
に
依
る
こ
「
「
し
「

「
稿
「
目
的
は
「
尾
張
徳
川
家
が
「
剣
を
ど
「
よ
う
に
管
理
し
継
「
し
て
き
た
か
「
「

証
で
あ
り
「
同
時
に
「
剣
に
限
ら
ず
「
モ
ノ
「
に
ま
つ
わ
る
由
緒
「
成
立
背
景
を
探
る

こ
「
で
あ
る
。

今
回
「
証
「
対
象
「
し
た
「
「
「
「
・
「
「
「
国
広
は
「
共
に
足
利
領
主
・
「
尾

顕
「
「
「
工
国
広
が
天
正
「
「
年「
一
「
九
〇
「「
い
う
「
ま
さ
に
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
小

田
原
北
条
家
攻
め
「
最
中
に
手
に
し
て
い
た
こ
「
が
「
文
で
判
明
す
る
希
有
な
例
で

あ
る
。
さ
ら
に
「
脇
指 

「 

日
州
住
信
濃
守
國
廣
「 

天
正
「
「
年
「
月
日 
於
野
州
足

利
學
校
打
之
「「
公
益
財
団
法
人
足
利
市
民
文
化
財
団
蔵
・
「
「
「
足
利
学
校
打
国
広
「
「
「
称

す
る
。「が
存
在
す
る
こ
「
で
「
天
正
「
「
年
時
点
に
お
け
る
国
広
「
動
向
が
判
明
し
て

い
る
。
こ
「
こ
「
か
ら
「
小
田
原
合
戦
時
で
「
「
尾
顕
「
及
び
国
広
「
動
向
に
つ
い
て

も
「
諸
見
解
が
出
さ
れ
て
き
た
。
「
稿
で
は
「
こ
「
三
振
「
「
文
を
金
石
文
「
し
て
「

「
証
し
た
上
で
導
き
出
さ
れ
る
歴
史
背
景
に
つ
い
て
も
私
論
を
述
べ
る
こ
「
「
す
る
。

な
お
「
「
稿
は
令
和
元
年「
二
〇
一
九
「「
月
三
日
及
び
「
「
月
「
一
日
に
行
っ
た
徳

川
美
術
館
特
別
展
「
徳
川
将
軍
ゆ
か
り
「
名
「
「
展
関
連
講
座
に
お
い
て
発
表
し
た
内

容
「
ま
「
め
だ
が
「
そ
「
後
「
諸
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
た
事
項
を
修
正
・
加
筆
し
て
い

る
。
ま
た
「
筆
者
「
講
座
を
受
け
て
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
筆
者
「
見
解
を
ま
「
め

て
発
信
さ
れ
た
方
も
あ
る
。
特
に
綴
虚
堂
セ
ツ
カ
氏
や
「
さ
よ
「
す
け
氏
「
著
書
は
「

「
・
国
広
に
特
化
し
た
上
「
特
に
「
稿
で
対
象
「
す
る
「
剣
周
辺
「
情
報
・
史
料
を
詳

細
に
分
析
さ
れ
て
い
る
た
め
「
「
「
・
国
広
に
関
す
る
研
究
史
的
整
理
は
「
両
者
「
刊

行
物
に
依
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

一　

天
正
十
八
年
に
お
け
る
本
作
長
義
と
山
姥
切
国
広

「
一
「　

「
「
「
「
「
「
文

「
工
・
「
「
に
つ
い
て
「
基
「
情
報
は
「
福
永
酔
剣
編
『
日
「
「
大
百
科
事
典
』
に

よ
れ
ば
「
次
「
よ
う
に
ま
「
め
ら
れ
る
。
「
「
は
備
前
「
船
「
「
工
で
「
古
く
か
ら

「
チ
ョ
ウ
ギ
「
「
音
読
し
て
お
り
「
通
称
藤
左
衛
門
「
「
船
光
「
「
子
「
す
る
。
こ
れ

を
否
定
す
る
見
解
は
あ
る
が
「
福
永
氏
は
「
品
「
年
記
か
ら
光
「
「
子
「
す
る
こ
「

に
矛
盾
は
な
い
「
し
て
い
る
。
た
だ
し
「
生
年
を
正
応
元
年「
一
二
「
「
「「
歿
年
を
応

安
二
年「
一
三
六
九
「「
す
る
説
は
「
応
安
七
年
「
「
「
品
が
あ
る
た
め
「
歿
年
に
つ
い

て
は
否
定
し
て
い
る
。
相
州
正
宗
「
門
人
で
「
正
宗
「
哲
「
一
人
に
数
え
ら
れ
て
い
る

も
「
「
「
建
武
二
年「
一
三
三
「
「に
「
業
成
っ
て
「
備
前
に
帰
る
「
い
う
説
は
信
じ
が

た
い
「
す
る
。
後
に
伯
耆
や
越
後
へ
移
住
し
た
「
い
う
異
説
も
紹
介
し
「
「
「
に
二
代

あ
る
「
す
る
説
は
古
く
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
「
い
う
。
「
「
「
「
風
は
「「
身
幅
広
く
「

重
ね
薄
く
「
反
り
も
浅
い
。
「
先
伸
び
て
豪
壮
な
姿
。
地
鉄
は
初
め
柾
目
肌
を
ま
じ
え

た
が
「
正
宗
入
門
後
は
板
目
肌
に
な
っ
た
。
し
か
し
「
鍛
え
は
備
前
風
に
軟
ら
か
い
感

じ
。
刃
文
は
初
め
小
模
様
で
「
上
に
行
く
に
従
い
「
大
き
な
「ぐ

「
目
乱
れ
に
な
り
「
耳

形
「
乱
れ
も
ま
じ
る
。“
渡
し
「
舟
”
「
い
っ
て
＊
「
刃
中
「
掃
き
か
け
心
が
あ
る
。

「
3
「

「
4
「

「
5
「



「
「

「「

「「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「

「

鋩
子
は
乱
れ
込
ん
で
突
き
上
げ
「返
り
は
深
い
。
「
は
「
「
に
「
り
「書
体
も
大
き
い
。

「
れ
味
は
抜
群
で
「
大
業
物
に
指
定
さ
れ
る
＊
＊
。「「
＊
は
「
花
実
明
徳
聞
書
集　

著
者
不

詳　

桃
「
期
「「
＊
＊
は
「
古
今
鍛
冶
備
考　

「
田
吉
睦　

文
化
13
「
「
註
を
別
掲
。「「
す
る
。

「
「
「
「
に
つ
い
て
は
「
徳
川
美
術
館
編
『
新
版 

徳
川
美
術
館
蔵
品
抄
③　

「
剣 

「
装
具
』
で
「
「
「
「
よ
う
に
解
説
す
る
。

身
「
七
一
・
二　

反
り
二
・
四　

中
心
「
一
六
・
七

「
来「
後
述
す
る
為
「
「
す
。「

鞘
書
「
仁
壱
ノ
七
拾
九　

備
前
国
「
「
御
「　

磨
上
無
「
「
弐
尺
三
寸
六
分　

延

宝
三

「
マ
丶
「乙

折
紙　

代
金
拾
「
枚
「

「
風
「
鎬
造
り
「
庵
棟
「
大
磨
上
げ
「
身
幅
広
く
反
り
が
高
い
。
表
裏
に
棒
樋
を

か
き
通
し
「
樋
先
は
上
が
る
。
大
「
先
。
鍛
え
は
小
板
目
に
杢
ま
じ
り
。
地
沸
え

よ
く
つ
く
。
刃
文
は
大
互
「
目
乱
れ
「
乱
れ
「
谷
に
小
乱
れ
交
じ
る
。
乱
れ
頭
丸

く
「
刃
縁
こ
ま
か
に
沸
え
て
匂
い
足
ま
じ
る
。
鋩
子
は
表
裏
「
も
は
げ
し
く
乱
れ

込
み
尖
り
心
に
返
る
。
中
心
大
磨
上
げ
「
先
一
文
「
「
棟
平
「
目
釘
孔
三
。
「
文

は
前
記
「
「
お
り
「
付
け
て
あ
る
。「

「
「
「
「
は
六
「
二
「
に
わ
た
る
「
文
「
「
が
一
つ
「
特
徴
だ
が
「
「
「
自
身
に
よ

る
「
は
磨
上
げ
ら
れ
て
遺
さ
れ
て
お
ら
ず
「
国
広
に
よ
っ
て
天
正
「
「
年
「
月
三
日
に

刻
ま
れ
た
追
「
で
あ
り
「
現
在
茎
に
見
ら
れ
る
「
は
「
「
「
「
し
て
表
に
「
「
「
「
「 

天
正
「
「
年 

庚
刁
「
月
三
日
二 

九
州
日
向
住 

国
広
「
打
「
「
二
「
「
「
「
裏
に
「
「

尾
新
「
郎 

平
朝
臣
顕
「
所
持 

天
正
「
四
年
七
月
廿
一
日 

小
田
原
参
府
之
時
従  

屋
形

様
被
「
置
也
「
「
三
「
七
「
が
刻
ま
れ
て
い
る
。「
こ
「
「
「
「
「
は
「
天
正
「
「
年

「
一
「
九
〇
「「
月
三
日
に
九
州
日
向
出
身
「
国
広
が
「
を
入
れ
た
。
こ
「
「
は
「
尾
新

「
郎
顕
「
が
所
持
し
て
い
る
「
で
あ
る
。
天
正
「
四
年
七
月
二
「
一
日
に
「
尾
が
小
田

原
へ
参
府
し
た
際
「
屋
形
様
よ
り
拝
領
し
た
「
で
あ
る
。「
「
「
「
剣
「
「
「
し
て
は

異
例
「
「
さ
で
「
か
つ
説
明
的
な
「
で
あ
る
た
め
「
少
な
く
「
も
天
正
末
年
時
に
お
け

る
「
剣
「
明
確
な
由
緒
が
判
明
す
る
。

「
「
「
屋
形
様
「
「
は
「
小
田
原
北
条
家
「
代
氏
直「
一
「
六
二
〜
九
一
「「
こ
「
で

あ
り
「
「
野
国
足
利
「
国
衆
で
あ
る
「
尾
顕
「
が
「
北
条
家
に
臣
従
し
て
小
田
原
へ
出

頭
し
た
際
に
「
氏
直
か
ら
拝
領
し
た
「
で
あ
る
こ
「
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
北
条
氏
「

「
尾
氏
「
関
係
は
「
黒
田
基
樹
氏
「
一
連
「
研
究
や
『
館
林
市
史
』
に
詳
し
く
「
こ
れ
ら

「
要
約
は
既
に
綴
虚
堂
セ
ツ
カ
氏
「
さ
よ
「
す
け
氏
に
よ
る
前
掲
書
で
な
さ
れ
て
い
る
。

「
上
「
研
究
を
基
に
概
「
を
示
す
「
次
「
よ
う
な
関
係
が
明
ら
か
「
な
る
。
す
な
わ

ち
「
尾
顕
「
は
「
「
野
国
足
利
「
国
人
領
主
で
「
「
内
上
杉
家
「
家
宰
を
務
め
た
鎌
倉

「
尾
家
「
系
譜
に
連
な
る
。
「
尾
顕
「
は
同
じ
関
東
「
国
人
領
主
・
横
瀬「
由
良
「成
繁

「
子
で
「
「
尾
当
「「
正
「
「「
養
子
「
な
っ
て
家
督
を
継
ぎ
「
関
東
に
お
け
る
上
杉
謙

信
「
小
田
原
北
条
家
「
「
勢
力
侵
攻
状
況
に
応
じ
て
帰
属
を
替
え
な
が
ら
「
天
正
六

年「
一
「
七
「
「に
謙
信
が
死
去
し
て
関
東
に
お
け
る
上
杉
家
「
影
響
が
減
退
し
た
後
は
「

常
陸
佐
竹
家
「
小
田
原
北
条
家
「
で
帰
属
を
交
錯
さ
せ
る
こ
「
に
な
る
。

天
正
「
年
「
織
田
信
「
に
よ
っ
て
甲
斐
武
田
家
が
滅
ぼ
さ
れ
た
後
「
「
尾
顕
「
は
旧

武
田
領
「
上
野
国
に
入
っ
た
信
「
麾
「
「
滝
川
一
益
に
臣
従
す
る
。
し
か
し
「
同
年
に

起
こ
っ
た
「
能
寺
「
変
後
に
「
小
田
原
北
条
家
に
よ
り
一
益
が
上
野
国
よ
り
駆
逐
さ
れ

た
後
「
小
田
原
北
条
家
「
勢
力
伸
張
に
対
抗
す
る
た
め
佐
竹
「
重
・
宇
都
宮
国
綱
な
ど

が
連
携
し
た
こ
「
で
「
「
尾
顕
「
は
実
家
「
由
良
家
「
「
も
に
反
小
田
原
北
条
家
勢
力

「
な
っ
て
「
翌
天
正
「
一
年
よ
り
小
田
原
北
条
家
に
対
し
敵
対
行
動
を
取
る
こ
「
「

な
っ
た
。

佐
竹
・
宇
都
宮
・
由
良
・
「
尾
家
等
「
小
田
原
北
条
家
「
「
対
立
は
「
天
正

「
6
「

「
7
「

「
8
「



「
「

「「

「「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「

六

「
二
年
に
勃
発
し
た
小
牧
・
「
久
手
合
戦
に
お
け
る
羽
柴
秀
吉
・
徳
川
家
康
「
「
対
立

「
も
連
動
し
「
羽
柴
秀
吉
は
佐
竹
・
宇
都
宮
・
由
良
・
「
尾
家
等
「
「
徳
川
家
康
は
小

田
原
北
条
家
「
連
携
し
た
が
「
小
牧
・
「
久
手
合
戦
終
結
前
「
「
月
末
に
講
和
が
成
立

し
た
。
し
か
し
「
小
田
原
北
条
家
は
講
和
後
も
個
別
「
国
人
領
主
へ
「
攻
撃
を
停
止
せ

ず
「
そ
「
た
め
由
良
家
は
新
田
領
「
「
尾
家
は
館
林
領
を
失
い
「
「
尾
顕
「
は
同
年
末

も
し
く
は
翌
「
三
年
初
頭
に
は
小
田
原
北
条
家
に
降
伏
・
臣
従
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

「
「
「
「
は
「
ま
さ
に
こ
「
降
伏
・
臣
従
を
よ
り
確
実
に
保
証
す
る
た
め
に
顕
「
自

身
が
小
田
原
城
に
赴
き
「
当
主
「
北
条
氏
直
に
対
面
し
た
際
に
「
氏
直
か
ら
「
賜
さ
れ

た
「
で
あ
る
。
「
文
に
よ
り
そ
「
日
付
は
「
天
正
「
四
年
七
月
二
「
一
日
「
判
明
す

る
。
戦
国
期
「
服
属
儀
礼
は
「
当
主
自
ら
服
属
す
る
者
「
元
へ
赴
か
な
い
限
り
「
保
証

さ
れ
な
い
。
「
尾
顕
「
「
小
田
原
参
府
は
「
尾
家
「
完
全
従
属
を
世
間
に
周
知
す
る
行

動
で
あ
り
「
そ
れ
ゆ
え
に
北
条
家
も
そ
れ
相
応
「
待
遇
で
迎
え
る
必
要
が
あ
っ
た
。
「

「
「
「
「
授
受
は
「
小
田
原
北
条
家
「
「
尾
家
「
関
係
を
象
徴
す
る
行
為
で
「
そ
れ
が

「
文
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
極
め
て
希
有
な
事
例
で
あ
る
。

た
だ
し
「
「
尾
顕
「
は
由
良
家
「
「
も
に
「
び
天
正
「
六
年
に
小
田
原
北
条
家
「
敵

対
す
る
が
「
翌
「
七
年
に
は
ま
た
制
圧
さ
れ
「
居
城
・
足
利
城
は
破
却
さ
れ
た
。
し
か

し
「
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
侵
攻
が
喫
緊
「
状
況
「
な
り
つ
つ
あ
る
情
勢
だ
っ
た
た
め
か
「

「
度
「
小
田
原
北
条
家
へ
「
臣
従
が
認
め
ら
れ
「
天
正
「
「
年
「
小
田
原
合
戦
は
「
小

田
原
北
条
方
「
し
て
豊
臣
秀
吉
「
戦
う
こ
「
に
な
る
。

小
田
原
北
条
家
に
よ
る
軍
事
動
員
は
天
正
「
「
年
正
月
六
日
に
出
さ
れ
た
。
こ
こ
で

問
題
「
な
る
「
が
「
「
尾
顕
「
が
小
田
原
城
へ
参
集
し
た
「
い
う
前
提
に
立
っ
た
場

合
「
「
尾
顕
「
は
小
田
原
へ
「
「
「
「
を
持
参
し
た
か
否
か
で
あ
る
。
そ
れ
を
明
ら
か

に
す
る
史
料
が
無
い
た
め
不
明
「
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
「
主
従
関
係
を
結
ぶ
際
に
「

賜
さ
れ
る
「
剣
は
「
家
「
立
場
を
象
徴
す
る
威
信
財
「
し
て
扱
わ
れ
る
こ
「
か
ら
「
「

来
な
ら
ば
実
戦
で
使
用
す
る
こ
「
が
な
い
「
剣
で
あ
る
。
そ
「
た
め
筆
者
は
「
小
田
原

へ
持
参
し
て
い
な
い
「
考
え
て
お
り
「
そ
れ
「
前
に
「
尾
顕
「
自
身
「
小
田
原
に
籠
城

し
て
い
な
い
「
推
測
し
て
い
る
。
こ
「
こ
「
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

「
二
「　

「
「
「
国
広
「
「
文

「
「
「
国
広
は
「
「
文
「
「
九
州
日
向
住
國
廣
「 

天
正
「
「
年
庚
刁
貳
月
吉
日
平

顕
「
「
よ
り
「
ま
さ
に
小
田
原
合
戦
「
最
中
で
あ
る
天
正
「
「
年
二
月
に
国
広
自
身
が

鍛
「
し
た
「
で
「
「
尾
顕
「
「
た
め
に
鍛
「
し
た
「
で
あ
る
こ
「
が
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
れ
「
同
時
に
「
そ
「
姿
が
ま
さ
に
「
「
「
「
そ
っ
く
り
「
た
め
「
「
歌
・
写
し
「
関

連
性
が
は
っ
き
り
し
「
そ
「
経
緯
ま
で
も
が
判
明
す
る
希
有
な
「
例
で
あ
る
。

国
広
に
関
し
て
は
「
す
で
に
明
治
・
大
正
期
よ
り
斯
界
「
方
々
に
よ
り
研
究
書
が
出

さ
れ
て
お
り
「
昭
和
二
「
九
年「
一
九
「
四
「に
刊
行
さ
れ
た
『
國
廣
大
鍳
』
や
「
昭
和

三
「
七
年「
一
九
六
二
「に
刊
行
さ
れ
た
佐
藤
貫
一「
寒
「
「氏
「
編
に
な
る
『
堀
川
國
廣

「
そ
「
弟
子
』が
一
つ
「
到
達
点
で
あ
る
。
近
年
で
は
平
成
二
「
六
年「
二
〇
一
四
「に
古

河
歴
史
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
『
堀
川
國
廣
「
そ
「
一
門
』
展
「
そ
「
図
録
は
「
国
広

「
「
「
「
を
行
っ
た
企
画
「
し
て
注
目
さ
れ
る
。
国
広
「
研
究
史
に
つ
い
て
は
「
綴
虚

堂
セ
ツ
カ
氏
が
前
掲
書
に
お
い
て
詳
細
に
ま
「
め
て
い
る
「
で
「
そ
れ
を
参
照
さ
れ
た

い
。「

工
・
国
広
「
基
「
情
報
を
前
掲
「
福
永
酔
剣
編
『
日
「
「
大
百
科
事
典
』
で
お
え

ば
「
次
「
よ
う
に
ま
「
め
ら
れ
る
。
国
広
は
日
向
国
古
屋
「
出
身
で
「
父
は
伊
賀
守
実

昌
・
実
忠
・
国
昌
「
三
説
あ
る
が
「
福
永
氏
は
国
昌
説
が
正
し
い
「
す
る
。
通
称
・
覚

右
衛
門
「
ま
た
は
安
兵
衛
「
「
伏
「
し
て
「
名
は
旅
泊
庵
「
受
領
名
は
信
濃
掾
あ
る
い

は
信
濃
守
。
前
半
生
は
父
「
助
手
「
し
て
鍛
錬
及
び
修
験
道
「
修
行
を
し
て
い
た
「
す

る
。
領
主
「
伊
東
「
祐
が
島
津
家
に
敗
北
し
て
逃
走
し
た
後
「
国
広
は
「
祐
「
外
孫
で

「
9
「
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「
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「
「

「「

「「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「

七

あ
る
伊
東
祐
益「
マ
ン
シ
ョ
「「
お
守
り
役
「
し
て
豊
後
国
臼
杵
へ
遁
れ
「
祐
益
が
遣
欧

使
節
「
な
っ
て
日
「
を
離
れ
て
か
ら
は
「
伏
「
し
て
身
を
潜
め
た
後
「
上
洛
し
て
埋
忠

明
寿
「
交
わ
っ
た
「
い
う
。
ま
た
在
京
中
に
殺
人
を
犯
し
「
「
野
国
「
足
利
学
校
に
逃

れ
「
足
利
領
主
・
「
尾
家
「
「
で
は
足
軽
大
将
を
務
め
た
「
も
記
す
。
小
田
原
落
城
後

は
上
京
し
「
埋
忠
明
寿
「
門
「
に
な
っ
た
「
す
る
。
ま
た
福
永
氏
は
「
石
田
三
成
に
召

し
抱
え
ら
れ
て
朝
鮮
「
役
で
は
渡
海
し
た
「
三
成
「
命
で
都
城
島
津
領
「
「
地
に
従
事

し
た
「
旧
主
・
伊
東
家
「
復
活
に
伴
い
帰
参
し
た
「
い
っ
た
根
拠
不
明
「
諸
説
も
紹
介

す
る
。
上
京
後
は
京
都
一
条
堀
川
に
定
住
し
て
慶
「
「
九
年「
一
六
一
四
「四
月
「
「
日

に
「
「
四
歳
で
歿
し
「
法
名
を
「
明
海
祖
白
居
士
「
「
し
た
「
い
う
「
が
福
永
氏
「
紹

介
で
あ
る
。

し
か
し
「
国
広
を
語
る
な
ら
ば
「
古
河
歴
史
博
物
館
「
前
掲
展
覧
会
図
録
に
寄
稿
さ

れ
た
岩
田
隆
氏
「
論
考
「
年
紀
「
か
ら
見
た
堀
川
國
廣
「
考
察
「
「
冒
頭
で
述
べ
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
「「
彼
「
経
歴
は
「
そ
「
多
く
が
不
明
で
「
「
説
的
で
あ
り
「
信
憑
性

に
乏
し
く
「
明
確
な
も
「
が
少
な
い
。「
「
「
一
文
に
尽
き
よ
う
。
他
「
「
工
「
来
歴

も
ま
た
同
様
で
あ
る
。

な
お
「
「
工
「
し
て
「
国
広
「
評
価
「
見
解
は
同
論
考
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い

が
「
国
広
「
出
自
を
武
家
で
は
な
く
「
文
化
人
で
は
な
か
ろ
う
か
「
す
る
見
解
は
注
目

に
値
す
る
。
岩
田
氏
は
国
広
在
世
中
「
足
利
学
校
庠
主「
校
「
「に
注
目
し
「
七
代
玉
崗

瑞
璵
は
大
隅
国
出
身
「
「
代
古
月
宗
銀
は
日
向
国
出
身
「
九
代
閑
室
元
佶
は
肥
前
国
出

身
「
「
い
ず
れ
も
国
広
「
同
じ
九
州
「
出
身
で
あ
る
こ
「
に
着
目
し
「
も
「
も
「
国
広

「
何
ら
か
「
交
流
が
あ
っ
た
「
で
は
な
い
か
「
推
測
す
る
。
あ
く
ま
で
「
国
広
が
九
州

事
情
や
当
時
「
明
「
「
貿
易
に
精
通
し
て
い
た
「
で
は
な
い
か
「
い
う
仮
定
「
上
で
「

論
で
あ
り
「
伊
東
家
に
武
人
で
は
な
く
文
人
「
し
て
召
し
抱
え
ら
れ
て
い
た
「
「
推
測

も
ま
た
飛
躍
し
た
論
で
は
あ
る
も
「
「
「
こ
う
い
っ
た
知
識
「
享
受
を
求
め
て
足
利
学

校
が
「
工
「
し
て
で
は
な
く
「
文
化
人
「
し
て
招
聘
し
た
「
い
う
見
解
は
画
期
的
で
あ

る
。確

か
に
い
ず
れ
も
推
測
「
域
は
出
な
い
も
「
「
「
筆
者
「
し
て
も
こ
「
説
を
支
持
し

た
い
理
由
「
一
つ
に
は
「
文
「
異
様
さ
で
あ
る
。
「
「
「
「
「
「
文
は
も
「
よ
り
「
国

広
「
「
に
は
「
太
「 

「 

日
州
古
屋
之
住
國
廣
「
伏
眨「
時
「「
之 

天
正
「
二
年
二
月
彼

岸 

太
「
主
日
向
國
住
飯
田
新
七
良
藤
原
祐
安
「「
個
人
蔵
「や
「「
「 

「 

于
時
慶
「
「
二

丁
未
「
一
月
日
信
濃
守
國
廣
造 

北
野
天
満
天
神
豊
臣
秀
頼
公
御
造
営
之
時
「「
京
都
・
北

野
天
満
宮
蔵
「な
ど
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
「
「
文
は
「
極
め
て
説
明
的
で
一
種
「
記
録

性
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
「
共
に
「
文
筆
に
携
わ
る
職
種
「
性
癖
を
思
わ
せ
る
。

ま
た
「
岩
田
氏
が
既
に
指
摘
し
て
い
る
こ
「
だ
が
「
「
尾
顕
「
「
注
文
に
応
え
る
た

め
に
足
利
に
や
っ
て
き
た
「
い
う
「
も
現
実
味
に
欠
け
て
い
る
。
仮
に
従
来
か
ら
唱
え

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
国
広
が
武
人
で
あ
り
「
「
尾
「
共
に
小
田
原
城
に
籠
城
し
た
「
な

ら
ば
「
「
尾
顕
「
自
身
が
足
利
を
追
わ
れ
る
ま
さ
に
戦
後
「
混
乱
期
に
「
足
利
学
校
打

国
広
「
「
文
で
証
明
さ
れ
る
よ
う
に
「
小
田
原
北
条
家
が
降
伏
・
開
城
し
た
天
正
「
「

年
七
月
「
日
「
降
に
「
足
利
に
滞
在
し
て
鍛
「
し
た
「
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
し
「

国
広
を
「
尾
家
「
客
将
「
し
て
で
は
な
く
「
足
利
学
校
に
よ
る
招
聘
者
「
す
る
な
ら

ば
「
小
田
原
開
城
後
「
「
月
に
国
広
が
足
利
に
滞
在
し
て
い
た
「
し
て
も
違
和
感
は
な

い
。
む
し
ろ
「
豊
臣
勢
が
蹂
躙
し
関
東
一
円
「
治
安
が
悪
化
し
て
い
た
状
況
に
お
い
て

は
「
足
利
に
足
止
め
さ
れ
て
い
た
「
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
る
。

「
三
「　

「
「
「
「
「
文
「
製
「
背
景

次
に
課
題
「
な
る
「
が
「
国
広
は
ど
こ
で
「
「
「
「
に
「
を
入
れ
た
か
で
あ
る
。
「

「
「
「
「
「
文
か
ら
「
「
入
れ
を
し
た
時
期
は
天
正
「
「
年「
一
「
九
〇
「「
月
三
日
で

あ
る
こ
「
は
明
ら
か
で
あ
る
。
豊
臣
勢
に
よ
る
小
田
原
城
包
囲
は
同
年
四
月
中
に
完
了

「
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「
「

「「

「「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「

「

し
て
い
た
「
考
え
ら
れ
る
た
め
「
「
尾
顕
「
が
小
田
原
城
内
に
籠
城
し
「
そ
こ
に
「
「

「
「
を
持
ち
込
ん
で
い
た
な
ら
ば
小
田
原
城
内
で
「
入
れ
を
し
た
こ
「
に
な
る
。
そ
う

な
る
「
「
国
広
も
ま
た
小
田
原
城
内
に
い
た
こ
「
に
な
る
。

「
「
「
国
広
は
「
「
文
に
よ
れ
ば
「
天
正
「
「
年
庚
刁
貳
月
吉
日
「
に
「
「
さ
れ
て

お
り
「
小
田
原
北
条
家
「
軍
事
動
員
に
よ
る
小
田
原
城
招
集
が
同
年
正
月
中
に
完
了
し

て
い
た
「
「
前
提
に
立
て
ば
「
国
広
は
「
尾
顕
「
「
共
に
遅
く
「
も
二
月
に
な
る
ま
で

に
は
小
田
原
城
に
入
り
「
「
「
「
国
広
を
二
月
中
に
「
「
し
「
「
月
三
日
に
「
「
「
「

に
「
を
入
れ
た
「
い
う
流
れ
に
な
ろ
う
。

「
「
「
「
「
「
「
「
国
広
が
小
田
原
合
戦
「
中
で
関
連
付
け
ら
れ
る
「
は
「
「
「
「

国
広
が
「
「
「
「
「
写
し
で
あ
る
こ
「
が
前
提
「
な
っ
て
い
る
。
当
た
り
前
だ
が
「
国

広
自
身
は
両
方
「
「
を
見
て
お
り
「
し
か
も
所
有
者
も
同
じ
「
尾
顕
「
で
あ
る
。
そ
し

て
「
剣
研
究
家
「
見
解
も
「
「
間
薫
「
氏
が
『
堀
川
國
廣
「
そ
「
弟
子
』
「
「
「
「
国

広
「
解
説
で
述
べ
ら
れ
た
「
そ
れ
「
こ
れ
「
を
比
較
す
れ
ば
一
見
し
て
こ
れ
は
そ
れ
を

ね
ら
っ
た
「
で
あ
る
こ
「
が
直
感
さ
れ
る
。
し
か
も
単
な
る
模
「
で
は
な
く
「
地
刃
「

働
き
「
「
す
す
ど
さ
は
「
「
を
さ
ら
に
強
調
し
「
放
胆
「
味
さ
え
加
わ
っ
て
「
「
「
「

中
に
あ
っ
て
も
出
色
「
も
「
「
云
い
得
よ
う
。「
「
一
文
に
尽
き
る
。

た
だ
し
「
完
全
な
写
し
で
は
な
い
。
ま
ず
法
量
が
微
妙
に
異
な
っ
て
い
る
。
尺
貫
法

で
比
較
可
能
な
寸
法
で
比
較
す
る
「
「「
「
「
「
は
「
さ
二
尺
三
寸
「
分
な
い
し
六
分
「

反
り
「
分
「
元
幅
一
寸
一
分
「
茎
「
「
寸
「
分
で
あ
る
「
に
対
し
「
「
「
「
国
広
は
「

さ
二
尺
三
寸
三
分
弱
「
反
り
九
分
三
厘
「
元
幅
一
寸
一
分
「
先
幅
九
分
「
厘
「
茎
「
六

寸
四
分
で
あ
る
。
寸
分
違
わ
ず
写
す
こ
「
は
難
し
い
た
め
「
こ
「
違
い
は
仕
方
な
い
「

し
て
も
「
茎
「
形
状
は
一
見
し
て
異
な
っ
て
い
る
。
「
「
「
「
が
現
状
で
は
目
釘
孔
三

に
対
し
「
「
「
「
国
広
が
一
「
「
「
「
「
「
茎
先
が
直
線
に
近
い
形
状
に
対
し
「
「
「

「
国
広
は
丸
味
を
帯
び
た
栗
尻
に
な
っ
て
い
る
。
刃
文
に
も
差
異
が
見
ら
れ
る
が
「
斯

界
「
重
鎮
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
国
広
は
「
「
に
倣
う
「
を
「
っ
た
「
い
う
「
は
確
か

で
あ
る
。
国
広
自
身
が
「
「
「
「
「
写
し
を
「
「
し
た
「
記
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

が
「
こ
れ
ほ
ど
ま
で
「
相
似
形
は
偶
発
で
は
「
り
得
な
い
。
「
「
「
国
広
を
「
「
す
る

に
あ
た
り
「
「
「
「
「
が
国
広
「
身
近
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
「
は
自
明
で
あ
る
。

先
述
し
た
よ
う
に
筆
者
は
「
国
広
を
文
化
人
「
し
て
足
利
学
校
が
招
聘
し
た
「
い
う

説
を
支
持
し
て
お
り
「
国
広
は
小
田
原
城
に
籠
城
し
て
い
な
い
「
い
う
立
場
を
取
る
。

ま
た
「
「
尾
顕
「
は
「
「
「
「
「
を
小
田
原
に
持
参
し
て
い
な
い
「
考
え
て
い
る
た

め
「
小
田
原
籠
城
戦
「
最
中
だ
っ
た
「
し
て
も
「
国
広
が
二
つ
「
「
剣
に
触
れ
る
機
会

は
足
利
に
お
い
て
あ
り
得
た
「
考
え
る
。

問
題
な
「
は
「
月
三
日
時
点
で
「
「
尾
顕
「
が
小
田
原
に
い
た
に
も
拘
わ
ら
ず
「
な

ぜ
「
尾
顕
「
が
所
持
す
る
「
剣
に
国
広
が
「
入
れ
出
来
た
か
で
あ
る
。
推
測
「
範
囲
で

考
え
ら
れ
る
こ
「
は
次
「
二
点
で
あ
る
。
一
つ
は
「
「
入
れ
「
指
示
は
「
尾
顕
「
「
外

「
足
利
在
住
「
誰
か
が
行
っ
た
「
い
う
こ
「
「
も
う
一
つ
は
「
「
尾
顕
「
は
小
田
原
に

籠
城
し
て
い
な
い
こ
「
で
あ
る
。

当
主
が
小
田
原
城
へ
籠
城
し
た
「
し
て
も
「
領
知
を
空
に
す
る
わ
け
で
は
な
く
「
必

ず
一
族
「
誰
か
を
当
主
名
代
に
立
て
て
「
当
主
級
「
権
限
で
領
内
支
配
が
委
ね
ら
れ
る

「
が
常
で
あ
り
「
場
合
に
よ
っ
て
は
状
況
に
応
じ
て
当
主
「
は
異
な
っ
た
判
断
を
行
う

こ
「
も
あ
る
。
戦
時
に
お
い
て
は
現
場
「
状
況
判
断
が
優
先
さ
れ
る
「
が
武
家
「
な
ら

い
で
あ
り
「
豊
臣
勢
が
迫
る
中
「
名
代
「
な
っ
た
者
が
「
入
れ
を
指
示
し
た
「
も
考
え

ら
れ
な
く
も
な
い
が
「
あ
ま
り
現
実
的
な
解
釈
で
は
な
い
。

可
能
性
が
高
い
「
は
「
「
尾
顕
「
が
小
田
原
城
に
籠
城
し
て
い
な
か
っ
た
「
い
う
見

解
で
あ
る
。
「
尾
が
小
田
原
城
に
籠
城
し
た
「
す
る
「
は
「
江
戸
時
代
に
描
か
れ
た

「
小
田
原
陣
図
「「
島
原
市
立
図
書
館
松
平
文
庫
蔵
「に
「
「
尾
但
馬
「
が
小
田
原
城
東
方
「

井
細
田
口
か
ら
渋
取
口
に
布
陣
し
て
い
た
「
記
さ
れ
て
い
る
こ
「
に
よ
る
。「
但
馬
「

「
13
「

「
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「

「
15
「



「
「

「「

「「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「

九

は
顕
「
「
官
途
名
で
あ
る
。
基
に
し
た
図
面
が
あ
っ
た
か
否
か
「
判
断
が
出
来
な
い
た

め
「
そ
「
史
料
性
を
判
断
す
る
こ
「
は
難
し
い
が
「
あ
く
ま
で
も
後
世
「
写
し
で
あ
る

こ
「
を
踏
ま
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
同
時
代
史
料
で
あ
る
「
小
田
原
城
仕
寄
陣
取

図
「「
「
口
県
文
書
館
毛
利
家
文
庫
蔵
「に
は
「
兄
「
由
良
国
繁
「
思
わ
れ
る
「
上
総
国
由

良
信
濃
守
「
「
名
は
惣
構
北
東
方
面
に
確
認
で
き
る
が
「
「
尾
顕
「
「
名
は
記
さ
れ
て

い
な
い
。

黒
田
基
樹
氏
が
「
証
さ
れ
た
よ
う
に
「
敵
対
す
る
佐
竹
方
へ
「
前
線
に
位
置
し
た
領

主
は
「
「
拠
在
城
「
な
っ
て
い
る
例
が
あ
る
こ
「
か
ら
「
佐
竹
領
に
近
い
足
利
も
ま
た

当
主
在
城
「
対
象
「
さ
れ
た
こ
「
も
一
つ
「
可
能
性
「
し
て
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
は
「

「
尾
家
は
由
良
家
か
ら
養
子
を
入
れ
た
時
点
で
「
由
良
家
一
門
衆
「
扱
い
に
な
っ
て
い

た
「
す
る
な
ら
ば
「
惣
領
「
由
良
国
繁
が
一
門
を
代
表
「
し
て
小
田
原
城
に
籠
城
し
「

「
尾
顕
「
自
身
は
由
良
家
「
名
代
「
し
て
足
利
「
守
衛
を
行
っ
た
「
い
う
考
え
は
指
摘

で
き
る
。

あ
く
ま
で
傍
証
だ
が
「
「
尾
家
「
菩
提
寺
・
「
林
寺
に
「
わ
っ
た
「
「
林
寺
「
尾
系

図　

一
巻
「
「
顕
「
「
項
「
末
尾
に
「
天
正
「
「
年
庚
寅
「
月
常
州
牛
久
江
移
ル
「
「

記
事
が
注
目
さ
れ
る
。
「
尾
は
小
田
原
陣
後
に
改
易
さ
れ
て
浪
人
「
な
っ
た
「
さ
れ
て

い
る
が
「
こ
「
出
典
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
こ
「
系
図
に
あ
る
「
牛
久
「
「
は
「

兄
「
由
良
国
繁
が
「
生
母「
赤
井
刑
部
少
輔
幸
家
娘
「「
取
り
な
し
に
よ
っ
て
秀
吉
か
ら
事

実
上
領
有
を
認
め
ら
れ
た
常
陸
国
牛
久
「
千
四
百
石
余
「
領
知
「
み
て
間
違
い
な
い
だ

ろ
う
。
由
良
家
は
後
に
徳
川
家
康
に
よ
っ
て
七
千
石
ま
で
加
増
さ
れ
た
後
「
由
良
国
繁

「
跡
を
継
い
だ
貞
繁
が
死
去
し
た
元
和
七
年「
一
六
二
一
「に
無
嗣
断
絶
「
な
る
が
「
名

門
ゆ
え
に
由
良
貞
繁
弟
「
貞
「
に
千
石
が
与
え
ら
れ
て
家
名
存
続
が
認
め
ら
れ
「
奥
高

家
「
し
て
幕
末
ま
で
命
脈
を
保
つ
。
つ
ま
り
「
小
田
原
城
に
籠
城
し
た
も
「
「
「
豊
臣

政
権
「
で
は
存
続
が
認
め
ら
れ
て
い
る
「
で
あ
る
。

「
尾
顕
「
が
牛
久
へ
移
る
「
い
う
「
は
「
豊
臣
政
権
「
で
新
た
な
小
名
「
し
て
存
続

し
た
由
良
家
「
行
動
を
共
に
し
た
「
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
由
良
国
繁
は
許
さ
れ
「
尾

顕
「
は
改
易
さ
れ
た
「
い
う
考
え
方
も
出
来
る
が
「
徳
川
家
康
か
ら
「
尾
顕
「
に
発
給

さ
れ
た
次
「
書
状
が
あ
る
た
め
「
少
な
く
「
も
家
康
に
よ
っ
て
そ
「
存
在
は
認
め
ら
れ

て
い
た
こ
「
は
確
か
で
あ
る
。

就
当
城
相
移 

来

翰
殊
太
「
一
腰

馬
一
疋
并
白
鳥

到
来 

令
祝
着

猶
「
多
佐
渡
守

可
申
候 

謹
言

「
月
廿
「
日 

家
康「
花
押
「

　

「
尾
新
「
郎
殿

こ
「
書
状
は
「
徳
川
家
康
が
江
戸
城
に
移
っ
た
事
「
祝
い
「
し
て
「
「
尾
顕
「
よ
り

太
「
・
馬
・
白
鳥
を
贈
ら
れ
た
事
に
対
す
る
返
礼
状
だ
が
「
家
康
が
返
礼
を
出
し
て
い

る
こ
「
に
意
味
が
あ
る
。
一
介
「
浪
人
に
対
し
て
徳
川
家
康
「
名
で
礼
状
が
出
さ
れ
る

こ
「
は
な
い
。
独
立
し
た
領
主
に
対
す
る
対
応
で
あ
る
。
由
良
国
繁
「
牛
久
領
有
は
認

め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
「
こ
「
時
期
に
徳
川
家
康
は
旧
来
「
関
東
「
国
衆
に
対
し
て
そ

「
待
遇
安
堵
を
認
め
る
書
状
を
認
め
て
お
り
「
右
「
書
状
は
そ
「
一
連
「
流
れ
に
位
置

づ
く
書
状
「
考
え
ら
れ
る
。
「
尾
顕
「
自
身
は
独
立
領
主
「
し
て
安
堵
さ
れ
た
形
跡
が

「
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「

「
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「
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「
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「
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「
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「
「
「
「
「
「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「

一
〇

な
い
こ
「
か
ら
「
こ
「
書
状
は
「
尾
顕
「
が
由
良
家
「
「
取
り
次
ぎ
「
し
て
頂
戴
し
た

可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
「
こ
「
か
ら
「
小
田
原
合
戦
時
「
「
尾
顕
「
は
既
に
由
良

家
「
名
代
扱
い
で
は
な
か
っ
た
か
「
推
論
す
る
。
ま
た
「
い
ず
れ
に
し
た
「
こ
ろ
で
「

「
尾
顕
「
は
小
田
原
戦
後
に
浪
人
し
た
「
す
る
見
解
は
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。
な

お
「
こ
「
書
状
に
あ
る
「
太
「
一
腰
「
を
「
「
「
国
広
「
す
る
見
解
が
あ
る
が
「
こ
「

見
解
は
否
定
す
る
。
こ
「
こ
「
に
つ
い
て
は
章
末
「
「
補
論
一
「
で
述
べ
る
。

「
「
「
「
「
「
入
れ
「
謎
は
「
「
尾
顕
「
自
身
が
小
田
原
城
に
籠
城
し
て
い
た
こ
「

を
前
提
に
し
て
い
る
こ
「
に
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
「
前
述
「
よ
う
に
「
尾
顕
「
が
小

田
原
城
に
籠
城
し
た
「
い
う
確
実
な
記
録
は
無
い
。
確
実
な
こ
「
は
「
天
正
「
「
年
「

月
三
日
に
「
尾
顕
「
所
持
「
北
条
氏
直
か
ら
「
拝
領
「
・
「
「
「
「
に
国
広
が
「
を
入

れ
た
こ
「
「
「
そ
れ
よ
り
三
ケ
月
ほ
ど
前
「
二
月
に
「
こ
「
「
「
「
「
に
そ
っ
く
り
な

「
「
「
国
広
を
「
「
し
た
こ
「
「
小
田
原
落
城
後
「
「
月
に
国
広
が
足
利
学
校
に
い
た

こ
「
だ
け
で
あ
る
。

さ
よ
「
す
け
氏
は
「
当
時
「
「
工
は
「
冬
至
か
ら
夏
至
「
間
に
打
っ
た
「
に
「
二

月
「「
夏
至
か
ら
冬
至
「
間
に
打
っ
た
「
に
「
「
月
「
「
刻
む
習
慣
が
あ
っ
た
「
い
う

福
永
酔
剣
氏
「
興
味
深
い
説
を
紹
介
し
て
い
る
。
同
氏
は
「
実
際
に
国
広
「
「
「
剣

「
「
七
振
「
「
を
「
「
し
「
二
月
「
が
「
「
振
「
「
月
「
が
二
「
三
振
「
突
出
し
た
数

値
を
示
し
て
い
る
こ
「
を
紹
介
し
て
い
る
た
め
「
国
広
も
ま
た
こ
「
習
慣
に
な
ら
っ
た

可
能
性
が
高
く
「
そ
う
だ
「
す
る
「
「
「
「
国
広
は
天
正
「
「
年
正
月
か
ら
旧
暦
で
夏

至
が
あ
る
「
月
ま
で
「
「
期
間
が
広
が
る
「
い
う
指
摘
は
傾
聴
に
値
す
る
。
そ
う
な
る

「
「
「
尾
顕
「
が
小
田
原
城
へ
赴
く
直
前
に
足
利
で
「
「
「
「
を
前
に
し
て
「
「
「
国

広
を
「
「
す
る
こ
「
は
可
能
「
な
る
。

今
回
「
事
例
は
「
文
献
史
料
で
は
判
ら
な
い
国
広
「
い
う
特
定
人
物
「
行
動
が
「
「

剣
「
「
い
う
金
石
文
に
よ
っ
て
辿
れ
る
希
有
な
事
例
で
あ
り
「
国
広
「
行
動
「
証
明
で

も
あ
る
「
筆
者
は
考
え
る
。
不
確
実
な
推
測
に
よ
る
仮
説
「
提
示
よ
り
「
確
実
な
文
「

史
料
「
整
合
性
を
取
る
こ
「
を
優
先
す
る
な
ら
ば
「
対
象
「
し
た
三
振
「
「
剣
「
が
成

立
す
る
背
景
は
「
国
広
が
「
尾
顕
「
「
た
め
に
「
「
「
国
広
を
天
正
「
「
年
二
月
な
い

し
は
そ
れ
ま
で
に
「
「
し
「
同
年
「
月
に
お
そ
ら
く
「
尾
顕
「
自
身
「
指
示
に
よ
り
「

「
「
「
「
に
「
入
れ
を
し
「
国
広
自
身
は
小
田
原
開
城
後
「
な
る
同
年
「
月
に
も
足
利

学
校
に
滞
在
し
て
い
た
こ
「
で
あ
る
。
そ
し
て
「
こ
れ
ら
「
行
動
は
「
国
広
は
文
人
「

し
て
足
利
学
校
に
招
聘
さ
れ
て
い
た
こ
「
「
「
「
尾
顕
「
自
身
が
足
利
に
い
る
「
い
う

前
提
で
な
け
れ
ば
成
立
し
な
い
。
史
料
性
を
尊
重
す
れ
ば
「
こ
「
結
論
し
か
導
き
出
せ

な
い
「
で
あ
る
。

な
お
「
小
田
原
開
城
直
後
「
「
「
行
方
も
確
実
な
史
料
で
は
分
か
ら
ず
「
「
「
「
「

に
関
し
て
は
「
天
正
「
「
年
か
ら
尾
張
徳
川
家
三
代
綱
誠
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
る
延
宝

九
年「
一
六
「
一
「ま
で
「
お
よ
そ
九
「
年
間
「
誰
が
所
持
し
て
い
た
か
も
全
く
分
か
ら

な
い
た
め
「
尾
張
徳
川
家
「
前
「
遍
歴
を
辿
る
こ
「
は
現
時
点
で
は
不
可
能
で
あ
る
こ

「
も
付
記
し
て
お
く
。
た
だ
し
「
状
況
証
拠
だ
け
で
憶
測
し
た
場
合
「
土
井
利
勝
を
祖

「
す
る
土
井
家
が
元
「
所
有
者
「
す
る
考
え
も
浮
上
す
る
が
「
説
を
一
人
歩
き
さ
せ
て

は
な
ら
な
い
。
こ
「
こ
「
に
つ
い
て
も
章
末
「
補
論
二
「
で
述
べ
る
。

補
論
一　
「
徳
川
家
康
筆 

「
尾
顕
「
宛
書
状
「
「
「
証

前
項
で
提
示
し
た
小
田
原
合
戦
後
に
徳
川
家
康
が
「
尾
顕
「
に
与
え
た
書
状
に
つ
い

て
見
解
を
述
べ
る
。
こ
「
書
状
が
群
馬
県
足
利
市
・
「
林
寺
で
公
開
さ
れ
た
平
成
三
「

年「
二
〇
一
「
「時
に
「
こ
「
書
状
に
記
さ
れ
た
「
太
「
一
腰
「
が
「
「
「
「
国
広
で
は

な
い
か
「
い
う
「
月
「
九
日
付
産
経
新
聞
「
よ
う
な
論
調
が
見
ら
れ
た
が
「
こ
れ
は
武

家
故
実
「
点
か
ら
い
え
ば
あ
り
得
な
い
。

こ
「
書
状
は
「
徳
川
家
康
が
関
東
へ
移
封
さ
れ
た
直
後
「
天
正
「
「
年「
一
「
九
〇
「
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「

一
一

「
月
二
「
一
日
に
「
そ
「
移
封
を
祝
し
て
「
尾
顕
「
か
ら
太
「
・
馬
・
白
鳥
が
贈
ら
れ

た
こ
「
に
対
す
る
家
康
か
ら
「
礼
状
で
あ
る
。
徳
川
家
康
が
新
し
い
領
国
「
支
配
を

進
め
る
中
で
「
旧
来
「
国
衆
に
対
し
て
「
そ
「
去
就
を
諮
っ
て
い
た
時
期
「
書
状
で
あ

り
「
「
尾
顕
「
へ
家
康
名
で
書
状
を
遣
わ
す
こ
「
は
「
「
尾
顕
「
を
一
介
「
浪
人
「
し

て
で
は
な
く
「
そ
れ
な
り
「
立
場
あ
る
者
「
認
め
た
上
で
「
行
為
で
あ
る
。
所
領
が
事

実
上
安
堵
さ
れ
た
由
良
国
繁
「
同
等
「
対
応
か
「
あ
る
い
は
由
良
家
「
名
代
「
し
て
「

対
応
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
「
は
先
述
し
た
。
そ
「
こ
「
を
前
提
「
す
る
な
ら
ば
「

「
尾
か
ら
家
康
に
太
「
を
献
上
す
る
こ
「
は
「
単
な
る
物
品
「
贈
与
で
は
な
く
「
支
配

す
る
側
に
対
す
る
贈
答
儀
礼
「
規
範
に
基
づ
い
た
行
為
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

室
町
将
軍
家
時
代
「
規
式
書
で
あ
る
『
大
内
問
答
』
に
太
「
献
上
「
記
述
が
あ
る
。

同
書
は
「
門
国
「
口
を
「
拠
「
し
た
守
護
大
名
・
大
内
「
興「
一
四
七
七
〜
一
「
二
「
「

が
「
永
正
「
年「
一
「
〇
「
「に
「
代
将
軍
だ
っ
た
足
利
「
尹「
「
稙
「を
奉
じ
て
入
京
し

将
軍
職
に
復
職
さ
せ
た
際
に
「
武
家
故
実
に
通
じ
た
伊
勢
貞
陸「
一
四
六
三
〜
一
「
二
一
「

に
諮
問
し
て
回
答
さ
れ
た
「
「
「
箇
条
に
わ
た
る
武
家
殿
上
「
「
法
・
故
実
を
翌
永
正

六
年
に
一
書
に
ま
「
め
た
武
家
故
実
書
で
あ
る
。
豊
臣
政
権
・
徳
川
政
権
も
「
武
家
典

礼
に
関
す
る
事
項
は
「
室
町
将
軍
家
「
規
式
を
踏
襲
し
て
お
り
「
特
に
中
央
政
権
「
し

て
「
武
家
故
実
は
「
時
代
に
よ
っ
て
簡
「
化
・
応
用
化
さ
れ
る
傾
向
は
あ
る
も
「
「
「

「
六
世
紀
末
「
段
階
で
は
ま
だ
前
政
権
「
規
範
は
踏
襲
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

同
書
「
記
載
は
大
内
家
か
ら
「
質
問
に
対
し
て
伊
勢
貞
陸
が
回
答
す
る
形
式
「
な
っ

て
お
り
「
「
剣
献
上
に
関
す
る
事
項
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
「
中
で
献
上
に
相
応

し
く
な
い
「
「
し
て
「
項
目
が
あ
り
「「
一 

太
「
か
た
な
「
に
よ
り
て 

引
出
物
に
成

申
さ
ず
候
哉
。
同
中
心
き
り
た
る
「
又
無
「
「
太
「
か
た
な
い
か
ゞ
「
事
。「
「
す
る

大
内
家
か
ら
「
質
問
に
対
し
て
「
「
に
よ
り
て
。
御
物
ニ
ハ 

不
レ
及
二
其
沙
汰
一
候
か
。

無
「
「
事
。
式
々
「
進
物
に
は
不
レ
成
候
。
常
に
は
不
レ
苦
候
。
其
時
ハ
目
録
ニ
も
持

「
付
候
。
又
中
心
「
た
る
も
同
然
。
式
々
「
引
出
物
に
は
不
レ
可
レ
然
候
。「
「
伊
勢
貞

陸
は
回
答
し
て
い
る
。

つ
ま
り
「
式
正
「
贈
答
儀
礼
「
際
「
無
「
や
磨
上
げ
「
「
剣
は
献
上
物
に
相
応
し
く

な
い
「
断
言
し
て
い
る
。
常
「
献
上
で
は
「
不
レ
苦
候
。「
「
す
る
も
「
「
「
「
尾
か

ら
家
康
へ
「
「
剣
献
上
は
「
新
た
な
領
主
に
対
す
る
上
「
関
係
「
確
認
「
意
味
を
持
つ

特
別
な
贈
呈
で
あ
る
「
考
え
ら
れ
る
た
め
「
恒
例
献
上
「
範
疇
で
は
無
い
は
ず
で
あ

る
。
そ
「
意
味
で
「
磨
上
げ
で
あ
り
無
「
「
「
「
「
「
は
贈
答
「
に
は
相
応
し
く
な

い
。
で
は
「
生
ぶ
で
有
「
「
「
「
「
国
広
が
相
応
し
い
か
「
い
え
ば
「
こ
れ
も
ま
た
否

「
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
何
よ
り
「
平
顕
「
「
「
所
持
者
を
明
記
し
て
お
り
「
次
「
所

持
者
に
対
す
る
配
慮
を
欠
い
て
い
る
「
剣
だ
か
ら
で
あ
る
。
所
持
者
特
有
「
情
報
を
追

「
「
し
て
刻
ん
だ
「
「
「
「
は
も
「
よ
り
対
象
外
で
あ
り
「
基
「
的
に
は
「
工
「
「
み

「
「
剣
が
贈
答
に
相
応
し
い
。

偶
然
遺
さ
れ
た
史
料
「
「
品
「
み
で
「
我
田
引
水
的
な
結
論
を
導
く
こ
「
は
慎
む
べ

き
で
あ
る
。
後
述
す
る
が
「
「
「
「
国
広
「
「
来
は
「
北
条
家
遺
臣
「
石
原
甚
「
左
衛

門
か
ら
「
井
伊
家
家
臣
「
渥
美
平
「
郎
へ
譲
ら
れ
た
「
い
う
「
「
し
か
残
ら
ず
「
そ
「

由
緒
に
一
定
「
信
憑
性
が
認
め
ら
れ
る
限
り
「
「
「
「
域
は
出
な
い
も
「
「
「
現
時
点

で
は
こ
こ
に
徳
川
家
康
が
介
入
す
る
余
地
は
無
い
。

補
論
二　

「
「
「
「
「
「
来
に
関
す
る
状
況
証
拠

先
述
し
た
よ
う
に
「
「
尾
顕
「
が
小
田
原
合
戦
後
に
行
動
を
共
に
し
た
「
さ
れ
る

由
良
家
は
「
「
尾
顕
「
「
兄
・
由
良
国
繁
が
秀
吉
よ
り
采
地
「
し
て
常
陸
国
牛
久

「
千
四
百
石
を
安
堵
さ
れ
た
後
「
関
ヶ
原
合
戦
前
後
に
徳
川
家
康
に
臣
従
し
「
合
戦
後

に
千
六
百
石
余
を
加
増
さ
れ
て
い
る
。
由
良
国
繁
「
嫡
男
・
貞
繁
は
「
小
田
原
合
戦
直

後
に
父
・
国
繁
「
は
別
に
家
康
か
ら
直
接
三
千
石
を
賜
っ
て
徳
川
家
「
直
臣
「
な
り
「

「
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「

「
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「



「
「

「「

「「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「

一
二

関
ヶ
原
合
戦
後
に
二
千
石
加
増
に
な
っ
た
後
「
父
「
家
督
を
継
ぐ
際
「
こ
れ
ま
で
「

「
千
石
は
収
公
さ
れ
て
父
「
七
千
石
余
を
継
「
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
「
由
良
家

は
徳
川
家
「
直
臣
に
な
っ
て
い
く
わ
け
だ
が
「
大
坂
「
陣
「
際
に
は
土
井
利
勝
「
麾
「

「
し
て
合
戦
に
臨
ん
で
い
る
。

「
「
林
寺
「
尾
系
図 
一
巻
「
に
よ
れ
ば
「
「
尾
顕
「
「
嫡
男
・
宣
景
は
土
井
利
勝
に

仕
え
て
千
二
百
石
を
拝
領
し
た
「
記
さ
れ
て
い
る
。
宣
景
「
内
室
は
由
良
国
繁
「
娘
「

な
っ
て
お
り
「
「
尾
家
は
由
良
家
「
二
重
「
血
縁
関
係
を
結
ぶ
こ
「
で
「
ほ
ぼ
由
良
家

「
一
門
扱
い
に
な
っ
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
由
良
家
が
土
井
利
勝
「
麾
「
に
属
す
る

な
ら
ば
「
「
尾
家
も
同
様
だ
っ
た
は
ず
で
「
由
良
家
を
介
し
た
土
井
家
「
「
繋
が
り
が

生
じ
た
「
思
わ
れ
る
。
「
尾
宣
景
が
い
つ
土
井
家
に
仕
え
た
か
は
判
ら
な
い
が
「
一
つ

「
可
能
性
「
し
て
は
由
良
貞
繁
が
無
嗣
断
絶
「
な
っ
た
元
和
七
年「
一
「
二
一
「「
降
「

可
能
性
は
あ
る
。
こ
「
時
「
由
良
家
は
名
門
ゆ
え
に
由
良
貞
繁
「
弟
・
貞
「
に
家
名
継

「
は
許
さ
れ
た
も
「
「
「
領
知
は
千
石
ま
で
削
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
「
尾
家
が
由
良
家

「
附
庸
関
係
に
あ
っ
た
な
ら
ば
「
こ
「
時
点
で
由
良
家
「
袂
を
分
か
つ
こ
「
は
あ
り
え

る
。
そ
「
時
期
は
「
も
か
く
「
「
尾
宣
景
が
土
井
利
勝
に
仕
え
た
こ
「
は
系
図
上
明
ら

か
で
あ
る
た
め
「
土
井
家
に
「
「
「
「
を
献
上
す
る
機
会
が
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。

そ
「
土
井
家
は
利
勝
「
孫
・
三
代
利
重
が
延
宝
元
年「
一
六
七
三
「に
二
「
七
歳
で
歿

し
た
後
「
嫡
子
・
利
久
が
四
代
を
継
ぐ
が
同
三
年
に
「
歳
で
夭
逝
し
た
事
に
よ
り
「
土

井
家
も
ま
た
無
嗣
断
絶
「
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
「
土
井
利
勝
「
功
績
に
よ
り
三
代

利
重
「
弟
で
常
陸
国
内
に
一
万
石
を
領
し
て
い
た
利
益
に
家
名
存
続
が
認
め
ら
れ
「
同

三
年
に
古
河
を
中
心
に
七
万
石
が
給
付
さ
れ
た
も
「
「
「
四
代
利
久
「
代
で
「
四
万

「
千
石
だ
っ
た
領
知
は
半
減
す
る
こ
「
に
な
り
「
さ
ら
に
尾
張
徳
川
家
が
「
「
「
「
を

購
入
し
た
年
で
あ
る
同
九
年
二
月
二
「
「
日
に
は
志
摩
国
鳥
羽
へ
転
封
「
な
る
。
こ
「

一
連
「
措
置
に
よ
り
「
土
井
家
「
財
政
は
相
当
逼
迫
し
た
「
思
わ
れ
る
。
「
「
「
「
に

「
23
「

折
紙
が
付
け
ら
れ
た
「
は
同
「
年
で
あ
り
「
同
九
年
六
月
に
売
却
さ
れ
た
「
い
う
時
間

軸
で
み
る
な
ら
ば
「
土
井
家
変
転
「
流
れ
「
重
な
り
「
土
井
家
が
「
阿
弥
家
を
通
じ
て

「
「
「
「
「
売
却
先
を
探
っ
た
「
い
う
考
え
も
出
来
な
く
は
な
い
。
こ
れ
が
「
土
井
家

「
来
説
を
産
み
出
す
状
況
証
拠
で
あ
る
。

こ
「
よ
う
に
状
況
証
拠
を
重
ね
る
こ
「
で
「
あ
た
か
も
土
井
家
「
来
は
可
能
性
「
一

つ
「
錯
覚
し
が
ち
だ
が
「
こ
こ
に
史
料
的
根
拠
は
存
在
し
な
い
こ
「
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
文
献
史
料
が
存
在
し
な
い
限
り
「
推
論
で
補
強
す
る
「
も
歴
史
研
究
「
手
法
「
一

つ
だ
が
「
ど
こ
ま
で
科
学
性
が
担
保
さ
れ
る
か
が
必
須
で
あ
り
「
遺
さ
れ
た
史
料
で
幾

重
に
も
周
辺
「
裏
付
け
を
取
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
「
憶
測
を
推
論
に
昇
華
さ
せ
る

努
力
は
必
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「決
し
て
現
代
的
解
釈
を
介
入
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
。

「
剣
で
あ
ろ
う
「
別
「
美
術
工
芸
品
で
あ
ろ
う
「
「
そ
こ
に
歴
史
的
評
価
を
加
え
る
な

ら
ば
「
こ
「
厳
密
性
を
担
保
し
て
「
「
を
行
う
べ
き
「
考
え
る
。

二　

尾
張
徳
川
家
に
お
け
る
本
作
長
義
の
伝
来

「
一
「　

尾
張
徳
川
家
三
代
綱
誠
時
代
「
蔵
帳
記
載

「
「
「
「
「
尾
張
徳
川
家
に
お
け
る
最
古
「
文
献
記
録
は
「
剣
に
附
属
す
る
折
紙
で

あ
る
。
「
阿
弥
家
「
二
代
光
常
に
よ
る
延
宝
「
年「
一
六
七
七
「弥
生「
三
月
「三
日
付
「

折
紙「
挿
図
2
・
3
「で
「「
備
前
國
「
「　

正
真 

「
サ
弐
尺
参
寸
六
分 

表
裏
樋 

磨
上
中

心
ニ
彫
付
有
之　

代
金
子
拾
「
枚　

延
寶
「
年
巳 

弥
生
三
日　

「
阿「
花
押
「「
「
記
さ

れ
て
お
り
「
延
宝
「
年
時
点
で
大
判
「
「
枚
「
代
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
「
日
付

は
尾
張
徳
川
家
が
購
入
す
る
「
前
「
日
付
で
あ
る
た
め
「
「
阿
弥
家
に
代
付
を
依
頼
し

た
「
は
元
「
持
ち
主
「
い
う
こ
「
に
な
る
。
残
念
な
が
ら
「
そ
れ
が
誰
か
は
判
ら
な
い
。

折
紙
は
「
剣
価
値
「
証
明
書
で
あ
る
た
め
「
そ
「
「
剣
を
売
買
・
贈
与
す
る
際
な
ど



「
「

「「

「「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「

一
三

に
「
折
紙
「
発
行
を
求
め
る
こ
「
が
多
い
。
前
「
持
ち
主
は
「
ま
ず
「
「
「
「
「
金
銭

的
価
値
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
「
だ
ろ
う
。
そ
「
後
「
経
過
を
見
る
な
ら

ば
「
そ
「
代
付
金
額
で
譲
渡
す
る
こ
「
を
目
論
ん
だ
「
考
え
ら
れ
る
。
「
阿
弥
家
自
身

が
所
持
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
が
「
尾
張
徳
川
家
へ
「
売
買
を
「
阿
弥
家
九
代
光
徳

「
次
男
・
光
益
「
次
男
で
あ
る
光
務
「
仲
介
に
よ
り
「
金
換
算
で
百
「
「
両
一
分
「
い

う
当
時
「
し
て
も
大
金
で
購
入
し
て
い
る
限
り
「
「
阿
弥
家
「
外
が
所
持
し
て
い
た
「

考
え
ら
れ
る
。

た
だ
「
尾
張
徳
川
家
「
記
録
で
は
「
阿
弥
光
務
「
外
「
名
は
出
て
こ
な
い
。
「
阿
弥

家
「
仲
介
は
身
元
を
伏
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
百
「
「
両
一
分

「
い
う
大
金
を
出
せ
る
家
は
「
当
時
「
し
て
も
限
ら
れ
た
家
で
あ
る
た
め
「
尾
張
徳
川

家
「
並
ぶ
名
家
が
売
却
候
補
「
な
っ
た
は
ず
で
あ
り
「
間
に
「
阿
弥
家
を
咬
ま
せ
る
こ

挿
図
3　

本
阿
弥
光
常
折
紙
・
包
紙

挿
図
2　

本
阿
弥
光
常
折
紙

「
は
必
然
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
前
「
所
有
者
に
「
っ
て
金
銭
的
困
窮
「
い
っ
た
不
名

誉
な
事
態
に
よ
り
売
却
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
「
し
た
ら
「
家
「
名
誉
「
た
め
に
も
名

を
明
か
す
こ
「
は
無
い
。
尾
張
徳
川
家
に
も
そ
「
名
は
「
え
ら
れ
な
か
っ
た
は
ず
で
あ

る
。な

お
「
代
付
に
お
い
て
必
要
な
「
は
「
そ
「
「
「
客
観
的
な
価
値
で
あ
る
。
「
剣
自

体
が
優
れ
て
い
る
こ
「
は
当
然
「
こ
「
だ
が
「
そ
れ
「
上
「
付
加
価
値
を
求
め
て
代
付

金
額
を
上
げ
る
必
要
が
あ
る
た
め
「
そ
「
「
に
号
が
あ
る
な
ら
ば
「
現
在
で
い
う
評
価

額
は
向
上
す
る
。
も
し
「
前
「
持
ち
主
が
金
銭
を
欲
し
て
い
る
な
ら
ば
「
付
加
価
値
は

必
須
「
情
報
で
あ
る
。
「
「
「
「
に
「
「
「
「
号
が
付
い
て
い
た
な
ら
ば
「
折
紙
に
反

映
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
「
に
「
そ
「
記
載
が
無
い
「
い
う
こ
「
は
「
少
な
く
「
も
尾
張

徳
川
家
に
売
却
さ
れ
る
時
に
「
「
「
「
「
に
は
「
「
「
「
号
は
無
か
っ
た
「
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
「
「
「
尾
張
徳
川
家
「
記
録
を
元
に
こ
「
こ
「
を
説
明
す
る
。

尾
張
徳
川
家
「
什
宝
管
理
台
帳
で
あ
る
蔵
帳
で
「
「
「
「
「
「
名
が
記
さ
れ
る
最
古

「
蔵
帳
は
「「
泰
心
院
様
御
部
屋
住
當
御
代 

御
腰
物
元
「
帳
「「
「
「
「「
蔵
帳
1
「
「
「

称
す
る
。
挿
図
4
「で
あ
る
。
泰
心
院
様
「
す
な
わ
ち
尾
張
徳
川
家
三
代
綱
誠
が
「
御
部

屋
住
「
だ
っ
た
時
代
「
「
剣
管
理
台
帳
で
あ
る
。
綱
誠
が
家
督
を
継
ぐ
「
は
元
禄
六
年

「
一
六
九
三
「で
あ
る
た
め
「
そ
れ
「
前
「
綱
誠
所
持
「
剣
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

磨
上　
　
　
　
　
　

「
朱
書
「　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　

同
九
年
酉
六
月

一　

「
「
御
腰
物　

 「
御
判
被
「
「　　

代
拾
「
枚 

折
紙　

拵
な
し　
　
　
　

  

相
調

　
　
　
　
　

是
者
御
指
料
之
御
用
ニ
「
阿
弥
光
務
方
指
上
ル

　
　
　
　
　

但 

臨
時
御
金
之
内
よ
り
代
被
申
候 

百
「
拾
弐
両
壱
分 

光
務
ニ
相
渡

　
　
　
　
　

壱
枚
七
両
壱
分
之
両
替　
「「

朱
書
「

此
拂
元
帳
ノ
上
ニ
御
黒
印
有
之
拂
「

「
24
「



「
「

「「

「「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「

一
四

そ
れ
は
「
次
に
古
い
蔵
帳
「
記
録
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
「
「
「
「
が
次
に
記

さ
れ
る
「
は
「
中
将
様
御
道
具 

御
腰
物
御
脇
指
帳 

元
帳
「「
「
「
「「
蔵
帳
2
「
「
「
称
す

る
。
挿
図
5
「で
あ
る
。「
中
将
様
「
「
は
家
督
を
継
い
で
従
三
位
中
将
に
叙
任
さ
れ
た

三
代
綱
誠
「
こ
「
を
指
し
「
「
帳
は
綱
誠
家
督
後
も
含
め
て
所
持
し
た
「
剣
「
管
理
台

帳
に
あ
た
る
。
こ
こ
に
も
「
「
「
「
が
次
「
よ
う
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

磨
上　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　

同
年
酉
六
月

一　

「
「
御
腰
物　
　
　

代
拾
「
枚 

折
紙
有

拵
な
し　
　
「
貼
紙
「　　
　

 

相
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
礼
ノ
「
「

　
　
　
　
　

是
者
四
割
増
ニ
「
阿
弥
光
務
指
上
ル

蔵
帳
1
よ
り
は
簡
便
な
記
載
な
が
ら
「
い
く
つ
か
「
興
味
深
い
記
述
が
あ
る
。
一
つ

は
「
拵
な
し
「
「
い
う
記
述
で
あ
る
。
蔵
帳
1
「
時
点
で
も
「
拵
な
し
「
「
な
っ
て
お

り
「
綱
誠
は
白
鞘
状
態
で
「
「
「
「
を
購
入
し
た
こ
「
が
判
明
す
る
が
「「
臨
時
御
金
「

「
い
う
一
種
「
緊
急
対
応
的
な
予
算
支
出
を
し
て
「
御
指
料
之
御
用
「
「
す
る
た
め
に

購
入
し
た
に
も
拘
わ
ら
ず
「
当
主
に
な
っ
て
も
拵
を
製
「
し
て
い
な
い
。
ゆ
え
に
「
綱

誠
に
「
っ
て
必
要
だ
っ
た
「
は
「
「
「
「
「
を
購
入
す
る
「
い
う
名
目
で
そ
「
代
金
を

誰
か
に
渡
す
こ
「
だ
っ
た
「
考
え
ざ
る
を
得
ず
「
綱
誠
自
身
は
佩
「
し
な
か
っ
た
「
考

え
た
方
が
良
い
。

な
お
「
「
「
「
「
に
は
金
無
垢
二
重
鎺「
挿
図
6
「が
附
属
し
て
い
る
。
尾
張
徳
川
家

「
白
鞘
は
拵
「
柄
「
鎺
を
一
体
化
し
て
彫
り
出
す
木
鎺「
挿
図
7
「「
い
う
特
殊
な
造
り

を
し
て
お
り
「
白
鞘
状
態
「
ま
ま
な
ら
ば
金
属
「
鎺
は
不
要
で
あ
る
。
金
属
「
鎺
を
「

「
来
あ
っ
た
拵
「
鎺
「
考
え
る
向
き
も
あ
る
が
「
明
治
初
年
に
至
る
一
連
「
蔵
帳
で
「

一
貫
し
て
拵
「
記
載
が
無
い
た
め
「
一
度
も
拵
は
「
ら
れ
な
か
っ
た
「
考
え
ら
れ
る
。

附
属
す
る
金
属
「
鎺
は
「
購
入
し
た
時
点
で
「
白
鞘
に
附
属
し
て
い
た
鎺
で
あ
ろ
う
。

「
25
「

こ
こ
に
先
述
し
た
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
綱
誠
「
「
御
指
料
之
御
用
「

「
す
る
た
め
「
延
宝
九
年「
一
六
「
一
「六
月
に
「
阿
弥
光
務
よ
り
「
臨
時
御
金
之
内
「

か
ら
百
「
「
二
両
一
分
で
購
入
し
た
「
あ
る
。「
臨
時
御
金
「
が
ど
「
よ
う
な
勘
定
項

目
な
「
か
は
分
か
ら
な
い
が
「
現
代
的
に
言
え
ば
通
常
予
算
で
は
な
く
「
補
正
予
算
な

い
し
臨
時
予
算
か
ら
「
捻
出
「
い
う
こ
「
だ
ろ
う
か
。
ゆ
え
に
「
「
「
「
「
「
購
入
は

当
初
よ
り
予
定
さ
れ
て
い
た
購
入
で
は
な
く
「
何
ら
か
「
緊
急
対
応
だ
っ
た
「
も
考
え

ら
れ
る
。
そ
れ
が
先
述
し
た
よ
う
に
前
「
所
有
者
「
都
合
「
す
な
わ
ち
金
銭
を
欲
す
る

状
況
「
い
う
事
態
に
「
綱
誠
が
道
「
的
に
対
応
し
た
「
も
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。
状

況
証
拠
で
は
あ
る
が
「「
臨
時
御
金
「
で
自
分
「
佩
「
に
す
る
名
目
で
購
入
し
た
に
も

拘
わ
ら
ず
「
後
「
蔵
帳
で
綱
誠
が
佩
「
し
た
形
跡
が
見
当
た
ら
な
い
こ
「
も
「
そ
「
説

を
補
強
す
る
。

挿
図
4　
「
泰
心
院
様
御
部
屋
住
當
御
代 

御
腰
物
元
下
帳
」
本
作
長
義
部
分



「
「

「「

「「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「

一
「

挿
図
5　
「
中
将
様
御
道
具 

御
腰
物
御
脇
指
帳 

元
帳
」
本
作
長
義
部
分

挿
図
7　

本
作
長
義
附
属
「
白
鞘
木
鎺
」

挿
図
6　

本
作
長
義
附
属
「
金
無
垢
二
重
鎺
」

尾
張
徳
川
家
「
白
鞘
形
態
は
統
一
さ
れ
て
お
り
「
蔵
帳
に
鎺
「
こ
「
が
記
載
さ
れ
る

延
享
二
年「
一
七
四
「
「成
立
「
「
御
腰
物
元
帳
「
が
製
「
さ
れ
る
「
前
ま
で
に
「
尾
張

徳
川
家
仕
様
「
白
鞘「
挿
図
8
「に
「
り
直
さ
れ
た
「
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
「
現
在
「
白

鞘
が
「
江
戸
時
代
中
期
「
鞘
で
あ
る
か
否
か
は
判
ら
な
い
。
現
在
「
白
鞘
に
は
墨
書
に

よ
る
鞘
書
「
し
て
「
柄
「
部
分
に
「
第
壱
部　

第
二
「
三
號
「「
挿
図
9
「「
鞘
中
央
に

「
仁
一
ノ
七
「
九　

備
前
國
「
「
御
「　

磨
上
無
「
「
弐
尺
参
寸
六
分
「「
挿
図
10
「「
鞘

「
物
打
ち
付
近
に「
延
宝
「
巳
年 

折
紙　

代
金
拾
「
枚
「「
挿
図
11
「「
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
記
さ
れ
た
「
仁
一
ノ
七
「
九
「
「
い
う
番
号
は
「
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
「

挿図8　本作長義附属白鞘

挿
図
9　

本
作
長
義
附
属
白
鞘
柄
部
墨
書

挿
図
10　

本
作
長
義
附
属
白
鞘
中
央
部
墨
書

挿
図
11　

本
作
長
義
附
属
白
鞘
物
打
ち
部
墨
書



「
「

「「

「「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「

一
六

年「
一
「
七
二
「ま
で
に
附
さ
れ
た
新
た
な
整
理
番
号
で
「
柄
「
「
第
壱
部　

第
二
「
三

號
「
も
近
代
「
整
理
番
号
で
あ
る
。
元
「
墨
書
を
抹
消
し
た
痕
跡
は
無
い
た
め
「
新
た

な
番
号
を
附
し
た
際
に
「
ら
れ
た
白
鞘
「
も
思
え
る
が
「
番
号
部
分
は
後
筆
「
よ
う
に

も
見
え
る
た
め
「
白
鞘
製
「
時
期
に
関
し
て
は
「
「
を
要
す
る
。

な
お
「
蔵
帳
1
「
蔵
帳
2
に
は
「
他
「
蔵
帳
に
は
無
い
独
特
「
表
記
が
見
ら
れ
る
。

蔵
帳
1
で
は
「
壱
枚
七
両
壱
分
之
両
替
「「
蔵
帳
2
に
は
「
是
者
四
割
増
ニ
「
阿
弥
光

務
指
上
ル
「
「
い
う
記
載
で
あ
る
。
蔵
帳
1
「
記
述
を
単
純
に
解
釈
す
れ
ば
「
折
紙
「

代
付
金
「
「
枚
を
流
通
貨
幣
に
改
め
る
際
に
「
一
枚
を
七
両
一
分
で
換
算
し
た
「
い
う

こ
「
で
あ
る
。
そ
う
す
る
「
「
金
「
「
枚
は
百
「
両
三
分
「
い
う
こ
「
に
な
る
。
し
か

し
「
実
際
に
は
「
阿
弥
光
務
に
対
し
て
百
「
「
二
両
一
分
支
払
っ
た
こ
「
も
書
い
て
あ

る
た
め
「
こ
「
四
「
三
両
二
分
「
差
額
は
ど
う
解
釈
す
べ
き
な
「
だ
ろ
う
か
。

蔵
帳
2
「
「
是
者
四
割
増
ニ
「
阿
弥
光
務
指
上
ル
「
「
い
う
記
述
は
こ
「
こ
「
に
関

す
る
記
述
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
「
文
意
を
単
純
に
解
釈
す
る
「
「
四
割
増
し
「

値
段
で
「
阿
弥
光
務
に
支
払
っ
た
「
い
う
意
味
「
な
る
が
「
何
に
対
し
て
四
割
増
し
な

「
か
は
二
通
り
「
解
釈
が
考
え
ら
れ
る
。
「
剣
自
体
「
評
価
額
は
金
「
「
枚
だ
が
「
「

阿
弥
光
努
務
対
し
て
は
四
割
「
す
な
わ
ち
金
六
枚
分
を
上
乗
せ
し
て
金
二
「
一
枚
を
支

払
っ
た
か
「
あ
る
い
は
「
実
際
「
評
価
額
が
金
「
〜
「
一
枚
程
度
に
対
し
て
四
割
分
を

増
し
て
「
「
枚
「
い
う
評
価
に
し
て
購
入
し
た
か
で
あ
る
。
ど
ち
ら
「
も
解
釈
出
来
る

が
「
支
払
っ
た
金
額
が
百
「
「
二
両
一
分
「
明
記
さ
れ
て
い
る
「
上
「
尾
張
徳
川
家
は

そ
「
金
額
「
上
は
支
払
っ
て
い
な
い
「
考
え
る
。
こ
れ
を
前
提
に
す
る
な
ら
ば
「
蔵
帳

1
に
あ
る
折
紙
代
金
換
算
率
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
百
「
両
三
分
を
基
に
四
割
数
値
を
算

出
す
る
「
「
四
「
三
両
二
分
に
な
る
た
め
「
後
者
「
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
「
二
つ
「
蔵
帳
記
載
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
「
は
「
「
「
「
「
「
実
際
「
代
金
は

百
「
両
三
分
で
「
尾
張
徳
川
家
が
「
阿
弥
光
務
に
支
払
っ
た
百
「
「
二
両
一
分
「
「
差

　
「「

朱
書
「

「
阿
弥
光
務
時
代

　

御
買
上
至
極
宜
道
具

　
　
　
　
　
　
　

之
由　

　

御
指
料
為
御
用　
　
　
　

中
心
ニ

　

延
宝
九
年
酉
六
月

　

代
金
壱
百
「
拾
弐
両
壱
分

　

に
て
御
買
上
也
「

「
「　
　

「
「　
天
正
「
「
年
「
月
三
日 

九
州
日
向
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
國
廣
「打

裏
ニ

　

「
尾
新
三

「
マ
丶
「郎

平
朝
臣
顕
「
所
持

　

天
正
「
四
年
七
月
廿
一
日
小
田
原
参
府
也
従

　

屋
形
様
被
「
置
也

額
四
「
三
両
二
分
は
「
阿
弥
家
が
受
け
取
っ
た
事
実
上
「
仲
介
手
数
料
で
は
な
い
か
「

考
え
ら
れ
る
。
「
「
「
「
が
「
阿
弥
家
所
持
な
ら
ば
「
こ
「
手
数
料
は
不
要
で
あ
る
た

め
「や
は
り
「
「
「
「
は
別
「
者
が
所
持
し
て
い
た
「
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
た
だ
し
「

「
来
そ
「
仲
介
手
数
料
は
「
売
却
を
依
頼
し
た
側
「
「
阿
弥
家
が
や
り
「
り
す
る
内
容

で
あ
る
こ
「
か
ら
「
買
い
主
「
尾
張
徳
川
家
に
「
っ
て
は
不
必
要
な
情
報
で
あ
る
。
尾

張
徳
川
家
が
売
却
情
報
「
し
て
入
手
し
た
こ
「
を
記
載
し
た
「
か
「
は
た
ま
た
別
「
解

釈
な
「
か
は
現
時
点
で
は
判
定
し
か
ね
る
た
め
「
こ
こ
で
は
解
釈
に
異
論
が
成
立
す
る

可
能
性
を
指
摘
す
る
に
留
め
る
。

「
二
「　

江
戸
中
期
〜
明
治
初
期
「
蔵
帳
記
載

次
に
「
「
「
「
が
蔵
帳
に
現
れ
る
「
は
「
延
享
二
年「
一
七
四
「
「成
立
「
「
御
腰
物

元
帳　

坤
「「
「
「
「「
蔵
帳
3
「
「
「
称
す
る
。
挿
図
12
「で
あ
る
。
こ
こ
に
は
次
「
よ
う

に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
「「

朱
書
「

れ
ノ
「
「　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折

延
宝
「
巳

紙
有

　

一　

「
「
御
「
「「

青
書
「

鎺
共
ニ　
　
　

　

れ
ノ
一
へ
入
「　
　
　

代
金
拾
「
枚

　
　
　
　
　

「
有
「
弐
尺
三
寸
六
分 

両
方
樋
有

　
　
　
　
　
　

御
鎺 

上
金
無
工
「
着

「
26
「



「
「

「「

「「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「

一
七

先
述
し
た
よ
う
に
「
こ
こ
で
は
附
属
品
「
し
て
拵
「
記
載
「
「
「
尾
新
「
郎
が
「
新

三
郎
「
「
誤
記
さ
れ
て
い
る
も
「
「
「
「
文
全
体
を
記
し
て
い
る
こ
「
な
ど
が
新
た
な

記
載
事
項
で
あ
る
。
ま
た
「「
来
「
剣
を
新
た
に
分
類
す
る
際
に
附
さ
れ
た
「
れ
ノ
「
「

「
い
う
番
号
が
朱
書
さ
れ
て
い
る
。
こ
「
分
類
内
容
に
つ
い
て
は
佐
藤
豊
三
・
並
木
昌

史
・
安
藤
香
織
「
分
析
が
あ
る
「
で
「
詳
細
は
そ
ち
ら
に
ゆ
ず
る
「
し
て
「
蔵
帳
3
に

お
け
る
「
れ
「
番
号
は
「「
御
買
上
御
「
之
分
「
に
分
類
さ
れ
る
番
号
で
あ
る
。
た
だ

し
「
こ
「
番
号
は
乾
坤
二
冊
あ
る
中
で
も
二
冊
目
に
あ
た
る
「
坤
「
「
冊
「
記
載
で
「

全
体
を
大
き
く
「
一
番
に
分
け
た
内
「
六
番
目
「
細
目
「
し
て
「
い
「
か
ら
「
ね
「
「

「
番
外
「
に
二
「
三
項
目
立
て
た
内
「
「
七
項
目
で
あ
り
「
駿
府
御
分
物
「
剣
や
拝
領

「
・
歴
代
当
主
指
料
「
い
っ
た
高
い
格
式
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
「
剣
に
比
し
格
「
「
扱

い
で
あ
る
。

な
お
蔵
帳
3
で
は
「
鎺
を
「
上
金
無
工
「
着
「
「
し
て
い
る
が
「
現
存
す
る
鎺
は
金

「
27
「

無
垢
「
二
重
鎺
で
あ
る
。
金
着
「
金
無
垢
を
見
間
違
え
る
「
は
考
え
ら
れ
な
い
た
め
「

「
り
あ
え
ず
は
誤
記
「
し
て
お
く
。
た
だ
し
「
現
存
す
る
鎺
「
異
な
る
鎺
が
存
在
し
た

可
能
性
も
指
摘
で
き
る
が
「
拵
を
製
「
す
る
予
定
が
無
く
「
白
鞘
「
は
別
保
管
に
し
て

い
た
「
に
「
鎺
だ
け
を
取
り
替
え
る
行
為
が
あ
っ
た
「
は
思
わ
れ
な
い
。

蔵
帳
3
が
成
立
し
て
「
降
「
文
政
七
年「
一
「
二
四
「に
な
っ
て
「
び
「
剣
「
分
類
が

行
わ
れ
「
新
た
に
六
分
冊
「
な
る
「
御
腰
物
元
帳
「
が
成
立
し
た
。
「
「
「
「
は
第
二

冊
「
「
御
腰
物
元
帳　

「
壱 

禮
壱 

弐
「「
「
「
「「
蔵
帳
4
「
「
「
称
す
る
。
挿
図
13
「に
次

「
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

「「
朱
書
「

禮
一
ノ
六
「　　
　
　
　
　
　
　
　

延
宝
「
巳
年
折
紙

一　

「
「
御
「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
金
拾
「
枚

　
　
　

磨
上
無
「
「
弐
尺
三
寸
六
分

「
28
「

挿
図
12　
「
御
腰
物
元
帳　

坤
」
本
作
長
義
部
分

挿
図
13　
「
御
腰
物
元
帳　

義
壱 

禮
壱 

弐
」
本
作
長
義
部
分



「
「

「「

「「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「

一
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

両
方
棒
樋
有

　
　
　
　

御
鎺
上
「
金
無
工

 

中
心
ニ
「
「
「
「
天
正
「
「
年
「九

州
日
「向
住

月
三
日　

国
廣　
「打

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

表
ニ
「
尾
新
三

「
マ
丶
「郎

平
朝
臣
顕
「
所
持
天
正
「
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
月
廿
一
日
小
田
原
参
府
也
則
従
屋
形
様
被
「
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

也

　

御
差
料
為
御
用 

延
宝
九
酉
年

　

御
買
上

こ
こ
で
も
「
文
「
名
前
違
い
は
修
正
さ
れ
て
い
な
い
が
「
鎺
は
現
状
通
り
「
「
上
「

金
無
工
「
「
修
正
さ
れ
て
い
る
。
こ
「
時
「
分
類
番
号
「
禮
一
「
は
「「
御
帯
御
手
當

之
部
「
「
し
て
当
主
「
指
料
「
し
て
用
い
ら
れ
る
「
剣
に
分
類
さ
れ
て
い
る
こ
「
を
示

す
。そ

し
て
「
明
治
「
年「
一
「
七
二
「に
大
名
家
「
し
て
「
最
後
「
蔵
帳
が
製
「
さ
れ
る
。

そ
れ
が
「
御
腰
物
元
帳
「
六
分
冊
で
あ
る
。
こ
「
内
「
「
「
「
「
は
第
一
冊
目
「
「
御

腰
物
元
帳　

仁
壱
「「
「
「
「「
蔵
帳
5
「
「
「
称
す
る
。
挿
図
14
「に
次
「
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
る
。

「「
朱
書
「

仁
一
ノ
七
「
九
「　　
　
　
　
　
　
　
　

延
宝
「
巳
年
折
紙

一　

備
前
國
「
「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
金
拾
「
枚

　
　
　
　

磨
上

　
　
　
　
　

無
「
「
弐
尺
三
寸
六
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

表
裏
棒
樋
有

　
　
　

御
差
料
為
御
用 

延
寶
九
年
酉
六
月

「
29
「

挿
図
14　
「
御
腰
物
元
帳　

仁
壱
」
本
作
長
義
部
分

　
　
　

代
金
百
「
拾
弐
両
壱
分
ニ
而
御
買
上 

宜

　
　
　

御
道
具
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
心
ニ
「
「
「
「
天
正
「
「
年
「
月
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
州
日
向
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
廣　
「打

　
　
　
　
　
　

御
鎺
上
「
金
無
工　
　

表
ニ
「
尾
新
三

「
マ
丶
「郎

平
朝
臣
顕
「
所
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
正
「
四
年
七
月
廿
一
日
小
田
原
参
府
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

則
従
屋
形
様
被
「
置
也

記
載
内
容
は
「
蔵
帳
4
「
大
差
な
く
「
「
文
「
誤
記
も
そ
「
ま
ま
踏
襲
さ
れ
て
い
る

が
「
分
類
が
「
仁
一
ノ
七
「
九
「
に
格
上
げ
「
な
っ
て
い
る
。
蔵
帳
冒
頭
「
記
述
に
は

次
「
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
た
め
「
明
治
に
な
っ
て
「
「
「
「
は
「
尾
張
徳
川
家
で
朝



「
「

「「

「「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「

一
九

廷
や
将
軍
家
拝
領
「
「
並
ぶ
最
も
大
「
な
「
剣
「
し
て
分
類
さ
れ
「
門
外
不
出
扱
い
に

な
っ
た
こ
「
が
分
か
る
。

　

仁
壱
番　

御
大
「
御
道
具
之
部

　

仁
弐
番

右
者

朝
廷
并

御
宗
家
様
よ
り
御
拝
領

御
代
々
様
御
譲
物
等
各
別
之
御
道
具

に
付 

依
之
堅
外
江
被
遣
間
敷
分
ニ

候
事

　

但 

御
帯
被
遊
候
儀
者 

其
節
之
御
吟
味

　

次
第
之
事

　

明
治
「
年
壬
申
正
月
訂

な
お
「
蔵
帳
5
は
単
体
で
は
な
く
「
六
分
冊
「
他
に
「
従
一
位
様
御
帯
御
腰
物

帳
「・「
従
三
位
様
御
帯
御
腰
物
帳
「・「
御
小
道
具
元
帳 

乾
「・「
御
小
道
具
元
帳 
坤
「

「
四
冊
「
も
合
綴
さ
れ
て
一
冊
「
な
っ
て
い
る
こ
「
か
ら
「
全
体
を
統
一
す
る
表
題
は

「
御
腰
物
御
小
道
具
帳
「
「
記
さ
れ
「
厚
み
は
「
「
糎
に
及
ぶ「
挿
図
15
「。
時
「
当
主

で
あ
る
「
従
三
位
様
「
こ
「
尾
張
徳
川
家
「
六
代
「
宜
か
「
「
宜
「
実
父
で
事
実
上
「

当
主
「
し
て
尾
張
徳
川
家
を
差
配
し
て
い
た
「
従
一
位
様
「
こ
「
「
四
代
慶
勝
「
判
断

で
「
「
「
「
は
格
上
げ
さ
れ
た
「
だ
ろ
う
。

「
上
が
「
「
「
「
「
尾
張
徳
川
家
蔵
帳
記
載
「
変
遷
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
い

が
「
蔵
帳
1
か
ら
5
に
至
る
ま
で
「
一
度
も
「
「
「
「
「
号
「
記
述
は
な
い
。
蔵
帳
は

挿
図
15　
「
御
腰
物
御
小
道
具
帳
」
十
一
冊
合
綴
本

「
剣
管
理
台
帳
で
あ
る
「
同
時
に
「
「
剣
を
管
理
す
る
部
署
「
引
き
継
ぎ
文
書
で
も
あ

る
。「
「
「
「
「
号
は
口
「
で
「
え
ら
れ
た
「
で
は
な
い
か
「
い
う
見
解
も
あ
る
が
「

大
量
「
「
剣
が
保
管
さ
れ
て
い
る
中
で
「
記
録
に
著
さ
れ
な
い
た
っ
た
一
振
「
「
剣
情

報
を
「
口
「
だ
け
で
「
え
て
い
く
こ
「
は
非
現
実
的
か
つ
不
合
理
で
あ
る
。
鎺
「
よ
う

に
実
物
を
実
見
し
て
視
覚
的
に
違
い
が
判
る
情
報
な
ら
ば
「
途
中
で
記
載
事
項
を
修
正

す
る
こ
「
は
出
来
る
が
「
「
来
・
由
緒
「
よ
う
な
形
「
無
い
付
随
情
報
ま
で
は
「
文
「

「
し
て
記
載
さ
れ
て
い
な
い
限
り
後
世
に
「
え
ら
れ
な
い
。
記
録
が
無
い
「
い
う
こ
「

は
「
尾
張
徳
川
家
で
は
「
「
「
「
「
を
「
「
「
「
「
「
は
称
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
に

他
な
ら
な
い
。



「
「

「「

「「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「

二
〇

「
三
「　

名
物
「
剣
で
た
ど
る
号
記
載
「
変
遷

「
剣
情
報
「
継
「
は
「
例
え
ば
名
物
「
剣
に
つ
い
て
蔵
帳
情
報
を
見
る
こ
「
で
も
「

そ
「
実
例
が
判
る
。
「
剣
「
尊
称
「
一
つ
で
あ
る
「
名
物
「
「
名
を
冠
す
る
「
剣
は
「

現
在
「
徳
川
美
術
館
に
二
「
三
振
「
存
し
て
い
る
。
名
物
「
は
「
徳
川
将
軍
家
所
蔵
「

剣
を
中
心
に
選
定
さ
れ
た
「
剣
「
こ
「
で
「
享
保
年
間「
一
七
一
六
〜
三
六
「に
「
代
将

軍
吉
宗
「
命
に
よ
り
『
享
保
名
物
帳
』
が
編
纂
さ
れ
「
こ
こ
で
「
名
物
「
「
さ
れ
た
「

剣
百
「
「
「
振
「
一
度
火
を
被
り
「
刃
さ
れ
た
「
焼
物
名
物
「
七
「
「
振
「「
追
加
名

物
「
三
「
七
振
「
計
二
百
七
「
三
振
が
「
広
い
意
味
で
「
「
名
物
「
「
尊
称
さ
れ
る
。

『
享
保
名
物
帳
』
編
纂
時
に
掲
載
さ
れ
た
尾
張
徳
川
家
所
蔵
「
剣
は
「
「
「
「
お
り
で

あ
る
。

「
名
物
「
「
七
振
中
「
「
振
現
存「
内
「
徳
川
美
術
館
蔵
「
四
振
「

1　

岡
「
藤
四
郎「
東
京
国
立
博
物
館
蔵
「

2　

無
「
藤
四
郎「
徳
川
美
術
館
蔵
「

3　

後
藤
藤
四
郎「
徳
川
美
術
館
蔵
・
国
宝
「

4　

一
庵
正
宗「
徳
川
美
術
館
蔵
・
重
要
文
化
財
「

5　

不
動
正
宗「
徳
川
美
術
館
蔵
・
重
要
文
化
財
「

6　

池
田
正
宗「
徳
川
美
術
館
蔵
・
重
要
文
化
財
「

7　

庖
丁
正
宗「
徳
川
美
術
館
蔵
・
国
宝
「

8　

奈
良
屋
貞
宗「
徳
川
美
術
館
蔵
「

9　

物
吉
貞
宗「
徳
川
美
術
館
蔵
・
重
要
文
化
財
「

10　

上
野
貞
宗「
徳
川
美
術
館
蔵
「

11　

鳥
養
国
俊「
徳
川
美
術
館
蔵
・
重
要
美
術
品
「

12　

村
雨
當
麻「
明
暦
大
火
で
焼
失
「

13　

南
泉
一
文
「「
徳
川
美
術
館
蔵
・
重
要
文
化
財
「

14　

遠
江
「
光「
徳
川
美
術
館
蔵
・
国
宝
「

15　

道
二
左
文
「「
所
在
不
明
「

16　

吉
見
左
文
「「
徳
川
美
術
館
蔵
「

17　

戸
川
志
津「
徳
川
美
術
館
蔵
「

「
焼
物
名
物
「
「
振
中
「
振
現
存「
内
「
徳
川
美
術
館
蔵
四
振
「

1　

一
期
一
振
藤
四
郎「
御
物
「

2　

鯰
尾
藤
四
郎「
徳
川
美
術
館
蔵
「

3　

大
坂
「
「
正
宗「
徳
川
美
術
館
蔵
「

4　

若
江
「
河
正
宗「
徳
川
美
術
館
蔵
「

5　

海
老
名
宗
近「
徳
川
美
術
館
蔵
「

「
追
加
名
物
「
一
振
中
一
振
現
存「
内
「
徳
川
美
術
館
蔵
一
振
「

1　

松
浦
信
国「
徳
川
美
術
館
蔵
「

こ
「
他
に
重
要
文
化
財
「
「 

無
「 

郷　

名
物 

「
月
雨
郷
「
を
徳
川
美
術
館
は
所
有

し
て
い
る
が
「『
享
保
名
物
帳
』
編
纂
時
は
「
す
で
に
尾
張
徳
川
家
よ
り
三
代
綱
誠
「

遺
品
「
し
て
「
代
将
軍
綱
吉
へ
献
上
さ
れ
た
後
「
た
め
「
徳
川
将
軍
家
「
所
蔵
「
な
っ

て
い
た
。
現
在
「
徳
川
美
術
館
が
所
蔵
し
て
い
る
「
は
「
昭
和
「
九
年「
一
九
四
四
「三

月
三
「
日
に
旧
将
軍
家
で
あ
る
徳
川
公
爵
家
よ
り
譲
り
受
け
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
「
「

月
雨
郷
を
含
め
る
「
「
現
在
徳
川
美
術
館
は
二
「
振
「
名
物
「
剣
を
所
蔵
し
て
い
る
。

し
か
し
「
先
述
し
た
よ
う
に
徳
川
美
術
館
に
は
二
「
三
振
「
「
名
物
「
「
剣
が
存
在
し

て
い
る
。
「
剣
に
お
い
て
「
名
物
「
「
は
『
享
保
名
物
帳
』
所
収
「
「
剣
に
限
る
は
ず

「
30
「



「
「

「「

「「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「

二
一

挿
図
16　
「
御
腰
物
元
帳　

坤
」
の
「
名
物
」
表
記

だ
が
「
尾
張
徳
川
家
で
は
「
太
「 

「 

左  

名
物 

大
左
文
「
「・
重
要
文
化
財
「
太
「 

「 
備
前
国
「
船
住
守
家  

名
物 

兵
庫
守
家
「・
重
要
美
術
品
「
短
「 

「 

吉
光  

名
物 

庖
丁
藤
四
郎
「
も
「
名
物
「
「
し
て
継
「
し
て
き
た
。

『
享
保
名
物
帳
』
成
立
後
に
編
纂
さ
れ
た
蔵
帳
3
に
は
「
そ
れ
ぞ
れ
「
「
剣
に
「
名

物
「
「
記
載
さ
れ
「
そ
「
価
値
を
特
出
し
て
い
る「
挿
図
16
「。
し
か
し
「
同
様
に
『
享

保
名
物
帳
』
未
記
載
「
先
「
三
振
に
つ
い
て
も
「
名
物
「
「
冠
さ
れ
て
い
る
「
で
あ

る「
挿
図
17
「。「
名
物
「
は
「
剣
「
名
品
「
冠
さ
れ
る
最
高
級
「
称
号
で
あ
り
「
現
在
「

「
わ
る
名
物
「
剣
は
『
享
保
名
物
帳
』
で
確
定
さ
れ
て
い
る
こ
「
か
ら
「
同
帳
掲
載
「

剣
「
外
に
「
名
物
「
は
存
在
し
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
「
蔵
帳
3
に

お
い
て
『
享
保
名
物
帳
』
記
載
「
外
「
「
剣
に
「
名
物
「
が
冠
さ
れ
て
い
る
「
は
「
単

に
蔵
帳
3
「
編
纂
者
が
誤
認
し
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

『
享
保
名
物
帳
』
「
掲
載
「
剣
は
「
徳
川
将
軍
家
に
ゆ
か
り
「
あ
る
「
剣
も
一
定
数

を
占
め
て
い
る
。
そ
し
て
名
品
で
あ
る
こ
「
も
前
提
で
あ
る
こ
「
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
そ
「
範
疇
で
見
る
な
ら
ば
「
大
左
文
「
は
徳
川
家
康
─
豊
臣
秀
頼
─
徳
川
家
康
─

三
代
将
軍
家
光
へ
「
「
わ
り
「
寛
永
二
年「
一
六
二
「
「「
御
成
で
尾
張
徳
川
家
初
代
「

直
が
家
光
よ
り
拝
領
し
た
「
で
あ
り
「
兵
庫
守
家
「
庖
丁
藤
四
郎
は
家
康
遺
産
「
駿
府

御
分
物
で
あ
る
。
名
物
「
格
「
し
て
相
応
し
い
由
緒
を
持
つ
も
「
「
「
蔵
帳
3
で
「
名

物
「
「
表
記
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
ゆ
え
に
「
尾
張
徳
川
家
で
は
『
享
保
名
物
帳
』
記
載

「
有
無
に
拘
わ
ら
ず
「
こ
れ
ら
三
振
は
「
名
物
「
「
し
て
継
「
し
「
後
に
編
纂
さ
れ
る

蔵
帳
4
・
蔵
帳
5
に
も
「
名
物
「
「
し
て
継
「
さ
れ
る
「
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
名
物

は
「
大
名
家
独
自
に
価
値
付
け
ら
れ
た
「
御
家
名
物
「
「
称
さ
れ
る
。

ま
た
「
別
「
誤
記
も
見
受
け
ら
れ
る
。
蔵
帳
3
に
「
郷
御
「
「
「
表
記
さ
れ
る
「
「 

無
「 

郷
「
は
「
蔵
帳
3
に
は
「
名
物
「
「
は
表
記
さ
れ
て
い
な
い
も
「
「
「
後
筆
「
朱

書
き
で
名
物
「
剣
で
あ
る
「
中
川
郷
ノ
由
「「
挿
図
18
「「
注
記
さ
れ
て
い
る
。「
「 

無
「 

「
31
「

「
32
「



「
「

「「

「「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「

二
二

郷
「
は
「
尾
張
徳
川
家
六
代
継
友
が
「
尾
張
へ
初
入
国
す
る
に
あ
た
り
「
代
将
軍
吉
宗

よ
り
拝
領
し
た
「
で
「
将
軍
家
ゆ
か
り
「
名
「
で
は
あ
る
。
し
か
も
「
中
川
郷
は
『
享

保
名
物
帳
』
に
よ
れ
ば
「「
為
御
遺
物
尾
張
中
納
言
殿
拝
領
「
「
あ
る
よ
う
に
「
四
代

将
軍
家
綱
「
遺
品
「
し
て
尾
張
徳
川
家
二
代
光
友
が
拝
領
し
た
こ
「
は
確
か
で
あ
り
「

『
享
保
名
物
帳
』
「
表
記
が
こ
「
文
章
で
終
わ
っ
て
い
る
こ
「
か
ら
「
あ
た
か
も
現
所

蔵
者
は
尾
張
徳
川
家
「
よ
う
に
も
読
め
て
し
ま
う
。
し
か
し
「
実
際
に
は
正
徳
三
年

「
一
七
一
三
「九
月
「
「
日
に
「
同
年
七
月
二
「
六
日
に
死
去
し
た
四
代
吉
通
「
遺
品
「

し
て
「
七
代
将
軍
家
継
に
献
上
さ
れ
て
尾
張
徳
川
家
「
手
を
離
れ
「
徳
川
将
軍
家
所
蔵

を
経
て
「
現
在
は
個
人
蔵
に
な
っ
て
い
る
。

実
際
に
尾
張
徳
川
家
に
無
い
「
を
「
将
軍
家
拝
領
「
「
い
う
由
緒
「
同
一
性
か
ら

か
「「
名
物 
中
川
郷
「
「
誤
認
し
た
蔵
帳
「
編
纂
者
が
後
筆
で
注
記
し
た
こ
「
か
ら
「

「
後
「
中
川
郷
ノ
由
「
「
文
言
は
「
後
「
蔵
帳
に
も
踏
襲
さ
れ
「
明
治
「
年
編
纂
「
蔵

「
33
「

挿
図
18　
「
御
腰
物
元
帳　

坤
」
の
「
中
川
郷
ノ
由
」
表
記

挿
図
17　
「
御
腰
物
元
帳　

坤
」
に
お
け
る
「
大
左
文
字
」
の
「
名
物
」
表
記



「
「

「「

「「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「

二
三

帳
5
に
は
堂
々
「
墨
書
で
「
中
川
郷
之
由
「「
挿
図
19
「「
書
か
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
「

よ
う
に
「
そ
「
記
載
内
容
「
正
誤
に
拘
わ
ら
ず
「
蔵
帳
は
事
務
引
き
継
ぎ
文
書
で
も
あ

る
た
め
「
そ
「
ま
ま
後
世
に
引
き
継
が
れ
る
「
で
あ
る
。
逆
説
的
に
言
え
ば
「
書
か
れ

て
い
な
い
こ
「
は
引
き
継
ぐ
こ
「
は
で
き
な
い
。

そ
し
て
「
ど
う
し
て
こ
「
よ
う
な
誤
記
が
生
じ
た
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。「
名

物
「
は
単
な
る
冠
称
で
は
な
く
「「
名
品
「
「
同
「
語
で
あ
り
「
名
品
「
所
持
は
家
「

「
格
「
に
も
直
結
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
「
名
物
「
認
定
は
な
ら
な
か
っ
た
も
「
「
「
例

え
ば
「
鳥
居
正
宗
「
「
い
っ
た
旧
来
「
号
も
蔵
帳
に
明
記
し
て
「
一
般
「
剣
「
区
別
す

る
表
記
を
行
っ
て
い
る「
挿
図
20
「。
名
物
で
あ
れ
号
で
あ
れ
「
家
「
格
「
し
て
特
出
で

き
る
こ
「
は
必
要
「
上
に
表
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
大
名
家
「
し
て
「
一
種
「
見
栄
で

も
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
た
「
え
不
確
実
な
情
報
だ
っ
た
「
し
て
も
断
言
す
る
傾
向
に
あ

る
中
で
「
名
「
に
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
「
「
「
「
「
「
表
記
が
全
く
見
ら
れ
な
い
「

は
「
や
は
り
尾
張
徳
川
家
に
「
「
「
「
「
「
称
す
る
「
剣
が
存
在
し
な
か
っ
た
「
言
い

「
る
こ
「
が
で
き
る
「
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
近
代
「
降
も
ま
た
同
様
で
あ
る
。

挿
図
19　
「
御
腰
物
元
帳　

仁
壱
」
の
「
中
川
郷
ノ
由
」
表
記

挿
図
20　
「
御
腰
物
元
帳　

坤
」
鳥
居
正
宗
部
分



「
「

「「

「「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「

二
四

三　

山
姥
切
国
広
の
伝
来
と
由
緒
の
創
作

「
一
「　
『
新
「
名
「
集
』
に
記
さ
れ
る
由
緒
「
「
「
「
国
広
「
「
発
見

次
に
「
「
「
「
「
「
号
を
も
つ
国
広
「
「
剣
「
来
歴
を
「
証
す
る
こ
「
「
す
る
。
し

か
し
「
こ
「
「
証
は
既
に
綴
虚
堂
セ
ツ
カ
・
さ
よ
「
す
け
両
氏
「
詳
細
な
「
「
が
あ
る

た
め
「
「
稿
で
は
「
「
「
「
「
「
関
連
に
お
い
て
「
来
経
緯
を
「
証
す
る
に
留
め
る
。

「
「
「
国
広
が
初
め
て
世
間
に
紹
介
さ
れ
た
「
は
「
昭
和
三
年「
一
九
二
「
「刊
行
「

内
田
疎
天
・
加
島
勲
著
『
新
「
名
「
集
』
で
あ
る
。
同
書
に
は
大
正
九
年「
一
九
二
〇
「

「
月
二
「
「
日
に
「
剣
研
究
家
・
杉
原
祥
造
氏
が
拝
見
し
た
際
に
「
っ
た
押
形
が
掲
載

さ
れ
「
同
書
刊
行
時
に
は
「
「
「
国
広
は
行
方
不
明
「
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
「
剣
研

究
者
「
間
で
は
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
た
「
い
う
認
識
が
共
有
化
さ
れ
て
い
た
こ
「
は

後
述
す
る
。

「
「
「
「
「
号
「
由
来
は
「
押
形
「
間
を
埋
め
る
よ
う
に
記
さ
れ
た
杉
原
祥
造
氏
「

な
ぐ
り
書
き
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
な
お
「
文
章
は
七
箇
所
に
分
散
し
て
記
載
さ

れ
て
い
る
が
「
文
末
「
文
初
に
付
さ
れ
た
記
号
で
連
結
し
連
続
し
た
一
文
「
な
っ
て
い

る
「
で
「
記
載
箇
所
ご
「
に
改
行
し
て
表
記
す
る
。

　

「
「
「
由
来

北
条
家
ノ
浪
人
ニ
石
原
甚
「
左
衛
門
ト
云
者
ア
リ 

妊
娠
中
ノ
妻
女
ヲ
連
レ
テ
信
州

小
諸
ヲ
通
行
ス
ル
ト
キ 

「
中
ニ
テ
産
氣
ツ
キ
タ
レ
ト
モ
男
ノ
事
ト
テ
詮
方
ナ
ク
途

方
ニ
暮
レ
ケ
ル
折 

谷
間
ヨ
リ
煙
ノ
立
昇
ル
ヲ
見
テ 

定
メ
シ
人
家
ア
ル
ベ
シ
ト
テ
谷

ヲ
「
リ
シ
ニ 

果
シ
テ
一
軒
ノ
家
ア
リ
テ
老
婆
住
メ
リ 

妊
婦
ヲ
此
老
婆
ニ
托
シ
薬
ヲ

求
メ
ニ
小
諸
ニ
行
キ
急
キ
帰
リ
テ
見
レ
バ 

婦
人
ノ
泣
聲
聞
ユ 

帰
リ
テ
見
レ
バ
其
妻

ノ
分
娩
シ
ケ
ル
児
ヲ
老
婆
ガ
△

△
ム
シ
ャ
〳
〵
ト
貪
リ
喰
ヘ
ル
處
ナ
リ
ケ
レ
バ 

甚
「
左
衛
門
怒
テ
一
太
「
「
付
ケ

タ
ル
ニ 

老
婆
窓
ヲ
蹴
被
ツ
テ
出
ケ
レ
バ 

跡
ヲ
慕
ツ
テ
追
カ
ケ
タ
ル
ニ 

血
汐
ノ
後
「

腹
ノ
岩
窟
マ
テ
續
ケ
リ 

仍
テ
松
葉
ヲ
「
テ
イ
ブ
シ
ケ
ル
ニ 

老
婆

出
テ
来
リ
テ
怒
リ
ノ
形
相
物
凄
ク
牙
ヲ
噛
ミ
ナ
ラ
シ
テ
飛
カ
丶
リ
ケ
レ
バ 

一
「

ノ
許
ニ
「
リ
伏
セ
ケ
リ 

依
テ
「
「
「
ト
名
付
リ 

其
後
関
ヶ
原
ノ
役
ニ
井
伊
家
ノ
陣

ヲ
借
リ
テ
一
働
キ
セ
ン
ト
☆

☆
待
ち
構
ヘ
ケ
ル
折
柄 

井
伊
ノ
家
来
渥
美
平
「
郎 

「
ヲ
打
折
リ
テ
困
ケ
レ
バ 

此
「

ヲ
渥
美
ニ
ヤ
ル
「
石
原 

渥
美
□

□
両
家
共
三
四
百
石
ヲ
賜
フ 

井
伊
家
ノ
足
軽
大
将
ヲ
「
リ
維
新
後
マ
テ
續
ク
×

×
其
後
渥
美
ノ
家
困
窮
ニ
陥
リ
シ
節 

彦
根
之
「
曾
根
ノ
醤
油
屋
北
村
方
ヘ
質
ニ
入

レ
シ
モ
受
出
コ
ト
不
能 

遂
ニ
同
藩
三
居
氏
ノ
有
ニ
帰
ス「
三
居
翁
直
話
也
「

幅
廣
く
重
ね
薄
く
刃
少
し
し
く
堅
キ
方
に
て
沸
あ
り 

刃
ノ
中
ニ
葉
ア
リ 

飛
焼
ケ
ア

リ 

「
「
「
よ
く
似
た
り 

「
「
を
写
し
た
る
か

こ
「
由
来
で
判
る
こ
「
を
次
に
箇
条
書
き
に
す
る
。

・
「
「
「
国
広
を
所
持
し
て
い
た
「
は
「
小
田
原
北
条
家
「
浪
人
・
石
原
甚
「
左
衛

門
で
あ
る
。

・
石
原
は
妊
娠
中
「
妻
女
を
連
れ
て
信
州
小
諸
を
通
過
し
た
時
「
妻
女
が
「
中
で
急

に
産
気
づ
い
た
た
め
「
谷
間
よ
り
煙
が
上
が
る
民
家
を
見
付
け
て
「
そ
こ
「
老
婆

に
妻
女
を
託
し
て
小
諸
ま
で
薬
を
探
し
に
戻
っ
た
。

・
石
原
が
小
諸
か
ら
戻
る
「
妻
女
「
泣
き
声
が
す
る
。
見
れ
ば
産
ま
れ
た
ば
か
り
「

「
34
「

「
35
「



「
「

「「

「「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「

二
「

赤
子
を
老
婆
が
貪
り
食
べ
て
い
た
た
め
「
石
原
は
激
怒
し
て
老
婆
を
斬
り
つ
け
る

「
「
老
婆
は
窓
を
蹴
破
っ
て
逃
げ
た
。

・
石
原
が
老
婆
「
血
潮
を
辿
っ
て
い
く
「
「
血
潮
は
「
腹
「
岩
窟
「
中
に
続
い
て
い

た
。
石
原
は
岩
窟
「
入
口
で
松
葉
を
焚
い
て
燻
り
出
し
た
「
こ
ろ
「
老
婆
は
怒
り

「
形
相
で
歯
を
噛
み
鳴
ら
し
て
飛
び
か
か
っ
て
き
た
た
め
「
一
「
「
「
に
「
り
伏

せ
た
。
そ
「
た
め
「
こ
「
「
を
「
「
「
「
「
「
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

・
そ
「
後
「
石
原
は
関
ヶ
原
合
戦
「
際
「
井
伊
家
に
陣
借
り
し
て
一
働
き
し
よ
う
「

し
て
待
ち
構
え
て
い
た
「
こ
ろ
「
井
伊
家
「
家
臣
・
渥
美
平
「
郎
が
「
を
打
ち

折
っ
て
困
っ
て
い
た
た
め
「
こ
「
「
を
渥
美
に
与
え
た
。

・
石
原
家
「
渥
美
家
は
共
に
井
伊
家
で
三
〜
四
百
石
を
知
行
し
て
足
軽
大
将
を
務

め
「
明
治
維
新
ま
で
井
伊
家
に
仕
え
た
。

・
明
治
維
新
後
「
渥
美
家
は
困
窮
し
た
た
め
「
こ
「
「
を
彦
根
「
曽
根
「
醤
油
屋
・

北
村
家
に
こ
「
「
を
質
入
れ
し
た
が
「
請
け
出
す
こ
「
は
出
来
ず
「
同
じ
旧
彦
根

藩
士
で
あ
る
三
居
家
が
請
け
出
し
て
所
持
す
る
こ
「
に
な
っ
た
。
「
上
を
三
居
翁

よ
り
聞
き
取
る
。

こ
「
来
歴
で
見
る
限
り
「
北
条
家
旧
臣
「
石
原
甚
「
左
衛
門
が
「
「
「
国
広
を
所
持

し
て
お
り
「
あ
く
ま
で
も
「
説
「
範
疇
を
出
な
い
が
「
石
原
が
信
州
小
諸
「
中
で
「
「

な
る
化
物
を
斬
っ
た
こ
「
か
ら
「「
「
「
「
「
「
号
が
付
い
た
わ
け
で
あ
る
。
石
原
は

関
ヶ
原
合
戦
時
に
「
「
「
国
広
を
井
伊
家
家
臣
・
渥
美
平
「
郎
に
譲
り
「
江
戸
時
代
を

通
じ
て
「
「
「
国
広
は
渥
美
家
が
所
持
し
た
。
維
新
後
に
渥
美
家
が
困
窮
し
た
こ
「
で

質
流
れ
「
な
り
「
同
じ
彦
根
藩
士
だ
っ
た
三
居
家
「
所
有
「
な
っ
た
。
大
正
九
年
時
に

は
三
居
家
「
所
蔵
で
あ
り
「「
三
居
翁
直
話
也
「
「
あ
る
こ
「
か
ら
杉
原
祥
造
氏
は
三

居
家
で
「
「
「
国
広
を
見
た
「
で
あ
ろ
う
。

こ
「
由
来
で
み
る
限
り
「
「
「
「
「
が
「
「
「
「
「
号
に
関
係
す
る
余
地
は
ま
る
で

存
在
し
な
い
。
国
広
「
「
「
剣
「
み
「
由
来
で
あ
る
。
こ
「
由
来
は
「
三
居
家
が
「
を

譲
り
受
け
る
際
に
「
渥
美
家
よ
り
「
え
ら
れ
た
「
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
「
も
江
戸
時
代

「
ど
「
「
剣
書
に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
由
緒
で
あ
る
こ
「
は
間
違
い
な
い
。

名
物
「
剣
は
『
享
保
名
物
帳
』
が
書
写
さ
れ
続
け
る
こ
「
に
よ
っ
て
「
そ
「
知
名
度

が
向
上
・
確
定
し
た
が
「
「
「
「
国
広
は
そ
「
流
れ
に
位
置
付
い
て
い
な
い
。
そ
「
意

味
で
「「
「
「
「
「
「
号
は
「
江
戸
時
代
は
渥
美
家
周
辺
で
し
か
知
ら
れ
て
お
ら
ず
「

大
正
九
年
に
杉
原
祥
造
氏
が
押
形
を
取
る
ま
で
「
斯
界
に
も
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
「

剣
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

ち
な
み
に
彦
根
藩
「
史
料
「
侍
中
由
緒
帳
「
に
は
「
石
原
甚
「
左
衛
門
家
は
同
帳
「

「
六
冊
目
「
渥
美
平
「
郎
家
は
「
「
冊
目
に
記
載
さ
れ
て
い
る
他
「
三
居
は
名
「
「
み

「
た
め
断
定
で
き
な
い
が
「
三
「
冊
目
に
三
居
孫
太
夫
家
が
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
「

少
な
く
「
も
彦
根
藩
に
は
三
居
姓
「
家
臣
が
い
た
こ
「
は
確
か
で
「『
新
「
名
「
集
』

記
載
「
由
来
は
「
根
拠
不
明
「
「
説
で
は
な
い
「
言
え
よ
う
。

こ
れ
ら
諸
士
に
つ
い
て
は
既
に
さ
よ
「
す
け
氏
に
よ
り
「
「
「
が
加
え
ら
れ
て
い
る

も
「
「
「
改
め
て
解
説
す
る
な
ら
ば
「
石
原
甚
「
左
衛
門
が
北
条
家
旧
臣
だ
っ
た
こ
「

は
確
か
で
「
官
途
名
は
主
膳
「
諱
は
吉
次
「
す
る
。「
小
田
原
没
落
後
「
に
井
伊
家
「

陣
屋
へ
参
上
し
「
井
伊
直
政
よ
り
「
牢
人
分
「
「
し
て
召
し
抱
え
ら
れ
て
「
御
扶
持
「

「
し
て
二
千
俵
を
「
さ
れ
た
後
「
関
ヶ
原
合
戦
「
前
哨
戦
で
あ
る
岐
阜
城
瑞
龍
寺
「
砦

攻
「
戦
「
際
「
御
旗
奉
行
「
な
っ
た
。
関
ヶ
原
「
戦
に
も
供
を
命
ぜ
ら
れ
て
「
合
戦
後

に
直
政
か
ら
具
足
を
拝
領
し
て
「
御
取
立
「
に
な
っ
て
い
る
。
石
原
家
は
初
代
「
主
膳

吉
次
「
二
男
に
よ
っ
て
継
「
さ
れ
「
三
代
目
吉
武
「
代
で
は
「
百
石
を
拝
領
し
「
後
に

四
百
石
「
な
っ
た
。

渥
美
平
「
郎
も
井
伊
直
政
に
よ
っ
て
召
し
抱
え
ら
れ
岐
阜
城
攻
「
戦
に
続
い
て
関
ヶ

「
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「
「

「「

「「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「

二
六

原
合
戦
に
参
戦
し
て
い
る
。
諱
は
広
勝
で
「
合
戦
時
は
三
百
石
を
拝
領
し
て
お
り
「
慶

「
「
六
年「
一
六
一
一
「に
四
百
石
に
加
増
「
そ
「
翌
年
に
は
「
足
軽
三
拾
人
組
「
預
ケ
「

「
あ
る
た
め
「
足
軽
三
「
人
組
頭
に
な
っ
た
「
い
う
こ
「
だ
ろ
う
。
渥
美
家
は
後
年

三
百
石
「
な
る
。
ち
な
み
に
「
三
居
孫
太
夫
家
も
初
代
満
実
は
井
伊
直
政
よ
り
井
伊
家

に
仕
え
「
初
代
「
時
点
で
百
石
「
二
代
目
「
降
は
百
「
「
石
を
拝
領
し
た
。

各
家
「
由
緒
書
で
は
こ
こ
ま
で
し
か
判
ら
な
い
が
「『
新
「
名
「
集
』
記
載
「
由
緒

通
り
「
石
原
・
渥
美
両
名
「
も
関
ヶ
原
合
戦
に
参
戦
し
て
い
る
こ
「
は
確
実
な
「
で
「

同
書
「
記
載
も
単
な
る
「
説
「
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
確
証
は
薄
い
も
「
「
「
「

「
「
国
広
が
石
原
か
ら
渥
美
へ
渡
っ
た
経
緯
は
「
あ
る
程
度
「
信
憑
性
が
あ
る
「
考
え

る
。「

「
「
国
広
は
「
昭
和
三
年
に
『
新
「
名
「
集
』
「
刊
行
で
徐
々
に
斯
界
に
も
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
「
同
書
刊
行
時
点
で
は
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
た
こ
「
に
な
っ

て
い
た
た
め
「
「
間
順
治「
薫
「
「・
佐
藤
貫
一「
寒
「
「両
名
が
代
表
を
務
め
る
財
團
法

人
日
「
美
術
「
劔
保
存
協
會
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
昭
和
二
「
九
年「
一
九
「
四
「刊
行

「
『
國
廣
大
鍳
』
で
は
「『
新
「
名
「
集
』
に
掲
載
さ
れ
た
杉
原
祥
造
氏
「
押
形
「
み

が
掲
載
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

焼
失
「
考
え
ら
れ
て
い
た
「
「
「
国
広
が
「
び
世
に
出
た
経
緯
は
「
佐
藤
貫
一「
寒

「
「氏
著
「
『
寒
「
「
話
』
に
詳
し
い
。
同
書
に
は
「
「
「
国
広
は
昭
和
三
「
「
年
に
「

間
順
治「
薫
「
「氏
に
よ
っ
て
「
発
見
さ
れ
た
こ
「
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
興
味
深
い
「

は
「
佐
藤
貫
一「
寒
「
「氏
も
「
間
順
治「
薫
「
「氏
も
「
「
「
国
広
「
存
在
は
「『
新
「
名

「
集
』
に
掲
載
さ
れ
た
杉
原
祥
造
氏
「
押
形
で
「
知
し
て
い
た
も
「
「
「
関
東
大
震
災

で
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
「
勘
違
い
し
て
い
た
こ
「
「
「
焼
失
時
は
旧
彦
根
藩
主
で
あ
る

井
伊
家
が
所
持
し
て
い
た
「
認
識
し
て
い
た
こ
「
で
あ
る
。
そ
し
て
「
そ
「
説
明
は

『
國
廣
大
鍳
』
で
も
紹
介
し
て
お
り
「少
な
く
「
も
斯
界
で
は
そ
「
よ
う
な
認
識
に
な
っ

て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
「『
新
「
名
「
集
』
「
「
「
「
国
広
由
緒
を
見
る
限
り
「
井
伊
家
に
「
来
し

た
形
跡
は
な
い
。
押
形
が
取
ら
れ
た
大
正
九
年
か
ら
関
東
大
震
災
が
あ
っ
た
大
正
「
二

年
ま
で
「
間
で
「
三
居
家
よ
り
井
伊
家
に
所
有
者
変
更
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
「

『
寒
「
「
話
』
「
記
述
を
み
る
か
ぎ
り
「「
震
災
前
「
井
伊
家
「
た
め
に
「
い
ろ
い
ろ
世

話
し
て
く
れ
た
旧
家
臣
「
方
が
あ
っ
て
「
井
伊
さ
ん
か
ら
御
褒
美
に
く
れ
た
「
だ
そ
う

で
す
。「
「
記
し
て
い
る
た
め
「
関
東
大
震
災
前
に
井
伊
家
よ
り
旧
家
臣
に
「
賜
さ
れ

た
形
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
事
実
誤
認
で
は
な
か
ろ
う
か
。

佐
藤
貫
一「
寒
「
「氏
が
『
堀
川
國
廣
「
そ
「
弟
子
』
に
お
け
る
序
文
「「
堀
川
国
広

「
そ
「
弟
子
「
「
発
刊
を
祝
う
「
で
記
し
た
経
緯
を
み
る
「
「
「
発
見
時
「
所
持
者
は

財
團
法
人
日
「
美
術
「
劔
保
存
協
會
「
名
古
屋
支
部
に
属
す
る
高
橋
経
美
氏
で
「
昭

和
三
「
「
年
に
「
旧
家
臣
「
某
氏
「
よ
り
手
に
入
れ
た
こ
「
で
「
「
間
順
治「
薫
「
「氏

が
そ
「
存
在
を
知
る
こ
「
に
な
っ
た
「
記
し
て
い
る
。
前
「
所
持
者
が
「
三
「
余
年

間
「
所
持
し
て
い
た
「
も
記
し
て
い
る
「
で
「
こ
「
某
氏
は
三
居
氏
「
考
え
て
良
い
だ

ろ
う
。
し
か
し
「
高
橋
経
美
氏
が
「
間
順
治「
薫
「
「氏
に
「
も
「
井
伊
家
か
ら
頂
戴
し

た
も
「
だ
か
ら
「
井
伊
家
に
買
っ
て
く
れ
「
い
っ
て
持
っ
て
き
た
「
い
う
わ
け
で
す
。「

「
「
え
た
こ
「
で
「
井
伊
家
「
来
「
由
緒
が
付
加
さ
れ
て
し
ま
っ
た
「
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
「
経
緯
を
み
る
限
り
「井
伊
家
が
介
在
す
る
余
地
は
な
い
。『
新
「
名
「
集
』

に
お
い
て
大
正
九
年
時
点
で
話
を
伺
っ
た
「
が
「
三
居
翁
「
「
し
て
い
る
た
め
「
昭
和

三
「
「
年
時
点
で
は
三
居
家
「
世
代
交
代
も
行
わ
れ
て
い
た
は
ず
で
「
高
橋
経
美
氏
に

「
「
「
国
広
を
譲
っ
た
三
居
家
当
主
が
「
巷
間
に
流
布
し
て
い
た
井
伊
家
「
来
由
緒
に

引
き
ず
ら
れ
た
感
が
あ
っ
た
よ
う
に
も
思
え
る
。
井
伊
家
「
来
由
緒
は
当
時
「
三
居
家

当
主
か
「
高
橋
経
美
氏
「
事
実
誤
認
「
み
た
方
が
よ
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
「
焼
失
し
た
「
「
「
国
広
が
「
発
見
さ
れ
た
こ
「
は
「
斯
界
に
「
っ

「
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「
「

「「

「「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「

二
七

て
驚
き
「
感
動
を
呼
び
「
「
後
「
「
間
順
治「
薫
「
「・
佐
藤
貫
一「
寒
「
「両
名
に
よ
っ

て
積
極
的
に
紹
介
さ
れ
た
こ
「
で
「
斯
界
に
周
知
さ
れ
る
「
剣
「
な
っ
た
。
「
「
「
「

は
「
昭
和
「
四
年「
一
九
三
九
「九
月
六
日
時
点
で
重
要
美
術
品
に
認
定
さ
れ
た
後
「
同

二
「
四
年
二
月
「
「
日
に
旧
国
法
に
指
定
さ
れ
「
翌
年
「
文
化
財
保
護
法
施
行
に
基
づ

き
重
要
文
化
財
「
な
っ
て
い
た
が
「
写
し
「
さ
れ
る
「
「
「
国
広
も
「
発
見
「
二
年
後

で
あ
る
同
三
「
七
年
六
月
二
「
一
日
に
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
こ
「
「
な
っ
た
。

現
在
「
「
剣
分
野
に
お
い
て
「
歌
「
写
し
が
共
に
国
指
定
「
な
っ
て
い
る
唯
一
「
事
例

で
あ
る
。

「
二
「　

「
「
「
「
「
公
開
「
「
「
「
「
「
号
付
与
「
過
程

そ
れ
で
は
「
「
「
「
は
ど
「
よ
う
に
斯
界
に
周
知
さ
れ
た
「
だ
ろ
う
か
。
先
述
「
通

り
「
「
「
「
は
尾
張
徳
川
家
什
宝
「
し
て
「
来
し
た
こ
「
か
ら
「
江
戸
時
代
は
そ
「
存

在
を
世
間
が
知
る
術
は
ほ
ぼ
な
か
っ
た
。
し
か
し
「『
享
保
名
物
帳
』
「
異
「
「
考
え

ら
れ
る
「
「
剱
名
物
記
「「
名
古
屋
・
高
麗
屋
蔵
「「
い
う
写
「
に
は
「「
尾
張
殿
御
所

持
名
物
補
遺
「「
尾
張
殿
御
所
持
名
物
可
成
物
「「
尾
張
殿
御
所
持
珎
賞
之
類
「「
熱
田

神
社
神
寶
「
「
す
る
他
「
類
「
に
は
無
い
追
記
が
あ
り
「
そ
れ
ぞ
れ
七
振
・
六
振
・
「

振
・
「
三
振
「
「
剣
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
先
述
し
た
御
家
名
物
三
振
は
「
尾
張
殿
御

所
持
名
物
補
遺
「
に
記
載
さ
れ
て
い
る
他
「
「
「
「
「
は
鳥
居
正
宗
「
共
に
「
尾
張
殿

御
所
持
名
物
可
成
物
「
に
明
記
さ
れ
て
お
り
「
全
く
世
間
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
わ

け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
内
容
か
ら
尾
張
徳
川
家
周
辺
に
よ
る
情
報
提
供
「
上
で
書

写
さ
れ
た
記
録
「
考
え
ら
れ
る
も
「
「
「
「
書
「
内
容
が
ど
こ
ま
で
敷
衍
し
た
か
「
証

で
き
て
い
な
い
た
め
「
「
稿
で
は
史
料
紹
介
「
み
に
留
め
る
。
当
然
な
が
ら
「
史
料
に

も
「
「
「
「
「
「
名
称
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
し
て
「
明
治
維
新
後
に
尾
張
徳
川
家
は
什
宝
整
理
を
開
始
し
「
ま
ず
明
治
三
年

「
一
「
七
〇
「か
ら
「
年
に
か
け
て
「
多
く
「
什
宝
が
取
捨
選
択
さ
れ
た
上
で
「
什
器
目

録
「
「
九
冊
が
「
製
さ
れ
た
。
そ
「
上
で
名
古
屋
大
曾
根
邸
を
中
心
に
什
宝
が
記
録
・

管
理
さ
れ
る
体
制
が
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
中
「
同
「
九
年
四
月
二
「
「
日
に
勅
令
「
し

て
公
布
さ
れ
た
「
華
族
世
襲
財
産
法
「
「
「
同
年
「
月
二
「
二
日
施
行
「
「
華
族
世
襲

財
産
法
施
行
手
続
「
に
よ
り
「
土
地
や
建
物
・
証
書
「
い
っ
た
財
産
及
び
附
属
物
を
世

襲
財
産
「
し
て
登
記
し
て
「
売
却
・
譲
渡
・
廃
止
す
る
こ
「
を
禁
止
し
「
華
族
「
し
て

「
品
位
を
保
ち
風
儀
を
乱
さ
な
い
よ
う
「
宮
内
省
が
干
渉
し
て
散
逸
を
防
ぐ
手
立
て

が
講
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
「
尾
張
徳
川
家
で
は
同
二
「
六
年
二
月
「
四
日
付
で

「
「
代
「
禮
「
そ
「
親
族
連
名
に
よ
り
世
襲
財
産
附
属
物
「
申
請
が
宮
内
省
に
出
さ

れ
「
同
年
四
月
「
九
日
に
「
来
什
宝
「
内
「
六
百
三
「
点
が
世
襲
財
産
附
属
物
「
し
て

認
可
・
登
録
さ
れ
た
こ
「
が
香
「
里
絵
氏
「
調
査
で
判
明
し
て
い
る
。
「
「
「香
「
氏

「
調
査
に
基
づ
き
「
そ
「
経
緯
を
紹
介
す
る
。

こ
「
申
請
に
あ
た
り
「
世
襲
財
産
附
属
物
「
取
り
調
べ
を
行
う
必
要
が
あ
り
「
そ
「

「
業
は
同
二
「
四
年
「
月
よ
り
開
始
さ
れ
た
。
こ
「
調
査
は
同
二
「
一
年
に
宮
内
省
に

設
置
さ
れ
た
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
「
宝
物
取
調
委
員
「
協
力
に
よ
り
実
施
さ
れ
「
「

格
的
な
調
査
が
始
ま
る
「
前
「
同
二
「
三
年
「
月
前
に
は
宝
物
取
調
委
員
が
尾
張
徳
川

家
什
宝
を
見
て
い
た
こ
「
が
確
認
さ
れ
る
。
調
査
は
や
り
直
し
も
あ
っ
た
が
「
宝
物
調

査
委
員
は
何
度
も
尾
張
徳
川
家
を
訪
問
し
「
一
等
か
ら
三
等
に
わ
た
る
什
宝
「
監
査
状

を
発
行
し
た
。

こ
れ
ら
一
連
「
「
業
に
お
い
て
選
定
さ
れ
た
世
襲
財
産
附
属
物
六
百
三
「
点
「
中

に
「
「
「
「
「
は
第
六
百
「
三
号
「
備
前
國
「
「 

追
「
「
「
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
「
時
「
保
管
場
所
は
東
京
「
「
所
横
網
町
邸
で
あ
っ
た
。
監
査
状
は
第
六
「
九
「
番

「
「 

備
前
「
「
「 
無
「
「
「
し
て
発
行
さ
れ
て
お
り
「
等
級
は
三
等
級
「
監
査
状
発

行
日
は
明
治
二
「
四
年
「
月
一
日
付
で
あ
る
。
発
行
者
は
「
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
臨

「
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「
「

「「

「「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「

二
「

時
監
査
掛
「
「
木
雕
氏
・
今
村
「
賀
氏
「
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
書
記
兼
監
査
掛
「
小

杉
榲
邨
氏
「
臨
時
全
国
宝
物
取
調
掛
「
黒
川
眞
頼
氏
「
臨
時
全
国
宝
物
取
調
委
員
「
川

田
剛
氏
「
臨
時
全
国
宝
物
取
調
委
員
「
「
九
鬼
隆
一
氏
「
六
名
連
名
「
な
っ
て
い
る
。

な
お
「
徳
川
美
術
館
台
帳
「
記
録
に
よ
れ
ば
「
監
査
自
体
は
明
治
二
「
三
年
に
行
わ
れ

た
こ
「
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
「
「
「
が
斯
界
に
そ
「
存
在
を
知
ら
れ
た
「
は
「
ま
さ

に
こ
「
時
で
あ
る
。

ち
な
み
に
令
和
元
年
「
月
三
日
及
び
「
月
「
一
日
「
特
別
講
演
時
で
は
「
「
「
「
「

が
斯
界
に
知
ら
れ
た
「
は
「
昭
和
「
三
年「
一
九
三
「
「四
月
九
日
「
「
間
順
治「
薫
「
「

氏
「
同
「
四
年
四
月
「
七
日
「
小
泉
久
雄
氏
に
よ
る
鑑
定
時
だ
ろ
う
「
し
た
が
「
こ
「

監
査
状
発
行
者
に
「
剣
鑑
定
家
「
今
村
「
賀
氏
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
「
明
治
二
「
三

年
時
「
修
正
す
る
。
ま
た
「
こ
「
鑑
定
を
経
て
今
村
氏
は
「
明
治
三
「
一
年
「
一
月

「
三
日
「
講
演
で
「
「
「
「
「
こ
「
に
言
及
し
て
お
り
「
そ
「
こ
「
が
講
「
録
『
劍
話

錄 

「
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
旨
を
「綴
虚
堂
セ
ツ
カ
氏
に
ご
指
摘
い
た
だ
い
た
。
同
氏

「
ご
指
摘
に
基
づ
き
「
「
「
「
「
は
少
な
く
「
も
明
治
三
「
年
代
「
降
よ
り
徐
々
に
斯

界
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
修
正
す
る
。

そ
し
て
昭
和
「
三
〜
「
四
年
「
「
間
順
治「
薫
「
「・
小
泉
久
雄
両
氏
に
よ
り
「
「
「

「
は
次
「
よ
う
に
評
価
さ
れ
た
こ
「
が
徳
川
美
術
館
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

「
間
順
治
鑑
定　

実
ニ
結
構
「
「
阿
弥
ノ
極
ヲ
附
シ
タ
ル
「
ニ
ハ
腑
ニ
落
チ
ヌ
モ

ノ
多
シ
「
此
「
ハ
シ
ッ
カ
リ
シ
タ
短
「
ニ
見
ル
「
「
ノ
出
来
ト
確
ニ
同
ジ 

國
廣 

天
正
年
代
関
東
ニ
居
タ
ル
証
據
ト
モ
ナ
リ
テ
歴
史
上
貴
重
ナ
リ
「
来
孫
太
郎
合
「

ニ
次
グ
貴
重
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ

昭
和
「
三
年
四
月
九
日　

「
間
順
治
鑑
定

「
「
ノ
「
ヲ
新
「
ノ
鍛
冶
国
広
ガ
磨
上
ゲ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ 

国
広
ノ
磨
上
「
ア
ル

丈
ケ
ニ
テ
モ
非
常
ノ
珍
品
ナ
リ

小
泉
久
雄
氏
鑑
定　

昭
和
拾
四
年
「
月
廿
「
日

地
金
「
刃
文
共
ニ
優
レ
「
殊
ニ
鋩
子
出
来
ヨ
ク
名
「
ナ
リ　

蓋
シ
「
工
ノ
傑
「
ナ

ラ
ン
カ
「
殊
ニ
國
広
ノ
磨
上
「
面
白
シ

こ
こ
で
は
「
「
「
「
は
優
れ
た
出
来
で
あ
る
こ
「
「
「
国
広
「
「
歴
史
的
貴
重
性
を

指
摘
し
て
い
る
が
「
「
「
「
国
広
「
こ
「
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
「
「
「
国
広

も
同
様
で
「
同
「
が
初
め
て
紹
介
さ
れ
た
『
新
「
名
「
集
』
に
お
い
て
も
「
幅
廣
く
重

ね
薄
く
刃
少
し
し
く
堅
キ
方
に
て
沸
あ
り 

刃
ノ
中
ニ
葉
ア
リ 

飛
焼
ケ
ア
リ 

「
「
「
よ

く
似
た
り 

「
「
を
写
し
た
る
か
「
「
記
す
よ
う
に
「
「
「
「
「
剣
「
写
し
で
あ
る
可

能
性
を
指
摘
す
る
も
「
「
「
「
「
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
二
つ
「
「
が
「

そ
れ
ぞ
れ
別
個
「
「
来
過
程
を
経
た
上
「
「
「
「
国
広
は
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
た
こ

「
に
な
っ
て
い
た
経
緯
か
ら
す
る
な
ら
ば
当
然
「
こ
「
で
あ
り
「
二
つ
「
「
を
結
び
つ

け
る
に
は
「
二
つ
「
「
を
実
見
す
る
人
物
が
現
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。

そ
れ
が
「
間
順
治「
薫
「
「氏
に
よ
る
「
「
「
国
広
「
発
見
に
よ
っ
て
「
「
「
「
「
を

実
見
し
た
佐
藤
貫
一「
寒
「
「氏
も
ま
た
「
「
「
国
広
を
実
見
す
る
こ
「
に
な
り
「
「
「

「
国
広
が
「
発
見
さ
れ
た
昭
和
三
「
「
年
「
降
「
両
「
比
較
が
こ
「
両
名
に
よ
り
活
発

化
し
て
い
く
「
で
あ
る
。
そ
し
て
「
発
見
「
経
緯
を
記
し
た
『
堀
川
國
廣
「
そ
「
弟

子
』
に
お
け
る
「
「
「
「
「
「
解
説
に
お
い
て
「
佐
藤
貫
一「
寒
「
「氏
は
次
「
よ
う
に

記
し
て
い
る
。

薫
「
曰
く
「
旧
幕
時
代
に
尾
張
家
に
「
来
し
「
今
は
財
団
法
人
黎
明
会
「
所
属
「

「
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「
「

「「

「「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「

二
九

な
っ
て
い
る
多
く
「
名
「
「
中
に
「
天
正
「
「
年
「
月
三
日
に
国
広
が
彼
が
愛
顧

を
う
け
た
足
利
城
主
「
尾
新
「
郎
顕
「
「
命
に
よ
っ
て
大
磨
上
に
し
て
「
「
「
「

「
云
々
「
「
「
を
「
っ
て
い
る
同
「
中
随
一
「
も
云
う
べ
き
姿
・
刃
文
「
豪
壮
な

も
「
が
あ
る
。
そ
れ
「
こ
れ
「
を
比
較
す
れ
ば
一
見
し
て
こ
れ
は
そ
れ
を
ね
ら
っ

た
「
で
あ
る
こ
「
が
直
感
さ
れ
る
。
し
か
も
単
な
る
模
「
で
は
な
く
「
地
刃
「
働

き
「
「
す
す
ど
し
さ
は
「
「
を
さ
ら
に
強
調
し
「
放
胆
「
味
さ
え
加
わ
っ
て
「
「

「
「
中
に
あ
っ
て
も
出
色
「
も
「
「
云
い
得
よ
う
。
国
広
「
古
屋
打
「
「
「
風
は

末
相
州
物
を
お
も
わ
せ
「
堀
川
打
「
も
「
に
は
正
宗
「
志
津
を
お
も
わ
せ
る
も
「

が
あ
る
が
「
そ
こ
に
至
る
一
段
階
が
こ
「
「
「
へ
「
ね
ら
い
で
あ
り
「
こ
れ
「
取

り
組
ん
だ
こ
「
で
あ
り
「
こ
「
こ
「
が
彼
「
心
技
を
脱
皮
せ
し
め
る
契
機
「
な
っ

て
い
る
「
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
「
「
こ
そ
は
彼
「
一
生
涯
中
自
ら
か
え
り
み
て

も
最
も
記
念
す
べ
き
「
そ
し
て
誇
る
べ
き
も
「
で
あ
ろ
う
。

こ
「
よ
う
に
記
し
た
上
で
「「
「
「
「
「
「
い
う
号
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
お
り
「

「
こ
「
「
は
古
来
「
「
「
「
称
し
て
い
る
が
「
号
「
い
わ
れ
は
あ
き
ら
か
で
は
な
い
。

「
中
「
「一
説
に
「
「
「
「
号
は
「
元
来
こ
「
「
「
「
「
に
付
け
ら
れ
た
号
で
「
信
州
戸

隠
「
中
で
「
「
な
る
化
物
を
退
治
た

「
マ
丶
「た

め
「
い
う
。
そ
「
写
し
で
あ
る
か
ら
「
「
「
国

広
「
呼
び
な
ら
し
た
「
い
う
。「
「
記
し
て
い
る
。
こ
こ
で
「
初
め
て
「
「
「
「
号
は

「
「
「
「
に
付
け
ら
れ
て
い
た
号
で
あ
る
可
能
性
を
示
唆
し
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か

し
「
こ
「
時
点
で
は
ま
だ
慎
重
に
「
号
「
い
わ
れ
は
あ
き
ら
か
で
は
な
い
。「
「
し
て

お
り
「
断
定
は
避
け
て
い
る
。
な
お
「
「
「
を
「
っ
た
場
所
が
『
新
「
名
「
集
』
で
は

小
諸
「
中
「
し
て
い
た
「
が
「「
信
州
戸
隠
「
中
「
「
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
「
「
「
「
号
「
由
来
に
つ
い
て
記
し
た
文
献
は
『
新
「
名
「
集
』
「
外
に
存
在
し

な
い
中
で
「
由
緒
地
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
「
は
単
に
佐
藤
貫
一「
寒
「
「氏
「
誤
認
「
外

考
え
ら
れ
な
い
。

『
堀
川
國
廣
「
そ
「
弟
子
』
が
刊
行
さ
れ
た
昭
和
三
「
七
年
時
は
「
ま
だ
こ
「
程
度

「
認
識
で
あ
り
「
「
「
「
国
広
が
同
年
六
月
二
「
一
日
に
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た

際
「
指
定
理
由
で
も
「
国
広
が
天
正
「
「
年「
一
「
九
〇
「に
足
利
城
主
「
尾
顕
「
「
た

め
に
「
っ
た
「
で
「
か
つ
て
顕
「
が
北
条
氏
直
か
ら
拝
領
し
た
備
前
「
船
「
「
「
「
を

写
し
た
も
「
「
「
え
て
い
る
。「
中
「
「「
「
「
「
「
「
号
「
い
わ
れ
は
不
明
で
あ
る
。「

「
あ
る
よ
う
に
「
こ
「
時
点
で
「
佐
藤
貫
一「
寒
「
「氏
「
見
解
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
「
昭
和
四
「
一
年
に
「
間
順
治「
薫
「
「・
佐
藤
貫
一「
寒
「
「両
名
「
監
修
で

発
行
さ
れ
た
『
日
「
「
大
鑑　

新
「
篇
一
』
で
は
「
「
稿
冒
頭
で
示
し
た
よ
う
に
「
「

「
「
国
広
「
解
説
に
あ
た
っ
て
沼
田
鎌
次
氏
が
「
「
「
「
「
号
は
「
元
来
こ
「
「
「
「

「
に
付
け
ら
れ
た
も
「
で
「
信
州
戸
隠
「
中
で
「
「
な
る
化
物
を
退
治
し
た
た
め
「
い

い
「
そ
「
写
し
で
あ
る
か
ら
「
「
「
国
広
「
呼
び
な
ら
し
た
「
い
う
。「
「
「
「
「
「

は
「
「
「
「
に
付
け
ら
れ
て
い
た
号
で
あ
る
「
謳
っ
て
し
ま
っ
た
が
故
に
根
拠
「
な
い

「
「
が
ひ
「
り
歩
き
を
し
始
め
て
し
ま
っ
た
。

そ
「
後
「
昭
和
「
「
四
年
に
発
行
さ
れ
た
「
間
順
次「
薫
「
「氏
「
編
著
に
な
る
『
昭

和
大
名
「
図
譜　

坤
』
で
は
「「
な
お
「
「
「
「
号
は
元
来
こ
「
「
「
「
「
に
付
け
ら

れ
た
も
「
で
「
信
州
戸
隠
「
中
で
「
「
な
る
化
物
を
退
治
し
た
た
め
「
「
え
「
そ
「

写
し
で
あ
る
こ
「
か
ら
「
「
「
「
国
広
「
号
が
あ
る
「
い
う
。「
「
「
や
や
沼
田
鎌
次

氏
「
文
章
「
言
い
回
し
を
替
え
た
だ
け
「
文
章
が
掲
載
さ
れ
「
翌
「
「
「
年
に
「
和
会

編
集
で
刊
行
さ
れ
た
『
寒
「
「
剣
講
座 

第
一
巻 

京
鍛
冶
篇
』
で
は
「
「
「
「
「
号
は
「

元
来
こ
「
「
「
「
「
に
付
け
ら
れ
た
も
「
で
「
信
州
戸
隠
「
中
で
「
「
な
る
化
物
を
退

治
し
た
た
め
「
い
い
「
そ
「
写
し
で
あ
る
か
ら
「
「
「
国
広
「
呼
び
な
ら
し
た
「
い

う
。「
「
「『
日
「
「
大
鑑　

新
「
篇
一
』
「
文
章
「
全
く
同
じ
文
章
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。

「
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「
「

「「

「「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「

三
〇

こ
こ
で
も
判
る
よ
う
に
「
新
た
な
研
究
書
が
刊
行
さ
れ
て
も
「
初
出
「
文
章
を
使
い

回
し
た
だ
け
で
「
そ
こ
に
何
も
「
「
は
加
え
ら
れ
て
い
な
い
ば
か
り
か
「
初
出
「
文
章

も
根
拠
「
な
い
憶
測
「
み
で
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
「
斯
界
「
大
家
に

よ
る
編
集
「
「
影
響
力
は
大
き
く
「
繰
り
返
し
断
定
さ
れ
る
こ
「
で
「
「
「
「
号
は
「

も
「
も
「
「
「
「
「
に
付
け
ら
れ
て
い
た
号
「
い
う
観
念
が
定
着
し
て
し
ま
っ
た
わ
け

で
あ
る
。お　

わ　

り　

に

「
上
「
「
証
に
よ
り
「
「
「
「
「
「
「
「
「
国
広
「
関
連
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
「
は
「
昭
和
に
な
っ
て
か
ら
で
「
特
に
昭
和
三
「
「
年「
一
九
六
〇
「「
降
に

「
間
順
次「
薫
「
「氏
に
よ
っ
て
「
「
「
国
広
が
「
発
見
さ
れ
て
「
降
「
に
わ
か
に
言
わ

れ
始
め
た
こ
「
が
明
ら
か
「
な
っ
た
。
し
か
も
両
「
「
も
古
く
か
ら
周
知
さ
れ
て
い
た

「
剣
で
は
な
く
「
「
「
「
「
は
延
宝
九
年「
一
六
「
一
「に
尾
張
徳
川
家
が
購
入
し
て
「

降
「
江
戸
時
代
を
通
じ
て
尾
張
藩
「
蔵
に
殿
様
佩
「
由
緒
「
「
「
し
て
収
納
さ
れ
た

ま
ま
「
基
「
的
に
は
広
く
世
間
に
知
ら
れ
る
こ
「
な
く
「
世
し
た
「
で
あ
り
「
明
治

二
「
三
年「
一
「
九
〇
「「
降
に
尾
張
徳
川
家
「
世
襲
財
産
附
属
物
「
し
て
登
録
さ
れ
る

際
「
監
査
で
「
一
部
「
「
剣
関
係
者
「
み
に
公
開
さ
れ
た
「
で
あ
る
。
江
戸
時
代
を
通

し
て
脈
々
「
書
き
継
が
れ
て
い
っ
た
尾
張
徳
川
家
「
蔵
帳
に
は
一
「
「
「
「
「
「
号
「

記
載
は
無
い
。
こ
れ
は
「
「
「
「
が
「
少
な
く
「
も
尾
張
徳
川
家
で
「
「
「
「
「
「
呼

ば
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
「
「
証
左
で
あ
る
。

「
「
「
国
広
も
ま
た
「
大
正
九
年「
一
九
二
〇
「頃
に
旧
彦
根
藩
士
・
三
居
家
が
所
持

し
て
い
た
段
階
で
「
剣
研
究
家
「
杉
原
祥
造
氏
に
よ
っ
て
押
形
が
取
ら
れ
「
昭
和
三
年

に
発
刊
さ
れ
た
『
新
「
名
「
集
』
に
そ
「
押
形
が
掲
載
さ
れ
た
こ
「
で
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
「
で
あ
る
。
し
か
も
こ
「
頃
に
は
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
た
「
さ
れ
て
い
た

こ
「
か
ら
「
昭
和
「
三
〜
「
四
年
に
「
間
順
次「
薫
「
「氏
や
小
泉
久
雄
氏
が
「
「
「
「

を
鑑
定
し
て
も
「
「
「
「
国
広
「
「
関
連
に
は
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
「
「
「
国

広
「
評
価
も
ま
た
『
新
「
名
「
集
』
に
掲
載
さ
れ
た
大
正
九
年
時
「
杉
原
祥
造
氏
「
見

解
で
は
「
「
「
「
よ
く
似
た
り 

「
「
を
写
し
た
る
か
「
に
留
ま
っ
て
い
る
。

た
だ
し
「
昭
和
三
年
刊
行
「
『
新
「
名
「
集
』
「
内
田
疎
天
・
加
島
勲
氏
「
解
説
で

は
「
此
時
よ
り
「
前
天
正
「
「
年
北
條
家
「
「
「
を
摺
上
げ
且
「
尾
顯
「
「
爲
め
に
「

「
寫
「
一
「
を
鍛
え
し
時
を
云
ふ「
中
「
「國
廣
は
北
條
家
「
「
「
を
摺
り
上
げ
且
つ
其

「
「
を
顯
「
「
爲
め
に
寫
せ
し
こ
「
に
よ
っ
て
「
相
州
傳
「
鍛
法
を
會
得
せ
し
爲
「
其

「
風
に
一
轉
機
を
劃
せ
し
も
「
「
思
ふ
「「
「
い
う
杉
原
祥
造
氏
が
大
正
「
三
年
に
國

學
院
大
學
で
行
っ
た
講
演
「
一
説
を
紹
介
し
て
い
る
。
少
な
く
「
も
杉
原
祥
造
氏
は
大

正
末
年
時
点
で
は
「
「
「
「
国
広
は
「
「
「
「
「
写
し
「
い
う
理
解
に
は
な
っ
て
お

り
「『
新
「
名
「
集
』
刊
行
時
で
も
「
「
「
「
「
「
「
関
連
に
つ
い
て
斯
界
に
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

し
か
し
「
「
「
「
「
が
尾
張
徳
川
家
「
い
う
華
族
家
「
蔵
品
だ
っ
た
こ
「
か
ら
「
広

く
閲
覧
に
供
さ
れ
る
「
剣
で
は
な
か
っ
た
こ
「
「
恐
ら
く
昭
和
初
期
「
時
点
で
「
「
「

国
広
は
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
「
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
「
か
ら
「
二
振
「
「
を
実
際
に
比

較
す
る
こ
「
は
不
可
能
「
考
え
ら
れ
て
い
た
「
で
あ
ろ
う
。
こ
「
よ
う
に
二
振
「
「
「

関
連
を
紹
介
し
た
論
述
は
あ
っ
た
も
「
「
「
号
「
「
播
に
つ
い
て
記
述
す
る
論
考
は
皆

無
で
あ
っ
た
。

そ
れ
が
「
「
「
国
広
「
「
発
見
に
よ
り
「
こ
「
こ
「
を
紹
介
し
た
昭
和
三
「
七
年
刊

行
「
佐
藤
貫
一「
寒
「
「氏
編
に
な
る
『
堀
川
国
広
「
そ
「
弟
子
』
に
お
い
て
「
「
「
「
「

「
号
は
「
「
「
「
に
元
々
付
け
ら
れ
て
い
た
号
で
は
な
い
か
「
い
う
憶
測
が
提
示
さ

れ
「
昭
和
四
「
一
年
刊
行
「
「
間
順
治「
薫
「
「・
佐
藤
貫
一「
寒
「
「両
名
監
修
に
な
る

「
47
「

「
48
「
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「
「
「
「
「
「
「

三
一

『
日
「
「
大
鑑
』
に
よ
っ
て
「「
「
「
「
「
「
号
は
「
「
「
「
に
付
け
ら
れ
て
い
た
号
だ

「
言
い
「
ら
れ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
「
後
「
こ
「
見
解
が
繰
り
返
し
文
章
「
し

て
提
示
さ
れ
た
こ
「
で
「
定
説
「
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
う
い
っ
た
憶
測
が
市
民
権
を
得
る
背
景
「
し
て
「「
「
「
「
「
「
号
は
国
広
「
「

「
剣
で
は
な
く
「
「
「
「
「
「
剣
に
付
く
は
ず
で
あ
る
「
い
う
認
識
が
底
流
に
あ
る
「

考
え
る
。
「
「
な
る
「
説
上
「
怪
物
を
斬
る
「
い
っ
た
号
は
「
古
「
に
見
ら
れ
る
号
で

あ
り
「新
「
で
あ
る
国
広
「
「
で
は
あ
り
え
な
い
「
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
そ
「
た
め
「

「
尾
顕
「
が
所
持
し
て
い
た
段
階
ま
で
は
「
「
「
「
「
に
「
「
「
「
「
「
号
が
付
い
て

い
た
が
「
「
尾
顕
「
「
手
を
離
れ
尾
張
徳
川
家
「
所
有
に
な
る
ま
で
「
九
「
年
ほ
ど
で

そ
「
記
憶
は
無
く
な
り
「
尾
張
徳
川
家
で
は
特
に
号
「
無
い
「
「
し
て
「
世
し
た
だ
け

で
あ
る
「
「
い
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
「
見
解
も
出
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
「
筆
者
は
こ
「
考
え
に
同
意
出
来
な
い
。
そ
も
そ
も
な
ぜ
号
が
付
け
ら
れ
る

か
「
前
提
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
号
は
類
例
「
多
い
「
品
「
中
で
「
識
別
記
号

で
あ
る
。
よ
り
優
品
で
あ
り
「
よ
り
由
緒
品
で
あ
る
こ
「
を
「
他
「
「
品
「
区
別
「
あ

る
い
は
選
別
す
る
た
め
に
命
名
さ
れ
る
記
号
で
あ
る
た
め
「
一
度
付
け
ら
れ
た
号
は
「

よ
ほ
ど
「
こ
「
が
無
い
限
り
消
え
る
こ
「
は
な
い
。
名
「
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
「
他
者

へ
「
「
世
は
ま
ず
号
が
優
先
さ
れ
る
「
で
あ
っ
て
「
尾
張
徳
川
家
に
入
っ
た
時
点
で
号

が
消
え
て
い
た
「
い
う
こ
「
は
あ
り
得
な
い
。

そ
も
そ
も
国
広
「
「
「
剣
に
「
い
つ
か
ら
「
「
「
「
「
「
い
う
号
が
付
け
ら
れ
て
い

た
「
か
が
判
明
し
て
い
な
い
。
文
献
上
で
確
認
で
き
る
「
は
あ
く
ま
で
も
大
正
九
年
ま

で
で
あ
る
。
一
彦
根
藩
士
が
所
持
し
て
い
た
「
が
「
江
戸
時
代
に
周
知
さ
れ
て
い
た
形

跡
は
な
く
「
少
な
く
「
も
大
正
九
年
ま
で
は
誰
も
知
ら
な
か
っ
た
「
「
言
っ
て
よ
い
。

「
ら
く
「
「
「
「
「
「
し
て
周
知
さ
れ
て
い
た
「
な
ら
「
も
か
く
「
う
が
っ
た
見
方

を
す
る
な
ら
ば
「
杉
原
祥
造
氏
が
三
居
家
「
古
老
よ
り
「
来
由
緒
を
聞
い
た
時
点
で
「

「
「
「
「
「
「
命
名
し
て
紹
介
す
る
こ
「
も
あ
り
得
る
わ
け
で
あ
る
。
杉
原
祥
造
氏
で

な
く
「
も
「
前
「
所
持
者
で
あ
る
渥
美
家
で
「
世
す
る
過
程
に
お
い
て
「
尾
張
徳
川
家

で
も
見
ら
れ
た
「
御
家
名
物
「
「
創
出
「
同
様
「
渥
美
家
に
お
い
て
「
剣
号
「
約
束
事

を
知
ら
な
い
誰
か
が
勝
手
に
命
名
し
た
「
も
考
え
ら
れ
る
。
「
剣
「
歴
史
性
が
は
っ
き

り
し
な
い
「
で
あ
る
な
ら
ば
「
概
念
「
み
で
号
「
い
わ
れ
を
説
く
「
は
有
効
な
手
法
「

は
言
え
な
い
。

道
具
を
所
持
す
る
者
は
「
そ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
「
高
い
価
値
を
有
す
る
こ
「
を
希
求
す

る
。
名
品
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
「
そ
こ
に
価
値
「
付
加
を
求
め
「
よ
り
多
く
「
由
緒
を

欲
す
る
。
そ
う
い
っ
た
欲
求
が
「
道
具
に
根
拠
不
明
「
由
緒
を
付
随
さ
せ
る
一
因
「

な
っ
た
。
特
に
近
代
「
降
は
「
家
「
格
や
歴
史
性
を
誇
る
上
で
「
由
緒
「
創
「
が
行
わ

れ
て
お
り
「
尾
張
徳
川
家
に
お
い
て
も
そ
う
い
っ
た
事
例
が
見
受
け
ら
れ
る
。

し
か
し
「
尾
張
徳
川
家
に
は
江
戸
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ
る
複
数
「
道
具
管
理
目
録

で
あ
る
蔵
帳
や
「
道
具
に
付
随
す
る
記
録
が
現
存
す
る
こ
「
に
よ
り
「
道
具
「
来
歴
過

程
が
判
る
希
有
な
例
で
あ
り
「
そ
「
由
緒
を
「
証
す
る
こ
「
が
で
き
る
。
「
「
「
「
に

関
す
る
一
連
「
蔵
帳
記
載
は
「
大
名
家
に
お
け
る
「
剣
管
理
「
来
歴
を
明
確
に
す
る
一

例
で
あ
り
「
名
物
「
剣
「
継
「
事
例
で
も
見
た
よ
う
に
「
管
理
記
録
「
史
料
的
性
質
も

明
ら
か
に
で
き
る
。
こ
こ
に
現
代
的
な
解
釈
や
憶
測
が
介
在
で
き
る
余
地
は
無
い
「
で

あ
る
。

数
寄
道
具
な
ど
に
も
所
有
者
「
琴
線
を
く
す
ぐ
る
由
緒
が
付
与
さ
れ
て
い
る
が
「
そ

「
歴
史
性
が
明
確
に
証
明
で
き
な
い
な
ら
ば
「
そ
「
由
緒
は
好
事
的
嗜
好
「
範
囲
に
留

め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
「
「
「
・
「
「
「
国
広
は
「
名
「
ゆ
え
に
近
代
「
降
「
由
緒

創
出
「
流
れ
に
巻
き
込
ま
れ
「
「
来
「
来
歴
「
は
異
な
る
創
「
的
な
由
緒
に
引
き
ず
ら

れ
た
感
が
あ
る
「
剣
で
あ
る
。

な
お
「
「
稿
「
目
的
は
「
両
「
「
由
緒
を
「
「
証
す
る
こ
「
「
尾
張
徳
川
家
を
例
に



「
「

「「

「「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
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「
「
「
「
「
「
「
「
「
「

三
二

し
て
大
名
道
具
「
「
来
を
史
料
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
「
だ
が
「
も
う
一
つ
「
目
的

は
「
こ
「
両
「
「
足
利
学
校
打
国
広
「
「
文
を
歴
史
史
料
「
し
て
評
価
す
る
こ
「
で
あ

る
。
国
広
に
よ
る
説
明
的
な
「
文
に
よ
っ
て
「
文
献
史
料
で
は
明
ら
か
に
し
え
な
い
小

田
原
合
戦
当
時
「
「
尾
顕
「
「
い
う
国
衆
「
動
向
が
あ
る
程
度
判
り
「
天
正
「
「
年
に

刻
ま
れ
た
一
連
「
国
広
「
「
文
を
「
証
す
る
こ
「
に
よ
り
「
小
田
原
北
条
氏
「
麾
「
に

属
し
た
関
東
国
人
衆
「
去
就
に
つ
い
て
「
従
来
「
は
異
な
る
見
解
を
推
測
「
し
て
提
示

す
る
こ
「
が
で
き
た
。

す
な
わ
ち
「
「
尾
顕
「
は
小
田
原
合
戦
当
時
「
小
田
原
城
に
籠
城
し
て
い
な
か
っ
た

こ
「
「
「
「
尾
家
は
由
良
家
「
一
門
衆
に
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
「
「
戦
後
は

兄
「
由
良
国
繁
「
「
も
に
武
家
「
し
て
「
命
脈
を
保
っ
た
こ
「
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も

「
文
「
い
う
金
石
文
に
よ
る
解
釈
だ
が
「
文
献
史
料
が
限
ら
れ
る
戦
国
時
代
史
を
「
証

す
る
上
で
「
分
析
手
法
「
一
つ
に
で
き
る
「
で
は
な
い
か
「
考
え
る
。

註「
1
「　

現
在
は
個
人
蔵
。

「
2
「　

「
間
順
治
・
佐
藤
貫
一
監
修
『
日
「
「
大
鑑　

新
「
篇
一
』　

大
塚
巧
藝
社　

昭
和

四
「
一
年
「
月
。

「
3
「　

綴
虚
堂
セ
ツ
カ
『
水
晶
ノ
粉
ヲ
「
テ
─
「
工
堀
川
国
広
に
ま
つ
わ
る
認
識
「
変
化
を
追
う

─
』　

綴
虚
堂
セ
ツ
カ
［
自
費
出
版
］　

二
〇
一
九
年
「
月
。
「
「
「
同
氏
「
名
を
挙
げ
る
場

合
「
出
典
は
「
書
に
よ
る
。

「
4
「　

さ
よ
「
す
け
『
「
「
「
考
察
「
』　

さ
よ
「
す
け「
Ｒ
ａ
ｙ
ｓ
「［
自
費
出
版
］　

二
〇
一
九

年
「
月
。
「
「
「
同
氏
「
名
を
挙
げ
る
場
合
「
出
典
は
「
書
に
よ
る
。

「
5
「　

福
永
酔
剣
編
『
日
「
「
大
百
科
事
典
』　

雄
「
閣
出
版　

平
成
「
年
「
一
月
。

「
6
「　

徳
川
美
術
館
編
『
新
版 

徳
川
美
術
館
蔵
品
抄
③　

「
剣 

「
装
具
』　

徳
川
美
術
館　

平

成
「
年
「
月
。
解
説
は
佐
藤
豊
三
執
筆
。

「
7
「　

1　

黒
田
基
樹
『
敗
者
「
日
「
史
10　

小
田
原
合
戦
「
北
条
氏
』　

吉
川
弘
文
館　

二
〇
一
三

年
「
月
。

　

2　

黒
田
基
樹
「
館
林
「
尾
氏
「
研
究
「「
黒
田
基
樹
著
『
戎
光
祥
研
究
叢
書
4　

増
補
改

訂 

戦
国
大
名
「
外
様
国
衆
』　

戎
光
祥
出
版　

二
〇
一
「
年
四
月
「。

　

3　

黒
田
基
樹
『
関
東
戦
国
史　

北
条
Ｖ
Ｓ
上
杉
55
年
戦
争
「
真
実
』　

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ

Ｗ
Ａ　

二
〇
一
七
年
一
月「
「
書
は
「
記
書
「
改
訂
版
。
同
氏
著
『
戦
国
関
東
「
覇
権
戦
争

─
北
条
氏
Ｖ
Ｓ
関
東
管
領
・
上
杉
氏
55
年
「
戦
い
』　

洋
泉
社　

二
〇
一
一
年
六
月
「。

「
8
「　

館
林
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
館
林
市
史　

通
史
編
1　

館
林
「
原
始
古
代
・
中
世
』　

館
林
市　

平
成
二
「
七
年
三
月
。

「
9
「　

財
團
法
人
日
「
美
術
「
劍
保
存
協
會
編
『
國
廣
大
鍳
』　

財
團
法
人
日
「
美
術
「
劍
保
存

協
會　

昭
和
二
「
九
年
三
月
［
非
売
品
］。

「
10
「　

佐
藤
貫
一
編
『
堀
川
國
廣
「
そ
「
弟
子
』　

大
塚
巧
藝
社　

昭
和
三
「
七
年
「
月
。

「
11
「　

古
河
歴
史
博
物
館
編
『
堀
川
國
廣
「
そ
「
一
門
』　
「
堀
川
國
廣
「
そ
「
一
門
「
展
実
行
委

員
会　

平
成
二
「
六
年
三
月
。

「
12
「　

註「
11
「前
掲
書
所
収
。

「
13
「　

註「
10
「前
掲
書
参
照
。

「
14
「　

「
「
「
「
は
徳
川
美
術
館
什
宝
台
帳
「
「
「
「
国
広
は
前
掲「
11
「掲
載
「
数
値
を
引
用
。

「
「
「
「
「
刃
「
を
「
二
尺
三
寸
「
分
な
い
し
六
分
「
「
し
て
い
る
「
は
「
同
「
「
鞘
書
が

「
二
尺
三
寸
六
分
「
「
記
さ
れ
て
い
る
こ
「
に
対
し
「
徳
川
美
術
館
什
宝
台
帳
で
は
「
二
尺

三
寸
「
分
「
「
し
て
い
る
こ
「
に
よ
る
が
「
誤
差
「
範
囲
「
考
え
る
。
な
お
「
徳
川
美
術
館

什
宝
台
帳
は
「
「
さ
を
「
身
「
「「
元
幅
を
「
鎺
元
幅
「「
先
幅
を
「
横
手
「
幅
「「
茎
「
を

「
中
心
「
「
「
表
記
す
る
。

「
15
「　

註「
7
「─
1
前
掲
書
に
書
き
起
こ
し
図
掲
載
。
た
だ
し
「「
書
で
は
「
図
を
「
毛
利
文
書
「

「
し
て
い
る
が
誤
記
で
あ
る
。

「
16
「　

註「
7
「─
1
前
掲
書
に
書
き
起
こ
し
図
掲
載
。

「
17
「　

註「
7
「─
1
前
掲
書
参
照
。

「
18
「　

足
利
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
近
代 

足
利
市
史 

第
三
巻 

史
料
編 

原
始
・
古
代 

中
世 

近

世
』　

足
利
市　

昭
和
「
「
四
年
一
月
。

「
19
「　
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
卷
七
「
七「『
新
訂 

寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
二　

続
群
書
類
従
完
成

会　

昭
和
三
「
九
年
六
月
「。



「
「

「「

「「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「

三
三

「
20
「　

群
馬
・
「
林
寺
蔵

中
村
孝
也
著
『
新
訂 

德
川
家
康
文
書
「
研
究　

中
卷
』「
日
「
學
術
振
興
會　

昭
和
三
「
四

年
三
月
「に
「
「
尾
顯
「
に
遣
れ
る
書
狀
「
「
し
て
掲
載
。

「
21
「　

塙
保
己
一
編
纂
『
群
書
類
從　

第
二
「
二
輯　

武
家
部
』　

續
群
書
類
從
完
成
會　

昭
和

三
年
「
一
月
。

「
22
「　

芳
賀
幸
四
郎
「
大
内
問
答
「「
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典
』
第
二
巻　

吉

川
弘
文
館　

昭
和
「
「
七
年
六
月
「。

「
23
「　
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
卷
二
百
九
「
七「『
新
訂 

寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
「　

続
群
書
類
従

完
成
会　

昭
和
三
「
九
年
「
一
月
「。

「
24
「　

徳
川
美
術
館
蔵
。
武
器
古
帳
一
「
。

「
25
「　

徳
川
美
術
館
蔵
。
武
器
古
帳
一
三
。

「
26
「　

徳
川
美
術
館
蔵
。
武
器
古
帳
二
二
。

「
27
「　

佐
藤
豊
三
「
徳
川
美
術
館
「
「
剣
「
「
装
小
道
具
「「
徳
川
美
術
館
編
『
新
版 

徳
川
美
術

館
蔵
品
抄
③　

「
剣 

「
装
具
』　

徳
川
美
術
館　

平
成
「
年
「
月
「。

並
木
昌
史
「
徳
川
美
術
館
「
「
剣
・
「
装
具
「「
徳
川
美
術
館
編
『
徳
川
美
術
館
所
蔵 

「

剣
・
「
装
具
』　

徳
川
美
術
館　

平
成
三
「
年
七
月
「。

安
藤
香
織
「
文
政
年
間
に
お
け
る
「
剣
蔵
帳
「
分
類
・
編
成
に
つ
い
て
「「
徳
川
美
術
館
編

『
徳
川
美
術
館
所
蔵 

「
剣
・
「
装
具
』　

徳
川
美
術
館　

平
成
三
「
年
七
月
「。

「
28
「　

徳
川
美
術
館
蔵
。
武
器
旧
原
簿
一
─
二
。

「
29
「　

徳
川
美
術
館
蔵
。
武
器
古
帳
七
二
─
二
。

「
30
「　

「
稿
で
参
照
し
た
『
享
保
名
物
帳
』
は
「
徳
川
美
術
館
所
蔵
「
「
物
鑑
「「
明
治
三
年
写

「
「。

「
31
「　

佐
藤
豊
三
「
名
物
「
剣
「
「
に
つ
い
て
「「
竹
内
誠
・
徳
川
「
宣
編
『
金
鯱
叢
書
─
史
学
美

術
史
論
文
集
─
』
第
三
「
一
輯　

徳
川
黎
明
会　

平
成
「
六
年
「
二
月
「。

「
32
「　

徳
川
美
術
館
蔵「
「
剣
一
「
一
号
「

「
33
「　
『
有
章
院
殿
御
實
紀
』
卷
「「
黒
坂
勝
美
・
國
史
大
系
編
集
會
編
『
德
川
實
紀
』
第
七
篇　

吉
川
弘
文
館　

昭
和
四
「
年
「
月
「。

「
34
「　

内
田
疎
天
・
加
島
勲
著
『
新
「
名
「
集
』　

大
阪
「
劔
會　

昭
和
三
年
「
一
月
。

引
用
は
内
田
疎
天
・
加
島
勲
著
『
新
「
名
「
集
』「
全
一
巻
「　

東
洋
書
店　

昭
和
六
「
三
年

一
月
復
刻
よ
り
。

「
35
「　

令
和
元
年「
二
〇
一
九
「「
月
三
日
及
び
「
月
「
一
日
「
特
別
講
座
で
提
示
し
た
翻
訳
に

は
「
い
く
つ
か
「
間
違
い
が
あ
っ
た
。
「
稿
に
掲
載
し
た
翻
訳
は
「
さ
よ
「
す
け
氏
「
指
摘

に
基
づ
い
て
修
正
し
て
い
る
。

「
36
「　

彦
根
城
博
物
館
所
蔵
。
同
博
物
館
編
『
彦
根
藩
史
料
叢
書　

侍
中
由
緒
帳
』
彦
根
市
教
育

委
員
会
発
行
「
し
て
一
九
九
四
年
三
月
よ
り
順
次
刊
行
中
。
令
和
元
年「
二
〇
一
九
「現
在
「

全
「
「
冊
「
内
「
四
「
七
冊
前
半
ま
で
を
収
載
し
た
「
「
巻
ま
で
刊
行
済
み
。

「
37
「　

彦
根
城
博
物
館
編
『
彦
根
藩
史
料
叢
書　

侍
中
由
緒
帳
4
』　

彦
根
市
教
育
委
員
会　

一
九
九
七
年
三
月
。

「
38
「　

彦
根
城
博
物
館
編
『
彦
根
藩
史
料
叢
書　

侍
中
由
緒
帳
5
』　

彦
根
市
教
育
委
員
会　

一
九
九
「
年
三
月
。

「
39
「　

彦
根
城
博
物
館
編
『
彦
根
藩
史
料
叢
書　

侍
中
由
緒
帳
8
』　

彦
根
市
教
育
委
員
会　

二
〇
〇
一
年
三
月
。

「
40
「　

寒
「
佐
藤
貫
一
著
『
寒
「
「
話
』　

東
京
堂
出
版　

昭
和
四
「
「
年
六
月
。

「
41
「　

「
「
泰
一
「
尾
張
徳
川
家
「
幕
末
期
に
お
け
る
什
宝「
収
蔵
品
「「
種
類
「
数
量
に
つ
い
て

「
一
「─
絵
画
・
書
跡
編
─
「「
竹
内
誠
・
徳
川
「
宣
編
『
金
鯱
叢
書
─
史
学
美
術
史
論
文
集

─
』
第
三
「
一
輯　

徳
川
黎
明
会　

平
成
「
六
年
「
二
月
「。

　

「
「
泰
一
「
尾
張
徳
川
家
「
幕
末
期
に
お
け
る
什
宝「
収
蔵
品
「「
種
類
「
数
量
に
つ
い
て

「
二
「─
陶
磁
器
・
硝
子
器
編
─
「「
竹
内
誠
・
徳
川
「
宣
編
『
金
鯱
叢
書
─
史
学
美
術
史
論
文

集
─
』
第
三
「
三
輯　

徳
川
黎
明
会　

平
成
「
「
年
「
月
「。

「
42
「　

香
「
里
絵
「
尾
張
徳
川
家
に
お
け
る
世
襲
財
産
附
属
物
「「
竹
内
誠
・
徳
川
「
崇
編
『
金
鯱

叢
書
─
史
学
美
術
史
論
文
集
─
』
第
四
「
「
輯　

徳
川
黎
明
会　

平
成
三
「
年
三
月
「。

「
43
「　

劍
話
會
編
『
劍
話
錄 

「
』　

昭
文
堂　

明
治
四
「
「
年
七
月
。

「
44
「　
「
重
要
文
化
財
「
編
集
委
員
会
編
『
解
説
版 

新
指
定
重
要
文
化
財
6　

工
芸
品
Ⅲ
』　

毎

日
新
聞
社　

昭
和
「
「
七
年
三
月
。

「
45
「　

「
間
順
治
編
著
『
昭
和
大
名
「
図
譜　

坤
』　

財
団
法
人
日
「
美
術
「
剣
保
存
協
会　

昭

和
「
「
四
年
「
月
。

「
46
「　

「
和
会
編
集
『
寒
「
「
剣
講
座 

第
一
巻 

京
鍛
冶
篇
』　

大
塚
巧
藝
社　

昭
和
「
「
「
年

二
月
。



「
「

「「

「「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「

三
四

「
47
「　

講
演
内
容
は
「
杉
原
祥
造
「
「
劍
「
話
「「
芳
賀
矢
一
編
『
日
「
趣
味
「
種　

國
學
院
叢
書

第
壹
編
』　

文
京
書
院　

大
正
「
三
年
「
二
月
「。

「
48
「　

綴
虚
堂
セ
ツ
カ
氏
・
さ
よ
「
す
け
氏
「
指
摘
に
よ
る
。

「
美
術
館　

學
藝
部
部
「
代
理
「



「
「
多
平
「
郎
姿
絵
屛
風
「
「
像
主
に
つ
い
て

三
「

「
本
多
平
八
郎
姿
絵
屛
風
」
の
像
主
に
つ
い
て

吉
　
川
　
美
　
穂

　

は　

じ　

め　

に

一　

「
図
「
概
要

二　

像
主
を
め
ぐ
る
先
行
研
究

三　

「
図
「
風
俗
表
現

四　

像
主
「
「
「

　

お　

わ　

り　

に

は　

じ　

め　

に

徳
川
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
る
重
要
文
化
財
「
「
多
平
「
郎
姿
絵
屛
風
「
二
曲
一
隻「
図

1　

「
「
「「
「
図
「
「
「
称
す
る
「は
「
無
背
景
「
画
面
に
美
し
い
小
袖
を
ま
「
う
六
人

「
男
女
を
描
き
出
し
た
近
世
初
期
風
俗
画
を
代
表
す
る
名
品
で
あ
る
。
多
く
「
風
俗
画

が
「
「
者
や
製
「
年
代
を
示
す
落
款
が
な
く
「
「
来
も
不
明
で
あ
る
「
い
う
状
況
「
な

か
で
「
「
図
は
江
戸
時
代
後
期
に
は
尾
張
徳
川
家「
「
「
「「
尾
張
家
「
「
「
称
す
る
「で
所

蔵
さ
れ
「
ま
た
「
「
多
平「

マ
マ
「「

姿
絵
「
「
名
が
冠
せ
ら
れ
て
い
た
こ
「
が
記
録
か
ら
明
確

に
裏
付
け
ら
れ
る
点
で
も
貴
重
な
「
例
で
あ
る
。
加
え
て
「
絵
「
中
に
は
「
徳
川
家
「

紋
章
で
あ
る
葵
紋
が
あ
ら
わ
さ
れ
た
小
袖
「
女
性
が
描
か
れ
「
ま
た
表
具
に
は
葵
紋
が

織
り
出
さ
れ
た
裂き

れ

が
用
い
ら
れ
て
お
り
「
徳
川
一
門
「
何
ら
か
「
関
係
を
持
つ
こ
「
が

想
定
さ
れ
る
点
で
も
稀
有
な
「
例
「
い
え
よ
う
。

六
人
「
男
女
「
う
ち
「
若
衆
を
屛
風
「
「
「
名
「
「
「
多
平
「「
郎
「「
か
ら
「
伊
勢

桑
名
藩
「
多
家
二
代「
「
ち
「
播
磨
姫
路
藩
「
多
家
初
代
「「
多
忠
政
「
嫡
男
で
あ
っ
た
「

多
忠た

だ

刻「
き「

一
「
九
六
〜
一
六
二
六
「「
葵
紋
を
散
ら
し
た
小
袖
「
美
女
を
二
代
将
軍
徳
川
秀

忠
「
「
女
で
「
忠
刻
「
正
室
「
な
っ
た
千
姫「
一
「
九
七
〜
一
六
六
六
「「
み
て
「
二
人
「

恋
物
語
を
描
い
た
「
す
る
説
が
早
く
か
ら
提
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
「
現
状
で
は
「

こ
れ
を
積
極
的
に
認
め
る
見
解
「
「
「
図
に
見
受
け
ら
れ
る
卑
俗
的
な
要
素
か
ら
二
人

に
仮
託
し
た
当
時
流
行
「
風
俗
画
「
文ふ

使づ
か

い
図
「
「
み
な
す
見
解
「
に
分
か
れ
て
お

り
「
像
主
を
め
ぐ
る
問
題
は
い
ま
だ
決
着
を
み
て
い
な
い
「
い
え
よ
う
。
果
た
し
て
「

こ
「
二
人
は
「
当
に
「
多
忠
刻
「
千
姫
な
「
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
「
高
貴
な
身
分
「

男
女
に
擬
え
た
「
名
も
な
き
人
物
に
す
ぎ
な
い
「
だ
ろ
う
か
。

近
年
「
近
世
初
期
風
俗
画
に
お
い
て
「
そ
「
描
写
内
容
か
ら
発
注
者
を
特
定
し
「
政



「
「
多
平
「
郎
姿
絵
屛
風
「
「
像
主
に
つ
い
て

三
六

治
的
な
製
「
意
図
を
見
い
だ
そ
う
「
す
る
試
み
も
多
く
行
わ
れ
て
い
る
。
「
図
に
お
い

て
も
「
徳
川
一
門
を
あ
ら
わ
す
「
葵
紋
「
は
無
視
で
き
な
い
標
章
で
あ
り
「
製
「
背
景

に
政
治
的
な
意
図
が
あ
っ
た
「
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

な
お
「
「
図
は
平
成
二
「
二
年「
二
〇
一
〇
「に
東
京
文
化
財
研
究
所
「
「
共
同
研
究

に
よ
り
「
高
精
細
デ
ジ
タ
ル
画
像
「
撮
影
を
行
っ
て
い
る
。
こ
「
共
同
研
究
「
成
果
「

し
て
「
筆
者
は
「
「
多
平
「
郎
姿
絵
屛
風
「
表
現
に
つ
い
て
「
「
題
し
「
「
図
「
人
物

描
写
「
う
ち
特
に
顔
貌
表
現
に
つ
い
て
「
当
時
「
化
粧
や
風
習
か
ら
「
葵
紋
「
小
袖
を

着
た
女
性
は
遊
女
で
は
な
く
高
貴
な
身
分
に
属
す
女
性
で
「
千
姫
「
可
能
性
が
高
い
こ

「
を
発
表
し
た
。
ま
た
「
令
和
元
年「
二
〇
一
九
「六
月
に
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
に
て
開

催
さ
れ
た
「
遊
び
「
流
儀　

遊
楽
図
「
系
譜
「
展
図
録
に
「「
遊
楽
図
二
題
─
「
遊
楽

図
屛
風「
相
応
寺
屛
風
「「
「
「
「
多
平
「
郎
姿
絵
屛
風
「「
「
題
し
て
「
東
京
文
化
財
研

究
所
に
お
け
る
口
頭
発
表
「
内
容
を
も
「
に
エ
ッ
セ
イ
を
寄
稿
し
た
。
し
か
し
「
紙
幅

「
都
合
も
あ
り
「
「
多
忠
刻
「
目
さ
れ
る
若
衆
に
つ
い
て
は
「
別
「
人
物
で
あ
る
可
能

性
を
示
唆
す
る
に
留
ま
り
「
「
分
に
言
及
し
き
れ
て
い
な
か
っ
た
。

令
和
元
年
七
月
七
日
に
は
「
徳
川
美
術
館
「
第
七
「
「
回
定
期
研
究
発
表
会
に
お
い

て
「
「
多
平
「
郎
姿
絵
屛
風
を
読
み
解
く
「
「
題
し
「
こ
れ
ま
で
「
研
究
成
果
に
新
知

見
を
加
え
「
口
頭
発
表
を
行
っ
た
。
「
稿
で
は
「
こ
「
内
容
に
基
づ
き
「
「
図
「
風
俗

表
現
に
改
め
て
注
目
し
「
当
時
「
武
家
「
風
習
や
史
料
に
よ
り
描
か
れ
た
人
物
「
身
分

や
年
齢
を
明
ら
か
に
す
る
こ
「
で
「
像
主
「
特
定
を
試
み
「
そ
「
製
「
背
景
に
つ
い
て

も
考
察
を
行
う
こ
「
「
す
る
。

一　

本
図
の
概
要

描
写
内
容

「
図
は
「
縦
約
七
二
糎
・
横
約
七
「
糎「
詳
細
な
法
量
は
後
述
す
る
「「
ほ
ぼ
正
方
形
に

近
い
二
枚
「
図
を
各
扇
「
金
箔
地
に
貼
り
込
ん
だ
二
曲
一
隻
屛
風
で
「
屛
風
「
し
て
は

か
な
り
変
則
的
な
形
式
を
示
す
。

二
つ
「
画
面
「
う
ち
「
右
扇
に
は
四
人
「
女
性
が
描
か
れ
て
い
る
。
左
か
ら
み
て
い

く
「
「
左
手
に
文ふ

み

を
持
っ
た
女
性
が
「
何
か
を
語
る
よ
う
に
「
右
手
「
人
差
し
指
を
立

て
「
文
を
指
し
示
し
て
い
る
。
そ
「
隣
「
女
性
は
「
差
し
出
さ
れ
た
文
を
見
て
恥
じ
ら

う
よ
う
に
首
を
傾
け
「
右
手
は
文
を
手
に
「
ろ
う
か
「
る
ま
い
か
迷
い
な
が
ら
も
襟
元

に
置
き
「
左
手
は
帯
に
差
し
込
み
「
体
を
わ
ず
か
に
く
ね
ら
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
そ

「
隣
で
は
立た

て
ひ
ょ
う
ご

兵
庫
「
髪
型
「
女
性
が
「
「な

が
ぎ
せ
る

煙
管
で
煙
草
を
吸
い
つ
つ
「
左
手
は
懐ふ

「
こ
ろ
で手

に

し
「
文
「
や
り
「
り
を
冷
静
な
面
持
ち
で
眺
め
て
い
る
。
そ
し
て
「
そ
「
背
後
に
は
片

側
に
煙
草
盆
を
載
せ
た
牀し

ょ
う
ぎ几

に
右
脚
を
組
ん
で
座
り
「
文
「
や
り
「
り
に
注
意
を
払
い

つ
つ
も
「
三
味
線
を
弾
く
女
性
が
描
か
れ
る
。
女
性
た
ち
は
「
い
ず
れ
も
個
性
豊
か
な

美
し
い
小
袖
に
身
を
包
ん
で
お
り
「
な
か
で
も
中
央
「
女
性
は
「
能
面
「
小
面
「
よ
う

な
整
っ
た
顔
立
ち
に
「
い
か
に
も
豪
華
な
総
鹿
子
絞
り
に
葵
紋
散
ら
し
「
小
袖
を
身
に

つ
け
「
ひ
「
き
わ
目
を
引
く
。
文
を
持
つ
女
性
は
「
肩
で
桃
色
「
浅
葱
に
染
め
分
け
た

小
袖
に
藤
「
花
を
あ
ら
わ
し
た
小
袖
「
立
兵
庫
「
女
性
は
「
黒
地
に
水
車
「
図
柄
を
大

胆
に
あ
ら
わ
し
た
小
袖
「
三
味
線
を
弾
く
女
性
は
「
紗さ

や
が
た

綾
形
「
地
紋
が
あ
る
こ
「
か

ら
「
紗
綾
形
綸り

ん
ず子

「
思
し
き
紅
地
に
鉄
線
「
模
様
を
あ
ら
わ
し
た
小
袖
で
あ
る「
「
「
「

四
人
「
女
性
を
そ
れ
ぞ
れ
「
文
を
持
つ
女
「「
葵
紋
小
袖
「
女
「「
立
兵
庫
「
女
「「
三
味
線
「
女
「

「
「
称
す
る
。
挿
図
1
「。
小
袖
「
「
に
は
間あ

い
ぎ着

「
「
着
を
重
ね
て
お
り
「
文
を
持
つ
女

「
1
「

「
2
「

「
3
「

「
4
「
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多
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絵
屛
風
「
「
像
主
に
つ
い
て

三
七

「
三
味
線
「
女
は
鹿
子
絞
り
「
間
着
「
立
兵
庫
「
女
は
鹿
子
絞
り
「
帯
「
「
全
体
に
鹿

子
絞
り
が
多
い
こ
「
が
指
摘
さ
れ
る
。

対
し
て
左
扇
に
は
「
菊
「
花
束
を
左
手
に
持
ち
「
右
手
で
結
び
文
を
手
渡
そ
う
「
す

る
少
女
「
「
そ
れ
に
応
え
て
振
り
向
く
若
衆
「
二
人
「
み
が
描
か
れ
る
。
少
女
は
「
雲

取
模
様
「
紺
地
「
小
袖
に
「
紅
「
名
古
屋
帯
を
結
び
「
前
髪
を
眉
で
「
り
揃
え
た
髪
型

で
あ
る「
「
「
「
そ
れ
ぞ
れ
「
結
び
文
「
少
女
「
「
「
若
衆
「
「
「
称
す
る
。
挿
図
1
「。
若
衆

は
「
左
脚
を
一
歩
踏
み
出
し
た
「
こ
ろ
で
振
り
向
き
「
左
手
「
指
先
を
少
し
出
し
て
小

袖
「
袖
口
を
つ
か
み
「
右
手
は
畳
ん
だ
扇
を
摘
ま
ん
で
垂
ら
す
「
い
う
独
特
「
所
「
を

「
る
。
頭
頂
部
「
み
を
剃
っ
た
中
剃
り
に
「
若
さ
「
象
徴
で
あ
る
前
髪
を
立
ち
上
げ
「

黒
地
に
黄
・
白
・
赤
・
緑
「
七
つ
「
な
い
し
は
「
つ
「
点
を
小
花
状
に
し
た
小
紋
を
横

縞
状
に
配
し
た
粋
な
小
袖
を
身
に
つ
け
る
。
腰
に
は
金
蒔
絵
「
印
籠
「
袋
物
を
「
げ
「

紅
・
藍
・
白
「
染
め
分
け
し
た
華
や
か
な
色
合
い
「
細
帯
に
「
「
・
脇
差
「
い
わ
ゆ
る

大
小
を
二
「
差
し
「
す
る「
図
2
「。
通
常
「
「
拵
「
脇
差
拵
「
外
装
は
揃
い
「
す
る
「

こ
ろ
「
鐔
「
形
も
拵
「
塗
り
も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
お
り
「
「
拵
は
金
「
角
鐔
に
金き

ん

霰あ
ら
れ

鮫さ
め

皮が
わ

「
青せ

い

漆し
つ

塗ぬ
り

を
片
身
替
わ
り
「
し
た
鞘
「
脇
差
拵
は
金
「
「
「
形
「
鐔
に
青せ

い

漆し
つ

海え

老び

巻ま
き

鞘さ
や

で
あ
る
。
「さ

げ
お緒

も
「
「
拵
は
紅
「
白
「
染
め
分
け
「
脇
差
拵
は
紅
で
あ
り
「

黒
や
茶
が
多
い
男
性
「
「
緒
「
し
て
は
派
手
な
印
象
が
あ
る
。
衣
服
に
比
べ
れ
ば
「
「

装
「
描
写
は
「
り
わ
け
入
念
で
「
「
拵
「
金
霰
鮫
皮
お
よ
び
脇
指
拵
「
海
老
巻
は
胡
粉

盛
り
上
げ
を
し
「
立
体
感
を
持
た
せ
た
上
に
彩
色
を
施
し
て
あ
る
。
ま
た
鐔
も
よ
く
見

れ
ば
「
金
地
に
鑢や

す
り
め目

「
思
し
き
朱
「
斜
線
が
細
か
く
引
か
れ
て
い
る
。

六
人
「
小
袖
「
う
ち
「
文
を
持
つ
女
「
結
び
文
「
少
女
「
小
袖
「
み
袖
に
振
り
が
つ

き
「
結
び
文
「
少
女
は
も
ち
ろ
ん
「
こ
「
「
文
を
持
つ
女
も
年
若
い
こ
「
が
わ
か
る
。

全
体
に
小
袖
「
身
幅
は
広
く
「
ま
た
身
幅
に
比
べ
袖
幅
が
小
さ
い
た
め
「
腕
が
肘
「
辺

り
ま
で
出
て
「
ま
た
裾
廻
り
は
広
く
波
打
つ
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
帯
は
す
べ

「
5
「

挿図1　画中人物略名称

若衆

結び文の少女

文を持つ女

三味線の女

立兵庫の女
葵紋小袖の女
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「
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三
「

て
細
い
。
六
人
「
う
ち
小
袖
「
襟え

り
さ
き先

が
確
認
で
き
る
葵
紋
小
袖
「
女
「
文
を
持
つ
女
「

若
衆
「
小
袖
は
「
い
ず
れ
も
膝
「
辺
り
に
襟
先
が
あ
り
「
後
世
「
小
袖
に
比
べ
「
立た

て
づ
ま褄

が
短
い
。
こ
う
し
た
特
徴
は
「
桃
「
小
袖
「
名
残
を
留
め
て
い
る
一
方
で
「
総
鹿
子
絞

り
や
蔓
草
文
様
「
多
用
な
ど
か
ら
「
「
図
「
服
飾
表
現
は
寛
永
期「
一
六
二
四
〜
四
四
「

「
特
徴
を
示
す
「
「
指
摘
が
あ
る
。
ま
た
若
衆
「
結
び
文
「
少
女
「
小
袖
「
意
匠
が
「

国
宝
「
風
俗
図「
彦
根
屛
風
「「「
滋
賀
・
彦
根
城
博
物
館
蔵
「
「
「
「「
彦
根
屛
風
「
「
「
称
す
る
「

に
登
場
す
る
「
「
人
「
男
女
「
う
ち
「
双
六
を
打
つ
男
性
「
小
袖
「
そ
「
隣
に
座
る
女

性
「
小
袖
に
近
似
す
る
こ
「
が
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

視
点
を
引
い
て
両
扇
「
二
つ
「
図
を
見
渡
す
「
「
振
り
向
い
た
若
衆
「
目
線
は
「
結

び
文
「
少
女
で
は
な
く
「
右
扇
「
葵
紋
小
袖
「
女
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
「
が
わ
か

る
。
二
人
は
ち
ょ
う
ど
同
じ
目
線
「
高
さ
に
配
置
さ
れ
て
お
り
「
別
々
「
場
面
を
描
き

な
が
ら
も
「
二
人
が
互
い
に
思
い
を
交
わ
し
合
う
相
手
「
な
る
こ
「
を
鑑
賞
者
に
暗
示

す
る
よ
う
な
構
成
「
な
っ
て
い
る
「
で
あ
る
。
二
つ
「
図
に
共
通
す
る
「
は
「
男
女
「

間
で
寄
せ
る
思
い
を
込
め
た
「
思
わ
れ
る
文
「
や
り
「
り
で
あ
る
こ
「
か
ら
「
「
図
「

主
題
は
寛
永
期
に
流
行
し
た
「
文
使
い
「
で
あ
り
「
ま
た
人
物
「
描
写
に
主
眼
を
お
い

た
遊
楽
人
物
図
「
優
品
「
み
な
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
し
「
「
図
に
お
い
て
は
「「
文
使

い
「
「
い
っ
て
も
「
男
女
「
も
に
文
を
渡
さ
れ
る
側
で
あ
り
「
ど
ち
ら
か
ら
先
に
文
を

渡
し
た
か
は
絵
か
ら
は
判
然
「
し
な
い
こ
「
を
「
こ
こ
で
は
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

六
人
は
「
白
や
茶
「
革
「
思
わ
れ
る
足
袋
を
つ
け
「
草
履
を
履
く
こ
「
か
ら
「
野
外

「
情
景
「
わ
か
る
が
「
背
景
に
は
わ
ず
か
に
金
泥
が
掃
か
れ
る
「
み
で
あ
る
。
人
物
「

姿
は
「
画
面
に
対
し
て
比
較
的
大
き
く
捉
え
ら
れ
「
ま
た
無
背
景
で
あ
る
が
ゆ
え
に
「

人
物
そ
「
も
「
「
姿
態
や
衣
装
「
美
し
さ
が
際
立
つ
。
こ
「
た
め
「
「
図
「
同
様
「
無

背
景
「
金
地
に
「
「
人
「
男
女
を
配
置
し
「
遊
里
「
情
景
を
描
い
た
寛
永
期
「
風
俗
画

「
優
品
「
さ
れ
る
「
彦
根
屛
風
「
「
比
較
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
「
が
多
い
。「
彦
根
屛

「
6
「

「
7
「

「
8
「

「
9
「

風
「
「
「
図
は
筆
者
を
同
じ
く
す
る
「
い
う
見
方
も
あ
る
が
「
高
精
細
画
像
で
細
部
「

表
現
を
比
較
し
た
「
こ
ろ
「
両
者
に
は
目
や
鹿
子
絞
り
「
表
現
や
モ
テ
ィ
ー
フ
「
輪
郭

線
な
ど
に
「
彩
色
工
程
や
技
法
だ
け
で
な
く
「
表
現
「
志
向
す
る
方
向
性
「
に
違
い
が

み
ら
れ
る
こ
「
が
江
村
知
子
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
お
り
「
そ
「
可
能
性
は
低
い
「

み
ら
れ
る
。

筆
者
に
つ
い
て
は
「
多
く
「
風
俗
画
「
同
様
「
無
款
で
あ
る
も
「
「
「
菅
沼
貞
三
氏

が
狩
野
「
信
筆
「
推
定
さ
れ
た
「
を
は
じ
め
「
「
図
「
人
物
表
現
が
重
要
文
化
財
「
遊

楽
図
屛
風「
相
応
寺
屛
風
「「「
徳
川
美
術
館
蔵
。
「
「
「「
相
応
寺
屛
風
「
「
「
称
す
る
「に
近
似

す
る
こ
「
を
指
摘
し
「
こ
れ
ら
が
同
一
工
房
も
し
く
は
同
一
筆
者
に
よ
っ
て
製
「
さ

れ
「
そ
「
絵
師
「
候
補
「
し
て
狩
野
「
信
を
挙
げ
る
黒
田
泰
三
氏
「
見
解
が
あ
る
。
ま

た
「
奥
平
俊
六
氏
は
「
図
「
「
相
応
寺
屛
風
「
に
強
い
類
縁
関
係
を
認
め
つ
つ
も
「
「

図
「
方
が
一
段
優
れ
て
い
る
「
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
現
段
階
で
は
「
筆
者
は
特
定
で
き

な
い
ま
で
も
狩
野
派
「
絵
師
「
す
る
こ
「
で
「
大
方
「
意
見
は
一
致
し
て
い
る
「
い
え

よ
う
。

修
理
報
告

「
図
は
「
大
正
四
年「
一
九
一
「
「「
二
月
に
仕
立
て
換
え
「
修
理
を
行
っ
た
記
録
が

あ
り
「
ま
た
近
年
で
は
平
成
二
「
四
年
度「
二
〇
一
二
「に
国
庫
補
助
金
に
よ
る
修
理
事

業
に
よ
り
「
「
格
的
な
保
存
修
理
を
行
っ
た
。
紙
「
著
色
「
「
紙
二
枚
を
金
箔
地
に
貼

り
込
み
「
周
囲
に
黒
繻
子
地
葵
紋
金
襴
「
裂
を
廻
ら
せ
た
二
曲
一
隻
屛
風
「
い
う
体
裁

は
大
き
く
変
わ
ら
な
い
も
「
「
「
修
理
に
お
け
る
仕
様
や
変
更
箇
所
「
修
理
過
程
で
判

明
し
た
点
な
ど
を
次
に
述
べ
て
お
き
た
い
。

修
理
前
は
全
体
が
汚
れ
「
擦
れ
や
虫
害
に
よ
っ
て
「
「
紙
料
紙
「
表
層
「
み
が
欠
失

し
て
い
る
箇
所
や
「
ま
た
「
紙
料
紙
に
破
れ
や
欠
失
が
確
認
さ
れ
た
。
過
去
「
補
修
箇

「
10
「

「
11
「

「
12
「

「
13
「

「
14
「
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所
に
は
異
質
な
補
修
紙
「
使
用
が
あ
り
「
旧
補
修
紙
及
び
「
紙
に
後
補
「
思
わ
れ
る
補

彩
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
絵
具
層
に
剥
落
や
「
細
か
い
鱗
状
「
剥
離
が
多
数
あ
り
「
台

紙
よ
り
「
紙
が
糊
離
れ
し
て
い
る
箇
所
も
確
認
さ
れ
た
。

修
理
で
は
屛
風
装
を
解
体
し
「
肌
裏
紙
「
「
「
「
地
や
金
箔
押
し
台
紙
を
取
り
替

え
「
欠
失
箇
所
に
補
紙
を
施
し
「
絵
具
「
剥
落
止
め
等
「
処
置
を
行
っ
た
。
修
理
に
伴

う
紙
質
「
査
「
結
果
「
「
紙
は
雁
皮
で
あ
る
こ
「
が
判
明
し
た
。

修
理
前
「
縁
裂
は
黒
繻
子
地
葵
紋
金
襴
「
小
縁
裂
が
赤
地
畔あ

ぜ
お
り織

浪
文
錦
で
あ
っ
た

が
「
「
り
わ
け
縁
裂
は
鉄
媒
染
が
原
因
「
み
ら
れ
る
劣
化
が
進
行
し
て
粉
状
化
や
欠
失

等
「
損
傷
が
著
し
く
「
「
使
用
に
耐
え
ら
れ
る
状
態
で
は
な
い
こ
「
か
ら
「
小
縁
裂
「

「
も
に
新
調
す
る
こ
「
「
し
た
。
た
だ
し
「
葵
紋
「
縁
裂
は
「
品
「
「
来
を
物
語
る
貴

重
な
証
左
「
考
え
ら
れ
る
こ
「
か
ら
「
修
理
前
「
近
い
仕
様
で
復
元
新
調
し
「
ま
た
小

縁
裂
は
似
寄
り
「
白
茶
地
角
龍
文
金
襴
に
替
え
た
。
な
お
「
旧
縁
裂
で
は
上
「
左
右
で

家
紋
「
向
き
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
お
り
「
数
箇
所
で
裂
が
「
り
継
ぎ
使
用
さ
れ
て
い

た
が
「
協
議
「
結
果
「
修
復
後
は
屛
風
上
「
左
右
で
家
紋
を
正
体
し
て
用
い
る
こ
「
「

し
た
。
ま
た
「
襲
木
も
修
復
前
「
同
様
「
春
慶
塗
「
襲
木
を
新
調
し
た
が
「
飾
金
具
「

松
文
彫
隅
金
物
「
梅
花
形
鋲
「
屛
風
裏
面
「
桐
文
唐
紙
は
元
使
い
「
し
た
。

修
復
前
・
修
復
後
「
法
量
は
左
記
「
「
お
り
で
あ
る
。

修
復
前　

「
紙　

右
扇　
縦
七
二
・
二
糎　

横
七
「
・
四
糎

　
　
　
　
　
　
　

左
扇　
縦
七
二
・
三
糎　

横
七
「
・
二
糎

　
　
　
　

総
高
九
四
・
四
糎　

各
扇
総
幅
九
〇
・
六
糎

修
復
後　

「
紙　

右
扇　
縦
七
二
・
二
糎　

横
七
「
・
四
糎

　
　
　
　
　
　
　

左
扇　
縦
七
二
・
三
糎　

横
七
「
・
二
糎

　
　
　
　

総
高
九
四
・
六
糎　

各
扇
総
幅
九
〇
・
「
糎

伝
来「

図
「
「
来
に
つ
い
て
は
「
尾
張
家
初
代
「
直
「
生
母
・
相
応
院「
一
「
七
六
〜

一
六
四
二
「「
遺
愛
品
「
説
が
唱
え
ら
れ
た
こ
「
が
あ
っ
た
が
「
高
橋
敦
子
氏
が
江
戸
時

代
後
期
に
成
立
し
た
「
み
ら
れ
る
尾
張
家
「
蔵
帳
「
御
側
御
道
具
帳
「
「「
什
器
旧
原
簿

第
三
号
「を
「
証
・
紹
介
さ
れ
た
上
で
「
相
応
院
「
遺
愛
品
説
に
は
根
拠
は
な
く
「
記

録
「
し
て
「
上
限
は
天
保
「
四
年「
一
「
四
三
「で
あ
る
こ
「
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

「
稿
で
は
「
御
側
御
道
具
帳
「
「
「
記
録
「
確
認
も
含
め
て
「
「
証
し
「
補
足
を
加
え

て
お
く
こ
「
「
し
た
い
。

「
図
は
「「
御
側
御
道
具
帳
「
「
「
う
ち
「
御
「
丸
納
御
屛
風
「
「
項
「
「
番
目
に

次
「
よ
う
に
記
載
さ
れ
る「
挿
図
2
「。

　

①
　
御
側
江
上
ル
　
天
保
十
四
年
夘
七
月
　
磯
野
主
膳
取
扱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

箱
入

八　

一　

貮
枚
折
御
屛
風 「
高
三
尺
壱
寸
壱
分
／
巾
三
尺
弐
分
「 

片

　

同
断
　

廿
弐
番
江
組
入

　
　

名
天
廿　
「
多
平
「
姿
繪
大
縁
黒
繻
子
御
紋
金
入
小
縁
赤
地

　
　
　

純
子
椽
春
慶
金
物
煮
黒
メ
若
松
毛
彫

「
15
「

「
16
「

挿図2　「御側御道具帳」五
本図該当箇所



「
「
多
平
「
郎
姿
絵
屛
風
「
「
像
主
に
つ
い
て

四
〇

　
　

②
御
道
具
等
此
表
江
御
差
戻
之
節
此
御
品
御
長
持
江
納
り
兼
候
付

　
　
　

江
戸
表
江
御
残
シ
相
成
候
旨
申
来
候
事

　
　

③
慶
應
三
年
夘
八
月
／
江
戸
ゟ
来
ル
曰
九
月
／
御
本
丸
江
相
納
哉

 

「
ゴ
シ
ッ
ク
は
朱
「
を
示
す
「
数
「
は
筆
者
に
よ
る
「

こ
「
記
録
に
よ
り
「
「
図
は
遅
く
「
も
江
戸
時
代
後
期
に
は
二
曲
一
隻
屛
風
「
形
式

で
「
法
量
は
総
縦
三
尺
壱
寸
一
分「
九
四
・
二
糎
「「
各
扇
総
幅
三
尺
弐
分「
九
一
・
「
糎
「

で
「
表
具
「
も
に
修
復
を
経
た
現
状
「
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
体
裁
を
「
っ
て
お
り
「
ま
た

「
「
多
平
「
姿
絵
「
「
名
が
冠
せ
ら
れ
て
い
た
こ
「
が
確
認
さ
れ
る
。

小
さ
く
書
き
込
ま
れ
た
朱
「
は
「
「
図
「
取
り
扱
い
に
伴
う
記
録
で
あ
る
。
朱
「
①

に
み
え
る
「
磯
野
主
膳
「
は
「
尾
張
家
「
二
代
斉な

り

荘た
か「

一
「
一
〇
〜
四
「
「「
「
御
小
納

戸
役
「
を
務
め
た
江
戸
詰
め
「
尾
張
藩
士
で
あ
る
。
天
保
「
四
年
七
月
は
「
同
「
年
に

尾
張
家
「
家
督
を
継
い
だ
ば
か
り
「
斉
荘
が
「
折
し
も
尾
張
へ
初
入
国
を
果
た
し
た
時

期
に
当
た
る
。「
尾
州
御
小
納
戸
日
記
「「
徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
「に
は
「
七
月
「
一
日
に

名
古
屋
城
「
丸
内
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
「
「
久
手
「
篠
古
陣
之
図
「
を
は
じ
め
「
す
る

屛
風
を
斉
荘
が
展
覧
し
た
「
こ
ろ
「
新
し
い
虫
損
が
あ
っ
た
た
め
残
念
に
思
い
「
毎
年

二
双
ず
つ
繕
い
を
施
す
よ
う
指
示
を
出
し
た
こ
「
が
記
さ
れ
て
い
る
。
同
日
記
「
な
か

に
「
「
図
「
記
事
は
な
い
も
「
「
「
こ
「
「
き
「
図
が
斉
荘
「
目
に
留
ま
り
「
そ
「

「
御
側
「
す
な
わ
ち
私
的
所
有
を
意
味
す
る
「
御
側
御
道
具
「
「
し
て
磯
野
主
膳
「
取

り
扱
い
に
よ
っ
て
江
戸
へ
移
管
さ
れ
た
「
考
え
ら
れ
る
。

続
く
朱
「
②
は
「
年
号
「
記
載
は
な
い
も
「
「
「
お
そ
ら
く
斉
荘
が
逝
去
し
た
弘
化

二
年「
一
「
四
「
「後
「
こ
「
で
あ
ろ
う
。
斉
荘
「
「
御
側
「
「
し
て
江
戸
へ
移
さ
れ
た

「
図
が
「
斉
荘
「
「
御
側
「
か
ら
「
江
戸
表
「「
尾
張
家
「
江
戸
「
役
所
「へ
戻
さ
れ
「
さ

「
17
「

ら
に
江
戸
か
ら
国
許
「
尾
張
へ
戻
そ
う
「
し
た
が
「
「
持
に
納
ま
り
き
ら
な
か
っ
た
た

め
「
そ
「
ま
ま
江
戸
に
留
め
置
い
た
「
理
解
さ
れ
る
。

ま
た
朱
「
③
か
ら
は
「
慶
応
三
年「
一
「
六
七
「「
月
に
な
っ
て
江
戸
か
ら
尾
張
に
戻

さ
れ
「
九
月
に
な
っ
て
元
「
「
御
「
丸
納
御
屛
風
「
「
一
つ
「
し
て
名
古
屋
城
「
丸
内

に
収
蔵
さ
れ
た
「
み
ら
れ
て
い
た
こ
「
が
わ
か
る
。

し
か
し
「
い
ず
れ
「
朱
「
も
後
世
「
追
記
に
す
ぎ
な
い
。「
天
保
「
四
年
「
が
記
録

「
一
応
「
上
限
で
は
あ
る
が
「「
御
側
御
道
具
帳
「
そ
「
も
「
は
先
々
代
「
「
代
斉な

り

朝「
も

「
一
七
九
三
〜
一
「
「
〇
「「
代
に
ま
「
め
ら
れ
た
「
考
え
ら
れ
る
こ
「
か
ら
「
斉
朝
「
在

職
期「
一
「
〇
〇
〜
二
七
「に
は
「
尾
張
家
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
「
み
な
す
こ
「
が
で
き

よ
う
。

管
見
「
限
り
で
は
「
図
「
こ
れ
「
前
「
記
録
は
見
当
た
ら
な
い
。
徳
川
美
術
館
に

は
「
近
世
初
期
風
俗
画
「
優
品
「
歌
舞
伎
図
巻
「・「
相
応
寺
屛
風
「
が
所
蔵
さ
れ
る

が
「
い
ず
れ
も
江
戸
時
代
に
尾
張
家
に
「
来
し
た
こ
「
が
確
認
さ
れ
る
も
「
「
「
製
「

当
初
ま
で
来
歴
を
遡
る
こ
「
は
で
き
な
い
。
「
来
し
た
家
「
名
を
冠
し
て
「
松
浦
屛
風
「

「
通
称
さ
れ
て
き
た
国
宝
「
婦
女
遊
楽
図
屛
風
「「
奈
良
・
大
和
文
華
館
蔵
「「
「
同
じ
く

「
彦
根
屛
風
「
「
風
俗
画
二
件
が
「
江
戸
時
代
初
期
で
は
な
く
「
幕
末
に
な
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
平
戸
松
浦
家
「
彦
根
井
伊
家
に
入
っ
た
こ
「
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
同
様
に
尾
張

家
で
も
「
江
戸
御
小
納
戸
御
日
記
「「
徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
「「
寛
政
四
年「
一
七
九
二
「七

月
「
「
日
条
に
当
時
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た
「
上
杉
越
前
守
「
す
な
わ
ち
米
沢
上
杉
家
九

代
治
憲「
鷹
「
「か
ら
「
風
俗
画
「
思
わ
れ
る
「
屛
風　

一
双　

浮
世
画
「
が
『
群
書
治

要
』
「
返
礼
「
し
て
尾
張
家
九
代
宗
睦
に
贈
ら
れ
た
記
録
が
あ
る
。
こ
「
「
浮
世
画
「

は
「
一
双
「
で
あ
る
こ
「
か
ら
「
「
図
に
は
該
当
し
な
い
が
「
風
俗
画
「
例
に
限
ら

ず
「
室
内
調
度
品
で
あ
る
屛
風
は
「
購
入
や
贈
答
「
形
見
分
け
に
よ
っ
て
入
手
さ
れ
る

例
が
意
外
に
多
い
。
現
段
階
で
は
「
尾
張
家
に
「
来
し
た
こ
「
を
理
由
に
「
尾
張
家
で

「
18
「

「
19
「

「
20
「

「
21
「



「
「
多
平
「
郎
姿
絵
屛
風
「
「
像
主
に
つ
い
て

四
一

発
注
・
製
「
さ
れ
た
「
は
必
ず
し
も
言
い
「
れ
な
い
こ
「
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。

二　

像
主
を
め
ぐ
る
先
行
研
究

「
図
は
「
前
章
で
確
認
し
た
通
り
「
江
戸
時
代
後
期
に
は
す
で
に
「
御
側
御
道
具

帳
「
に
「
「
多
平
「
姿
絵
「
「
記
載
さ
れ
て
い
た
。「
平
「
「
は
正
し
く
は
「
平
「
郎
「

で
「
「
多
平
「
郎
は
「
多
忠
勝
家
系
「
嫡
男
が
名
乗
る
通
称
で
あ
る
。
な
か
で
も
徳
川

家
康
「
四
天
王
「
一
人
で
「
「
多
忠
刻
「
祖
父
に
当
た
る
「
多
平
「
郎
忠
勝「
一
「
四
「

〜
一
六
一
〇
「が
有
名
で
あ
る
。
大
正
「
年「
一
九
一
六
「「
『
國
華
』
第
三
〇
「
号
で
は
「

「
徳
川
家
康
「
配
「
に
剛
勇
無
双
「
誉
高
き
「
多
平
「
郎
な
り
「
称
す
れ
ど
も
「
こ
れ

を
史
傳
に
徴
す
る
に
「
未
だ
據
に
首
肯
し
得
ざ
る
も
「
あ
り
。「
「
「
平
「
郎
を
「
多

忠
勝
「
解
釈
し
「
「
「
に
疑
問
を
発
し
て
い
る
。
そ
し
て
葵
紋
小
袖
「
女
に
つ
い
て
は

「
其
「
衣
服
に
三
つ
葉
「
紋
章
を
付
け
「
態
度
「
寛
裕
尊
貴
な
る
に
観
れ
ば
「
徳
川
家

「
姫
君
を
表
は
し
た
る
に
あ
ら
ざ
る
か
「
「
「
千
姫
「
は
断
定
し
て
い
な
い
。

こ
「
後
「
昭
和
三
年「
一
九
二
「
「に
い
た
っ
て
「
田
中
喜
「
氏
に
よ
り
「
像
主
は
次

「
よ
う
に
推
定
さ
れ
た
。

由
来
「
多
家
に
は
平
「
郎
を
称
し
た
も
「
は
「
忠
勝
一
人
で
は
な
く
「
忠
勝
「

孫
「
中
務
大
輔
忠
刻
も
亦
平
「
郎
を
称
し
た
「
で
あ
る
か
ら
「
若
し
「
図
に

よ
っ
て
千
姫
を
想
像
す
る
「
す
れ
ば
「
そ
「
相
手
役
は
寛
永
三
年
「
月
七
日
に
「

三
「
一
歳
で
病
歿
し
た
忠
刻
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

こ
こ
に
お
い
て
「
「
図
「
名
称
に
あ
る
「
「
多
平
「
「
は
「
多
忠
刻
「
こ
「
で
あ
り
「

一
方
「
葵
紋
「
女
が
千
姫
で
あ
る
可
能
性
が
初
め
て
そ
ろ
っ
て
指
摘
さ
れ
「
「
降
こ
「

説
が
定
着
し
た
「
さ
れ
る
。
し
か
し
「
田
中
氏
が
同
論
文
中
に
「「
要
す
る
に
何
等
「
確

證
が
あ
る
わ
け
で
な
く
「
「
圖
「
圖
様
を
浪
曼
化
せ
ん
「
す
る
鑑
賞
的
遊
戯
「
見
る
べ

き
で
あ
ろ
う
「
「
説
い
て
い
る
よ
う
に
「
二
人
「
男
女
を
「
多
忠
刻
「
千
姫
「
す
る
こ

「
は
「
浪
曼「
漫
「化
「
す
な
わ
ち
見
立
て
で
あ
り
「
「
降
「
こ
う
し
た
否
定
的
な
見
方

が
主
流
「
な
る
。
た
「
え
ば
「
中
村
孝
也
氏
は
昭
和
四
「
一
年
「
『
千
姫
眞
實
傳
』
に

お
い
て
「
美
術
価
値
「
高
い
「
「
は
別
に
し
て
「
描
か
れ
た
人
物
は
「
い
ず
れ
も
頽
廃

気
分
「
た
だ
よ
う
市
井
「
庶
民
で
あ
り
「
戦
場
「
勇
士
「
奥
殿
「
貴
女
「
し
て
は
扱
わ

れ
て
い
な
い
。
徳
川
氏
に
対
し
て
い
だ
け
る
反
感
が
「
こ
こ
に
鬱
憤
「
捌
け
口
を
求
め

た
「
で
あ
る
「
「
述
べ
ら
れ
「
描
か
れ
た
「
は
市
井
「
庶
民
「
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「

武
田
恒
夫
氏
は
『
日
「
屛
風
絵
集
成
』
に
お
い
て
「
三
つ
葉
葵
「
紋
か
ら
「
こ
れ
を
千

姫
「
彼
方
「
若
衆
を
「
多
平
「
郎
「
見
立
て
る
俗
説
が
古
く
か
ら
あ
る
が
「
「
信
筆
「

花
「
遊
楽
図
同
様
「
時
世
粧
を
追
っ
た
遊
楽
図
「
み
て
よ
く
「
寛
永
期
流
行
「
文
使
い

図
「
一
つ
「
み
な
さ
れ
る
「
「
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
「
よ
う
に
「
「
図
は
江
戸
時
代

か
ら
「
「
多
平
「「
郎
「「
「
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
「
「
「
そ
れ
は
あ
く
ま
で
「
「
で

あ
り
「
「
多
忠
刻
「
千
姫
「
二
人
「
ロ
マ
ン
ス
に
仮
託
し
た
付
会
に
す
ぎ
な
い
「
さ
れ

て
き
た
。

「
「
多
平
「
郎
「
「
名
称
を
「
俗
説
も
し
く
は
付
会
「
す
る
説
「
根
拠
は
「
「
図
「

風
俗
表
現
に
あ
ろ
う
。
右
扇
「
立
兵
庫
「
女
「
髪
型
は
「
唐か

ら
わ
ま
げ

輪
髷
「
「
も
に
歌
舞
伎
や

遊
女
「
間
で
広
ま
っ
た
「
さ
れ
る
髪
型
で
あ
る
。
ま
た
三
味
線
は
「
「
ち
に
大
名
家

で
も
箏
・
胡
弓
「
並
び
「「
三
曲
「
「
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
楽
器
「
な
る
が
「
江
戸
時

代
初
期
に
は
「
遊
女
に
張
見
世
式
「
歌
舞
を
舞
台
で
演
じ
さ
せ
る
遊
女
歌
舞
伎
に
お
い

て
伴
奏
「
楽
器
「
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ
「
か
ら
「
女
性
「
三
味
線
「
組
み
合
わ
せ

は
遊
女
歌
舞
伎
を
想
起
さ
せ
る
。
そ
し
て
喫
煙
具
は
「
こ
れ
も
ま
た
後
に
大
名
婚
礼
調

度
「
一
つ
に
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
「『
慶
「
日
記
』
慶
「
「
四
年
四
月
条
に
は

荊い
ば
ら
ぐ
み組

・
皮
袴
組
な
ど
「
い
わ
ゆ
る
か
ぶ
き
者
が
横
行
し
「「
き
せ
る
を
大
に
し
て
「
腰

に
さ
し
て
人
に
も
た
せ
「
「
あ
る
よ
う
に
「
喫
煙
を
通
じ
て
徒
党
を
な
し
た
「
し
て
「

「
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「
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「
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「
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「
「
多
平
「
郎
姿
絵
屛
風
「
「
像
主
に
つ
い
て

四
二

束
さ
れ
た
こ
「
が
知
ら
れ
る
。
い
わ
ば
「
煙
管
は
か
ぶ
き
者
「
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
で

あ
っ
た
。

さ
ら
に
左
扇
「
若
衆
「
小
袖
は
「
先
述
し
た
よ
う
に
「「
彦
根
屛
風
「
に
登
場
す
る

一
人
「
男
性
「
小
袖
に
近
い
意
匠
で
あ
り
「
当
時
「
流
行
を
思
わ
せ
る
が
「
か
た
や

「
彦
根
屛
風
「
は
遊
里
「
情
景
を
描
い
た
「
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
「
腰
に
差
し
た

「
や
脇
指
「
斬
新
な
塗
「
鞘
や
鐔
は
「
寛
永
「
年「
一
六
三
三
「九
月
「
「
日
に
出
さ
れ

た
尾
張
家
「
家
中
定
書
に
「「
一　

「
脇
指
之
鞘
朱
青
漆
黄
漆
白
檀
大
鍔
角
鍔
停
止
之

事
「
「
し
て
「
か
ぶ
き
者
「
象
徴
「
さ
れ
る
大
「
・
大
脇
指
や
大
額
・
大
剃
り
「
げ
な

ど
「
「
も
に
禁
止
「
対
象
「
さ
れ
て
お
り
「
当
時
「
規
制
「
対
象
「
な
る
よ
う
な
傾か

ぶ

い

た
風
俗
だ
っ
た
こ
「
が
窺
え
る
。
若
衆
「
扇
を
片
手
に
つ
ま
ん
で
垂
ら
す
ポ
ー
ズ
も
ま

た
「
女
歌
舞
伎
を
描
い
た
「
歌
舞
伎
図
巻
「
や
「
彦
根
屛
風
「
に
同
様
「
ポ
ー
ズ
を
見

出
す
こ
「
が
で
き
「
か
ぶ
き
者
特
有
「
仕
種
「
い
え
る
。

こ
「
よ
う
に
「
図
に
は
遊
女
「
か
ぶ
き
者
を
思
わ
せ
る
卑
俗
的
な
要
素
が
多
分
に
あ

り
「
多
く
「
遊
楽
人
物
図
で
描
か
れ
る
対
象
が
遊
女
で
あ
る
こ
「
か
ら
も
「
若
衆
を
「

多
忠
刻
「
葵
紋
小
袖
「
女
を
千
姫
「
す
る
「
「
は
あ
く
ま
で
「
「
「
し
て
「
二
人
「
ロ

マ
ン
ス
に
仮
託
し
た
付
会
に
す
ぎ
な
い
「
い
う
見
解
が
生
ま
れ
た
「
だ
「
思
わ
れ
る
。

一
方
で
「
小
袖
「
葵
紋
を
根
拠
「
し
て
「
葵
紋
小
袖
「
女
を
千
姫
「
若
衆
を
「
多
忠

刻
「
み
る
菅
沼
貞
三
氏
を
は
じ
め
「
千
姫
「
特
定
し
な
い
ま
で
も
「
徳
川
家
「
女
性
「

も
し
く
は
相
応
「
貴
顕
「
女
性
「
み
る
見
解
も
根
強
く
残
っ
て
い
る
。
例
え
ば
「
小
林

忠
氏
は
「
「
図
を
含
め
「
画
中
に
葵
紋
が
あ
ら
わ
さ
れ
た
風
俗
画
に
つ
い
て
「
空
想
を

た
く
ま
し
く
す
れ
ば
「
江
戸
時
代
初
期
「
高
貴
「
婦
人
た
ち
「
間
で
「
み
ず
か
ら
を
風

俗
画
中
「
主
役
人
物
に
置
き
据
え
「
身
近
に
そ
れ
を
鑑
賞
す
る
楽
し
み
が
流
行
し
た
「

か
も
し
れ
な
い
「
「
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
こ
「
ほ
か
「
高
橋
敦
子
氏
が
葵
紋
「
標
章
性

を
積
極
的
に
認
め
「
「
図
「
像
主
「
み
な
ら
ず
「
発
注
者
も
含
め
て
「
葵
紋
「
使
用
が

可
能
な
家
が
な
ん
ら
か
「
形
で
関
わ
っ
た
「
す
る
見
解
を
提
示
さ
れ
て
い
る
。

三　

本
図
の
風
俗
表
現

前
章
で
み
た
よ
う
に
「
「
図
を
め
ぐ
る
像
主
問
題
で
は
「
遊
女
や
か
ぶ
き
者
を
思
わ

せ
る
立
兵
庫
や
煙
草
「
い
っ
た
卑
俗
的
な
要
素
「
も
し
く
は
徳
川
一
門
「
紋
章
で
あ
る

葵
紋
「
そ
「
ど
ち
ら
に
重
点
を
置
く
か
に
よ
っ
て
「
像
主
問
題
が
左
右
さ
れ
て
き
た
「

い
え
る
。
こ
こ
で
は
「
ま
ず
「
図
「
人
物
表
現
を
詳
細
に
確
認
し
「
六
人
「
男
女
が
ど

「
よ
う
な
年
齢
「
社
会
的
身
分
を
想
定
し
て
描
か
れ
て
い
る
か
を
「
「
し
て
み
た
い
。

「
図
「
人
物
描
写
「
な
か
で
も
目
元
「
表
現
は
「
り
わ
け
入
念
で
あ
り
「
目
は
薄
墨

で
輪
郭
を
「
っ
た
後
「
濃
墨
で
ア
ク
セ
ン
ト
を
入
れ
て
お
り
「
瞳
は
や
や
「
寄
り
「
位

置
に
描
き
込
む
特
徴
が
あ
る「
図
5
〜
14
「。
若
衆
「
結
び
文
「
少
女
は
二
重
瞼
を
あ
ら

わ
す
墨
線
が
淡
墨
で
引
か
れ
「
ま
た
若
衆
「
三
味
線
「
女
は
眼
孔
に
薄
紅
が
入
れ
ら
れ

る
「
に
対
し「
図
13
・
14
「「
立
兵
庫
「
女
は
目
「
上
に
う
っ
す
ら
「
薄
墨
で
「
加
齢
に

よ
る
「
み
ら
れ
る
眼
孔
「
く
ぼ
み
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る「
図
12
「。
つ
ま
り
「
立
兵
庫

「
女
は
他
「
女
性
た
ち
に
く
ら
べ
年
嵩
で
あ
る
こ
「
を
示
し
て
お
り
「
年
齢
に
よ
る
描

き
分
け
が
さ
れ
て
い
る
こ
「
が
わ
か
る
。

口
元
「
表
現
で
は
「
右
扇
「
四
人
「
唇
は
紅
を
差
し
て
い
る
「
か
「
鮮
や
か
な
赤
で

あ
る
「
に
対
し「
図
15
「「
左
扇
「
若
衆「
図
16
「「
結
び
文
「
少
女
「
唇
は
自
然
「
ま
ま

「
色
を
意
識
し
た
「
か
「
や
や
く
す
ん
だ
赤
「
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
六
人
「
も
す

べ
て
口
元
か
ら
覗
く
前
歯
は
黒
く
塗
ら
れ
「お
歯
黒
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。「
彦

根
屛
風
「
「
比
較
し
て
み
る
「
「「
彦
根
屛
風
「
で
は
女
性
「
口
元
に
は
「
両
唇
「
境

に
お
歯
黒
を
思
わ
せ
る
太
い
墨
線
が
引
か
れ
る
も
「
「
「
歯
先
は
白
く
歯
列
を
あ
ら
わ

す
描
き
込
み
が
あ
る「
図
17
「。
男
性
に
い
た
っ
て
は
「
太
い
墨
線
は
な
く
「
す
べ
て
白

「
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「
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「
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「
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「
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「
「
多
平
「
郎
姿
絵
屛
風
「
「
像
主
に
つ
い
て

四
三

歯
で
あ
り「
図
18
「「
「
図
に
お
い
て
は
「
た
ま
た
ま
墨
で
塗
り
つ
ぶ
し
て
し
ま
っ
た
「

い
う
「
で
は
な
く
「
歯
は
意
図
的
に
黒
く
描
い
て
い
る
「
み
な
さ
れ
る
。

な
か
で
も
注
目
し
た
い
「
は
「
女
性
「
眉
「
表
現
で
あ
る
。
右
扇
「
四
人
「
う
ち
「

文
を
持
つ
女
「
み
三
日
月
型
「
眉
が
描
か
れ
「
ほ
か
「
三
人
に
は
眉
が
な
い
。
さ
ら
に

は
よ
く
見
る
「
「
葵
紋
小
袖
「
女
「
み
額
に
描
眉
「
し
て
小
さ
な
黒
点
が
二
つ
置
か
れ

て
い
る「
図
3
「。
こ
「
黒
点
は
目
視
で
も
確
認
で
き
る
が
「
高
精
細
画
像
で
み
る
「
「

汚
れ
な
ど
で
は
な
く
「
意
識
的
に
目
「
上
に
二
つ
置
か
れ
て
い
る
こ
「
が
は
っ
き
り
「

確
認
で
き
る
。
一
方
「「
彦
根
屛
風
「
で
は
「
眉
を
落
「
し
た
者
は
な
く
「
す
べ
て
「
女

性
に
地
毛
「
み
ら
れ
る
眉
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
「
相
応
寺
屛
風
「
左
隻
「
妓
楼
内

「
女
性
た
ち
は
「
老
婆
を
除
い
て
「
す
べ
て
に
眉
が
あ
る
一
方
「
右
隻
「
市
中
「
町
屋

「
女
性
に
は
眉
が
な
い
者
が
見
受
け
ら
れ
る
。

江
戸
時
代
に
は
お
歯
黒
や
眉
化
粧
は
年
齢
や
未
婚
・
既
婚
「
区
別
「
階
級
な
ど
を
あ

ら
わ
す
身
分
標
識
で
あ
っ
た
。
歯
黒
染
を
し
「
眉
を
剃
る
こ
「
は
「
い
ず
れ
も
成
人
「

証
し
で
あ
る
が
「
時
代
や
身
分
・
地
域
に
よ
っ
て
「
そ
れ
を
い
つ
行
う
か
に
は
違
い
が

あ
る
。
江
戸
時
代
後
期
「
史
料
だ
が
「
喜
多
川
守
貞
『
守
貞
謾
稿
』
巻
之
「
「
女
扮　

歯
黒
「
に
「
女
性
「
歯
黒
染
「
眉
剃
り
「
曲「
髷
「に
つ
い
て
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る

「
で
「
次
に
要
約
し
て
み
た
い
。

民
間
に
お
い
て
女
性
は
歯
黒
染
を
し
て
嫁
ぐ
慣
わ
し
だ
が
「
江
戸
や
京
都
で
は
未
婚

で
も
歯
黒
染
を
行
う
者
が
多
い
。
京
坂
で
は
未
婚
・
既
婚
に
か
か
わ
ら
ず
二
「
一
「
二

歳
で
歯
黒
染
を
し
「
髪
は
島
田
髷
「
ま
ま
で
あ
る
。
江
戸
で
は
傾
城
も
同
様
に
島
田
髷

で
歯
を
染
め
る
。
京
坂
で
は
「
結
婚
後
「
妊
娠
し
て
「
ヶ
月
が
経
つ
「
「
大
体
「
者
が

髷
を
丸
髷
に
改
め
「
眉
を
剃
る
。
江
戸
で
は
「
未
婚
・
既
婚
に
か
か
わ
ら
ず
「
歯
黒
染

を
す
る
者
は
髪
は
丸
髷
「
し
て
眉
を
剃
る
。

し
か
し
「
武
家
「
場
合
は
「
婚
嫁
後
「
歯
を
染
め
て
髷
を
改
め
て
も
「
眉
を
剃
る
「

は
二
「
三
「
四
歳
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
な
お
「
京
都
で
は
「
婚
嫁
後
「
妊
娠
し
な

く
「
も
二
「
一
「
二
歳
で
眉
を
剃
る
。
歯
黒
染
を
し
「
眉
を
剃
る
こ
「
を
京
坂
で
は

「
顔
を
直
す
「
「
い
う
「
に
対
し
「
江
戸
で
は
「
元
服
「
す
る
「
い
い
「
さ
ら
に
歯
黒

染
だ
け
で
「
眉
を
剃
っ
て
い
な
い
状
態
を
「
半
元
服
「
「
い
う
。
加
え
て
武
家
「
媵よ

う

婢ひ

「
女
中
「は
夫
が
な
く
「
も「
結
婚
せ
ず
「
も
「「
大
体
「
六
「
七
歳
「
上
に
な
る
「
「
必
ず

歯
黒
染
を
し
「
眉
を
剃
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
「
京
坂
「
遊
女
は
芸
子
「
も
に
歯
黒
染
を

す
る
が
「
眉
を
剃
ら
な
い
。
年
「
「
い
え
ど
も
「
眉
は
剃
ら
ず
「
髷
も
改
め
ず
「
芸
子

は
「
一
「
二
歳
で
い
ち
早
く
歯
黒
染
を
行
う
こ
「
を
誇
り
「
し
た
「
い
う
。

冗
「
で
は
あ
る
が
「
眉
「
有
無
に
焦
点
を
絞
れ
ば
「
民
間
や
武
家
で
は
眉
を
剃
る
こ

「
で
「
元
服
「
す
な
わ
ち
成
人
「
み
な
さ
れ
た
が
「
遊
女
は
年
「
「
な
っ
て
も
眉
を
剃

ら
な
い
こ
「
が
わ
か
る
。
眉
「
有
無
は
「
い
わ
ば
遊
女
か
否
か
を
見
極
め
る
要
素
「
一

つ
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
「
彦
根
屛
風
「
や
「
相
応
寺
屛
風
「
左
隻
「
女
性
は
す
べ

て
眉
が
あ
る
こ
「
か
ら
遊
女
「
判
断
さ
れ
る
。
翻
っ
て
「
「
図
右
扇
「
女
性
た
ち
は
「

文
を
持
つ
女
「
外
「
三
人
は
す
べ
て
眉
を
剃
っ
て
い
る
こ
「
か
ら
「
た
「
え
立
兵
庫
に

結
っ
て
い
た
「
し
て
も
「
少
な
く
「
も
遊
女
「
身
分
で
は
な
い
「
解
さ
れ
る
。

遡
っ
て
室
町
時
代
「
武
家
故
実
書
『
大

だ
い
じ
ょ
う
ろ
う

上
臈
御み

な
「
こ
「

名
事
』
に
は
「
武
家
女
性
「
化
粧
法

に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
「
書
に
よ
れ
ば
「
武
家
「
女
性
は
未
婚
・
既
婚
に
か
か
わ
ら

ず
「
九
歳
で
鉄か

ね漿「
お
歯
黒
「を
つ
け
た
「
い
う
。
「
「
「
六
歳
で
「
し
き
「
ま
ゆ
「
す

な
わ
ち
眉
を
剃
っ
て
描
眉
「
し
た
が
「「
げ
す「
「
衆
「は
ま
ゆ
つ
く
ら
ず
「
「
も
あ
り
「

眉
を
描
く
「
は
上
流
階
級
に
限
ら
れ
て
い
た
「
あ
る
。

武
家
に
お
い
て
「
お
歯
黒
を
つ
け
始
め
る
鉄か

ね
は
じ
め

漿
始
「
通
過
儀
礼
や
眉
を
剃
る
年
齢
は

次
第
に
上
が
っ
て
い
っ
た
「
み
え
「
越
前
松
平
家
「
六
代
慶
永「
春
嶽
「に
よ
る
『
幕
儀

参
考
』
に
よ
れ
ば
「
江
戸
時
代
「
将
軍
家
や
御
三
家
・
御
三
卿
・
諸
侯
「
娘
は
「
三
歳

頃
に
初
め
て
歯
黒
染
を
す
る
鉄
漿
始
を
経
て
「
半
元
服
「
「
し
「
ま
た
結
婚
後
「
懐
妊

「
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「
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「
「
多
平
「
郎
姿
絵
屛
風
「
「
像
主
に
つ
い
て

四
四

し
て
「
ヶ
月
目
に
行
う
着ち

ゃ
く
た
い帯

「
祝
儀
を
境
に
眉
を
剃
り
「
こ
こ
で
は
じ
め
て
「
「
元

服
「
「
み
な
さ
れ
「
懐
妊
「
機
会
が
な
い
場
合
に
は
二
「
一
「
二
歳
で
眉
を
剃
る
風
習

が
あ
っ
た
「
あ
る
。
眉
を
描
く
「
は
「
基
「
的
に
正
月
三
が
日
や
「
節
供
「
式
日「
朔

日
・
「
「
日
・
二
「
「
日
「「
い
わ
ゆ
る
晴
れ
「
日
で
あ
っ
た
。
実
際
「
尾
張
家
で
は
「

江
戸
時
代
初
期
「
頃
よ
り
『
幕
儀
参
考
』
に
示
さ
れ
た
年
齢
で
ほ
ぼ
違
わ
ず
「
各
種
「

通
過
儀
礼
が
行
わ
れ
て
お
り
「
将
軍
家
を
は
じ
め
他
「
大
名
家
に
お
い
て
も
「
同
様
に

行
わ
れ
て
い
た
「
考
え
ら
れ
る
。

歯
黒
染
や
眉
剃
り
「
年
齢
は
「
時
代
や
身
分
「
個
人
「
事
情
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る

も
「
「
「
こ
う
し
た
視
点
で
右
扇
「
四
人
「
女
を
眺
め
て
み
る
「
「
葵
紋
小
袖
「
女
を

含
め
右
「
三
人
は
眉
を
剃
り
「
歯
を
黒
く
染
め
て
い
る
こ
「
か
ら
「
「
元
服
「「
左
「

文
を
持
つ
女
は
歯
「
み
黒
く
染
め
て
い
る
こ
「
か
ら
「
半
元
服
「
「
描
き
分
け
ら
れ
て

い
る
こ
「
が
わ
か
る
。
ま
た
小
袖
も
半
元
服
「
女
「
み
袖
に
振
り
が
つ
け
ら
れ
て
い
る

が
「
右
「
三
人
は
脇
を
留
め
た
い
わ
ゆ
る
留
袖
で
あ
る
。
武
家
で
は
女
性
は
着
帯
も
し

く
は
出
産
「
後
に
行
わ
れ
る
「
袖そ

で
「
め留

「
「
祝
い
「
後
「
も
し
く
は
相
応
「
年
齢
で
留
袖

「
な
っ
た
か
ら
「
右
「
三
人
は
や
は
り
「
「
元
服
「
し
た
成
人
女
性
を
描
い
た
「
み
て

矛
盾
は
な
い
。

さ
ら
に
葵
紋
小
袖
「
女
は
「
先
述
し
た
よ
う
に
一
人
だ
け
額
に
描
眉
を
し
て
い
る
こ

「
か
ら
「
な
か
で
も
高
い
身
分
で
あ
る
こ
「
が
見
て
取
れ
る
。
加
え
て
「
小
袖
に
散
ら

さ
れ
た
葵
紋
は
「
徳
川
家
康
「
葵
紋
散
ら
し
「
小
袖「
挿
図
3
「を
例
に
挙
げ
る
ま
で
も

な
く
「
徳
川
家
「
標
章
で
あ
る
。
慶
「
「
年
「
家
康
「
将
軍
宣
「
「
降
「
葵
紋
を
使
用

し
て
い
た
一
般
諸
氏
は
徳
川
家
に
遠
慮
し
て
別
「
紋
に
改
め
た
「
で
「
葵
紋
は
徳
川
家

「
独
占
「
な
り
「
一
門
「
外
「
使
用
を
禁
止
す
る
に
至
っ
た
「
い
い
「
す
で
に
多
く
「

指
摘
が
あ
る
よ
う
に
「
葵
紋
小
袖
「
女
は
徳
川
一
門
に
属
す
る
女
性
「
解
さ
れ
る
「
で

あ
る
。

「
38
「

「
39
「

「
40
「

「
41
「

挿図3　徳川家康着用 浅葱地葵紋散辻ケ花染小袖

小
袖
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
葵
紋
に
注
目
す
れ
ば
「
江
戸
時
代
「
ご
く
初
頭
に
み
ら
れ
る

葵
紋
「
特
徴
を
示
し
て
い
る
こ
「
が
特
筆
さ
れ
る
。
葵
紋
に
は
「
絵
画
・
染
織
・
漆

工
・
金
工
「
分
野
を
問
わ
ず
共
通
し
た
時
代
様
式
「
変
遷
が
あ
り
「
製
「
年
代
を
判
定

す
る
一
つ
「
基
準
「
な
る
。
「
図
「
葵
紋
小
袖
に
散
ら
さ
れ
た
葵
紋
は
「
葵
「
葉
「
先

端
が
曲
線
を
描
い
た
形
状
を
「
り
「
葉
柄
が
細
く
「
い
。
ま
た
紋
「
縁
線
が
細
く
「
葉

が
小
形
で
円
内
「
空
間
が
広
い
「
い
う
特
徴
を
も
つ「
図
19
「。
江
戸
時
代
中
期
「
降
に

み
ら
れ
る
葵
紋
ほ
ど
に
は
様
式
化
が
進
ん
で
お
ら
ず
「
写
実
的
な
形
態
を
留
め
る
葵
紋

は
「
江
戸
時
代
初
期
「
様
式
を
示
す
「
い
え
る
。
ま
た
「
葵
紋
は
通
常
「
三
つ
葉
「
う

ち
一
枚
を
上
に
「
二
枚
を
「
に
置
い
て
正
体
「
す
る
が
「
「
図
「
小
袖
「
葵
紋
は
上
「

「
42
「
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平
「
郎
姿
絵
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「
「
像
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に
つ
い
て

四
「

を
逆
転
さ
せ
た
り
斜
め
に
傾
け
た
り
し
「
さ
ら
に
二
つ
「
葵
紋
を
重
ね
た
表
現
も
見
受

け
ら
れ
る
。
葵
紋
「
こ
う
し
た
自
由
な
表
現
は
「「
紫
地
桐
・
葵
紋
刺
繍
付
陣
幕
「「
重

要
文
化
財
「
紺
地
葵
紋
付
葵
紋
散
槍
梅
文
辻
ケ
花
染
小
袖
「「
挿
図
4
・
5
「「「
桑
木
地

葵
紋
散
蒔
絵
湯
婆
「「
挿
図
6　

「
上
「
す
べ
て
徳
川
美
術
館
蔵
「「
「
い
ず
れ
も
徳
川
家
康

「
所
用
品
や
着
用
品
「
な
か
で
も
「
ご
く
一
部
「
「
品
「
み
に
限
定
さ
れ
「
家
康
在
世

期
に
遡
る
表
現
で
あ
る
「
み
な
さ
れ
る
。
一
方
「
絵
画
で
は
徳
川
家
光
が
夢
に
見
た
祖

父
家
康
「
姿
を
絵
師
「
狩
野
探
幽
に
描
か
せ
た
一
連
「
「
東
照
大
権
現
像「
霊
夢
像
「「

「
東
京
・
德
川
記
念
財
団
蔵
「
栃
木
・
日
光
「
輪
王
寺
蔵
「や
狩
野
養
信
筆
「
東
照
大
権
現
像

「
晴
川
院
模
「
「「「
天
保
「
年
［
一
「
三
七
］「
德
川
記
念
財
団
蔵
「「
そ
し
て
「
徳
川
秀
忠
像

「
模
「
「「「
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
「「
幔
幕
や
衣
服
に
「
自
由
な
向
き
で
配
さ
れ
た
葵
紋

を
わ
ず
か
に
見
出
す
こ
「
が
で
き
る
。
一
連
「
「
東
照
大
権
現
像「
霊
夢
像
「「
は
「
裏

面
「
「
文
に
よ
り
寛
永
「
六
年「
一
六
三
九
「か
ら
正
保
四
年「
一
六
四
七
「ま
で
に
描
か

れ
た
こ
「
が
判
明
す
る
が
「
榊
原
悟
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
徳
川
家
光「
一
六
〇
四

〜
「
一
「「
狩
野
探
幽「
一
六
〇
二
〜
七
四
「「
年
齢
か
ら
「
す
で
に
あ
っ
た
「
家
康
画
像
「

や
そ
「
「
絵「
紙
形
「を
も
「
に
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
描
か
れ
た
「
考
え
る
な
ら
ば
「

そ
「
原
「
は
家
康
在
世
中
も
し
く
は
死
後
ま
も
な
く
ま
で
遡
る
可
能
性
が
あ
る
。
葵
紋

「
編
年
に
つ
い
て
は
「
さ
ら
な
る
「
「
が
必
要
だ
が
「
自
由
な
向
き
で
配
さ
れ
る
葵
紋

は
「葵
紋
「
形
式
が
整
理
し
き
れ
て
い
な
い
江
戸
時
代
初
期
に
限
定
さ
れ
「一
連
「「
東

照
大
権
現
像「
霊
夢
像
「「
を
考
慮
に
入
れ
て
も
「
七
世
紀
前
半
「
範
疇
に
留
ま
る
こ
「

は
間
違
い
な
い
「
い
え
る
だ
ろ
う
。

で
は
「
若
衆
「
年
齢
や
身
分
は
「
風
俗
表
現
か
ら
ど
「
よ
う
に
解
さ
れ
る
だ
ろ
う

か
。
若
衆
は
「
・
脇
指
「
二
「
差
で
あ
る
こ
「
か
ら
「
武
家
「
男
性
「
み
ら
れ
る
も
「

「
43
「

「
44
「

挿図4　徳川家康着用 紺地葵紋散槍梅文辻ケ花染小袖

挿図5　紺地葵紋散槍梅文辻ケ花染小袖　葵紋部分

挿図6　徳川家康所用 桑木地葵紋散蒔絵湯婆
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四
六

「
「
葵
紋
「
よ
う
に
「
家
を
特
定
で
き
る
家
紋
「
よ
う
な
標
章
に
乏
し
い
。
「
多
忠
刻

で
あ
る
「
す
れ
ば
「
「
多
家
「
家
紋
は
立
葵
だ
が
「
立
葵
「
標
章
を
「
図
に
見
出
す
こ

「
は
で
き
な
い
。

若
衆
「
姿
に
お
い
て
「
女
性
「
同
様
「
武
家
「
通
過
儀
礼
「
観
点
か
ら
み
れ
ば
「
注

目
さ
れ
る
「
は
前
髪
「
表
現
で
あ
ろ
う
。
安
永
七
年「
一
七
七
「
「「
伊
勢
貞
丈
『
四
季

草
』
に
は
「
武
家
男
子
「
元
服
に
つ
い
て
次
「
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

古
代
「
人
は
「
皆
さ
か
い
き
を
剃
る
事
な
く
し
て
総
髪
也
「
童
子
も
中
剃
さ
る

事
な
く
「
髻
を
結
て
「
う
し
ろ
へ
「
く
垂
て
置
た
り
「「
中
「
「今
世
「
元
服
「
い

ふ
は
「
童
子
「
額
「
両
方
「
毛
を
剃
り
て
「
す
み
を
入
「
ふ
り
袖
「
服
を
ぬ
ぎ
て
「

「
め
袖
「
服
を
著
す
「
こ
れ
を
半
元
服
「
云
「
其
後
二
三
年
も
過
て
「
前
髪
を
落

し
「
さ
か
い
き
を
大
に
剃
り
「
野
郎
あ
た
ま
に
す
る
を
「
元
服
「
い
ふ
也

江
戸
時
代
「
武
家
で
は
「「
元
服
「
は
家
督
相
続
等
「
諸
事
情
に
よ
り
早
ま
る
場
合
も

あ
っ
た
が
基
「
的
に
「
「
歳
前
後
で
行
わ
れ
「
そ
「
後
ま
も
な
く
「
袖
留
「
「
祝
儀

を
経
て
着
物
も
留
袖
「
し
た
。
し
か
し
「「
元
服
「
「
い
っ
て
も
「
こ
れ
は
あ
く
ま
で

「
半
元
服
「
で
あ
り
「
「
七
歳
前
後
に
前
髪
を
落
「
す
「
前ま

え
が
み
「
り

髪
執
「
を
行
っ
て
「
は
じ

め
て
「
「
元
服
「
す
な
わ
ち
実
質
的
な
成
人
「
み
な
さ
れ
た
。
尾
張
家
「
例
で
い
え

ば
「「
元
服
「
は
か
な
り
「
ば
ら
つ
き
が
あ
る
も
「
「
「「
前
髪
執
「
は
ほ
ぼ
「
七
歳
前

後
で
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
武
家
「
通
過
儀
礼
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
「
「
「
図
「
若
衆
は
そ
「
髪

型
か
ら
「
前
髪
執
が
行
わ
れ
る
「
七
歳
「
前
「
い
わ
ゆ
る
「
半
元
服
「
「
姿
「
解
さ
れ

る
。
し
か
し
「
か
た
や
葵
紋
小
袖
「
女
は
「
「
元
服
「
後
「
姿
で
あ
る
。
眉
を
剃
り
「

留
袖
で
あ
る
こ
「
か
ら
「
既
婚
で
出
産
を
経
験
「
あ
る
い
は
少
な
く
「
も
二
「
一
「
二

「
45
「

「
46
「

歳
を
過
ぎ
て
い
る
「
み
な
さ
れ
る
が
「
こ
れ
に
対
し
若
衆
は
「
半
元
服
「
で
年
齢
的
に

も
「
七
歳
「
「
「
み
な
さ
れ
「
文
を
や
り
「
り
す
る
よ
う
な
男
女
「
組
み
合
わ
せ
「
し

て
は
か
な
り
「
違
和
感
が
あ
る
。

四　

像
主
の
検
討

本
多
忠
刻
と
千
姫

こ
こ
で
「
若
衆
「
葵
紋
小
袖
「
女
に
想
定
さ
れ
る
「
多
忠
刻
「
千
姫
「
「
歴
を
確

認
し
て
お
き
た
い「
表
1
「。
千
姫
は
「
慶
「
二
年「
一
「
九
七
「徳
川
秀
忠
「
お
江ご

う「
浅
井

「
政
「
三
女
「「
「
間
に
「
「
女
「
し
て
生
ま
れ
「
豊
臣
秀
吉
「
遺
言
に
よ
り
「
同
「
年

に
わ
ず
か
数
え
七
歳
で
豊
臣
秀
頼
に
嫁
が
さ
れ
た
。
同
二
「
年
「
大
坂
夏
「
陣
で
大
坂

城
が
落
城
し
た
際
に
は
「
秀
頼
・
淀
殿
親
子
「
助
命
を
期
待
し
た
大
坂
方
か
ら
徳
川
方

に
送
還
さ
れ
「
辛
く
も
難
を
逃
れ
て
い
る
。
秀
頼
「
「
間
に
子
は
な
く
「
翌
元
和
二
年

「
一
六
一
六
「七
月
に
は
「
早
く
も
「
多
忠
刻
へ
「
「
嫁
が
決
ま
っ
た「
系
図
1
「。

「
47
「一

方
「
忠
刻
は
当
時
桑
名
藩
主
で

あ
っ
た
「
多
忠
政
「
「
男
で
あ
り
「
母

は
家
康
「
「
男
信
康
「
二
女
熊ゆ

う

姫ひ
め

「
祖

父
は
先
述
し
た
よ
う
に
徳
川
家
康
「

「
徳
川
四
天
王
「
「
一
人
・
「
多
忠
勝

で
あ
る
。
忠
刻
は
慶
「
「
六
年
「
二
月

に
「
六
歳
で
従
「
位
「
中
務
大
輔
に
叙

任
「
同
二
「
年
「
大
坂
夏
「
陣
に
父
忠

政
「
「
も
に
出
陣
し
「
天
王
寺
「
戦
い

で
は
手
ず
か
ら
敵
「
首
を
得
た
「
い

「
48
「

系
図
1
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頼

　
長
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井

政
　
　
　
茶
（々
淀
殿
）

　

お
市
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方
　
　

お
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
姫

　
家
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川

康
　
　
　
秀
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平
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熊
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政
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和暦 西暦 月　日 事　　項

文禄2 1593 秀頼（1）、誕生。
慶長元 1596 この年 本多忠刻、誕生（1）。
慶長2 1597 5月10日 千姫、誕生（1）。

12月14日 松平忠昌、誕生（1）。
慶長8 1603 7月28日 千姫、豊臣秀頼に嫁ぐ（7）。
慶長16 1611 この年 忠刻（16）、従五位下中務大輔に叙任。
元和元 1615 4月 本多忠刻（20）、松平忠昌（19）大坂夏の陣出陣。

5月7日 大坂城落城、千姫（19）、脱出。
5月8日 豊臣秀頼（23）と淀殿、自害。
8月20日 千姫、江戸着。
この年 前田光高（1）、誕生。

元和2 1616 7月 千姫（20）、伊勢桑名藩主本多家初代忠政嫡子忠
刻（21）への再嫁決定。

9月13日 千姫、江戸発輿。
9月26日 千姫、桑名着、入輿。

元和3 1617 7月14日 本多忠政の姫路転封に伴い、忠刻（22）へ千姫化
粧料として十万石が与えられる（21）。

元和4 1618 この年 千姫、勝姫を出産（22）。
元和5 1619 この年 千姫、幸千代を出産（23）。
元和7 1621 この年 幸千代（3）、死去。
寛永3 1626 5月7日 忠刻（31）、死去。

11月2日 千姫（30）、姫路出立。
11月27日 千姫、江戸着。
12月6日 千姫、落飾して「天樹院」と号す。

寛永5 1628 正月26日 千姫（32）の娘勝姫（11）、池田光政に嫁ぐ。
寛永6 1629 4月23日 前田光高（15）、家光の御前で元服。

5月19日 千姫（33）、前田光高との縁談。
寛永7 1631 12月17日 千姫（34）、越前藩主松平忠昌（34）との縁談。
寛永9 1632 正月24日 秀忠（54）歿。

12月23日 前田光高（18）と家光養女大姫（6）の縁組仰せ付
けられる。

寛永10 1633 5月20日 家光（30）、完成した竹橋の新邸に千姫（37）を訪
ねる。

12月5日 前田光高（19）、家光養女大姫（7）と婚姻。
寛永14 1637 閏3月5日 家光（34）の長女千代姫（1）が誕生。
明暦3 1657 正月19日 明暦の大火により、千姫（61）の屋敷焼失。

12月26日 仮住まいの後、竣工した江戸城北の丸の新邸に
移徙。

寛文6 1666 2月6日 千姫歿（70）。

表1　本多忠刻・千姫関連年表 う
。
忠
刻
へ
「
「
嫁
は
家
康
「
命
「
も
熊
姫
「
申
し
出
「
も
さ
れ
る
。
千
姫
「
大
坂
城

脱
出
に
功
「
あ
っ
た
坂
崎
直
盛
が
千
姫
を
奪
取
す
る
「
「
騒
動
が
あ
っ
た
も
「
「
「
元

和
二
年
九
月
に
千
姫
「
一
行
は
桑
名
城
へ
到
着
し
「
無
事
婚
儀
が
行
わ
れ
た
。
翌
年
に

は
忠
刻
「
父
忠
政
「
播
磨
姫
路
転
封
に
伴
い
「
忠
刻
に
も
千
姫
「
化
粧
料
「
し
て
「
万

石
が
加
増
さ
れ
「
千
姫
も
桑
名
城
か
ら
姫
路
城
に
移
っ
た
。
千
姫
は
忠
刻
「
「
間
に
「

元
和
四
年
に
勝か

つ

姫ひ
め

「
翌
年
に
幸こ

う

千ち

代よ

「
二
人
を
も
う
け
「
幸
せ
な
結
婚
生
活
を
送
る
か

に
み
え
た
が
「
幸
千
代
は
わ
ず
か
三
歳
で
早
世
し
た
。
そ
し
て
忠
刻
も
ま
た
寛
永
三
年

「
一
六
二
六
「に
三
「
一
歳
「
若
さ
で
死
去
し
「
「
年
に
及
ぶ
結
婚
生
活
は
幕
を
閉
じ
た
。

「
図
に
描
か
れ
た
二
人
「
姿
は
出
会
っ
た
当
時
を
描
い
た
「
す
れ
ば
「
忠
刻
が

二
「
一
歳
「
千
姫
が
二
「
歳
前
後
「
な
ろ
う
。
千
姫
は
前
夫
・
秀
頼
「
「
間
に
子
を
成

し
た
「
「
記
録
は
な
い
も
「
「
「
戦
国
「
遺
風
が
残
る
時
代
で
も
あ
り
「
室
町
時
代
「

風
習
を
受
け
継
い
で
「
比
較
的
早
く
眉
を
剃
っ
て
「
「
元
服
「
後
「
姿
を
し
て
い
た
可

能
性
も
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
「
忠
刻
は
「
多
家
「
嫡
男
「
い
う
立
場
に
あ
り
「
前
髪

執
「
年
齢
は
不
明
だ
が
「
元
服
時
に
官
位
を
得
る
こ
「
が
多
い
こ
「
か
ら
「
慶
「
「
六

（　）内の数字は数え年を示す。



「
「
多
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「
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風
「
「
像
主
に
つ
い
て

四
「

年
に
「
六
歳
で
官
位
を
得
た
時
点
で
「
元
服「
半
元
服
「し
た
「
み
ら
れ
る
。
同
二
「
年

に
は
二
「
歳
で
初
陣
を
迎
え
て
い
る
こ
「
か
ら
遅
く
「
も
前
髪
執
を
こ
「
頃
ま
で
に
は

済
ま
せ
て
い
た
「
考
え
ら
れ
る
。
「
な
れ
ば
「
絵
に
は
前
髪
「
な
い
月さ

か
や
き代

姿
で
描
か
れ

る
必
要
が
あ
る
。
若
衆
歌
舞
伎
に
例
を
み
る
よ
う
に
「
前
髪
は
性
的
魅
力
「
象
徴
で
も

あ
っ
た
か
ら
「
理
想
化
し
て
描
い
た
「
み
る
こ
「
も
出
来
そ
う
だ
が
「
だ
「
す
れ
ば
「

忠
刻
よ
り
一
歳
年
「
「
千
姫
「
さ
れ
る
女
「
姿
も
「
同
様
に
眉
を
剃
る
「
前
「
姿
に
理

想
化
し
な
け
れ
ば
辻
褄
が
合
わ
な
い
。

前
述
し
た
よ
う
に
「
葵
紋
「
小
袖
が
「
徳
川
家
「
を
明
示
す
る
一
方
「
若
衆
に
は
明

確
に
出
自
を
示
す
家
紋
等
は
見
当
た
ら
な
い
。
む
し
ろ
「
「
図
で
は
徳
川
一
門
に
属
す

る
特
定
「
「
「
元
服
「
後
「
成
人
女
性
を
描
く
こ
「
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
「
み
た

方
が
よ
い
。

「
こ
ろ
で
「
徳
川
一
門
に
お
い
て
「
葵
紋
小
袖
「
女
に
想
定
さ
れ
る
女
性
は
「
先
行

研
究
に
よ
り
「
図
「
製
「
時
期
「
推
定
さ
れ
る
寛
永
期
に
は
ど
れ
だ
け
い
た
だ
ろ
う

か
。
女
性
「
場
合
「
婚
礼
調
度
に
例
を
見
れ
ば
「
原
則
「
し
て
実
家
「
紋
を
つ
け
る
風

習
が
あ
る
こ
「
か
ら
「
葵
紋
を
使
用
で
き
る
女
性
は
「
将
軍
家
を
は
じ
め
尾
張
・
水

戸
・
紀
伊
「
徳
川
御
三
家
「
娘
「
養
女
に
限
定
さ
れ
て
い
た
「
考
え
ら
れ
る
。

二
代
将
軍
秀
忠
は
「
父
・
家
康
「
婚
姻
政
策
を
受
け
継
ぎ
「
千
姫
を
は
じ
め
「
後
水

尾
天
皇
「
中
宮
「
な
っ
た
和
子「
東
福
門
院
「な
ど
「
人
「
娘
「
ほ
か
「
近
親
「
娘
九
人

を
養
女
「
し
「
有
力
大
名
や
そ
「
息
子
「
政
「
結
婚
さ
せ
た
こ
「
で
知
ら
れ
る「
表
2
「。

驚
く
べ
き
人
数
だ
が
「
結
論
か
ら
い
え
ば
「
こ
「
う
ち
「
「
元
服
「
姿
で
描
か
れ
る
女

性
「
し
て
候
補
に
上
が
る
「
は
「
千
姫
た
だ
一
人
「
な
る
。

秀
忠
は
「
慶
「
末
年
か
ら
着
々
「
諸
大
名
「
婚
姻
関
係
を
結
ん
で
き
た
が
「
元
和
六

年
「
「
女
・
和
子
「
入
内
「
降
「
寛
永
「
年
「
千
姫
「
娘
で
秀
忠
「
孫
に
当
た
る
勝
姫

「
婚
姻
ま
で
「
「
年
ほ
ど
婚
姻
「
空
白
期
間
が
あ
る
。
こ
「
時
期
「
徳
川
一
門
「
婚
姻

政
策
が
盤
石
で
あ
っ
た
か
「
い
う
「
「
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
元
和
九
年
に
秀
忠
「

跡
を
継
い
で
三
代
将
軍
「
な
っ
た
家
光
は
「
同
年
に
鷹
司
孝
子「
「
理
院
「を
正
室
「
し

て
迎
え
た
が
「
孝
子
「
は
疎
遠
で
二
人
「
間
に
子
は
な
か
っ
た
。
ま
た
家
光
自
身
「
病

弱
で
あ
る
こ
「
に
加
え
「
衆
道
好
み
「
噂
さ
れ
「
継
嗣
問
題
が
早
く
か
ら
持
ち
上
が
っ

て
い
た
。
実
際
「
家
光
に
第
一
子
「
千
代
姫
が
誕
生
す
る
「
は
「
結
婚
か
ら
実
に
「
四

年
が
経
っ
た
寛
永
「
四
年
で
あ
る
。
ま
た
「
秀
忠
「
二
「
「
上
も
年
「
離
れ
た
弟
「
「

直
・
頼
宣
・
頼
房
「
い
わ
ゆ
る
御
三
家
に
お
い
て
は
「
い
ず
れ
も
寛
永
初
年
に
娘
が
誕

生
し
た
ば
か
り
で
婚
姻
「
対
象
「
な
る
候
補
者
は
い
な
い
。
つ
ま
り
「
秀
忠
は
他
家
「

婚
姻
関
係
を
結
ぼ
う
に
も
持
ち
駒
に
欠
い
て
い
た
状
況
に
あ
っ
た
「
考
え
ら
れ
る
。 「

49
「

「
50
「

将軍名 子女名 院号 実父 生歿年（和暦） 生歿年（西暦） 享年 夫 婚姻年 婚姻
年齢

家康

亀姫
（森姫、加納殿） 盛徳院 永禄3 〜寛永2年 1560 〜 1625 66

（68） 奥平信昌 天正4年（1576） 17

督姫 良正院 天正3 〜元和元年 1575 〜 1615 41 北条氏直 天正11年（1583） 9
池田輝政 文禄2年（1593）再縁 19

振姫 正（松）清院 天正8 〜元和3年 1580 〜 1618 38 蒲生秀行 慶長3年（1598） 19
浅野長晟 元和2年（1616）再縁 37

女子（養女） 大倫院 本多忠勝 天正元〜元和6年 1573 〜 1621 48 真田信之 天正14年（1586） 14
女子（養女） 未詳 松平信康 天正4 〜慶長12年 1576 〜 1607 未詳 小笠原秀政 未詳 未詳
女子（養女） 未詳 松平康元 ？〜寛永6年 ？〜 1629 未詳 岡部長盛 慶長4年（1599）養女 未詳

満天姫（養女） 葉縦院 松平康元 ？〜寛永15年 ？〜 1638 未詳 福島忠勝 慶長4年（1599）養女 未詳
津軽信枚 慶長16年（1611）再縁 未詳

栄姫（ねね姫）
（養女） 大梁院 保科正直 ？〜寛永12年 ？〜 1635 未詳 黒田長政 慶長5年（1600）養女 未詳

女子（養女） 久松院 松平康元 ？〜寛永6年 ？〜 1629 未詳
田中忠政 未詳 未詳
松平（大給）
成重 未詳

女子（養女） 浄明院 松平康元 ？〜承応2年 ？〜 1653 未詳 中村忠一 慶長9年（1604） 未詳
毛利秀元 慶長17年（1612）再縁

女子（養女） 未詳 松平康元 未詳 未詳 未詳 榊原忠政 未詳 未詳
菅沼定芳 未詳（再縁）

名阿姫（養女） 光照院 松平定勝 文禄4 〜寛永9年 1595 〜 1632 38 山内忠義 慶長11年（1606） 12
連姫（蓮姫）（養女） 長寿院 松平康直 天正10 〜承応元年 1582 〜 1652 62 有馬豊氏 慶長7年（1602） 21
女子（養女） 唐梅院 松平康親 ？〜寛永16年 ？〜 1639 未詳 井伊直政 未詳 未詳
女子（養女） 高源院 岡部長盛 天正16 〜寛文元年 1588 〜 1661 74 鍋島勝茂 慶長10年（1605）養女 未詳

国姫（養女） 栄寿院 本多忠政 文禄4 〜慶長2年 1595 〜 1597 55 堀忠俊 慶長10年（1605） 11
有馬直純 慶長15年（1610）再縁 16

女子（養女） 円照院 本多忠政 慶長2 〜寛永20年 1597 〜 1643 47 小笠原忠脩 未詳 未詳
小笠原忠政 元和2年（1616）再縁 20

女子（養女） 清浄院 水野忠重 天正10 〜明暦2年 1582 〜 1656 75 加藤清正 慶長4年（1599） 18
万姫（氏姫）（養女） 敬台院 小笠原秀政 文禄元〜寛文6年 1592 〜 1666 75 蜂須賀至鎮 慶長5年（1600） 9

秀忠

千姫 天樹院 慶長2 〜寛文6年 1597 〜 1666 70 豊臣秀頼 慶長8年（1603） 7
本多忠刻 元和2年（1616）再縁 20

子々姫（珠姫） 天徳院 慶長4 〜元和8年 1599 〜 1622 24 前田利常 慶長6年（1601） 3
勝姫 天崇院 慶長6 〜寛文12年 1601 〜 1672 72 松平忠直 慶長16年（1611） 11
初姫 興安院 慶長7 〜寛永7年 1602 〜 1630 29 京極忠高 慶長11年（1606） 5
和子 東福門院 慶長12 〜延宝6年 1607 〜 1678 72 後水尾天皇 元和7年（1621） 15
土佐姫（養女） 龍照院 結城秀康 慶長2 〜明暦元年 1597 〜 1655 59 毛利秀就 慶長15年（1610） 14
千代姫（養女） 保寿院 小笠原秀政 慶長2 〜慶安2年 1597 〜 1649 53 細川忠利 慶長14年（1609） 13
女子（養女） 雲松院 奥平家昌 ？〜慶安3年 ？〜 1650 未詳 堀尾忠晴 慶長15年（1610） 未詳
振姫（利久姫）

（養女） 孝勝院 池田輝政 慶長12 〜万治2年 1607 〜 1659 53 伊達忠宗 元和3年（1617） 11

女子（養女） 未詳 蒲生秀行 慶長7 〜明暦2年 1602 〜 1656 55 加藤忠広 慶長19年（1614） 13
亀姫（養女） 宝珠院 松平忠直 元和3 〜延宝9年 1617 〜 1681 65 高松好仁親王 寛永7年（1630）縁組 未詳
女子（養女） 福照（正）院 榊原康政 ？〜寛文12年 ？〜 1672 未詳 池田利隆 慶長10年（1605）養女 未詳
女子（養女） 梅溪院 松平忠良 ？〜寛永5年 ？〜 1628 未詳 黒田忠之 未詳 未詳
勝姫（養女） 円盛院 本多忠刻 元和4 〜延宝6年 1618 〜 1678 61 池田光政 寛永5年（1628）養女 11

家光

千代姫 霊仙院 寛永14 〜元禄11年 1637 〜 1698 62 尾張徳川光友 寛永16年（1639） 3
亀姫（鶴姫、大姫）

（養女） 清泰院 水戸徳川頼房 寛永4 〜明暦2年 1627 〜 1656 30 前田光高 寛永10年（1633） 7

鶴姫（養女） 簾貞院 松平忠直 元和4 〜寛文11年 1618 〜 1671 54 九条道房 寛永9年（1632） 15
通姫（輝子）（養女） 靖厳院 池田光政 寛永13 〜享保2年 1636 〜 1717 82 一条教輔 慶安2年（1649） 13

※年齢は数え年
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多
平
「
郎
姿
絵
屛
風
「
「
像
主
に
つ
い
て

四
九

将軍名 子女名 院号 実父 生歿年（和暦） 生歿年（西暦） 享年 夫 婚姻年 婚姻
年齢

家康

亀姫
（森姫、加納殿） 盛徳院 永禄3 〜寛永2年 1560 〜 1625 66

（68） 奥平信昌 天正4年（1576） 17

督姫 良正院 天正3 〜元和元年 1575 〜 1615 41 北条氏直 天正11年（1583） 9
池田輝政 文禄2年（1593）再縁 19

振姫 正（松）清院 天正8 〜元和3年 1580 〜 1618 38 蒲生秀行 慶長3年（1598） 19
浅野長晟 元和2年（1616）再縁 37

女子（養女） 大倫院 本多忠勝 天正元〜元和6年 1573 〜 1621 48 真田信之 天正14年（1586） 14
女子（養女） 未詳 松平信康 天正4 〜慶長12年 1576 〜 1607 未詳 小笠原秀政 未詳 未詳
女子（養女） 未詳 松平康元 ？〜寛永6年 ？〜 1629 未詳 岡部長盛 慶長4年（1599）養女 未詳

満天姫（養女） 葉縦院 松平康元 ？〜寛永15年 ？〜 1638 未詳 福島忠勝 慶長4年（1599）養女 未詳
津軽信枚 慶長16年（1611）再縁 未詳

栄姫（ねね姫）
（養女） 大梁院 保科正直 ？〜寛永12年 ？〜 1635 未詳 黒田長政 慶長5年（1600）養女 未詳

女子（養女） 久松院 松平康元 ？〜寛永6年 ？〜 1629 未詳
田中忠政 未詳 未詳
松平（大給）
成重 未詳

女子（養女） 浄明院 松平康元 ？〜承応2年 ？〜 1653 未詳 中村忠一 慶長9年（1604） 未詳
毛利秀元 慶長17年（1612）再縁

女子（養女） 未詳 松平康元 未詳 未詳 未詳 榊原忠政 未詳 未詳
菅沼定芳 未詳（再縁）

名阿姫（養女） 光照院 松平定勝 文禄4 〜寛永9年 1595 〜 1632 38 山内忠義 慶長11年（1606） 12
連姫（蓮姫）（養女） 長寿院 松平康直 天正10 〜承応元年 1582 〜 1652 62 有馬豊氏 慶長7年（1602） 21
女子（養女） 唐梅院 松平康親 ？〜寛永16年 ？〜 1639 未詳 井伊直政 未詳 未詳
女子（養女） 高源院 岡部長盛 天正16 〜寛文元年 1588 〜 1661 74 鍋島勝茂 慶長10年（1605）養女 未詳

国姫（養女） 栄寿院 本多忠政 文禄4 〜慶長2年 1595 〜 1597 55 堀忠俊 慶長10年（1605） 11
有馬直純 慶長15年（1610）再縁 16

女子（養女） 円照院 本多忠政 慶長2 〜寛永20年 1597 〜 1643 47 小笠原忠脩 未詳 未詳
小笠原忠政 元和2年（1616）再縁 20

女子（養女） 清浄院 水野忠重 天正10 〜明暦2年 1582 〜 1656 75 加藤清正 慶長4年（1599） 18
万姫（氏姫）（養女） 敬台院 小笠原秀政 文禄元〜寛文6年 1592 〜 1666 75 蜂須賀至鎮 慶長5年（1600） 9

秀忠

千姫 天樹院 慶長2 〜寛文6年 1597 〜 1666 70 豊臣秀頼 慶長8年（1603） 7
本多忠刻 元和2年（1616）再縁 20

子々姫（珠姫） 天徳院 慶長4 〜元和8年 1599 〜 1622 24 前田利常 慶長6年（1601） 3
勝姫 天崇院 慶長6 〜寛文12年 1601 〜 1672 72 松平忠直 慶長16年（1611） 11
初姫 興安院 慶長7 〜寛永7年 1602 〜 1630 29 京極忠高 慶長11年（1606） 5
和子 東福門院 慶長12 〜延宝6年 1607 〜 1678 72 後水尾天皇 元和7年（1621） 15
土佐姫（養女） 龍照院 結城秀康 慶長2 〜明暦元年 1597 〜 1655 59 毛利秀就 慶長15年（1610） 14
千代姫（養女） 保寿院 小笠原秀政 慶長2 〜慶安2年 1597 〜 1649 53 細川忠利 慶長14年（1609） 13
女子（養女） 雲松院 奥平家昌 ？〜慶安3年 ？〜 1650 未詳 堀尾忠晴 慶長15年（1610） 未詳
振姫（利久姫）

（養女） 孝勝院 池田輝政 慶長12 〜万治2年 1607 〜 1659 53 伊達忠宗 元和3年（1617） 11

女子（養女） 未詳 蒲生秀行 慶長7 〜明暦2年 1602 〜 1656 55 加藤忠広 慶長19年（1614） 13
亀姫（養女） 宝珠院 松平忠直 元和3 〜延宝9年 1617 〜 1681 65 高松好仁親王 寛永7年（1630）縁組 未詳
女子（養女） 福照（正）院 榊原康政 ？〜寛文12年 ？〜 1672 未詳 池田利隆 慶長10年（1605）養女 未詳
女子（養女） 梅溪院 松平忠良 ？〜寛永5年 ？〜 1628 未詳 黒田忠之 未詳 未詳
勝姫（養女） 円盛院 本多忠刻 元和4 〜延宝6年 1618 〜 1678 61 池田光政 寛永5年（1628）養女 11

家光

千代姫 霊仙院 寛永14 〜元禄11年 1637 〜 1698 62 尾張徳川光友 寛永16年（1639） 3
亀姫（鶴姫、大姫）

（養女） 清泰院 水戸徳川頼房 寛永4 〜明暦2年 1627 〜 1656 30 前田光高 寛永10年（1633） 7

鶴姫（養女） 簾貞院 松平忠直 元和4 〜寛文11年 1618 〜 1671 54 九条道房 寛永9年（1632） 15
通姫（輝子）（養女） 靖厳院 池田光政 寛永13 〜享保2年 1636 〜 1717 82 一条教輔 慶安2年（1649） 13

表2　葵紋の女候補



「
「
多
平
「
郎
姿
絵
屛
風
「
「
像
主
に
つ
い
て

「
〇

千
姫
の
縁
談

千
姫
に
話
を
戻
そ
う
。
寛
永
三
年「
一
六
二
六
「に
忠
刻
「
死
別
す
る
「
「
千
姫
は
落

飾
し
て
天
樹
院
「
号
し
「
ま
も
な
く
江
戸
に
戻
っ
た
。
「
も
に
江
戸
に
「
っ
た
娘
「
勝

姫
に
は
「
先
述
「
「
お
り
早
く
も
縁
談
が
持
ち
上
が
り
「
寛
永
「
年
正
月
に
勝
姫
は
秀

忠
「
養
女
「
し
て
「
一
歳
で
因
幡
鳥
取
池
田
家
三
代
光
政
に
嫁
い
だ
。
そ
「
翌
六
年
「

月
に
は
「
一
人
残
っ
た
寡
婦
「
千
姫
に
も
「
縁
談
が
持
ち
上
が
っ
て
い
る
。『
細
川
家

史
料
』［
寛
永
六
年
］
「
月
「
九
日
書
状
案
に
は
次
「
「
お
り
記
さ
れ
て
い
る
。

一
「
播
磨
へ
御
座
候　

御「
天
樹
院
「

姫
様
「
北「

前

田

光

高

「

国
筑
前
殿
へ
可
被
遣
「
「
儀
「
聞
へ
申
候
「

多
分
相
済
た
る
様
ニ
申
候
「
此
外
相
易
候
儀
も
無
御
座
候
「
此
等
之
趣
宜
有

披
露
候
「
恐
々
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
月
「
九
日

 

貴
田
権「

政
時
「内

殿

縁
談
「
相
手
は
「「
北
国
筑
前
殿
「
す
な
わ
ち
加
賀
前
田
家
三
代
前
田
利
常
「
世
子

光
高「
一
六
一
「
〜
四
「
「で
あ
る
。
光
高
「
母
は
秀
忠
「
次
女
・
子
々
姫「
珠
姫
「で
あ

り
「
光
高
は
秀
忠
に
は
孫
「
千
姫
・
家
光
に
は
甥
に
当
た
る「
系
図
2
「。
こ
「
一
ヶ
月

前
「
四
月
二
「
三
日
に
家
光
「
御
側
で
元
服
を
行
い
「
家
光
か
ら
一
「
拝
領
し
て
「
光

高
「
「
名
乗
り
「
正
四
位
「
左
近
衛
権
少
将
に
叙
任
「
秀
忠
か
ら
は
「
「
月
雨
郷
「
「

「
「
家
光
か
ら
は
「
正
宗
「
「
「
を
「
賜
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
偉
丈
夫
に
成
「
し

た
光
高
「
姿
を
秀
忠
や
家
光
が
目
に
し
た
こ
「
か
ら
縁
談
が
急
浮
上
し
た
「
で
あ
ろ

う
。
た
だ
し
「
こ
「
「
き
千
姫
は
三
「
三
歳
「
光
高
は
「
「
歳
で
「
実
に
「
「
歳
も
年

が
離
れ
て
い
た
。
そ
し
て
伯
母
「
甥
「
「
関
係
で
も
あ
る
。
現
代
「
感
覚
で
は
俄
か
に

は
信
じ
難
い
が
「
戦
国
時
代
は
政
「
結
婚
が
横
行
し
「
二
度
「
三
度
「
結
婚
や
「
子
を

「
51
「

「
52
「

「
53
「

系
図
2

　
　
　
　
　
秀
結
城（
松
平
）

康
　
　
忠
直
　
　
　
　
　
忠
昌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
忠
昌

　
家
徳
川

康
　
　
秀
忠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
姫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
々
姫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
光
高

　
利
前
田

家
　
　
利
長
　
　
　
　
　
利
常

　
　
　
　
　
利
常

産
ん
だ
女
性
「
「
嫁
も
珍
し
く
な
か
っ
た
。
ま
た
「
秀
忠
自
身
「
す
で
に
二
度
「
結
婚

を
し
「
出
産
経
験
「
あ
る
お
江
を
正
室
に
迎
え
て
い
た
。

「
は
い
え
「
男
性
よ
り
も
女
性
が
「
「
歳
も
年
上
「
い
う
「
は
当
時
「
し
て
も
例
は

ほ
「
ん
ど
な
く
「『
細
川
家
史
料
』
「
同
年
「
月
晦
日
書
状
案
で
は
「
千
姫
は
こ
「
縁

談
に
は
「
無
同
心
「
す
な
わ
ち
拒
否
し
た
「
あ
る
。
父
・
秀
忠
か
ら
「
予
想
も
せ
ぬ
縁

談
話
に
精
神
的
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
「
だ
ろ
う
か
「
千
姫
は
ま
も
な
く
病
に
臥
せ
「
同

史
料
に
は
数
度
に
わ
た
り
「
そ
「
病
状
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
一
ヶ
月
ほ
ど
が
経
ち
「

千
姫
は
快
復
し
た
が
「
同
史
料
「
「
同
年
「
月
七
日
書
状
案
「
に
「
縁
談
「
後
報
が
次

「
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

一
「
加「

前
田
光
高
「

賀
筑
州
へ
播
磨
之
御「

天
樹
院
「

姫
様
被
成
御
座
候
儀
「
筑

「
前
田
利
家
妾
「上
木
氏
カ
「

前
殿
御
母
儀
「
事
之
外
御

迷
惑
か
り
「
子
細
は
秀「

豊
臣
「頼

様
・
中「

「
多
忠
刻
「

書
殿
御
果
候
而
「
三
人
め
ハ
事
之
外
御
迷

惑
か
り
不
大
形
之
儀
に
て
「
未
相
済
申
候
「
其
上　

御
姫
様
か
た
く
御
迷
惑

か
り
「
由
候
事
「

二
人
「
縁
談
は
「
前
田
家
側
で
も
「
光
高
が
秀
頼
・
忠
刻
「
死
別
し
た
千
姫
「
三
人

「
54
「



「
「
多
平
「
郎
姿
絵
屛
風
「
「
像
主
に
つ
い
て

「
一

目
「
夫
に
な
る
こ
「
を
縁
起
で
も
な
い
「
「
甚
だ
迷
惑
が
っ
た
「
い
う
。
千
姫
も
ま
た

同
様
に
「
御
迷
惑
「
「
固
辞
し
た
た
め
「
こ
「
縁
談
は
結
局
「
取
り
止
め
「
な
っ
た
。

し
か
し
「
千
姫
「
縁
談
は
こ
れ
で
終
わ
り
に
な
っ
た
訳
で
は
な
か
っ
た
。
秀
忠
は

翌
七
年
「
二
月
に
は
兄
・
結
城
秀
康
「
次
男
で
「
越
前
松
平
家
三
代
忠
昌「
一
「
九
七
〜

一
六
四
「
「「
千
姫
「
「
縁
談
を
画
策
し
て
い
る「
系
図
2
「。
光
高
「
違
い
「
千
姫
「
忠

昌
「
は
同
い
年
で
あ
っ
た
が
「
こ
「
縁
談
も
結
局
「
破
断
「
な
っ
た
。
い
ず
れ
に
し
て

も
秀
忠
が
い
か
に
寡
婦
「
な
っ
た
千
姫
を
嫁
が
せ
る
こ
「
に
執
着
し
て
い
た
か
が
窺
え

よ
う
。
千
姫
「
幸
せ
を
願
っ
て
「
い
う
よ
り
は
「
戦
国
「
世
を
生
き
抜
い
て
き
た
老
獪

な
秀
忠
で
あ
れ
ば
こ
そ
「
政
治
的
安
定
を
目
的
「
し
た
縁
談
「
考
え
た
方
が
妥
当
で
あ

ろ
う
。

な
お
「
す
で
に
前
田
家
に
は
秀
忠
「
次
女
・
子
々
姫
が
「
越
前
松
平
家
に
は
三
女
・

勝
姫
が
嫁
い
で
お
り
「
い
ず
れ
も
将
軍
家
「
は
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た
家
だ
が
「
前
田
家

「
「
間
を
取
り
持
つ
子
々
姫
は
元
和
「
年「
一
六
二
二
「に
死
歿
し
て
い
る
。
一
方
「
越

前
松
平
家
に
嫁
い
だ
勝
姫
は
存
命
だ
っ
た
も
「
「
「
元
和
九
年
に
夫
「
忠
直
が
改
易
さ

れ
て
豊
後
に
流
さ
れ
た
。
ま
た
「
嫡
男
光
「
が
越
後
高
田
に
移
封
さ
れ
た
た
め
「
勝
姫

は
藩
主
生
母
「
し
て
江
戸
「
高
田
屋
敷
で
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
当
時
「
将
軍
家
「
前

田
・
越
前
松
平
「
二
家
「
「
間
が
疎
遠
に
な
り
か
ね
な
い
状
況
に
あ
っ
た
こ
「
か
ら
「

千
姫
「
縁
談
先
に
こ
「
二
家
が
選
ば
れ
た
「
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
「
前
田
家
に
つ
い

て
は
「
千
姫
「
「
破
談
後
「
光
高
は
寛
永
九
年
に
家
光
「
養
女
「
な
っ
た
水
戸
徳
川
家

初
代
頼
房
「
「
女
・
大
姫「
六
歳
「「
縁
組
し
「
翌
「
年
に
婚
儀
を
挙
げ
て
い
る
。
や
は

り
同
家
は
「
徳
川
将
軍
家
に
「
っ
て
是
が
非
で
も
姻
戚
関
係
を
結
ば
な
く
て
は
な
ら
な

い
家
で
あ
っ
た
「
で
あ
る
。
余
談
な
が
ら
「
光
高
は
美
男
子
だ
っ
た
「
「
え
ら
れ
「
衆

道
好
み
「
家
光
が
殊
「
外
「
光
高
を
気
に
入
り
「
鷹
狩
「
際
に
は
手
を
取
り
合
っ
て
出

か
け
た
「
い
い
「
後
年
に
は
家
光
は
跡
継
ぎ
が
な
い
た
め
「
光
高
を
養
子
に
「
考
え
て

い
た
こ
「
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
当
時
「
千
姫
「
状
況
「
徳
川
将
軍
家
「
姻
戚
政
策
を
鑑
み
て
「
「
稿
で

は
「
寛
永
六
年
に
前
田
光
高
「
「
縁
談
が
あ
っ
た
際
「
秀
忠
も
し
く
は
そ
「
周
辺
が
千

姫
に
結
婚
を
勧
め
る
た
め
に
「
図
を
描
か
せ
た
「
す
る
仮
説
を
提
示
し
た
い
。
当
時
光

高
は
「
「
歳
で
元
服
し
た
ば
か
り
で
「
「
分
に
前
髪
が
残
る
年
齢
で
あ
る
。
若
衆
「
姿

も
光
高
な
ら
ば
「
違
和
感
は
解
消
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
秀
忠
は
縁
談
話
を
勧
め
た
も
「

「
「
病
に
陥
る
ほ
ど
「
千
姫
「
激
し
い
拒
否
を
受
け
「
病
中
「
千
姫
「
目
を
慰
め
る
た

め
「
称
し
て
「
当
世
風
「
男
女
が
文
「
や
り
「
り
を
行
う
様
子
を
描
い
た
「
図
を
「
二

人
が
出
会
っ
た
頃
「
「
多
忠
刻
「
千
姫
「
姿
を
描
い
た
「
い
う
名
目
で
贈
っ
た
「
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
立
兵
庫
「
女
を
は
じ
め
遊
女
風
「
人
物
も
登
場
し
「
当
時
流
行
「
風

俗
図
に
な
ら
っ
て
描
か
れ
て
は
い
る
が
「
描
眉
に
葵
紋
散
ら
し
「
小
袖
を
着
用
し
た
女

性
「
姿
は
「
当
事
者
が
み
れ
ば
千
姫
「
わ
か
り
「
対
し
て
若
衆
は
忠
刻
「
い
い
な
が
ら

も
「
前
髪
が
残
り
「
縁
談
「
相
手
で
あ
る
光
高
を
思
わ
せ
る
姿
で
あ
る
。
た
だ
「
身
分

を
特
定
す
る
紋
章
を
は
じ
め
「
す
る
標
章
を
描
か
な
い
こ
「
で
「
若
き
忠
刻
を
描
い
た

「
し
て
言
い
訳
「
で
き
る
余
地
を
残
し
た
「
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
あ
く
ま
で
主
体

は
「
葵
紋
小
袖
「
女
す
な
わ
ち
千
姫
で
あ
り
「
す
で
に
三
「
三
歳
を
数
え
た
彼
女
に
ま

だ
恋
文
を
や
り
「
り
す
る
に
「
分
な
若
々
し
さ
「
美
し
さ
を
保
ち
「
そ
「
相
手
が
光
高

「
よ
う
な
若
衆
で
も
「
決
し
て
引
け
を
「
る
こ
「
は
な
い
「
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
「
図
に

込
め
た
「
だ
「
想
像
さ
れ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
「
「
図
「
若
衆
「
葵
紋
小
袖
「
女
「

い
ず
れ
も
が
文
を
受
け
取
る
側
「
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
「
も
示
唆
的
で
「
そ
「
恋
愛

を
成
就
さ
せ
る
た
め
両
者
に
働
き
か
け
る
第
三
者
「
存
在
を
匂
わ
せ
る
描
写
「
い
え
よ

う
。「

図
は
「
千
姫
「
前
田
光
高
「
い
う
上
流
武
家
「
男
女
を
「
遊
里
を
舞
台
「
し
た
当

時
流
行
「
文
使
い
図
に
見
立
て
て
描
い
た
図
「
い
え
る
。
こ
う
し
た
「
見
立
て
「
は
江

「
55
「

「
56
「

「
57
「



「
「
多
平
「
郎
姿
絵
屛
風
「
「
像
主
に
つ
い
て

「
二

戸
「
文
芸
に
み
ら
れ
る
趣
向
「
一
つ
で
「
歴
史
上
や
古
典
文
学
「
登
場
人
物
な
ど
を
当

世
風
「
若
衆
や
美
女
に
置
き
換
え
て
「
ダ
ブ
ル
イ
メ
ー
ジ
を
付
加
さ
せ
「
あ
る
い
は
そ

「
落
差
を
楽
し
む
。
こ
こ
で
は
上
流
武
家
「
男
女
を
か
ぶ
き
者
や
遊
女
風
情
に
「
一
見

身
を
落
「
し
た
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
こ
「
か
ら
「「
や
つ
し
「
「
も
い
え
る
。
ま
た
「

若
衆
は
「
多
忠
刻
「
前
田
光
高
「
二
人
を
重
ね
合
わ
せ
て
描
か
れ
て
い
る
「
み
な
さ

れ
「
非
常
に
高
度
な
表
現
手
法
を
用
い
た
絵
画
「
し
て
も
高
く
評
価
で
き
る
「
考
え
ら

れ
る
。

お　

わ　

り　

に

「
稿
で
は
「
尾
張
家
に
「
来
し
た
「
「
多
平
「
郎
姿
絵
屛
風
「
を
取
り
上
げ
「
「
図

「
風
俗
表
現
に
注
目
し
「
当
時
「
武
家
「
風
習
や
史
料
に
よ
り
人
物
「
身
分
や
年
齢
を

明
ら
か
に
す
る
こ
「
で
「
像
主
「
特
定
を
試
み
た
。

「
図
は
「
か
ね
て
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
卑
俗
的
な
表
現
が
見
受
け
ら
れ
る

も
「
「
「
葵
紋
小
袖
「
女
に
つ
い
て
は
「「
葵
紋
「
「
紋
章
は
も
「
よ
り
描
眉
「
顔
貌

表
現
か
ら
「
遊
女
で
は
な
く
武
家
「
上
流
階
級
に
属
す
る
「
「
元
服
「
「
女
性
を
描
い

て
い
る
こ
「
は
明
ら
か
で
「
当
時
「
徳
川
一
門
「
婚
姻
状
況
「
照
合
し
て
み
て
も
「
そ

「
候
補
「
な
る
「
は
徳
川
「
一
「
姫
で
あ
っ
た
千
姫
た
だ
一
人
で
あ
る
。
他
方
「
若
衆

は
家
紋
「
よ
う
な
身
分
標
識
に
乏
し
い
上
に
「
武
家
「
通
過
儀
礼
で
い
う
「
こ
ろ
「

「
半
元
服
「
「
姿
で
描
か
れ
て
お
り
「
千
姫
「
夫
で
あ
っ
た
忠
刻
「
す
る
に
は
「「
「
元

服
「
姿
「
千
姫
「
「
釣
り
合
い
が
取
れ
な
い
。
し
か
し
「
忠
刻
歿
後
「
千
姫
に
二
度
「

縁
談
が
持
ち
上
が
っ
て
い
た
こ
「
が
判
明
し
「
む
し
ろ
「
図
は
忠
刻
「
千
姫
で
は
な

く
「
寛
永
六
年「
一
六
二
九
「に
縁
談
「
あ
っ
た
前
田
光
高
「
千
姫
「
し
て
描
か
れ
た
「

推
測
す
る
に
い
た
っ
た
。
縁
談
時
に
光
高
は
元
服
し
た
ば
か
り
「「
半
元
服
「姿
で
あ
っ

た
「
考
え
ら
れ
る
こ
「
か
ら
「
「
図
「
若
衆
「
風
俗
表
現
「
も
矛
盾
は
な
く
「
秀
忠
が

発
注
者
「
な
り
「
千
姫
に
縁
談
を
す
す
め
る
目
的
で
「
図
を
描
か
せ
た
「
「
仮
説
を
提

示
し
「
結
論
「
し
た
。
「
図
は
「
「
多
忠
刻
「
千
姫
「
恋
物
語
を
懐
古
的
に
描
い
た
「

さ
れ
て
き
た
が
「
寛
永
六
年
「
光
高
「
「
縁
談
時
「
方
が
「
当
時
「
将
軍
家
を
め
ぐ
る

政
治
状
況
か
ら
み
て
も
製
「
「
必
然
性
は
高
い
。
ま
た
寛
永
六
年
「
い
う
年
代
感
は
「

風
俗
表
現
や
葵
紋
「
様
式
「
も
矛
盾
が
な
く
「
「
図
「
製
「
時
期
「
し
て
は
穏
当
で
あ

る
「
い
え
よ
う
。

身
分
制
度
が
厳
密
に
定
め
ら
れ
た
江
戸
時
代
は
「
衣
服
や
髪
型
「
み
な
ら
ず
「
お
歯

黒
や
眉
化
粧
な
ど
か
ら
「
そ
「
人
物
が
ど
う
い
っ
た
身
分
階
級
に
属
し
「
年
齢
「
未
婚

か
既
婚
か
が
わ
か
っ
た
「
さ
れ
る
。
現
代
「
我
々
に
は
「
も
は
や
江
戸
時
代
「
身
分
標

識
を
容
易
に
読
み
解
く
こ
「
は
で
き
な
い
が
「
江
戸
時
代
に
あ
っ
て
は
「
遊
里
で
あ
れ

ば
ま
だ
し
も
「
武
家
「
上
流
階
級
に
属
す
元
服
後
「
女
性
「
半
元
服
「
若
衆
「
「
恋
愛

ご
「
は
「
か
な
り
奇
異
に
映
っ
た
「
で
は
な
い
か
「
想
像
さ
れ
る
。

千
姫
「
い
え
ば
「「
吉
田
通
れ
ば
二
階
か
ら
招
く
「
し
か
も
鹿
子
「
振
袖
で
「
「
い

う
俗
謡
を
は
じ
め
「
寡
婦
「
千
姫
が
「
吉
田
御
殿
「
に
夜
な
夜
な
美
男
を
招
き
入
れ
て

は
殺
す
「
い
う
不
名
誉
な
「
「
が
生
ま
れ
「
浪
曲
や
浮
世
絵
「
題
材
「
も
さ
れ
た
こ
「

が
有
名
で
あ
る
。
振
袖
で
は
な
い
が
「
「
図
「
葵
紋
小
袖
も
鹿
子「
絞
り
「で
あ
り
「
こ

「
「
「
が
生
ま
れ
た
一
因
に
「
図
「
存
在
が
あ
っ
た
「
で
な
い
か
「
も
想
像
を
広
げ
た

く
な
る
。

な
お
「
徳
川
美
術
館
で
「
定
期
研
究
発
表
後
に
「
い
く
つ
か
「
質
問
を
受
け
た
が
「

そ
「
う
ち
二
つ
「
質
問
に
答
え
る
形
で
稿
を
閉
じ
る
こ
「
「
し
た
い
。
ま
ず
一
つ
は
「

若
衆
を
前
田
光
高
「
す
れ
ば
「
「
図
「
「
「
多
平
「
郎
「
「
い
う
名
称
は
変
え
る
必
要

が
あ
る
か
「
「
「
質
問
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
秀
忠
は
若
衆
「
姿
に
前
田
光
高

を
想
定
し
て
描
か
せ
た
が
「
千
姫
「
固
辞
を
考
え
れ
ば
「
あ
か
ら
さ
ま
に
光
高
「
名
を

「
58
「

「
59
「

「
60
「



「
「
多
平
「
郎
姿
絵
屛
風
「
「
像
主
に
つ
い
て

「
三

出
す
こ
「
は
憚
ら
れ
「
建
前
は
あ
く
ま
で
も
「
多
忠
刻
を
描
い
た
図
「
し
て
千
姫
に
贈

ら
れ
た
「
考
え
た
い
。
そ
「
意
味
で
は
「
「
図
「
名
称
は
「
「
多
平
「
郎
姿
絵
屛
風
「

「
ま
ま
で
よ
い
「
思
わ
れ
る
。

ま
た
「
今
一
つ
「
質
問
は
「
秀
忠
が
発
注
者
で
あ
れ
ば
「
な
ぜ
「
図
が
尾
張
家
に
「

来
し
た
「
か
「
い
う
こ
「
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
「

室
内
調
度
品
で
あ
る
屛
風
は
「
あ
く
ま
で
も
「
移
動
可
能
な
動
産
で
あ
り
「
購
入
や
贈

答
「
形
見
分
け
に
よ
っ
て
入
手
さ
れ
る
例
が
記
録
に
多
く
散
見
さ
れ
る
こ
「
を
指
摘

し
て
お
き
た
い
。
「
図
「
場
合
「
天
保
「
四
年「
一
「
四
三
「を
遡
る
記
録
は
未
見
だ
が
「

尾
張
家
に
「
来
し
た
か
ら
「
尾
張
家
で
発
注
・
製
「
さ
れ
た
「
短
絡
的
に
考
え
る
こ
「

は
む
し
ろ
危
険
で
あ
る
。
将
軍
家
「
尾
張
家
は
「
徳
川
一
門
で
あ
る
ば
か
り
か
「
三
代

将
軍
家
光
「
「
女
千
代
姫
が
尾
張
家
に
婚
嫁
し
た
「
を
は
じ
め
「
将
軍
家
「
娘
を
正
室

に
迎
え
「
ま
た
尾
張
家
か
ら
も
将
軍
家
へ
養
女
を
出
し
「
さ
ら
に
は
子
沢
「
で
知
ら
れ

る
「
一
代
将
軍
家
斉
「
子
供
を
数
代
に
わ
た
っ
て
養
子
に
迎
え
て
い
る
。
幾
重
に
も
関

係
を
結
ん
で
き
た
間
柄
で
あ
り
「
上
杉
鷹
「
「
例
に
見
る
よ
う
に
「
何
ら
か
「
契
機
に

贈
答
品
や
形
見
分
け
な
ど
「
し
て
「
「
図
が
将
軍
家
か
ら
尾
張
家
に
入
っ
た
「
し
て
も

不
思
議
は
な
い
。

「
図
で
風
俗
表
現
に
着
目
し
た
よ
う
に
「
風
俗
画
は
や
は
り
そ
「
当
時
「
人
々
「
風

俗
─
風
習
や
身
な
り
─
を
読
み
解
い
て
は
じ
め
て
「
そ
「
醍
醐
味
や
面
白
さ
が
味
わ
え

る
「
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
稿
は
あ
く
ま
で
そ
「
一
端
を
示
し
た
に
す
ぎ
な
い
が
「

風
俗
画
「
解
明
に
お
い
て
「
拙
稿
が
そ
「
一
助
「
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

註「
1
「　

・
黒
田
日
出
男
『
謎
解
き 

洛
中
洛
外
図
』「
岩
波
新
書
435
「　

岩
波
書
店　

平
成
「
「
年
三

月
。

・
成
澤
勝
嗣
「
王
権
へ
「
追
憶
─
太
閤
秀
吉
「
風
俗
画
「
あ
や
し
い
関
係
─
「「『
講
座
日
「

美
術
史
3　

図
像
「
意
味
』　

東
京
大
学
出
版
会　

平
成
「
七
年
六
月
「。

・
黒
田
日
出
男
『
江
戸
図
屛
風
「
謎
を
解
く
』　

角
川
学
芸
出
版
〈
角
川
選
書
〉　

平
成

二
「
二
年
九
月
。

・
成
澤
勝
嗣
「「
御
所
参
内
・
聚
楽
第
図
行
幸
図
屛
風
」
「
太
閤
追
慕
「
風
俗
画
「「『「
御
所

参
内
・
聚
楽
第
行
幸
図
屛
風
「
学
術
調
査
報
告
書
』　

上
越
市
教
育
委
員
会　

平
成
二
「
四

年
「
月
「。

・
黒
田
日
出
男
『
豊
国
祭
礼
図
を
読
む
』　

角
川
学
芸
出
版
〈
角
川
選
書
〉　

平
成
二
「
「
年

「
一
月
な
ど
。

「
2
「　

平
成
二
「
二
年
一
月
二
「
九
日
「
東
京
文
化
財
研
究
所
セ
ミ
ナ
ー
室
に
お
い
て
徳
川
美
術

館
・
東
京
文
化
財
研
究
所
「
近
世
風
俗
画
共
同
研
究
調
査
報
告
会　
「
歌
舞
伎
図
巻
「・「
「

多
平
「
郎
姿
絵
屛
風
「
を
中
心
に
「
に
お
い
て
同
研
究
所
「
江
村
知
子
氏
「
「
も
に
口
頭
発

表
し
た
。

「
3
「　

吉
川
美
穂
「
遊
楽
図
二
題
─
「
遊
楽
図
屛
風「
相
応
寺
屛
風
「「
「
「
多
平
「
郎
姿
絵
屛
風
「

─
「「『
遊
び
「
流
儀　

遊
楽
図
「
系
譜
』　

サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館　

二
〇
一
九
年
六
月
「。

「
4
「　

現
状
で
は
「
地
色
は
茶
色
に
見
え
る
が
「
顔
料
で
は
な
く
有
機
染
料
で
塗
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
見
え
「
当
初
は
「
邊
知
行
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
紫
色
か
「
も
し
く
は
臙
脂
色
だ
っ
た

可
能
性
が
高
い
「
思
わ
れ
る
。
「
邊
知
行
「
「
多
平
「
郎
姿
繪
「
服
飾
覺
書
き
「「『
大
和
文

華
』
二
「
一
号　

大
和
文
華
館　

昭
和
三
「
一
年
「
月
「。

「
5
「　

註「
4
「前
掲
論
文
参
照
。
「
邊
氏
論
文
で
は
「「
匹
田
絞
り
「
「
表
現
さ
れ
て
い
る
が
「

拙
稿
で
は
「
鹿
子
絞
り
「
「
表
記
す
る
。

「
6
「　

神
谷
栄
子
『
日
「
「
美
術　

第
六
「
七
号　

小
袖
』　

至
文
堂　

昭
和
四
「
六
年
「
二
月
。

「
7
「　

註「
4
「前
掲
論
文
参
照
。

「
8
「　

註「
4
「前
掲
論
文
参
照
。

「
9
「　

・
武
田
恒
夫
氏
「
品
解
説「
武
田
恒
夫
・
小
林
忠
・
「
畑
健
・
松
田
修
・
菊
池
貞
夫
編
『
日

「
屛
風
絵
集
成　

第
「
四
巻　

風
俗
画　

遊
楽
・
誰
ヵ
袖
』　

講
談
社　

昭
和
「
「
二
年
九

月
「。

・
奥
平
俊
六
「
文
使
い
図
攷
─
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
付
属
美
術
館
所
蔵
『
文
使
い
図
』
を
中

心
「
し
て
─
「「『
原
色
日
「
「
美
術　

第
二
「
七
巻　

在
外
美
術「
絵
画
「』　

小
学
館　

昭
和

「
「
「
年
「
一
月
「。



「
「
多
平
「
郎
姿
絵
屛
風
「
「
像
主
に
つ
い
て

「
四

会　

一
九
「
九
年
三
月
「。

「
17
「　
『
藩
士
名
寄
』
一
〜
二　

い
ノ
上
〜
中　

徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
。

「
18
「　

「
「
泰
一
「
研
究
ノ
ー
ト 

尾
張
徳
川
家
「
幕
末
期
に
お
け
る
什
宝「
収
蔵
品
「「
種
類
「

数
量
に
つ
い
て「
一
「　

─
絵
画
・
書
籍
編
─
「「「『
金
鯱
叢
書
』
第
三
「
一
輯　

徳
川
黎
明

会　

平
成
「
六
年
「
二
月
「。

「
19
「　

「
「
泰
一
「
遊
楽
図
屛
風「
相
応
寺
屛
風
「「
「
来　

─
相
応
院「
お
亀
「
方
「「
遺
愛
品
で

は
な
い
─
「「『
金
鯱
叢
書
』
第
「
二
輯　

徳
川
黎
明
会　

昭
和
六
「
年
六
月
「。

　

岩
田
美
穂
「
徳
川
美
術
館
蔵
「
歌
舞
伎
図
巻
「
に
つ
い
て
「「『
金
鯱
叢
書
』
第
二
「
「
輯

　

徳
川
黎
明
会　

平
成
九
年
「
月
「。

「
20
「　

成
瀬
不
二
雄
「
松
浦
屛
風
「
寛
永
期
「
風
俗
画
「「『
特
別
展 

国
宝
・
松
浦
屛
風
─
江
戸
時

代
寛
永
期
「
女
性
美
─
』　

大
和
文
華
館　

昭
和
「
「
九
年
「
月
「。

　

狩
野
博
幸
「
彦
根
屛
風
模
「　

羽
川
珍
重
筆
「「『
学
叢
』
第
九
号　

京
都
国
立
博
物
館　

昭
和
六
「
二
年
三
月
「。

「
21
「　

尾
張
家
に
は
「
こ
れ
ら
「
風
俗
画
「
外
に
「
浮
世
又
平
筆
「
す
る
六
曲
一
双
「
風
俗
画
が

所
蔵
さ
れ
て
い
た
が
「
大
正
「
年「
一
九
二
一
「「
売
立
で
「
尾
張
家
を
離
れ
て
い
る
。

「
22
「　

筆
者
不
詳
「
「
多
平
「
郎
姿
繪
屛
風
「
解
説「『
國
華
』
第
三
〇
「
号　

國
華
社　

大
正
「

年
一
月
「。

「
23
「　

田
中
喜
「
『
初
期
浮
世
繪
選
集
』　

初
期
浮
世
繪
選
集
刊
行
会　

昭
和
三
年
。

「
24
「　

註「
16
「前
掲
論
文
参
照
。

「
25
「　

中
村
孝
也
『
千
姫
眞
實
傳
』　

国
民
文
化
研
究
会　

昭
和
四
「
一
年
七
月
。

「
26
「　

武
田
恒
夫
「
「
多
平
「
郎
姿
絵
屛
風
「
「
品
解
説「
武
田
恒
夫
・
小
林
忠
・
「
畑
健
・
松

田
修
・
菊
池
貞
夫
編
『
日
「
屛
風
絵
集
成　

第
「
四
巻　

風
俗
画　

遊
楽
・
誰
カ
袖
』　

講

談
社　

昭
和
「
「
二
年
九
月
「。

「
27
「　

首
藤
善
樹
編
『
慶
「
日
記
』「
「
願
寺
史
料
集
成
「　

同
朋
舎
出
版　

昭
和
「
「
「
年
「
月
。

「
28
「　

奥
平
俊
六
『
絵
は
語
る
「
10
「
彦
根
屛
風
─
無
言
劇
「
演
出
─
』　

平
凡
社　

平
成
「
年
三

月
。

「
29
「　
「
事
蹟
録
「
寛
永
「
年
九
月
「
「
日
条
。
徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
。

一　

大
額
大
撫
付
大
刺
「
髭
置
候
儀
可
為
曲
事

一　

大
「
大
脇
指
停
止
之
事
「
ハ
貮
尺
七
「
寸
脇
指
ハ

「
10
「　

黒
田
泰
三
「
相
応
寺
屛
風
「
筆
者
に
つ
い
て
「「『
九
州
藝
術
学
会
誌　

デ
・
ア
ル
テ
』
第

六
号　

九
州
藝
術
学
会　

平
成
二
年
三
月
「「
同
「
彦
根
屛
風
「
画
家
─
狩
野
「
信
「
可
能

性
「「『
講
座
日
「
美
術
史　

第
1
巻 

物
か
ら
言
葉
へ
』　

東
京
大
学
出
版
会　

平
成
「
七
年

四
月
「「
同
「
狩
野
「
信
「
画
業
に
つ
い
て
「「『
出
光
美
術
館
研
究
紀
要
』
「
一
号　

出
光
美

術
館　

平
成
「
「
年
一
月
「。

「
11
「　

江
村
知
子
「
江
戸
時
代
初
期
風
俗
画
「
表
現
世
界
「「『
美
術
研
究
』
第
四
〇
「
号　

東
京

文
化
財
研
究
所　

平
成
二
「
四
年
一
月
「。「
彦
根
屛
風
「に
み
ら
れ
る
睫ま

つ
げ「

描
写
を
は
じ
め
「

瞳
「
左
右
「
白
目
に
白
い
点
を
置
く
表
現
は
「
「
図
に
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
ま
た
「
鹿
子

絞
り
は
「
彦
根
屛
風
「
で
は
白
絵
具
を
盛
り
上
げ
た
上
に
「
中
央
に
地
色
「
同
じ
色
「
点
を

置
い
て
立
体
的
に
あ
ら
わ
す
「
に
対
し
「
「
図
は
白
絵
具
で
ド
ー
ナ
ツ
状
「
丸
を
描
く
「
み

で
あ
る
。「
彦
根
屛
風
「
「
人
物
や
モ
テ
ィ
ー
フ
は
均
質
な
線
描
で
「
輪
郭
線
を
塗
り
よ
け

て
彩
色
す
る
「
彫
り
塗
り
「
で
あ
ら
わ
さ
れ
「
画
面
が
緊
密
に
「
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
「
に

対
し
「
「
図
は
打
ち
込
み
「
あ
る
鋭
い
線
描
で
「
お
お
ら
か
に
モ
テ
ィ
ー
フ
が
描
写
さ
れ
て

い
る
。

　

ま
た
「
次
「
論
文
・
図
版
を
参
考
「
し
た
。

・
髙
木
文
恵
「
彦
根
屛
風
─
「
来
「
研
究
史
─
「「
江
村
知
子
「
彦
根
屛
風
「
表
現
に
つ
い

て
「「
東
京
文
化
財
研
究
所 

企
画
情
報
部
・
彦
根
城
博
物
館
編
集
『
国
宝　

彦
根
屛
風
』
東

京
文
化
財
研
究
所　

平
成
二
「
年
三
月
「。

「
12
「　

菅
沼
貞
三
「
「
多
平
「
郎
姿
繪
「「『『
大
和
文
華
』
二
「
一
号　

大
和
文
華
館　

昭
和

三
「
一
年
「
月
「。

「
13
「　

註「
10
「前
掲
論
文
参
照
。

「
14
「　

奥
平
俊
六
「
風
俗
図
屛
風「
「
「
多
平
「
郎
姿
絵
屛
風
「「
「
品
解
説「『
日
「
美
術
全
集　

第
「
七
巻　

狩
野
派
「
風
俗
画　

江
戸
「
絵
画
Ⅰ
』
講
談
社　

平
成
四
年
六
月
「「
「
品
番

号
96
。

「
15
「　

大
正
「
年
一
月
発
行
「
『
國
華
』
第
三
〇
「
号
「
「
尾
州
家
所
蔵
「
浮
世
絵
古
屛
風
「
「

解
説
中
に
お
い
て
「「
恐
ら
く
尾
張
藩
祖
「
直
公
「
生
母
「
相
応
院
夫
人
「
愛
玩
せ
ら
れ
た

る
も
「
ゝ
一
な
る
べ
く
「
「
し
て
「
一
時
期
「
重
要
文
化
財
「
遊
楽
図「
相
応
寺
屛
風
「「
「

同
様
「
相
応
院
愛
玩
品
「
す
る
説
が
あ
っ
た
。

「
16
「　

高
橋
敦
子
「「
「
多
平
「
郎
姿
絵
」
研
究
「「『
哲
学
会
誌
』
第
「
三
号　

学
習
院
大
学
哲
学



「
「
多
平
「
郎
姿
絵
屛
風
「
「
像
主
に
つ
い
て

「
「

　
　

壹
尺
七
「
寸
迄
不
苦
鹿
狩
鷹
野
之
時
大
脇
指

　
　

可
為
各
別
事

一　

「
脇
指
之
鞘
朱
青
漆
黄
漆
白
檀
大
鍔
角
鍔
停
止
之
事

「
30
「　

註「
28
「前
掲
書
参
照
。

「
31
「　

小
林
忠
「
遊
楽
人
物
図「
加
賀
屛
風
「「
「
品
解
説「
註「
26
「前
掲
書
所
収
「。

「
32
「　

註「
16
「前
掲
論
文
参
照
。

「
33
「　

「
図
に
み
る
小
さ
な
点
二
つ
「
よ
う
な
眉
は
「
水
嶋
卜
也
著
「
化
粧
眉
「
口
傳
「
「
「
古

法
眉
「
「
図
に
近
い
「
い
え
る
。
な
お
「「
化
粧
眉
「
口
傳
「
は
次
「
写
「
で
確
認
し
た
。

・『
日
「
「
化
粧
─
道
具
「
心
模
様
』「
ポ
ー
ラ
文
化
研
究
所　

一
九
「
九
年
「
二
月
「掲
載
「

　

宮
野
忠
之
烝
写
「
宝
永
「
年「
一
七
〇
「
「。

・
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
「　

「
間
百
里
写
「
文
化
七
年「
一
「
一
〇
「。
早
稲
田
大
学
図
書

館
デ
ー
タ
ベ
ー
スW

IN
E

で
令
和
二
年
一
月
「
九
日
閲
覧
。

「
34
「　

朝
倉
治
彦
・
柏
川
修
一
編
『
守
貞
謾
稿
』
第
二
巻　

東
京
堂
出
版　

平
成
四
年
九
月
。

今
世
モ
「
前
に
云
ル
如
ク
「
染
レ
歯
テ
始
メ
嫁
ス
ル
ヲ
「
ト
ス
。
然
ト
雖
ド
モ
「
民
間
ニ
至

リ
テ
ハ
「
京
坂
ノ
女
二
「
歳
「
江
戸
ハ
二
「
未
満
ノ
少
女
モ
「
未
嫁
ス
シ
テ
歯
ヲ
染
ル
者
「

太
ダ
多
シ
。
京
坂
ノ
未
レ
嫁
「
或
ハ
既
ニ
嫁
ス
ト
雖
ド
モ
「
二
「
一
二
歳
「
「
ハ
「
歯
ヲ
黒

メ
テ
「
髪
を
改
メ
ズ
「
尚
「
島
田
曲
等
ニ
結
ブ
。
江
戸
モ
「
吉
原
ノ
傾
城
ハ
同
レ
之
。
島
田

曲
ニ
テ
「
歯
ヲ
染
ル
也
。

京
坂
ノ
「
既
に
嫁
シ
テ
「
歯
ヲ
染
メ
「
髷
ヲ
改
ザ
ル
女
モ
妊
身
シ
テ
「
大
畧
「
ケ
月
頃
ニ
至

リ
「
始
テ
髷
ヲ
改
メ
「
両
輪
等
ニ
結
ビ
「
眉
ヲ
剃
ル
。

江
戸
ハ
「
未
嫁
「
既
ニ
嫁
ス
ル
女
モ
「
歯
ヲ
染
ル
者
ハ
「
専
ラ
髪
ヲ
丸
曲
ニ
更
メ
「
眉
ヲ

剃
ル
也
。
江
戸
モ
「
武
家
ノ
新
婦
ハ
歯
ヲ
黒
メ
「
髪
ヲ
丸
曲
ニ
結
ベ
ド
モ
「
眉
ヲ
剃
ズ
。

二
「
三
四
才
ニ
及
デ
始
テ
「
眉
ヲ
剃
ル
。

京
坂
ノ
新
婦
「
若
シ
二
「
一
二
才
ニ
至
リ
テ
「
妊
ザ
ル
者
ハ
「
孕
ズ
ト
雖
ド
モ
「
曲
ヲ
改
メ
「

眉
ヲ
剃
ル
。
京
坂
ニ
テ
「
歯
ヲ
染
メ
「
眉
ヲ
剃
ル
ヲ
「
顔
ヲ
直
ス
ト
云
。
江
戸
ニ
テ
ハ
「
元

服
ス
ト
云
也
。
又
「
江
戸
ニ
テ
歯
ヲ
黒
メ
テ
「
眉
ヲ
剃
ザ
ル
者
ヲ
「
半
元
服
ト
云
。

又
「
武
家
ノ
媵
婢
ハ
「
夫
ナ
シ
ト
雖
ド
モ
「
大
「
「
六
七
歳
「
上
ノ
者
ハ
「
皆
必
ズ
歯
を
染

メ
「
眉
ヲ
剃
リ
「
髪
ヲ
改
ル
。

京
坂
ノ
游
女
「
及
ビ
藝
子
ト
モ
ニ
「
専
ラ
歯
ヲ
染
ル
也
。
蓋
「
島
田
曲
ニ
テ
「
眉
ヲ
剃
ザ
ル

也
。
彼
徒
ハ
「
年
「
ト
雖
ド
モ
「
眉
ヲ
剃
ズ
「
曲
ヲ
改
メ
ズ
。
又
「
「
一
二
歳
ノ
女
ト
雖
ド

モ
「
藝
子
ハ
疾
ク
歯
ヲ
染
ル
ヲ
誉
ト
ス
是
其
祝
レ
之
コ
ト
ア
リ
テ
「
其
費
ヲ
供
ス
ル
客
ヲ
得

ザ
レ
バ
「
歯
ヲ
染
ル
コ
ト
難
キ
ガ
故
也
。

「
35
「　

近
世
初
期
風
俗
画
で
「
眉
「
有
無
が
確
認
で
き
る
代
表
的
な
「
品
「
う
ち
「
重
要
文
化
財

「
湯
女
図
「「
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
蔵
「に
描
か
れ
た
女
性
六
人
「
う
ち
年
「
「
み
ら
れ
る
三
人
に
は

眉
が
な
い
が
「
こ
れ
は
湯
女
「
い
う
身
分
に
よ
る
「
考
え
ら
れ
る
。

「
36
「　
「
大
上
臈
御
名
事
「「
塙
保
己
一
『
群
書
類
従
・
第
二
「
三
輯　

武
家
部
』 

続
群
書
類
従
完

成
会　

昭
和
「
年
二
月
「。

一
「
九
ツ
に
て
か
ね
を
つ
く
る
な
り
。

　
　
　
　
「
中
「
「

一
「
ぼ
う
ま
ゆ
「
ほ
ど 

ほ
ん
ま
ゆ
「
け
「
し
た
ば
か
り
「
る
な
り
。

一
「
し
き
「
ま
ゆ
は
「
「
六
か
ら
つ
く
る
な
り
。

　
　
　
　
「
中
「
「

一
「
げ
す
は
ま
ゆ
つ
く
ら
ず
。
か
も
じ
か
け
ず
。
わ
き
め
あ
る
べ
か
ら
ず
。

「
37
「　

松
平
慶
永
「
幕
儀
参
考
「
第
二「『
松
平
春
嶽
全
集
』「
1
「　

原
書
房　

昭
和
四
「
「
年
四

月
「。

「
38
「　

名
目
上
「
「
元
服
「
「
区
別
す
る
た
め
に
「
男
子
「
例
に
倣
い
「
実
質
的
な
元
服
を
「
「

元
服
「
「
表
記
す
る
。

「
39
「　

註「
37
「前
掲
書
参
照
。

　

吉
川
美
穂
「
大
名
家
「
姫
君
「
通
過
儀
礼
「
装
い
─
「
姫
君
「
華
麗
な
る
日
々
「
展
に
よ

せ
て
─
「「
徳
川
「
宣
・
「
「
泰
一
監
修
『
徳
川
美
術
館
名
品
展　

姫
君
「
華
麗
な
る
日
々
』

　

朝
日
新
聞
社　

平
成
「
六
年
七
月
「。

「
40
「　

註「
39
「前
掲
吉
川
論
文
参
照
。

「
41
「　

鈴
木
敬
三
「
葵
紋
「
解
説「『
国
史
大
辞
典
』
第
一
巻　

吉
川
弘
文
館　

一
九
七
九
年
一

月
「。

「
42
「　

四
辻
秀
紀
・
龍
澤
彩
「
資
料
編
2　

葵
紋
「
変
遷
「「
徳
川
美
術
館
編
集
『
尾
張
「
殿
様
物

語
』　

徳
川
美
術
館　

平
成
「
九
年
四
月
「。

「
43
「　

旭
充
ほ
か
編
集
『
葵　

徳
川
三
代
展
』「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン　

平
成
「
二

年
四
月
「「
「
品
番
号
1
〜
4
。
岡
崎
市
美
術
博
物
館
編
集
『
家
康
「
肖
像
「
東
照
宮
信
仰
』



「
「
多
平
「
郎
姿
絵
屛
風
「
「
像
主
に
つ
い
て

「
六

「
岡
崎
市
美
術
博
物
館　

二
〇
一
七
年
六
月
「「
「
品
番
号
32
・
34
〜
38
。

「
44
「　

榊
原
悟
「
東
照
大
権
現
像「
霊
夢
像
「「
狩
野
探
幽
筆 

「
品
解
説「
註「
43
「前
掲
『
葵　

徳

川
三
代
展
』「「
「
品
番
号
1
〜
4
。

「
45
「　

神
宮
司
廳
編
『
古
事
類
苑　

三
「
七　

禮
式
部
一
』
禮
式
部
「
一 

元
服
「　

神
宮
司
廳

　

明
治
三
「
二
年
「
一
月
。

「
46
「　

並
木
昌
史
「
成
「
儀
礼
表
「「『
将
軍
か
ら
「
お
く
り
も
「
─
儀
礼
「
拝
領
─
』　

徳
川
美
術

館　

平
成
二
「
六
年
四
月
「。
尾
張
歴
代
藩
主
で
は
「
六
代
継
友
だ
け
が
数
え
二
「
一
歳
で

前
髪
執
を
行
っ
て
い
る
。
継
友
は
三
代
綱
誠
「
「
二
男
に
あ
た
り
「
綱
誠
「
九
男
「
通
温

「
数
え
「
七
歳
「「
同
日
に
前
髪
執
を
行
っ
て
お
り
「
何
等
か
「
事
情
が
あ
っ
て
遅
れ
た
「
考

え
ら
れ
る
。

「
47
「　

千
姫
「
「
歴
に
つ
い
て
は
「
次
「
文
献
を
参
照
し
た
。

・「
幕
府
祚
胤
「
「「
斎
木
一
馬
・
岩
沢
應
彦
・
戸
原
純
一
校
訂
『
徳
川
諸
家
系
譜
』
第
二　

続
群
書
類
従
完
成
会　

昭
和
四
「
九
年
「
月
「。

・
註「
25
「中
村
前
掲
書
参
照
。

・
橋
「
政
次
『
千
姫
考
』　

神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー　

平
成
二
年
四
月
。

・
渋
谷
葉
子
「
千
姫「
天
樹
院
「「
解
説「『
徳
川
「
大
奥
「
事
典
』　

東
京
堂
出
版　

平
成

二
「
七
年
一
月
「。

「
48
「　

「
多
忠
刻
に
つ
い
て
は
「
註「
47
「前
掲
書
・
解
説
「
ほ
か
「
次
「
文
献
を
参
照
し
た
。

・
高
柳
公
寿
・
岡
「
泰
四
・
斎
木
一
馬
『
新
訂　

寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
「
一　

続
群
書
類

従
完
成
会　

昭
和
四
「
年
「
一
月
。

「
49
「　

・
福
田
千
鶴
「
家
康
「
婚
姻
戦
「
─
泰
平
「
世
へ
「「『
別
冊
歴
史
読
「
七
「
「
号 
徳
川
家

康　

天
「
人
へ
「
跳
躍
』　

新
人
物
往
来
社　

二
〇
〇
「
年
一
月
「。

・
竹
内
誠
・
深
井
雅
海
・
松
尾
美
恵
子
編
集
『
徳
川
「
大
奥
「
事
典
』　

東
京
堂
出
版　

平

成
二
「
七
年
一
月
。

・
吉
川
美
穂
「
第
3
節　

将
軍
姫
君
「
婚
姻
「
そ
「
特
権
─
千
代
姫
「
生
涯
を
め
ぐ
っ
て
「

「
竹
内
誠
・
深
井
雅
海
・
松
尾
美
恵
子
・
藤
田
英
昭
編
集
『
論
集 

大
奥
人
物
研
究
』　

東
京

堂
出
版　

令
和
元
年
「
月
「。

尚
「
表
2
は
「
幕
府
祚
胤
「
「「
註「
47
「前
掲
書
参
照
「お
よ
び
高
田
綾
子
「
成
「
徳
川
将
軍

家
子
女
一
覧
「「『
論
集 

大
奥
人
物
研
究
』「を
参
照
し
「
「
成
し
た
。

「
50
「　

尾
張
家
で
は
寛
永
三
年
に
「
女
・
京
姫
「
紀
伊
徳
川
家
で
は
寛
永
「
年
に
「
女
・
因
幡

姫
「
水
戸
徳
川
家
で
は
寛
永
元
年
に
「
女
・
通
子
が
誕
生
し
て
い
る
。

「
51
「　

註「
47
「前
掲
渋
谷
解
説
参
照
。

・
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
『
大
日
「
近
世
史
料　

細
川
家
史
料　

九
』　

東
京
大
学
出
版
会

　

昭
和
「
「
九
年
三
月
。
「
「
「
同
史
料
を
挙
げ
る
時
は
「
こ
れ
を
典
拠
「
す
る
。

「
52
「　

光
高
「
「
歴
に
つ
い
て
は
「
次
「
文
献
を
参
照
し
た
。

・
高
柳
公
寿
・
岡
「
泰
四
・
斎
木
一
馬
『
新
訂　

寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
「
七　

続
群
書
類

従
完
成
会　

昭
和
四
「
年
「
一
月
。

「
53
「　

黒
板
勝
美
編
輯
『
新
訂
増
補　

國
史
体
系　

徳
川
實
紀　

第
二
篇
』　

吉
川
弘
文
館　

昭

和
「
年
四
月
第
一
刷
「
平
成
二
年
「
一
月
第
「
刷
。

「
54
「　
［
寛
永
六
年
］
六
月
廿
三
日
書
状
案
・
同
年
六
月
廿
九
日
書
状
案
・
同
年
七
月
三
日
書
状

案
・
同
年
七
月
「
日
書
状
案
。

「
55
「　

註「
51
「前
掲
『
細
川
家
史
料
』
「
う
ち
［
寛
永
七
年
］
「
二
月
七
日
書
状
案
。

「
56
「　

「
「
博
文
『
遊
び
を
す
る
将
軍　

踊
る
大
名
』　

教
育
出
版　

平
成
「
四
年
六
月
。

「
57
「　

後
年
「
こ
「
「
な
る
が
「
病
気
療
養
中
に
「
病
中
「
御
慰
み
「
「
し
て
屛
風
が
贈
ら
れ
る

例
「
し
て
「
尾
張
家
二
代
光
友
に
狩
野
常
信
筆
「
屛
風
が
贈
ら
れ
た
記
録「「
事
蹟
録
「
貞
享

四
年
「
一
月
三
日
条
「が
あ
る
。

「
58
「　

註「
47
「前
掲
渋
谷
解
説
参
照
。

「
59
「　

前
田
光
高
「
「
親
密
な
関
係
を
鑑
み
れ
ば
「
家
光
が
発
注
者
で
あ
っ
た
可
能
性
も
否
定
で

き
な
い
。

「
60
「　

註「
47
「橋
「
前
掲
書
参
照
。

［
付
記
］　

「
稿
執
筆
に
際
し
「
東
京
文
化
財
研
究
所 

江
村
知
子
氏
・
城
野
誠
治
氏
・
鳥
光
美
佳

子
氏「
故
人
「「
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館 

学
芸
部
「 

石
田
佳
也
氏
「
徳
川
美
術
館 

前
学
芸
部
「　

四
辻
秀
紀
氏
に
は
「
「
図
を
考
察
す
る
貴
重
な
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
画
像

借
用
に
つ
い
て
は
「
東
京
文
化
財
研
究
所
・
彦
根
城
博
物
館
に
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ

に
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

「
徳
川
美
術
館　

學
藝
員
「



狩
野
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「
に
つ
い
て

「
七

狩
野
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
」
に
つ
い
て

加
　
藤
　
祥
　
平

　

緒　
　
　

言

一　

探
幽
徳
川
「
「
概
要

二　

探
幽
徳
川
「
「
特
質
「
そ
「
画
源

三　

「
七
世
紀
に
お
け
る
呂
紀
「
品
「
受
容
「
探
幽

四　

探
幽
「
呂
紀
学
習

　

結　
　
　

語

緒　
　
　

言

江
戸
時
代
初
期
「
「
七
世
紀
は
様
々
な
絵
画
が
流
通
し
た
時
代
で
あ
る
。
幕
府
「
御

用
を
担
い
「
各
大
名
家
「
も
交
流
し
た
狩
野
探
幽「
一
六
〇
二
〜
一
六
七
四
「は
「
そ
「
立

場
か
ら
古
今
・
日
「
内
外
「
数
多
く
「
絵
画
を
目
に
す
る
こ
「
が
で
き
た
。
従
来
「
探

幽
「
絵
画
観
に
つ
い
て
は
「
中
国
・
宋
元
時
代
「
絵
画
を
重
視
・
尊
重
す
る
室
町
時
代

「
来
「
価
値
大
系
「
影
響
「
に
あ
る
こ
「
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
探
幽
が
和
漢
「
名
画

家
「
画
風
を
七
「
「
図
に
描
き
分
け
た
「
学
古
帖
「「
個
人
蔵
「が
「
室
町
将
軍
家
「
座

敷
飾
り
「
手
引
書
で
あ
る
『
君
台
観
左
右
帳
記
』
に
収
録
さ
れ
る
「
宋
元
時
代
「
画
家

を
上
中
「
に
格
付
け
し
た
「
絵
之
筆
者
上
中
「
「「
い
わ
ゆ
る
「
画
人
録
「
に
基
づ
い

て
い
た
た
め
で
あ
る
。

さ
て
「
そ
も
そ
も
探
幽
「
絵
画
観
が
「
画
人
録
「
「
影
響
を
受
け
る
こ
「
は
「
当
時

「
大
名
家
が
徳
川
将
軍
「
「
御
成
「
を
迎
え
る
際
「
そ
「
座
敷
飾
り
「
基
「
を
『
君
台

観
左
右
帳
記
』に
置
い
て
い
た
こ
「
に
大
き
く
起
因
す
る
。多
く
「
大
名
家
は「
画
人
録
「

に
記
載
さ
れ
る
宋
元
時
代
「
画
家
が
描
い
た
─
「
当
時
認
識
さ
れ
て
い
た
─
絵
画
を
必

然
的
に
蒐
集
・
重
宝
す
る
こ
「
「
な
っ
た
。
将
軍
家
「
御
用
に
仕
え
る
立
場
に
あ
っ
た

探
幽
も
「
そ
う
し
た
環
境
「
で
「
画
人
録
「
「
価
値
観
を
身
に
着
け
る
こ
「
に
な
る
。

た
だ
し
「『
君
台
観
左
右
帳
記
』
が
「
七
世
紀
「
初
頭
か
ら
恒
常
的
に
強
い
影
響
力

を
保
っ
た
か
「
い
う
「
「
必
ず
し
も
そ
う
は
言
え
な
い
。
「
六
世
紀
後
半
か
ら
「
七
世

紀
後
半
に
か
け
て
「
茶
会
で
使
用
さ
れ
た
掛
物
「
変
遷
に
関
す
る
分
析
が
次
「
こ
「

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
「
六
世
紀
末
頃
ま
で
は
「
画
人
録
「
に
記
載
さ
れ
る
宋
元
時

代
「
画
家
「
絵
画
や
同
時
代
「
中
国
禅
僧
「
墨
蹟
が
も
っ
ぱ
ら
用
い
ら
れ
て
い
た
「

が
「
「
七
世
紀
に
な
る
「
「
そ
れ
ま
で
「
書
画
に
加
え
「
絵
画
で
は
雪
舟「
一
四
二
〇

「
1
「

「
2
「

「
3
「



狩
野
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「
に
つ
い
て

「
「

〜
一
「
〇
六
「や
狩
野
元
信「
一
四
七
七
〜
一
「
「
九
「「
い
っ
た
室
町
時
代
「
画
家
「
絵

画
「
さ
ら
に
松
花
堂
昭
乗「
一
「
「
二
〜
一
六
三
九
「や
探
幽
「
い
っ
た
同
時
代
「
画
家
に

よ
る
絵
画
「
鎌
倉
時
代
に
来
朝
し
た
蘭
渓
道
隆「
一
二
一
三
〜
七
「
「や
室
町
時
代
「
一

休
宗
純「
一
三
九
四
〜
一
四
「
一
「「
ま
た
春
屋
宗
園「
一
「
二
九
〜
一
六
一
一
「・
澤
庵
宗
彭

「
一
「
七
三
〜
一
六
四
六
「・
江
月
宗
玩「
一
「
七
四
〜
一
六
四
三
「ら
同
時
代
「
禅
僧
に
よ
る

墨
蹟
が
用
い
ら
れ
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
。
元
々
「
画
人
録
「
に
記
載
さ
れ
る
宋
元
時

代
「
画
家
や
同
時
代
「
禅
僧
に
限
ら
れ
て
い
た
「
こ
ろ
が
「
徐
々
に
筆
者
で
あ
る
画
家

や
禅
僧
「
出
身
地
や
時
代
が
拡
大
し
て
い
っ
た
「
で
あ
り
「
御
成
「
記
録
で
も
「
七
世

紀
後
半
を
中
心
に
同
様
「
現
象
が
確
認
で
き
る
。
要
因
「
一
つ
に
は
「
そ
も
そ
も
日
「

に
渡
っ
て
き
て
い
た
宋
元
時
代
「
絵
画
・
墨
蹟
「
数
量
が
限
ら
れ
て
お
り
「
時
間
が
経

つ
に
つ
れ
需
要
が
供
給
を
超
え
「
入
手
す
る
こ
「
が
難
し
く
な
っ
て
い
っ
た
こ
「
が
考

え
ら
れ
る
。

探
幽
に
よ
る
絵
画
「
鑑
定
記
録
で
あ
る
「
探
幽
縮
図
「
に
は
「
そ
う
し
た
「
七
世
紀

に
流
通
し
て
い
た
絵
画
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。「
探
幽
縮
図
「
中
「
筆
者
が
記
さ
れ
た

縮
図
に
つ
い
て
は
「
板
倉
聖
哲
氏
に
よ
っ
て
次
「
よ
う
に
分
類
が
な
さ
れ
て
い
る「
一

部
「
「
稿
「
表
記
に
合
わ
せ
て
語
句
を
変
更
し
た
「。

⑴　

雪
舟
・
狩
野
元
信
・
狩
野
永
徳
・
明
兆
・
雪
村
な
ど
「
日
「
画

⑵　

室
町
時
代
「
来
「
評
価
「
高
い
宋
元
時
代
「
絵
画

⑶　

院
体
画
「
理
解
「
延
「
「
し
て
「
明
時
代
職
業
画
家
「
「
水
・
人
物
・
花
鳥
図

こ
う
し
た
記
録
を
残
し
た
探
幽
「
絵
画
「
品
に
「
右
「
⑴
・
⑵
か
ら
「
影
響
を
指
摘

す
る
意
見
は
こ
れ
ま
で
多
く
あ
っ
た
が
「
⑶
「
明
時
代「
一
三
六
「
〜
一
六
四
四
「「
絵
画

か
ら
「
影
響
に
関
す
る
言
及
は
未
だ
決
し
て
多
く
な
い
。
近
年
「
成
果
で
は
「
探
幽
が

明
時
代
「
花
鳥
図
「
モ
チ
ー
フ
や
彩
色
法
を
学
習
し
「
「
「
歳
代
「
降
「
「
品
に
み
ら

れ
る
新
た
な
様
式
「
著
色
花
鳥
図
に
活
か
し
た
こ
「
が
安
田
篤
生
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
そ
「
新
た
な
様
式
「
は
「
氏
「
記
述
を
そ
「
ま
ま
借
り
れ
ば
「「
や
や
薄
め

「
彩
色
を
基
調
に
各
種
「
色
を
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
付
け
て
塗
り
「
薄
い
部
分
で
は
「

紙
に
同
化
す
る
よ
う
な
彩
色
法
「に
特
色
が
あ
る
「
い
う
。
ま
た
「野
田
麻
美
氏
が
「
学

古
帖
「
「
分
析
を
深
め
「
明
時
代
絵
画
「
特
に
院
体
画
様
式
「
「
品
を
参
照
し
「「
学

古
帖
「
「
「
画
に
利
用
し
て
い
た
こ
「
を
指
摘
し
て
い
る
。

「
稿
で
「
「
す
る
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「「
徳
川
美
術
館
蔵
。
「
「
「
探
幽
徳
川

「
「
「
「
称
す
る
。
図
1
「は
「
広
い
余
白
を
保
っ
た
画
面
に
四
季
「
花
鳥
を
描
い
た
六

曲
一
双
「
屛
風
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
徳
川
美
術
館
で
「
展
示
を
主
「
し
て
幾
度
か
紹

介
さ
れ
て
き
た
が
「
詳
し
く
論
究
さ
れ
た
こ
「
は
な
か
っ
た
。
「
稿
で
は
「
探
幽
徳
川

「
「
「
品
概
要
を
述
べ
「
構
図
「
モ
チ
ー
フ
に
見
ら
れ
る
探
幽
徳
川
「
「
特
質
を
見
出

し
「
そ
「
源
泉
を
「
七
世
紀
に
需
要
「
高
ま
り
を
み
せ
て
い
た
絵
画
に
追
う
「
「
も

に
「
近
年
「
研
究
成
果
に
基
づ
き
「
明
時
代
「
絵
画
か
ら
探
幽
が
受
け
た
影
響
に
つ
い

て
考
察
を
試
み
る
。

一　

探
幽
徳
川
本
の
概
要

探
幽
徳
川
「
「
基
「
的
な
情
報
を
述
べ
る
「
「
法
量
は
各
隻
「
紙
縦
一
二
一
・
「
糎
「

横
三
二
三
・
六
糎
で
「
「
紙
「
材
質
は
絹
「
著
色
で
あ
る
。
表
装
は
大
縁
を
萌
黄
地
唐

花
文
銀
襴
「
小
縁
を
紺
地
唐
花
唐
草
兎
文
金
襴
「
す
る
。
裏
面
に
は
鳥
襷
文
「
唐
紙
が

貼
ら
れ
て
い
る
。

現
在
徳
川
美
術
館
に
遺
る
尾
張
徳
川
家
「
蔵
帳
「
内
「
「
二
代
斉
荘「
一
「
一
〇
〜

四
「
「頃
「
当
主
「
私
的
所
有
品
を
ま
「
め
た
「
さ
れ
る
「
御
側
御
道
具
帳
「「
什
器
旧
原

「
4
「

「
5
「

「
6
「

「
7
「

「
8
「

「
9
「

「
10
「



狩
野
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「
に
つ
い
て

「
九

簿
第
三
号
「「
「
艮　
御
屛
風
「
に
探
幽
徳
川
「
「
記
載
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
当
時
名
古

屋
城
二
之
丸
「
艮

う
し
「
ら「

東
北
「櫓
内
に
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
「
が
分
か
る
。
し
か
し
「「
御
側

御
道
具
帳
「
「
外
「
蔵
帳
に
記
載
が
確
認
で
き
な
い
た
め
「
そ
れ
「
前
「
来
歴
は
未
詳

で
あ
る
。

ま
た
「「
御
側
御
道
具
帳
「
「
添
書
に
は
「
大
縁
鼡
に
し
き 

小
縁
白
地
錦 

裏
銀
小

紋 

形
帋
金
物
銀
御
紋
ち
ら
し
「
「
あ
り
「
現
状
「
表
装
「
異
な
っ
て
い
る
こ
「
か
ら
「

現
行
「
「
品
台
帳
に
記
録
さ
れ
る
「
大
正
三
年「
一
九
一
四
「二
月
「
骨
組
を
新
調
し
た

仕
立
て
替
え
「
際
に
表
装
が
改
め
ら
れ
た
「
考
え
ら
れ
る
。
表
装
が
改
め
ら
れ
た
「

は
「
現
状
で
も
確
認
で
き
る
よ
う
に
「
画
面
に
広
が
る
虫
損
を
修
理
す
る
た
め
だ
っ
た

「
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
「
蠟
色
塗
「
椽
に
は
「「
御
側
御
道
具
帳
「
「
添
書
「
記
述
通
り
「
銀
製
で
魚
々

子
地
に
葵
紋
が
付
さ
れ
た
飾
金
具
「
鋲
が
打
た
れ
て
い
る「
挿
図
1
「。
葵
紋
「
様
式
「

し
て
は
「
紋
「
縁
が
細
く
「
縁
か
ら
葉
柄
が
伸
び
て
お
り
「
葉
に
は
猪
目
状
「
丸
み
が

見
ら
れ
る
こ
「
か
ら
「
「
七
世
紀
に
製
「
さ
れ
た
金
具
「
考
え
ら
れ
る
。
製
「
経
緯
「

「
「
は
後
に
譲
る
「
し
て
「
「
七
世
紀
に
尾
張
徳
川
家
「
依
頼
で
製
「
さ
れ
た
屛
風
「

想
定
で
き
る
仕
様
「
な
っ
て
い
る
。

両
隻
「
端
に
は
「
墨
書
で
「
探
幽
齋
筆
「
「
署
名
が
記
さ
れ
「「
法
眼
探
幽
「
朱
文

円
内
方
印
・「
探
幽
「
朱
文
方
印
が
捺
さ
れ
て
い
る「
挿
図
2
「。
署
名
「
書
体
に
は
左

右
隻
で
微
細
な
違
い
が
認
め
ら
れ
る
が
「「
探
「
「
手
偏
「
扌
「
「
第
一
画
「
横
画
が

払
う
よ
う
に
し
て
や
や
右
上
方
に
向
か
う
こ
「
「
お
な
じ
く
「
扌
「
「
第
三
画
「
は
ね

上
げ
が
垂
直
方
向
に
寄
っ
て
い
る
こ
「
「「
幽
「
「
第
一
画
「
縦
画
「
終
筆
が
は
ね
上

が
る
こ
「
「
二
つ
「
「
幺
「
が
連
綿
「
し
て
「
〻
「
「
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
「
が
共

通
「
特
徴
「
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
諸
氏
に
よ
っ
て
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
落

款
「
編
年
を
基
に
「
探
幽
徳
川
「
「
他
「
「
例
「
「
署
名
を
比
較
「
「
す
る
「
「
「
応

「
11
「

「
12
「

「
13
「

「
14
「

「
15
「

挿図1　飾金具挿図2　右隻 落款挿図2　左隻 落款
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四
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図
屛
風
「
に
つ
い
て

六
〇

三
年「
一
六
「
四
「か
ら
寛
文
元
年「
一
六
六
一
「頃
「
書
体
「
推
定
さ
れ
る
。

こ
「
頃
「
探
幽
「
動
向
を
先
行
研
究
か
ら
辿
る
「
「
大
規
模
な
事
業
に
限
っ
て
も
「

「
応
三
年
に
は
妙
心
寺
「
坊
方
丈
障
壁
画
「
同
四
年
二
月
に
は
「
応
度
禁
裏
造
営
「
明

暦
三
年「
一
六
「
七
「か
ら
萬
治
元
年「
一
六
「
「
「に
は
江
戸
城
「
丸
「
御
用
を
担
う
な

ど
「
探
幽
「
生
涯
で
も
繁
忙
期
に
あ
た
り
「
江
戸
「
京
を
何
度
も
往
来
し
て
い
る
。
こ

「
期
間
「
探
幽
「
活
動
拠
点
「
ほ
「
ん
ど
は
京
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
「
現
場
で
製
「
す

る
こ
「
も
あ
れ
ば
「
工
房
で
依
頼
品
を
製
「
し
「
「
紙
や
出
来
上
が
っ
た
掛
物
や
屛
風

を
注
文
主
に
送
り
届
け
る
こ
「
も
あ
っ
た
「
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
「
探
幽
だ
け
「
動

向
で
は
探
幽
徳
川
「
が
製
「
さ
れ
た
時
期
を
絞
り
込
む
こ
「
は
難
し
い
。

そ
こ
で
「
同
時
期
「
尾
張
徳
川
家
「
動
向
を
確
認
し
て
お
く
。
探
幽
徳
川
「
が
他
家

か
ら
尾
張
徳
川
家
に
贈
ら
れ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
が
「
そ
う
し
た
「
「
が
記
録

か
ら
確
認
で
き
な
い
現
状
「
尾
張
徳
川
家
が
注
文
し
た
「
仮
定
す
る
。
結
果
を
先
に
述

べ
て
し
ま
う
「
探
幽
徳
川
「
に
直
接
結
び
つ
く
事
柄
は
判
明
し
な
か
っ
た
が
「
同
じ
頃

に
尾
張
徳
川
家
で
起
こ
っ
た
屛
風
「
製
「
に
関
わ
り
が
想
定
さ
れ
る
事
柄
を
列
記
す
る

「
次
「
よ
う
に
な
る
。

「
応
三
年「
一
六
「
四
「　

三
月
「
日
「
二
代
光
友
嫡
男「
実
際
は
二
男
「「
郎
太「
「
ち
「

三
代
綱
誠
「「
髪
置
。

明
暦
元
年「
一
六
「
「
「　

「
月
「
九
日
「
二
代
光
友
女
豊
姫
「
誕
生「
同
年
「
歿
「。

明
暦
二
年「
一
六
「
六
「　

正
月
四
日
「
「
郎
太「
綱
誠
「「
袴
着
。

「
月
六
日
「
二
代
光
友
女
定
姫
「
誕
生
。

「
一
月
九
日
「
二
代
光
友
二
男「
実
際
は
三
男
「岩
之
丞「
「
ち

「
美
濃
国
高
須
松
平
家
初
代
「
行
「「
誕
生
。

「
一
月
「
「
日
「
岩
之
丞「
「
行
「「
七
夜
祝
儀
。

明
暦
三
年「
一
六
「
七
「　

二
月
二
「
九
日
「
岩
之
丞「
「
行
「「
宮
参
り
。

四
月
「
日
「
「
郎
太「
綱
誠
「「
元
服
し
て
綱
「
「
称
す
る
。

従
四
位
「
右
兵
衛
督
に
叙
任
。

「
月
「
四
日
「
鼠
穴
邸
「
上
地
を
命
じ
ら
れ
「
麴
町
邸
・

築
地
蔵
屋
敷
を
賜
る
。

明
暦
四
年「
一
六
「
「
「　

正
月
「
日
「
岩
之
丞「
「
行
「「
髪
置
。

正
月
「
日
「
市
谷
邸
完
成
「
光
友
等
移
徙
。

六
月
朔
日
「
二
代
光
友
女
直
姫
「
誕
生
。

萬
治
三
年「
一
六
六
〇
「　

正
月
「
四
日
「
名
古
屋
火
災
「
市
街
過
半
焼
失
。.

正
月
二
「
四
日
「
岩
之
丞「
「
行
「「
袴
着
。

三
月
二
「
「
日
「
二
代
光
友
女
園
姫
「
誕
生
。

こ
れ
ら
「
期
間
は
「「
郎
太「
綱
誠
「や
岩
之
丞「
「
行
「「
い
っ
た
二
代
光
友「
一
六
二
「

〜
一
七
〇
〇
「「
子
息
ら
が
誕
生
し
「
そ
れ
に
関
連
す
る
慶
事
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い

た
時
期
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
「
細
か
な
記
述
が
な
い
た
め
「
や
は
り
こ
れ
ら
「
事

柄
「
一
つ
「
探
幽
徳
川
「
を
結
び
付
け
る
こ
「
は
難
し
い
。

ま
た
『
尾
藩
世
記
』
に
は
「
「
応
元
年「
一
六
「
二
「「
月
「
九
日
「
次
「
よ
う
な
記

述
が
あ
る
。

「
月
「
九
日
「
「
郎
太
主
「
部
屋
移
住
。
公
よ
り
祝
「
し
て
「
黄
金
「
枚
「
台
子

二
飾
「
屛
風
等
を
贈
与
。
使
竹
腰
虎
之
助
。

筆
海
朝
日
「
慶
安
「
年
壬
辰
「
二
月
「
九
日
「
「
郎
太
様
御
部
屋
御
移
徙
「
御

使
竹
腰
虎
之
助
ヲ
「
「
大
判
「
枚
「
屛
風
二
双
「
台
子
二
飾
「
一
荷
二
種
ヲ
被

遣
「
御
奥
女
中
へ
モ
被
「
物
ア
リ
。「
後
「
「

「
16
「

「
17
「

「
18
「

「
19
「
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図
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つ
い
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六
一

光
友
「
嫡
男
「
郎
太「
「
ち
「
尾
張
家
三
代
綱
誠
「が
部
屋
を
移い

徙し

し
た
際
に
「
光
友
か

ら
祝
い
「
し
て
「
屛
風
二
双
「
が
「
郎
太
に
贈
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
「
探
幽
徳
川
「

「
署
名
「
書
体
か
ら
「
製
「
時
期
を
慶
安
「
年
に
ま
で
遡
ら
せ
る
こ
「
は
難
し
く
「
子

息
「
慶
事
に
際
し
て
「
屛
風
が
製
「
さ
れ
る
例
「
し
て
参
考
ま
で
に
掲
げ
て
お
く
。
探

幽
徳
川
「
が
製
「
さ
れ
た
背
景
に
も
こ
「
よ
う
な
慶
事
が
あ
っ
た
「
か
も
し
れ
な
い

が
「
や
は
り
史
料
上
さ
ら
な
る
追
及
は
難
し
い
。

二　

探
幽
徳
川
本
の
特
質
と
そ
の
画
源

探
幽
徳
川
「
「
画
面
を
概
観
す
る
「
「
右
隻
で
春
か
ら
夏
へ
「
景
色
が
展
開
し
「
左

隻
は
秋
か
ら
冬
に
季
節
を
進
め
て
い
る
。
右
か
ら
追
っ
て
見
て
い
く
「
「
右
隻
は
ま
ず

「
草
が
茂
っ
た
土
坡
に
は
じ
ま
り
「
土
坡
か
ら
は
三
「
「
竹
が
伸
び
る
。
竹
は
奥
に
配

さ
れ
た
一
「
「
手
前
「
二
「
「
で
「
稈か

ん

「
輪
郭
線
や
葉
叢
に
付
さ
れ
た
緑
青
「
濃
淡
を

変
え
る
こ
「
で
「
画
面
に
遠
近
感
を
生
み
出
し
て
い
る
。
手
前
「
竹
「
奥
に
は
「
椿
が

紅
白
「
花
を
咲
か
せ
て
お
り
「更
に
そ
「
奥
に
は
白
梅
「
樹
が
生
え
て
い
る
。
白
梅
は
「

第
二
扇
か
ら
第
三
扇
へ
「
画
面
左
へ
大
き
く
幹
を
伸
ば
し
「
第
三
扇
で
は
「
右
隻
「
画

面
中
央
を
流
れ
る
水
流
に
枝
先
を
潜
り
こ
ま
せ
「
さ
ら
に
第
四
扇
で
「
び
水
面
か
ら
枝

を
伸
ば
し
て
い
る
。
紅
白
「
椿
「
花
弁
は「
図
2
「「
淡
墨
で
輪
郭
を
描
い
た
後
「
薄
め

「
顔
料
を
花
弁
や
蕾
全
体
に
刷
い
た
り
「
花
弁
「
輪
郭
に
沿
っ
て
隈
取
り
し
た
り
し

て
彩
ら
れ
て
い
る
。
白
梅
「
「
方
部
「
幹
に
「
ま
る
つ
が
い
「
雉
鳩
は「
図
3
「「
淡
墨

「
描
線
を
細
か
に
重
ね
て
あ
ら
わ
さ
れ
「
三さ

ん
れ
つ
か
ざ
き
り

列
風
「
「
先
に
は
胡
粉
が
薄
く
塗
ら
れ
「

趾
あ
し
ゆ
びに

は
そ
「
皺
を
示
す
よ
う
に
朱
が
差
さ
れ
て
い
る
。
水
面
か
ら
伸
び
た
白
梅
「
枝
に

は
「
二
羽
「
雀
が
止
ま
り
「
ま
た
枝
先
に
一
羽
「
雀
が
戯
れ
る
。
雀
も
「
雉
鳩
同
様
「

「
20
「

淡
墨
線
を
主
体
に
描
か
れ
る
が
「
肩
や
胸
・
腹
「
輪
郭
は
淡
墨
「
破
線
が
用
い
ら
れ
「

頬
に
は
薄
め
「
胡
粉
が
塗
ら
れ
て
い
る「
挿
図
3
「。
第
三
・
四
扇
「
上
部
に
は
遠
「
が

そ
び
え
「
さ
ら
に
そ
「
ふ
も
「
か
ら
流
れ
出
て
く
る
か
「
よ
う
に
流
水
が
描
か
れ
る
。

「
も
に
淡
墨
を
効
果
的
に
用
い
る
こ
「
に
よ
っ
て
「
春
「
湿
潤
な
空
気
に
遠
景
が
霞
む

か
「
よ
う
に
演
出
し
「
近
景
「
花
鳥
を
観
賞
者
に
よ
り
近
づ
け
る
効
果
を
も
た
ら
し
て

い
る
。
Ｓ
「
型
に
湾
曲
す
る
流
水
も
「
空
間
「
奥
行
き
を
強
調
し
て
い
る
。

第
「
・
六
扇
「
上
部
に
は
「
つ
が
い
「
燕
が
飛
び
交
う
。
燕
も
「
雀
「
同
様
「
淡
墨

「
塗
り
重
ね
「
破
線
「
輪
郭
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る「
挿
図
4
「。
第
六
扇
「
「
部
に
は
「

三
羽
「
白
鷺
が
身
を
寄
せ
合
う
よ
う
に
し
て
「
水
流
に
生
え
る
葦
に
身
を
隠
す
。
白
鷺

は
「
淡
墨
「
破
線
で
お
お
ま
か
に
輪
郭
を
捉
え
て
か
ら
「
薄
め
「
胡
粉
を
塗
り
重
ね
「

さ
ら
に
薄
墨
で
外
隈
を
施
し
て
「
立
体
感
を
与
え
ら
れ
て
い
る「
図
4
「。

左
隻
第
一
扇
「
「
部
に
は
「
右
隻
第
六
扇
に
描
か
れ
た
葦
に
連
な
る
よ
う
に
「
つ
が

い
「
鴛
鴦
が
葦
に
身
を
紛
れ
込
ま
せ
て
い
る「
挿
図
5
「。
雄
が
代
赭
や
胡
粉
を
用
い
て

彩
り
を
添
え
て
描
か
れ
る
「
に
対
し
「
雌
は
淡
墨
「
み
で
描
か
れ
て
い
る
。
第
二
〜
四

扇
に
は
「
水
辺
「
彼
方
に
浮
か
ぶ
月
を
背
に
「
紅
葉
し
た
蔦
が
全
体
に
絡
ま
っ
た
枯
木

挿図3　雀

挿図4　燕
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六
二

が
や
や
う
ね
り
な
が
ら
「
左
右
二
手
に
枝
「
幹
を
伸
ば
す
。
枯
木
「
周
り
は
う
っ
す
ら

「
薄
墨
が
刷
か
れ
「
対
照
的
に
枯
木
「
肌
は
素
地
が
残
さ
れ
て
お
り
「
ま
た
左
手
「
枝

に
は
薄
く
胡
粉
が
塗
ら
れ
て
い
る
こ
「
か
ら
「
画
面
が
左
に
展
開
す
る
に
し
た
が
っ
て

季
節
が
冬
に
移
り
変
わ
っ
て
い
く
こ
「
が
示
さ
れ
て
い
る
。
枯
木
「
右
手
「
枝
「
上
に

は
「
尾
「
鳥「
「
鵲
「が
「
ま
る「
図
5
「。
尾
「
鳥
は
輪
郭
を
淡
墨
「
破
線
で
描
き
「
嘴

や
肩
羽
・
雨
覆
・
尾
に
薄
め
「
代
赭
や
緑
青
・
群
青
・
胡
粉
が
塗
ら
れ
て
い
る
。
特
に

尾
羽
は
「
そ
「
伸
び
や
か
さ
を
強
調
す
る
か
「
よ
う
に
胡
粉
は
抑
揚
を
「
も
な
っ
て
付

さ
れ
て
お
り
「
根
元
は
薄
く
先
端
は
濃
く
な
っ
て
い
る
。
木
「
根
元
か
ら
伸
び
る
枝
に

は
「
ウ
グ
イ
ス
科
「
お
ぼ
し
き
「
背
が
緑
色
で
白
色
「
細
い
眉
斑
が
特
徴
的
な
小
鳥
が

「
ま
る「
挿
図
6
「。
こ
「
小
鳥
も
こ
れ
ま
で
「
鳥
「
同
じ
く
「
輪
郭
に
破
線
を
用
い
て

簡
「
に
描
か
れ
て
い
る
。
第
「
・
六
扇
に
は
「
画
面
上
方
「
谷
間
か
ら
激
し
い
水
流
が

ほ
「
ば
し
る
。
三
羽
「
大
官
鳥
が
「
ま
る
岩
に
ぶ
つ
か
っ
た
奔
流
は
「
画
面
右
へ
「
広

が
っ
て
い
き
「
右
隻
「
水
流
へ
「
つ
な
が
っ
て
い
く
。
大
官
鳥
は
「
没
骨
を
主
に
中
墨

で
描
か
れ
「
頬
に
は
胡
粉
が
塗
ら
れ
て
い
る「
挿
図
7
「。
大
官
鳥
「
横
「
笹
は
「
上
部

が
素
地
を
残
し
て
描
か
れ
て
お
り
雪
を
冠
し
た
様
子
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

「
21
「

描
法
「
し
て
は
「
花
鳥
を
中
心
に
「

線
描
に
淡
墨
が
多
用
さ
れ
「
薄
め
「
顔

料
が
階
調
的
に
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
り
「
余
白
を
た
っ
ぷ
り
「
設
け
た

画
面
に
「
全
体
を
穏
や
か
な
色
味
に
ま

「
め
る
こ
「
で
「
情
趣
あ
る
空
間
を
演

出
す
る
こ
「
に
成
功
し
て
い
る
。
特
に

鳥
「
描
写
に
見
ら
れ
る
「
破
線
に
よ
る

控
え
め
な
輪
郭
「
や
や
薄
め
で
階
調

的
な
彩
色
は
「
安
田
氏
「
指
摘
す
る

探
幽
「
「
歳
代
「
降
「
新
様
式
に
該

当
す
る
。
彩
色
法
「
面
か
ら
見
て
も
「

署
名
「
書
体
か
ら
得
ら
れ
た
「
応
三
年

「
一
六
「
四
「か
ら
寛
文
元
年「
一
六
六
一
「

「
22
「

挿図7　大官鳥

頃
「
い
う
探
幽
徳
川
「
「
製
「
推
定
時
期
は
妥
当
「
言
え
る
。

構
図
に
つ
い
て
は
「
余
白
を
活
か
し
た
画
面
で
あ
る
「
い
う
指
摘
が
度
々
な
さ
れ
て

い
る
。
た
だ
し
「
余
白
を
湛
え
た
画
面
そ
「
も
「
は
「
探
幽
「
品
に
お
お
よ
そ
共
通
「

特
徴
で
あ
る
た
め
「
探
幽
徳
川
「
「
構
図
「
特
色
を
指
摘
す
る
に
は
「
余
白
「
外
「
特

質
を
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

全
体
的
な
画
面
構
成
か
ら
見
て
い
く
「
「
寛
永
「
六
〜
「
九
年「
一
六
三
九
〜
四
二
「

「
製
「
「
さ
れ
る
「
七
賢
九
老
図
屛
風
「「
静
岡
県
立
美
術
館
蔵
「に
「
「
善
也
氏
が
指
摘

し
た
「
対
角
線
を
意
識
し
た
理
知
的
な
画
面
構
成
「
が
「
探
幽
徳
川
「
に
も
用
い
ら
れ

て
い
る
。
つ
ま
り
「
右
隻
で
は
第
一
扇
「
竹
か
ら
第
二
〜
四
扇
「
梅
樹
「
さ
ら
に
第
六

扇
「
白
鷺
「
隠
れ
る
葦
に
か
け
て
「
左
隻
で
は
第
一
扇
「
鴛
鴦
が
身
を
隠
す
葦
か
ら
第

「
23
「

挿図5　鴛鴦

挿図6　小鳥



狩
野
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「
に
つ
い
て

六
三

二
・
三
扇
「
枯
木
「
さ
ら
に
第
「
・
六
扇
「
奔
流
「
始
点
に
か
け
て
「
各
隻
「
対
角
線

に
沿
っ
て
モ
チ
ー
フ
「
位
置
が
変
化
し
て
い
る
。

次
に
「
左
右
隻
を
連
続
し
た
画
面
「
し
て
見
た
時
「
探
幽
徳
川
「
は
三
つ
「
ま
「
ま

り
に
分
け
ら
れ
る
。
つ
ま
り
「
春
景
を
示
す
梅
樹
を
中
心
「
し
た
右
隻
第
一
〜
四
扇
「

夏
景
を
示
す
白
鷺
「
秋
・
冬
景
を
示
す
鴛
鴦
を
水
流
「
葦
が
つ
な
ぐ
右
隻
第
「
・
六
扇

「
左
隻
第
一
扇
「
枯
木
「
奔
流
を
中
心
「
し
た
左
隻
第
二
〜
六
扇
で
あ
る
。
こ
「
よ
う

に
「
連
続
し
た
画
面
「
し
て
見
た
六
曲
一
双
「
屛
風
を
「
三
つ
「
ま
「
ま
り
で
画
面
を

構
成
す
る
手
法「
特
に
中
央
「
ま
「
ま
り
が
左
右
隻
を
ま
た
ぐ
「は
「
探
幽
「
他
「
「
品
に
共

通
す
る
。
寛
永
「
九
年「
一
六
四
一
「か
ら
正
保
三
年「
一
六
四
六
「頃
「
製
「
「
考
え
ら
れ

て
い
る
「
探
幽
筆
「
花
鳥
図
屛
風
「「
武
蔵
野
美
術
大
学
美
術
資
料
図
書
館
蔵
「や
「
探
幽
徳

川
「
「
同
じ
頃
「
製
「
「
考
え
ら
れ
る
「
耕
穫
図
屛
風
「「
徳
川
美
術
館
蔵
。
挿
図
8
「に

同
様
「
構
図
法
が
見
ら
れ
る
。

画
面
を
構
成
す
る
モ
チ
ー
フ
に
目
を
配
っ
て
い
く
「
「「
花
鳥
図
屛
風
「「
武
蔵
野
美
術

大
学
美
術
資
料
図
書
館
蔵
「「
左
隻
第
二
・
三
扇
に
描
か
れ
る
つ
が
い
「
燕
「
姿
は
「
探

幽
徳
川
「
右
隻
「
第
「
・
六
扇
に
描
か
れ
る
つ
が
い
「
燕
「
相
似
し
て
い
る
。
た
だ

し
「
粗
放
な
筆
遣
い
を
画
面
全
体
に
用
い
た
前
者
に
比
べ
「
探
幽
徳
川
「
「
燕
は
「
整

備
さ
れ
た
筆
遣
い
で
淡
墨
を
塗
り
重
ね
た
温
和
な
表
現
「
な
っ
て
い
る
。

左
隻
第
三
扇
に
描
か
れ
る
尾
「
鳥
は
「
署
名
か
ら
寛
文
「
年「
一
六
七
〇
「「
製
「
「

わ
か
る
「
尾
「
鳥
図
「「
東
京
国
立
博
物
館
蔵
「
挿
図
9
「「
ほ
ぼ
同
じ
姿
・
描
法
で
あ
る
。

た
だ
し
「
探
幽
徳
川
「
で
は
筆
数
を
抑
え
「
彩
色
は
よ
り
薄
く
描
か
れ
「
大
き
く
余
白

を
「
っ
た
画
面
に
な
じ
み
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

右
隻
第
三
・
四
扇
に
描
か
れ
る
Ｓ
「
型
「
水
流
も
「
探
幽
「
他
「
「
品
に
共
通
す

る
。「
七
賢
九
老
図
屛
風
「「
静
岡
県
立
美
術
館
蔵
「「
右
隻
や
「
探
幽
徳
川
「
「
同
時
期
「

製
「
「
考
え
ら
れ
て
い
る
「
桐
鳳
凰
図
屛
風
「「
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
。
挿
図
10
「「
左
右

「
24
「

「
25
「

「
26
「

挿図8　耕穫図屛風（徳川美術館蔵）

隻
な
ど
に
見
ら
れ
「
水
流
が
左
右
隻
を
つ
な
ぐ
よ
う
に
描
か
れ
る
点
も
共
通
す
る
。
こ

「
よ
う
に
「
探
幽
が
四
「
歳
ご
ろ
「
「
品
か
ら
探
幽
徳
川
「
「
製
「
時
期
が
近
い
「
品

ま
で
「
他
「
「
品
「
探
幽
徳
川
「
に
は
共
通
す
る
要
素
が
見
ら
れ
た
。

そ
「
一
方
で
「
探
幽
徳
川
「
に
特
有
「
画
面
構
成
も
目
立
っ
て
い
る
。
探
幽
「
屛
風



狩
野
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「
に
つ
い
て

六
四

「
品
で
は
「「
七
賢
九
老
図
屛
風
「「
静
岡
県
立
美
術
館
蔵
「や
「
桐
鳳
凰
図
屛
風
「「
サ
ン
ト

リ
ー
美
術
館
蔵
「は
じ
め
「
左
右
「
両
端
に
巨
木
や
岩
壁
を
配
置
し
「
画
面
「
展
開
に
お

け
る
始
点
「
終
点
「
す
る
こ
「
が
多
い
。
探
幽
徳
川
「
も
モ
チ
ー
フ
「
点
で
は
「
右
隻

右
端
に
梅
樹
を
「
左
隻
左
端
に
奔
流
を
伴
う
岩
壁
を
伴
う
点
で
は
「
似
通
っ
て
い
る
。

し
か
し
「
他
「
「
品
で
は
「
巨
木
や
岩
壁
が
全
容
を
描
か
れ
ず
に
画
面
外
に
伸
「
し
て

い
く
こ
「
や
周
囲
「
余
白
に
溶
け
込
む
よ
う
に
描
か
れ
る
こ
「
が
多
い
中
「
探
幽
徳
川

「
右
隻
「
梅
樹
は
画
面
内
に
全
体
が
収
ま
り
「
左
隻
「
岩
壁
は
奔
流
を
伴
っ
て
画
面
で

大
き
な
存
在
感
を
放
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
探
幽
徳
川
「
「
右
隻
「
梅
樹
「
左
隻
「
岩

壁
は
「
探
幽
に
よ
る
他
「
屛
風
「
品
「
画
面
構
成
「
異
な
り
「
画
面
を
構
成
す
る
主
要

モ
チ
ー
フ
「
し
て
描
か
れ
た
「
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
「
そ
れ
ぞ
れ
「
表
現
に
着
目
し
て
み
る
「
「
参
照
元
「
な
っ
た
「
品
が
あ
る

こ
「
に
気
づ
く
。
右
隻
第
一
〜
四
扇
に
描
か
れ
た
「
巨
木
に
梅
・
椿
「
い
う
組
み
合
わ

せ
や
「
「
草
が
茂
っ
た
土
坡
「
い
っ
た
表
現
は
「
雪
舟
に
よ
る
花
鳥
図
屛
風
「
い
わ

ゆ
る
「
雪
舟
系
花
鳥
図
屛
風
「
に
よ
く
見
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
。
特
に
「
水
面
に
一
度

大
き
く
潜
り
「
「
度
水
面
か
ら
立
ち
上
る
樹
形
表
現
は
「
「
雪
舟
筆
「
四
季
花
鳥
図

屛
風
「「
フ
リ
ー
ア
美
術
館
蔵
「に
見
る
こ
「
が
で
き
る
。
ま
た
水
面
で
は
な
い
が
「
画
面

「
27
「

「
28
「

挿図9　尾長鳥図
（東京国立博物館蔵）

外
に
一
度
出
て
か
ら
「
び
画
面
内
に
立
ち
上
る
樹
形
表
現
が
「
雪
舟
筆
「
四
季
花
鳥

図
屛
風
「「
重
要
文
化
財
「
前
田
育
徳
会
蔵
。
「
「
「
雪
舟
前
田
家
「
「
「
「
称
す
る
。「「
右
隻

「
松
樹
に
見
ら
れ
る
。
雪
舟
前
田
家
「
は
「
雪
舟
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「「
重
要
文
化

財
「
京
都
国
立
博
物
館
蔵
「「
「
も
に
「「
探
幽
縮
図
「
「
う
ち
「
古
画
縮
図「
花
鳥
「「「
大 挿図10　桐鳳凰図屛風（サントリー美術館蔵）



狩
野
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「
に
つ
い
て

六
「

和
文
華
館
蔵
「に
右
隻
が
記
録
さ
れ
て
お

り「
挿
図
11
「「
探
幽
が
目
に
し
た
こ
「

が
確
実
な
「
品
で
あ
る
。
特
に
「
雪
舟

前
田
家
「
右
隻
で
画
面
「
か
ら
現
れ

る
「
く
「
「
型
「
松
「
樹
形
は
「
探
幽

徳
川
「
「
右
隻
第
四
扇
に
描
か
れ
る
「

水
面
か
ら
「
く
「
「
型
に
立
ち
上
り
「

徒「
ち
ょ
う
し

「
枝
を
「
も
な
っ
た
樹
形
に
酷
似
す

る
。
さ
ら
に
探
幽
徳
川
「
「
右
隻
に
描

か
れ
る
鳥
類
「
雉
鳩
・
雀
・
燕
・
白
鷺

は
「
全
て
雪
舟
前
田
家
「
に
描
か
れ
る

モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
探
幽
徳

川
「
「
右
隻
は
「
雪
舟
前
田
家
「
を
中

心
に
雪
舟
系
花
鳥
図
屛
風
「
影
響
を
色

濃
く
受
け
て
い
る
「
み
な
す
こ
「
が
で

き
る
。

こ
「
影
響
は
「
江
戸
時
代
初
期
に
お

け
る
雪
舟
「
品
「
受
容
が
関
係
し
て
い

る
「
考
え
ら
れ
る
。
近
年
「
和
田
千
春

氏
に
よ
る
茶
会
記
「
分
析
か
ら
「
近
世

に
お
け
る
雪
舟
評
価
「
高
ま
り
「
原
因

「
そ
「
契
機
に
関
す
る
新
た
な
説
が
提

出
さ
れ
て
い
る
。
同
氏
は
「
雪
舟
「
品

が
徳
川
将
軍
家
「
そ
「
茶
道
指
南
役
で

「
29
「

「
30
「

「
31
「

挿図11　雪舟前田家本　右隻　古画縮図（花鳥）（大和文華館蔵）より

あ
る
小
堀
遠
州「
一
「
七
九
〜
一
六
四
七
「・
片
桐
石
州「
一
六
〇
「
〜
七
三
「周
辺
で
重
宝

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
が
「
毛
利
秀
元「
一
「
七
九
〜
一
六
「
〇
「が
関
わ
っ
た

二
つ
「
茶
会
で
あ
る
「
指
摘
す
る
。
寛
永
「
七
年「
一
六
四
〇
「に
家
光
が
品
川
に
築
い

た
新
邸
で
亭
主
を
毛
利
秀
元
「
し
た
茶
会
「
「
正
保
元
年「
一
六
四
四
「に
江
戸
城
西
之

丸
「
里
御
数
寄
屋
に
お
け
る
毛
利
秀
元
を
亭
主
「
し
た
茶
会
で
「
そ
れ
ぞ
れ
で
名
物
「

「
雪
舟
筆
西
湖
之
図
「
「
「
計
三
件
「
雪
舟
絵
画
が
用
い
ら
れ
た
。
さ
ら
に
正
保
元
年

「
茶
会
で
は
「
秀
元
が
家
光
に
「
雪
舟
「
屛
風
一
双
「
を
献
上
し
て
い
る
。
こ
「
二
つ

「
茶
会
を
契
機
「
し
て
「
雪
舟
「
評
価
が
特
に
高
ま
っ
た
「
い
う
。

探
幽
徳
川
「
「
製
「
時
期
「
考
え
ら
れ
る
「
応
三
年「
一
六
「
四
「か
ら
寛
文
元
年

「
一
六
六
一
「頃
は
「
雪
舟
「
評
価
が
高
ま
る
き
っ
か
け
「
な
っ
た
正
保
元
年
「
茶
会
か

ら
約
「
年
後
に
あ
た
り
「
幕
府
や
大
名
家
が
雪
舟
「
屛
風
を
既
に
認
識
し
て
い
た
時
期

「
考
え
ら
れ
る
。
探
幽
徳
川
「
「
右
隻
に
み
ら
れ
る
雪
舟
系
花
鳥
図
屛
風
「
影
響
は
「

こ
う
し
た
雪
舟
評
価
「
高
ま
り
を
背
景
「
し
て
い
る
「
だ
ろ
う
。

一
方
で
「
探
幽
徳
川
「
「
左
隻
第
「
・
六
扇
「
上
方
か
ら
描
か
れ
る
奔
流
「
そ
「
周

囲
「
岩
壁
は
「
明
時
代
「
花
鳥
画
家
で
あ
る
呂
紀
「
代
表
「
品
で
薩
摩
藩
島
津
家
に
「

来
し
た
「
さ
れ
る
「「
四
季
花
鳥
図
「「
重
要
文
化
財
「
東
京
国
立
博
物
館
蔵
。
「
「
「「
呂
紀

東
博
「
「
「
「
称
す
る
。
図
2
「「
「
冬
景
「
「
構
図
を
近
似
さ
せ
る
。

呂
紀
は
「
「
を
廷
振
「
し
「
楽
愚
「
号
し
た
。
鄞
県「
浙
江
省
寧
波
「「
出
身
で
「
初

め
明
時
代
前
期
「
宮
廷
画
家
・
辺
文
進
「
画
風
を
学
ん
だ
が
「
同
郷
「
収
蔵
家
・
袁
忠

徹「
一
三
七
六
〜
一
四
「
「
「に
認
め
ら
れ
「
彼
「
所
蔵
す
る
古
画
を
臨
模
す
る
機
会
を
得

て
「
画
技
を
高
め
た
「
「
え
ら
れ
る
。
弘
治
年
間「
一
四
「
「
〜
一
「
〇
「
「に
画
院
に
入

り
「
孝
宗「
一
四
七
〇
〜
一
「
〇
「
「「
寵
遇
を
受
け
て
「
宮
廷
画
家
「
し
て
ほ
ぼ
最
高
位

「
錦
衣
衛
指
揮
「
地
位
に
つ
い
た
「
い
う
。

な
お
「
呂
紀
東
博
「
「
冬
景
に
は
幾
分
注
意
も
必
要
で
あ
る
。
従
来
か
ら
「
呂
紀
東

「
32
「



狩
野
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「
に
つ
い
て

六
六

博
「
に
は
各
幅
で
技
量
「
差
異
が
あ
る
こ
「
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
特
に
冬
景
に
つ
い

て
は
「
表
現
「
画
絹
「
質
「
経
年
状
況
「
落
款
「
異
同
「
各
点
か
ら
「
後
世
「
補
「
で

あ
る
「
す
る
意
見
が
「
近
年
「
竹
浪
遠
氏
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
「
呂

紀
東
博
「
は
「
秋
景
「
上
部
に
描
か
れ
る
九
官
鳥
「
変
三
光
鳥
が
「
探
幽
「
古
画
鑑

定
記
録
で
あ
る
「
探
幽
縮
図
「「
京
都
国
立
博
物
館
蔵
「に
見
出
せ
る
こ
「
が
す
で
に
指
摘

さ
れ
て
お
り
「
探
幽
徳
川
「
「
製
「
に
あ
た
り
参
照
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
厳
密
に

は
「
島
津
家
「
蔵
帳
を
徴
す
る
こ
「
が
求
め
ら
れ
る
が
「
現
状
で
は
「
探
幽
縮
図
「
中

「
呂
紀
東
博
「
「
記
録
「
探
幽
徳
川
「
を
「
っ
て
「
探
幽
が
目
に
し
た
頃
に
呂
紀
東
博

「
が
現
状
「
四
幅
対
「
組
で
存
在
し
て
い
た
「
考
え
た
い
。

さ
て
「
呂
紀
東
博
「
冬
景
に
比
べ
「
探
幽
徳
川
「
「
左
隻
第
「
・
六
扇
は
モ
チ
ー
フ

が
間
引
か
れ
余
白
が
多
く
ゆ
っ
た
り
「
し
た
構
成
「
な
っ
て
い
る
が
「
左
右
か
ら
交
互

に
迫
り
出
る
岩
壁
「
間
を
「
大
き
く
三
段
「
流
れ
「
な
っ
て
進
む
奔
流
「
形
態
や
「
上

部
左
「
岩
壁
か
ら
右
方
に
飛
び
出
し
て
奔
流
に
か
か
る
樹
木
「
存
在
「
「
部
で
奔
流
を

迎
え
る
よ
う
に
描
か
れ
る
鳥
「
存
在
か
ら
な
る
大
枠
「
構
図
が
共
通
し
て
い
る
。

モ
チ
ー
フ
を
見
て
み
れ
ば
「
呂
紀
東
博
「
冬
景
「
「
部
「
つ
が
い
「
高
麗
雉
「
傍
ら

に
描
か
れ
る
縦
「
「
菱
形
「
よ
う
な
岩
は
「
探
幽
徳
川
「
で
は
「
つ
「
「
「
よ
う
な
軌

道
で
流
れ
る
奔
流
に
せ
り
出
す
岩
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
ま
た
「
呂
紀
東
博
「
冬
景

「
上
部
に
み
ら
れ
る
「
白
梅
が
一
旦
画
面
左
に
消
え
て
か
ら
ま
た
画
面
に
現
れ
て
く
る

樹
形
表
現
は
「
探
幽
徳
川
「
に
お
い
て
は
画
面
上
部
「
余
白
に
一
旦
消
え
「
ま
た
画
面

に
現
れ
る
樹
形
表
現
に
置
き
替
え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
「
一
旦
個
々
「
モ
チ
ー
フ
か
ら
視
線
を
引
き
「
探
幽
徳
川
「
「
左
隻
第
四
扇

中
央
「
余
白
を
見
て
み
れ
ば
「
向
か
っ
て
そ
「
右
方
は
第
三
扇
「
枯
木
「
背
景
で
あ

り
「
左
方
は
奔
流
を
湛
え
る
岩
壁
に
す
ぐ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
余
白
「
機
能
に
モ

チ
ー
フ
同
士
「
位
置
関
係
を
想
像
的
に
補
う
役
割
を
認
め
た
「
し
て
も
「
第
三
〜
「
扇

に
合
理
的
な
景
観
が
成
立
し
て
い
る
「
は
言
い
が
た
い
。
探
幽
徳
川
「
に
お
け
る
呂
紀

東
博
「
冬
景
「
引
用
は
「
鑑
賞
者
に
「
っ
て
や
や
強
引
な
印
象
を
与
え
「
単
に
モ
チ
ー

フ
「
し
て
部
分
的
に
引
用
し
よ
う
「
し
た
結
果
で
は
な
い
こ
「
が
う
か
が
え
る
。

「
上
「
構
図
お
よ
び
モ
チ
ー
フ
に
お
い
て
「
探
幽
徳
川
「
は
探
幽
に
よ
る
他
「
屛

風
「
品
「
「
共
通
点
も
多
い
一
方
で
「
雪
舟
系
花
鳥
図
屛
風
「
呂
紀
東
博
「
冬
景
「
い

う
「
雪
舟
「
品
「
呂
紀
「
品
か
ら
「
影
響
を
多
分
に
受
け
て
い
る
こ
「
が
指
摘
で
き
る
。

雪
舟
に
関
し
て
は
受
容
史
「
研
究
が
進
ん
で
お
り
「
先
述
「
よ
う
に
探
幽
へ
「
影
響

は
従
前
「
研
究
成
果
で
「
分
に
説
明
で
き
る
「
判
断
さ
れ
る
。
一
方
「
呂
紀
お
よ
び
そ

「
「
品
に
関
し
て
は
「
「
分
な
研
究
「
蓄
積
が
な
さ
れ
て
い
る
が
「
日
「
で
「
受
容
史

に
関
し
て
は
「
管
見
「
限
り
未
だ
ま
「
ま
っ
た
言
説
は
出
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
る
。
「
降
は
「
呂
紀
「
品
「
受
容
「
「
探
幽
「
呂
紀
学
習
に
つ
い
て
「
重
点
的

に
論
じ
た
い
。

三　

十
七
世
紀
に
お
け
る
呂
紀
作
品
の
受
容
と
探
幽

中
国
に
お
け
る
呂
紀
「
事
績
に
つ
い
て
は
「
黃
立
芸
氏
に
よ
る
文
献
史
料
「
精
査
か

ら
「
李
堂「
一
四
六
二
〜
一
「
二
四
「に
よ
る
『
菫
「
文
集
』
巻
「
「
「
郷
先
生
遺
事
「
お

よ
び
嘉
靖
三
「
九
年「
一
「
六
〇
「に
刊
行
さ
れ
た
張
時
徹
纂
『
寧
波
府
志
』
巻
四
「
一

「
呂
紀
「
「
記
事
が
「
後
世
「
画
史
類
「
基
礎
資
料
「
な
っ
て
い
る
こ
「
が
明
ら
か
「

な
っ
て
い
る
。
後
者
「
『
寧
波
府
志
』
中
「
記
事
で
は
「
初
め
辺
景
昭「
文
進
「「
花
鳥

を
学
ん
だ
こ
「
が
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
画
技
を
称
え
る
修
辞
が
黄
休
復
『
益
州
名

画
録
』
巻
上
に
お
け
る
「
代
「
花
鳥
画
家
・
黄
筌
「
逸
話
を
元
「
し
て
い
る
こ
「
が
黃

氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
お
り
「
黄
筌
─
辺
文
進
─
呂
紀
「
い
う
絵
画
史
的
位
置
づ
け

が
強
調
さ
れ
て
い
る
「
い
う
。

「
33
「

「
34
「

「
35
「

「
36
「

「
37
「

「
38
「
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鳥
図
屛
風
「
に
つ
い
て

六
七

一
方
「
日
「
で
呂
紀
は
ど
「
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
た
「
か
。「
探
幽
縮
図
「
「
う

ち
「
ま
「
ま
っ
て
刊
行
さ
れ
た
「
京
都
国
立
博
物
館
編
『
探
幽
縮
図「
上
・
「
「』
「
文

人
画
研
究
所
編
『
探
幽
縮
図
』
に
見
ら
れ
る
「
原
「
筆
者
が
判
明
す
る
中
国
絵
画
「
縮

図
「
数
を
画
家
別
に
ま
「
め
「
数
「
多
い
順
に
並
べ
る
「
「
次
「
「
お
り
「
な
る
。

徽　

宗
30　
　

趙
孟
頫
11　
　

夏　

珪
6　
　

雪　

礀
6

牧　

谿
18　
　
「
黙
庵
「9　
　

毛　

益
6　
　

李
公
麟
6

舜　

挙
16　
　

載
文
進
9　
　

張
思
恭
6　
　

蘇　

軾
6

顔　

輝
14　
　

呂　

紀
9　
　

日　

観
6　
　

林　

良
6

仇　

英
13　
　

趙
子
昂
7　
　

馬　

遠
6　
　
「
「
「
「
「

「
画
人
録
「
に
所
載
「
画
家
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
「
は
「
鬼
原
俊
枝
氏
が
指
摘
す
る

「
お
り
で
あ
る
が
「
仇
英
・
載
文
進
・
林
良
「
い
っ
た
明
時
代
画
家
「
「
品
が
多
く
流

通
し
て
お
り
「
そ
「
中
で
呂
紀
も
相
当
な
量
が
流
通
し
て
い
た
こ
「
が
う
か
が
え
る
。

緒
言
で
述
べ
た
よ
う
に
「
探
幽
が
生
き
た
「
七
世
紀
に
お
い
て
は
「『
君
台
観
左
右

帳
記
』
「
「
画
人
録
「
に
記
載
さ
れ
る
宋
元
時
代
「
画
家
「
「
品
を
重
視
す
る
価
値
体

系
が
あ
り
つ
つ
も
「「
画
人
録
「
に
含
ま
れ
な
い
明
時
代
「
画
家
や
日
「
「
画
家
「
「

品
も
「
筆
者
に
よ
っ
て
は
「「
画
人
録
「
に
記
載
さ
れ
る
画
家
「
「
品
に
準
じ
た
価
値

を
帯
び
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
。
呂
紀
は
諸
「
「
「
画
人
録
「
「
い
ず
れ
に
も
収
録
さ

れ
な
い
な
が
ら
も
「『
寧
波
府
志
』
に
お
い
て
呂
紀
が
学
ん
だ
「
さ
れ
る
辺
文
進
が

「
画
人
録
「
に
収
録
さ
れ
る
こ
「
も
あ
っ
て
か
「
「
七
世
紀
に
お
い
て
「
画
人
録
「
「

画
家
に
準
じ
る
形
で
評
価
を
高
め
て
い
っ
た
画
家
「
言
え
る
。

萬
治
二
年「
一
六
「
九
「に
刊
行
さ
れ
た
「「
画
人
録
「
に
記
載
さ
れ
る
画
家
「
印
譜

で
あ
る
「『
和
漢
印
尽「
群
印
寶
鑑
「』「
三
冊
「
「に
は
「
呂
紀
「
名
「
印
章
が
見
い
だ
せ

る
。
こ
れ
よ
り
「
同
書
で
は
呂
紀
を
「
画
人
録
「
に
記
載
さ
れ
る
画
家
に
準
じ
た
画
家

「
し
て
位
置
付
け
て
い
る
「
見
な
さ
れ
る
。
そ
れ
よ
り
時
代
が
「
る
が
「
元
禄
七
年

「
39
「

「
40
「

「
41
「

「
42
「

「
一
六
九
四
「に
成
立
し
た
茶
「
湯
道
具
を
中
心
「
し
た
古
美
術
百
科
事
典
「
も
言
え
る

『
古
今
和
漢
万
寳
全
書
』
巻
四
「「
唐
絵
傳
印
「
「
末
に
「
呂
紀
「
名
「
そ
「
印
で
あ
る

「
四
明
呂
廷
振
印
「
朱
文
方
印
が
収
録
さ
れ
る
。
中
国
画
家
「
名
「
印
章
を
収
録
し
た

「
唐
絵
傳
印
「
「
巻
末
は
「
文
徴
明
や
董
其
昌
「
い
っ
た
「
画
人
録
「
に
未
記
載
「
明

時
代
画
家
「
印
が
ま
「
め
て
収
録
さ
れ
て
お
り
「
呂
紀
も
そ
「
う
ち
「
一
人
に
含
ま
れ

る
。大

岡
春
卜「
一
六
「
〇
〜
一
七
六
三
「
に
よ
る
画
論
書
『
画
巧
潜
覧
』「
元
文
「
年

［
一
七
四
〇
］
成
立
「巻
「
に
は
「
真
贋
「
区
別
を
付
け
づ
ら
い
舶
来
画
に
つ
い
て
「
次

「
一
節
で
「
呂
紀
「
名
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
い
る
。

最
辨
へ
が
た
き
は
漢
畫
「
偽
筆
な
り
「
徽
宗
「
楊
補
之
或
は
銭
舜
挙
「
趙
子
昂
「

呂
紀
等
多
は
讃
語
を
加
ふ
。
絹
素
或
は
墨
彩
讃
語
印
文
「
も
に
皆
漢
に
し
て
「
全

く
倭
「
風
氣
な
し
「
依
て
功
者
「
目
に
も
是
を
誤
事
多
し
。
時
代
「
相
違
は
あ
る

べ
け
れ
ど
も
「
一
體
和
「
物
な
ら
ず
「
偽
人
も
則
漢
人
な
り
「
故
に
吟
味
委
し
か

ら
ざ
れ
ば
鑑
み
が
た
し「
後
「
「

注
目
し
た
い
「
は
「
徽
宗
・
楊
補
之
・
銭
舜
挙
・
趙
子
昂
は
み
な
「
画
人
録
「
に
記
さ

れ
る
宋
元
時
代
「
画
家
で
あ
り
「
そ
れ
に
続
け
て
呂
紀
が
連
ね
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
点

で
あ
る
。

ま
た
「
天
保
年
間「
一
「
三
一
〜
四
四
「ご
ろ
に
成
立
し
た
「
み
ら
れ
る
森
島
「
志
著

『
槃
磚
脞
話
』
巻
「
「
鑒
裁
難
易
「
「
一
節
に
は
「
当
時
流
通
し
て
い
た
中
国
絵
画
「

画
家
「
代
表
例
「
し
て
呂
紀
が
挙
げ
ら
れ
る
。

「
前
「
「當
時
流
傳
ス
ル
元
明
ノ
書
畫
「
唐
贋
ニ
テ
餘
程
見
事
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
テ
「

「
43
「

「
44
「

「
45
「



狩
野
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「
に
つ
い
て

六
「

世
ニ
ハ
眞
筆
ト
モ
賞
シ
眞
筆
ト
モ
極
ム
ル
モ
ノ
少
カ
ラ
ズ
。
ソ
ノ
カ
ミ
軍
民
ノ
掠

メ
帰
リ
シ
品
モ
ア
ル
ベ
ケ
レ
ド
モ
先
ヅ
ハ
贋
物
多
ク
シ
テ
取
ル
ニ
足
ラ
ザ
ル
品
ド

モ
ナ
リ
「
足
利
氏
一
代
ハ
「
彼
方
ノ
聘
問
モ
絶
エ
ザ
レ
バ
吾
人
ノ
喜
ブ
ニ
任
セ
テ

贋
筆
多
ク
「
リ
渡
セ
リ
ト
見
エ
タ
リ
「
其
ノ
中
ニ
ハ
精
粗
ハ
極
メ
テ
在
ル
ベ
ク
シ

テ
「
仇
英
「
呂
紀
「
子
昂
「
牧
溪
ノ
類
ハ
又
極
メ
テ
多
キ
事
ニ
テ
「
凡
テ
偽
物
卜

思
ハ
ル
ヽ
ナ
リ
。「
後
「
「

「
探
幽
縮
図
「
に
は
「
そ
う
し
た
中
国
絵
画
「
混
乱
し
た
流
通
状
況
が
垣
間
見
え
る

縮
図
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。「
古
画
縮
図「
花
鳥
「「「
大
和
文
華
館
蔵
「に
は
「「
画
人
録
「

で
上
品
「
格
付
け
さ
れ
て
い
る
「
元
時
代
初
期
に
活
躍
し
た
画
家
で
あ
る
銭
舜
挙
「
印

が
捺
さ
れ
た
「
旭
日
鳳
凰
図
「
が
収
め
ら
れ
る
。
こ
「
現
物
を
寛
文
七
年「
一
六
六
七
「

四
月
二
「
九
日
に
実
見
し
た
探
幽
は
「
舜
挙
印
有
筆
お
「
り
申
候
「
「
判
断
し
「
明
時

代
後
期
「
花
鳥
画
家
で
萬
暦
年
間「
一
「
七
三
〜
一
六
二
〇
「に
活
躍
し
た
周
之
冕
「
「
品

「
し
て
外
題
を
お
く
っ
た
「
「
い
う
留
書
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
を
単
純
に
「
ら
え
る

「
「
探
幽
に
よ
っ
て
鑑
定
さ
れ
た
絵
画
は
実
「
「
こ
ろ
銭
舜
挙
に
擬
さ
れ
た
明
時
代
「

絵
画
で
あ
っ
た
「
だ
ろ
う
「
「
い
う
話
に
な
る
が
「
明
時
代
「
絵
画
が
「
画
人
録
「
「

画
家
「
「
品
に
擬
さ
れ
て
流
通
し
て
い
た
「
い
う
解
釈
も
成
り
立
つ
だ
ろ
う
。
そ
し

て
「
探
幽
が
「
画
人
録
「
に
記
載
さ
れ
る
画
家
「
「
品
「
み
な
ら
ず
「
明
時
代
「
絵
画

に
関
し
て
見
識
を
持
っ
て
い
た
「
い
う
こ
「
も
想
像
さ
れ
る
。

ま
た
「
中
国
・
明
時
代
に
謝
肇
淛
が
撰
じ
「
ま
も
な
く
日
「
に
も
渡
り
寛
文
元
年

「
一
六
六
一
「に
は
和
刻
「
が
刊
行
さ
れ
た
「
百
科
事
典
「
よ
う
な
性
質
を
帯
び
た
随
筆

『
「
雑
組
』
「
巻
七
「
人
部
三
「
中
に
は
「
呂
紀
は
次
「
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

米
芾
畫
史
云 

世
人
見
馬
即
命
為
曹
韓
韋 

見
牛
即
命
為
韓
滉
戴
嵩 

甚
可
笑 

今
人

見
鷹
隼
鸂
鶒
即
命
為
宣
和 

見
馬
即
命
為
子
昂 

見
模
糊
雲
樹
即
命
為
米
元
章 

不
特

此
也 

所
翁
之
龍 

林
良
呂
紀
之
翎
毛 

夏
昶
之
竹 

蓋
愈
趨
而
愈
「
矣
。

「
探
幽
縮
図
「
「
う
ち
「
和
漢
梅
竹
花
鳥
図
巻
「「
個
人
蔵
「に
は
「
こ
「
項
「
次
々
々

項
に
あ
た
る
「
近
日
名
家
如
雲
間
董
玄
宰
「
か
ら
は
じ
ま
る
項
が
ほ
ぼ
そ
「
ま
ま
に
写

さ
れ
て
い
る
こ
「
か
ら
「
探
幽
も
こ
「
箇
所
に
目
を
通
し
て
い
た
こ
「
は
間
違
い
な

い
。
林
良
「
「
も
に
花
鳥
図
「
名
手
「
し
て
明
時
代
「
中
国
で
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
「

を
探
幽
は
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

で
は
「
当
時
「
狩
野
派
「
中
で
「
呂
紀
は
ど
「
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
た
「
だ
ろ
う

か
。
狩
野
安
信
が
鑑
定
「
際
に
得
ら
れ
た
知
見
を
記
入
し
た
和
刻
「
『
圖
繪
寶
鑑
』
「

写
「
「
一
つ
「「
狩
野
安
信
鑑
定
一
家
言
記
入
圖
繪
寶
鑑
「「
北
九
州
大
学
図
書
館
［
松
涛

文
庫
］
蔵
「「
巻
「
に
は
「
次
「
一
節
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。

明
ハ
皆
前
ノ
画
工
ヨ
リ
「
段
ヲ
明
ン
ト
タ
ツ
ル
ナ
リ 

明
ン
画
ハ
見
ヤ
ス
キ
故
ニ

是
ニ
不
出 

呂
紀
文
進
仇
英
ヲ
「
ト
シ
テ
見
ベ
シ

こ
「
一
節
「
前
に
は
「
初
見
「
画
家
「
「
品
で
あ
っ
て
も
画
風
・
流
派
を
捉
え
る
こ

「
が
鑑
定
「
基
「
で
あ
る
「
「
し
た
上
で
「
唐
時
代
か
ら
宋
時
代
「
元
時
代
「
基
準
「

な
る
画
家
「
名
を
挙
げ
「
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
よ
う
に
各
画
家
「
画
風
・
流
派
を
捉
え

る
こ
「
を
説
く
。
続
け
て
「
こ
「
明
時
代
「
一
節
で
は
「
呂
紀
「
辺
文
進
・
仇
英
を
そ

「
時
代
「
基
準
「
し
て
把
握
す
る
べ
き
で
あ
る
「
「
安
信
は
説
い
て
い
る
。
つ
ま
り
「

安
信
に
「
っ
て
呂
紀
「
画
風
が
明
時
代
「
画
風
「
基
準
「
一
つ
で
あ
る
「
評
価
さ
れ
て

い
た
こ
「
「
な
る
。

実
際
に
「「
狩
野
安
信
鑑
定
一
家
言
記
入
圖
繪
寶
鑑
「
「
各
画
家
へ
「
安
信
に
よ
る

「
46
「

「
47
「

「
48
「

「
49
「

「
50
「



狩
野
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「
に
つ
い
て

六
九

注
記
を
見
る
「
「
唐
代
「
画
家
で
あ
る
た
め
に
実
見
「
品
が
乏
し
か
っ
た
「
だ
ろ
う
「

梁
黄
に
「
梅
ニ
サ
ン
カ
ウ
ノ
圖
ニ
見
ル
呂
紀
ニ
似
テ
位
上
也
「「
殷
仲
容
に
「
花
鳥
ニ

見
ル
位
「
也 
呂
紀
ニ
似
テ
カ
タ
シ
味
ス
シ
「「
白
旻
に
「
花
鳥
見
タ
リ
呂
紀
ニ
似
タ
リ
「

「
記
さ
れ
て
い
る
。
明
時
代
「
画
家
「
「
品
が
比
較
的
流
通
し
て
い
た
せ
い
か
「
明
時

代
「
画
家
「
注
記
に
「
呂
紀
「
画
風
「
「
関
連
性
「
記
述
は
見
ら
れ
な
い
が
「
呂
紀
「

画
風
が
「
実
際
に
安
信
が
鑑
定
を
行
う
際
「
基
準
「
な
っ
て
い
た
こ
「
を
裏
付
け
る
。

重
要
な
「
は
「
こ
う
し
た
見
解
が
安
信
独
り
「
鑑
定
方
針
で
は
な
か
っ
た
こ
「
で
あ

る
。
張
武
翼
「
箇
所
「
上
欄
外
に
「
宋
畫
ハ
我
カ
見
ル
ト
コ
ロ
多
シ 

上
中
「
ニ
ワ
カ

ツ
ト
コ
ロ
送
リ
シ
書
ノ
コ
ト
シ 

幽
卜
伯
ト
ノ
セ
ン
ギ
ニ
而
三
ツ
ニ
ワ
ク
ル
モ
ノ
ナ
リ
「

「
あ
り
「
各
家
に
関
す
る
上
中
「
三
種
「
品
第
を
「
探
幽
「
休
伯
ら
「
合
議
「
上
で
品

定
め
し
た
こ
「
が
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
呂
紀
「
画
風
を
明
時
代
「
画
風
「
基
準

「
一
つ
「
す
る
「
は
「
安
信
「
み
「
見
解
で
は
な
く
「
探
幽
も
そ
「
見
識
を
共
有
し
て

い
た
「
考
え
ら
れ
る
「
で
あ
る
。

所
在
不
明
「
な
っ
て
い
る
「
狩
野
安
信
鑑
定
一
家
言
記
入
圖
繪
寶
鑑
「
「
原
「
が
成

立
し
た
「
考
え
ら
れ
て
い
る
「
は
「
寛
文
三
年「
一
六
六
三
「か
ら
同
七
年
に
か
け
て
で

あ
る
「
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
「
か
ら
「
探
幽
徳
川
「
を
製
「
し
た
頃
「
探
幽
に
も
呂
紀

「
画
風
が
明
時
代
「
画
風
「
基
準
で
あ
る
「
認
識
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。

つ
ま
り
「
「
七
世
紀
に
お
い
て
「
呂
紀
は
「
画
人
録
「
「
画
家
に
準
じ
る
格
付
け
を

与
え
ら
れ
て
い
た
「
で
あ
り
「
そ
「
画
風
は
探
幽
周
辺
で
明
時
代
「
絵
画
「
基
準
「
し

て
捉
え
ら
れ
て
い
た
。

四　

探
幽
の
呂
紀
学
習

最
後
に
「
呂
紀
「
品
が
探
幽
「
品
に
与
え
た
影
響
を
考
察
し
た
い
。
諸
家
に
分
蔵
さ

「
51
「

「
52
「

れ
る
「
探
幽
縮
図
「
に
は
「
現
在
「
鑑
識
で
は
呂
紀
「
は
容
易
に
判
断
し
が
た
い
絵
画

も
含
ま
れ
て
い
る
一
方
で
「
呂
紀
に
よ
る
花
鳥
図
や
呂
紀
「
画
風
を
受
け
継
い
だ
花
鳥

図「
「
「
「
総
称
し
て
「
呂
紀
様
式
花
鳥
図
「
「
呼
称
す
る
。「が
い
く
つ
か
見
い
だ
せ
る
。

「
聚
珍
画
帖　

探
幽
法
印　

「
図
「「「
り
印
「「
東
京
国
立
博
物
館
蔵
「に
は
「「
直　

武

英
殿
錦
衣
指
揮
楽
愚
呂
紀
寫
「
「
画
中
に
署
名
が
あ
り
「「
寛
文
三
「
月
廿
四
日
「
「

留
書
が
あ
る
一
図
が
収
め
ら
れ
て
い
る「
挿
図
12
「。
呂
紀
東
博
「
「
同
じ
く
冬
「
つ
が

「
53
「

挿図12　聚珍画帖 探幽法印 八図
（東京国立博物館蔵）より

挿図13　伝呂紀筆 四季花鳥図 冬景
（根津美術館蔵）



狩
野
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「
に
つ
い
て

七
〇

挿図14　古画縮図（花鳥）（大和文華館蔵）より挿図15　探幽縮図（平福百穂旧蔵、所在不明）より

い
「
雉
を
題
材
に
し
た
一
図
で
「
構
図
は
呂
紀
東
博
「
春
景
「
ほ
ぼ
左
右
対
称
「
構
図

で
あ
る
。
現
存
す
る
同
図
様
「
「
例
で
は
呂
紀
筆
「
白
梅
雉
鶏
図
「「
無
錫
市
博
物
館
蔵
「「

無
款
「
花
鳥
図
「「
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
蔵
「「
「
呂
紀
筆
「
四
季
花
鳥
図　

冬
景
「「
根
津
美

術
館
蔵
。
挿
図
13
「な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。

同
じ
く
岩
「
上
に
「
ま
る
つ
が
い
「
雉
を
描
い
た
図
が
「「
古
画
縮
図「
花
鳥
「「「
大
和

文
華
館
蔵
「「
平
福
百
穂
旧
蔵
「
探
幽
縮
図
「「
所
在
不
明
「に
見
い
だ
せ
る「
挿
図
14
・
15
「。

現
存
す
る
同
図
様
「
「
例
で
は
「
呂
紀
筆
「
雪
梅
錦
鶏
図
「「
中
央
工
芸
美
術
学
院
蔵
「「

呂
紀
筆
「
寒
雀
「
茶
図
「「
明
徳
堂
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
「「
無
款
「
花
鳥
図
「「
プ
リ
ン
ス
ト
ン

大
学
美
術
館
蔵
「な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
「
こ
れ
ら
「
異
な
る
構
図
で
つ
が
い
「
雉
を
描
い
た
図
が
「「
和
漢
古
画
帖
「「
大

倉
集
古
館
蔵
「「
『
聚
珍
画
帖
』
巻
「
に
収
録
さ
れ
て
い
る「
挿
図
16
・
17
「。
雄
が
岩
に

乗
り
「
左
「
「
雌
「
視
線
を
交
わ
す
構
図
で
あ
る
。『
聚
珍
画
帖
』
「
図
は
「
明
時
代

「
画
家
で
あ
る
柯
士
璜
「
署
名
「
印
が
付
さ
れ
て
い
る
が
「
呂
紀
様
式
花
鳥
図
「
見
な

せ
る
。「
和
漢
古
画
帖
「
「
図
は
雄
周
辺
部
分
「
拡
大
「
な
っ
て
い
る
が
「
余
白
に

「
四
明
呂
廷
振
印
「
ら
し
き
印
が
写
し
留
め
ら
れ
て
い
る
。
現
存
す
る
同
図
様
「
「
例

で
は
「
呂
紀
筆
「
牡
丹
錦
鶏
図
「「
中
国
美
術
館
蔵
「「
「
呂
紀
筆
「
四
季
花
鳥
図　

春
景
「

「
根
津
美
術
館
蔵
「な
ど
が
あ
る
。

「
上
「
よ
う
に
「「
探
幽
縮
図
「
か
ら
は
「
探
幽
が
呂
紀
様
式
花
鳥
図
に
つ
い
て
幅

広
い
良
質
な
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
画
嚢
に
蓄
え
て
い
た
こ
「
が
わ
か
る
。

次
に
「
具
体
的
に
呂
紀
「
「
品
「
探
幽
「
「
品
を
比
較
す
る
こ
「
に
よ
っ
て
「
呂
紀

か
ら
「
影
響
を
明
ら
か
に
す
る
。

ま
ず
「
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
「「
永
平
寺
蔵
。
図
3
。
「
「
「「
探
幽
永
平
寺
「
「
「
「

称
す
る
。「を
「
「
対
象
「
す
る
。
各
幅
に
「
探
幽
法
印
行
年
七
「
一
歳
筆
「
「
署
名
が

あ
る
こ
「
か
ら
「
寛
文
「
二
年「
一
六
七
二
「「
製
「
「
わ
か
り
「
従
来
「
探
幽
「
最
晩

「
54
「

「
55
「

「
56
「

「
57
「

「
58
「

「
59
「

「
60
「

「
61
「

「
62
「

「
63
「

「
64
「

「
65
「



狩
野
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「
に
つ
い
て

七
一

年
「
「
品
な
が
ら
筆
「
衰
え
を
感
じ
さ
せ
な
い
「
品
「
し
て
評
価
さ
れ
て
き
た
。
呂
紀

東
博
「
「
探
幽
永
平
寺
「
は
「
呂
紀
・
探
幽
そ
れ
ぞ
れ
に
「
っ
て
「
存
例
が
少
な
い
四

幅
対
「
花
鳥
図
「
い
う
構
成
か
ら
両
者
「
近
似
性
は
簡
単
に
想
起
し
や
す
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
が
「
意
外
に
も
両
者
を
比
較
し
た
言
及
は
管
見
「
限
り
乏
し
い
。
た
し
か
に
単

純
に
画
面
を
比
較
す
る
「
「
呂
紀
東
博
「
が
複
雑
に
モ
チ
ー
フ
を
組
み
合
わ
せ
画
面
「

奥
行
を
持
た
せ
て
い
る
一
方
で
「
探
幽
永
平
寺
「
は
モ
チ
ー
フ
が
数
量
的
に
も
描
法
的

に
も
簡
「
化
さ
れ
て
お
り
「
両
者
「
画
面
「
雰
囲
気
に
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
こ
「
か

ら
「
一
見
影
響
関
係
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
「
各
々
「
構
図
や
モ
チ
ー
フ

を
分
析
す
る
「
「
影
響
関
係
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
こ
「
に
気
づ
く
。

呂
紀
東
博
「
で
は
「
画
面
「
端
に
樹
木
や
岩
石
を
部
分
的
に
大
き
く
描
き
「
さ
ら
に

画
面
「
奥
に
院
体
画
風
で
繊
細
に
描
か
れ
る
花
鳥
「
対
照
的
に
「
樹
木
や
岩
石
「
輪
郭

に
浙
派
由
来
「
太
く
濃
い
墨
線
を
用
い
る
こ
「
に
よ
っ
て
「
画
面
中
央
に
描
か
れ
る
花

「
66
「

挿図16 和漢古画帖 (大倉集古館蔵)より

挿図17　聚珍画帖（国立国会図書館蔵）より



狩
野
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「
に
つ
い
て

七
二

鳥
に
対
し
て
額
縁
「
よ
う
な
効
果
を
持
た
せ
る
構
図
法
が
取
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
「
春

景
「
画
面
上
部
「
桃
や
冬
景
「
画
面
上
部
「
白
梅
「
よ
う
な
「
幹
を
一
度
画
面
外
に
隠

し
て
か
ら
「
び
画
面
内
に
梢
を
あ
ら
わ
す
手
法
は
「
竹
浪
氏
が
呂
紀
様
式
花
鳥
図
に
頻

出
す
る
手
法
「
指
摘
し
て
お
り
「
先
に
見
た
「
探
幽
縮
図
「
中
「
縮
図
や
呂
紀
筆
「
梅

花
雉
子
図
「「
松
井
文
庫
蔵
「「
「
周
之
冕
筆
「
花
鳥
図
「「
南
禅
寺
蔵
「ほ
か
多
く
「
呂
紀
様

式
花
鳥
図
に
み
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
構
図
法
が
「
探
幽
永
平
寺
「
に
お
い
て
よ
り
簡
「
化
し
て
用
い
ら
れ
て
い

る
。
即
ち
「
探
幽
永
平
寺
「
「
四
幅
に
共
通
す
る
「
細
め
「
中
墨
で
描
か
れ
る
花
鳥
に

比
し
て
太
め
「
濃
墨
で
象
ら
れ
た
大
樹
「
根
「
幹
を
画
面
「
部
に
設
け
「
大
樹
が
根
元

か
ら
上
方
に
伸
び
る
途
中
で
一
旦
画
面
外
に
消
え
て
か
ら
「
「
度
画
面
上
部
か
ら
梢
を

あ
ら
わ
す
構
図
法
は
「
呂
紀
様
式
花
鳥
図
「
基
「
的
な
構
図
法
「
同
工
異
曲
で
あ
る
。

ま
た
「
画
面
ご
「
に
四
季
「
花
鳥
を
配
し
「
二
幅
ず
つ
で
左
右
対
称
「
構
図
「
す
る
呂

紀
東
博
「
「
構
図
法
も
「
探
幽
永
平
寺
「
で
は
よ
り
わ
か
り
や
す
く
活
用
さ
れ
て
い
る
。

モ
チ
ー
フ
に
関
し
て
は
「
呂
紀
東
博
「
夏
景
「
探
幽
永
平
寺
「
春
景
に
共
通
す
る
「

視
線
を
交
し
合
い
阿
吽
「
よ
う
に
片
方
は
く
ち
ば
し
を
開
け
片
方
は
閉
じ
る
つ
が
い
「

高
麗
鶯
や
「
呂
紀
東
博
「
秋
景
「
探
幽
永
平
寺
「
秋
景
に
共
通
す
る
「
大
樹
「
傍
ら
か

ら
伸
び
る
芙
蓉
な
ど
「
描
写
も
似
通
っ
て
い
る
共
通
「
モ
チ
ー
フ
が
見
い
だ
せ
る
。
そ

う
し
た
中
で
も
「
呂
紀
東
博
「
夏
景
「
「
部
に
描
か
れ
る
向
き
合
い
視
線
を
交
わ
せ
る

つ
が
い
「
鴨
「
雌
「
「
探
幽
永
平
寺
「
冬
景
「
「
部
に
描
か
れ
る
つ
が
い
「
鴛
鴦
「
雌

「
姿
態
「
流
水
表
現
「
近
似
性
に
は
「
モ
チ
ー
フ
「
直
接
的
な
転
用
が
想
定
さ
れ
る
。

他
「
探
幽
「
品
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
先
ほ
ど
探
幽
永
平
寺
「
に
指
摘
し
た
「
花
鳥

に
比
し
て
太
め
「
濃
墨
で
象
ら
れ
た
大
樹
「
根
「
幹
を
画
面
「
部
に
設
け
「
大
樹
が
途

中
で
一
旦
画
面
外
に
消
え
て
か
ら
「
「
度
画
面
上
部
か
ら
あ
ら
わ
れ
る
構
図
法
は
「
実

は
「
「
歳
代
か
ら
晩
年
に
か
け
て
「
探
幽
「
品
に
頻
出
し
て
い
る
。
早
い
例
で
は
「
探

幽
徳
川
「
「
同
時
期
に
描
か
れ
た
「「
桐
鳳
凰
図
屛
風
「「
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
「に
も
み

ら
れ
る
。
そ
し
て
「
こ
「
構
図
法
は
特
に
晩
年
「
三
幅
対
で
多
用
さ
れ
て
い
る
。
寛
文

四
年「
一
六
六
四
「に
描
か
れ
た
探
幽
筆
「
鶴
松
竹
梅
図
「「
大
通
寺
蔵
「「
左
幅
「
梅
図
「「

同
「
年
「
「
舜
王
・
娥
皇
・
女
英
図
「「
岡
田
美
術
館
蔵
「「
中
幅
「
舜
王
図
「・
左
幅

「
女
英
図
「「
同
九
年
「
「
観
音
・
四
皓
・
七
賢
図
「「
福
岡
市
美
術
館
蔵
「「
右
幅
「
四
皓

図
「「
同
「
一
年
「
「
漢
武
帝
・
西
王
母
・
「
伯
房
図
「「
東
京
国
立
博
物
館
蔵
「「
中
幅

「
漢
武
帝
図
「「
挿
図
18
「に
確
認
が
で
き
る
。

こ
「
構
図
法
は
「
さ
ら
に
探
幽
「
降
「
狩
野
派
周
辺
「
絵
画
に
も
見
出
す
こ
「
が
で

き
る
。
代
表
例
「
し
て
は
「
狩
野
常
信「
一
六
三
六
〜
一
七
一
三
「「
「
梅
尾
「
鳥
・
柳
黄

鳥
図
「「
大
倉
集
古
館
蔵
。
挿
図
19
「「
右
幅
や
「板
谷
慶
舟
広
当「
一
七
二
九
〜
九
七
「「
「
四

季
花
鳥
図
「「
大
英
博
物
館
蔵
。
挿
図
20
「「
狩
野
養
川
院
惟
信「
一
七
「
三
〜
一
「
〇
「
「に

よ
る
「
四
季
花
鳥
図
「「
円
照
寺
蔵
「が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
板
谷
慶
舟
広
当
「
狩
野
養
川

院
惟
信
「
「
品
に
は
「
探
幽
永
平
寺
「
「
雰
囲
気
が
色
濃
く
残
さ
れ
て
い
る
。

個
々
「
モ
チ
ー
フ
な
ら
ば
「寛
文
「
一
年
「
「
紅
白
梅
小
禽
図
「「
個
人
蔵
「「
左
幅「
挿

図
21
「に
描
か
れ
る
「
視
線
を
交
わ
し
合
う
つ
が
い
「
雀
「
姿
は
「
探
幽
永
平
寺
「
春

景
「
高
麗
鶯
「
姿
態
に
も
通
じ
る
が
「
そ
「
元
は
呂
紀
東
博
「
夏
景
「
上
部
で
視
線
を

交
わ
し
合
う
つ
が
い
「
高
麗
鶯
や
「
秋
景
「
上
部
「
九
官
鳥
に
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
「
萬
治
四
年「
一
六
六
一
「頃
「
製
「
「
推
定
さ
れ
て
い
る
「
探
幽
筆
「
白
鷴
図
「

「
静
岡
県
立
美
術
館
蔵
「に
つ
い
て
は
「
宋
元
時
代
「
細
密
描
写
「
観
察
に
基
づ
く
写
生
か

ら
な
る
製
「
「
い
う
指
摘
も
あ
る
が
「
白
鷴
は
「
呂
紀
筆
「
牡
丹
錦
鶏
図
「「
中
国
美
術
館

蔵
「「
「
呂
紀
筆
「
四
季
花
鳥
図　

夏
景
「「
根
津
美
術
館
蔵
「な
ど
「
呂
紀
様
式
花
鳥
図

に
特
徴
的
な
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
探
幽
に
よ
る
写
生
的
要
素
は
認
め
ら
れ
つ
つ
も
「
探

幽
「
「
白
鷴
図
「
に
は
呂
紀
「
絵
画
が
参
考
に
さ
れ
た
「
考
え
ら
れ
「
描
写
は
「
牡
丹

錦
鶏
図
「
「
極
め
て
近
い
「
言
え
る
。

「
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「
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「
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「
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「
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「
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挿図18　漢武帝図
漢武帝・西王母・長伯房図
三幅対の内（東京国立博物館蔵）

挿図19　狩野常信筆 梅尾長鳥・柳黄鳥図（大倉集古館蔵）

挿図20　板谷慶舟広当筆 四季花鳥図（大英博物館蔵）

挿図21　紅白梅小禽図 左幅（個人蔵）



狩
野
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「
に
つ
い
て

七
四

も
ち
ろ
ん
探
幽
は
呂
紀
様
式
花
鳥
図
を
忠
実
に
写
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
細
部
「
表

現
を
比
較
す
れ
ば
「
呂
紀
東
博
「
秋
景
「
芙
蓉
に
は
枯
れ
た
株
が
描
写
さ
れ
「
花
弁
や

葉
「
姿
は
様
々
な
姿
が
描
か
れ
て
い
る
「
が
確
認
で
き
る
が
「
探
幽
永
平
寺
「
秋
景
「

芙
蓉
は
「
輪
郭
線
「
太
細
や
彩
色
「
濃
淡
が
描
き
分
け
て
画
面
「
奥
行
き
を
構
築
し
て

い
る
も
「
「
「
花
弁
や
葉
「
姿
は
ほ
ぼ
同
一
「
形
態
「
繰
り
返
し
に
な
っ
て
お
り
「
形

式
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
感
が
強
い
。
呂
紀
東
博
「
冬
景
も
「
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
白
色
顔

料
に
よ
る
雪
が
あ
し
ら
わ
れ
「
奥
深
い
「
林
「
冷
気
が
表
現
さ
れ
て
い
る
「
に
対
し

て
「
探
幽
徳
川
「
「
左
隻
「
奔
流
に
は
そ
う
し
た
表
現
を
「
現
し
よ
う
「
し
た
形
跡
は

み
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
「
探
幽
は
こ
れ
ら
「
呂
紀
「
品
「
構
図
や
モ
チ
ー
フ
を
引
用
し

つ
つ
「
細
部
は
「
七
世
紀
半
ば
「
狩
野
派
ら
し
い
「
も
っ
「
言
え
ば
探
幽
ら
し
い
表
現

に
置
き
換
え
て
い
る
「
で
あ
る
。

「
上
「
探
幽
へ
「
呂
紀
様
式
花
鳥
図
「
影
響
を
構
図
を
中
心
に
見
て
き
た
。
し
か

し
「
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
は
「
呂
紀
様
式
花
鳥
図
か
ら
「
影
響
は
「
雪
舟
や

室
町
時
代
「
来
「
狩
野
派
に
よ
る
花
鳥
図
に
少
な
か
ら
ず
見
出
せ
る
こ
「
で
あ
る
。
板

倉
氏
は
「
雪
舟
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「「
京
都
国
立
博
物
館
蔵
「な
ど
に
み
ら
れ
る
「
輪

郭
線
「
太
細
な
ど
に
よ
り
景
物
を
重
ね
て
画
面
「
奥
行
を
構
築
し
て
い
く
手
法
が
「
呂

紀
東
博
「
を
は
じ
め
「
す
る
明
時
代
「
着
色
花
鳥
図
「
共
通
し
て
い
る
こ
「
か
ら
「

呂
紀
ら
「
明
時
代
花
鳥
図
が
雪
舟
「
花
鳥
図
「
先
例
に
認
め
ら
れ
る
「
指
摘
し
て
い

る
。
ま
た
松
島
仁
氏
は
「
探
幽
「
品
中
「
尾
「
鳥
「
ル
ー
ツ
を
た
ど
る
中
で
「
辺
文
進

や
呂
紀
ら
に
代
表
さ
れ
る
中
国
・
明
時
代
「
浙
派
花
鳥
図
が
「
室
町
か
ら
桃
「
時
代
に

か
け
て
「
日
「
に
お
い
て
狩
野
派
や
雪
舟
派
な
ど
に
踏
襲
さ
れ
「
て
い
き
「「
海
棠
に

尾
「
鳥
図
「「
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
「や
「
尾
「
鳥
図
「「
東
京
国
立
博
物
館
蔵
「「「
柳
に
尾
「

鳥
図
「
に
共
通
し
て
描
か
れ
る
尾
「
鳥「
「
鵲
「が
「「
辺
文
進
や
呂
紀
ら
浙
派
花
鳥
図

を
直
接
的
な
発
信
源
「
し
て
広
く
東
ア
ジ
ア
花
鳥
画
「
共
通
語
彙
「
し
て
流
通
「
し
て

い
っ
た
こ
「
を
指
摘
し
て
い
る
。

狩
野
派
「
早
い
「
例
で
は
「
呂
紀
「
曾
孫
に
あ
た
る
明
時
代
末
「
画
家
・
呂
健
に
よ

る
「
崑
崙
松
鶴
図
「「
東
京
国
立
博
物
館
蔵
「に
描
か
れ
る
「
横
方
向
に
伸
び
る
松
に
鶴
が

「
ま
る
「
い
う
モ
チ
ー
フ
が
「
狩
野
元
信
筆
「
四
季
花
鳥
図
「「
霊
雲
院
蔵
「
同
方
丈
室
中

襖
絵
「に
も
見
出
せ
る
こ
「
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
狩
野
元
信
「
先
行
「
例
に

倣
っ
た
「
狩
野
永
徳「
一
「
四
三
〜
九
〇
「に
よ
る
「
四
季
花
鳥
図
「「
聚
光
院
蔵
「
同
方
丈

室
中
襖
絵
「な
ど
に
「
呂
紀
や
呂
紀
に
先
行
す
る
辺
文
進
「
花
鳥
図
に
描
か
れ
る
モ
チ
ー

フ
が
見
出
せ
る
「
い
う
。

こ
う
し
た
中
「
探
幽
に
つ
い
て
は
遺
し
た
「
品
が
豊
富
に
「
存
し
て
い
る
こ
「
も
あ

る
が
「
呂
紀
様
式
花
鳥
図
を
直
接
目
に
し
て
い
る
こ
「
が
確
実
で
あ
る
点
に
お
い
て
「

他
「
日
「
「
画
家
「
一
線
を
画
し
て
い
る
。
探
幽
は
「
先
に
見
た
「
探
幽
縮
図
「
中
「

豊
富
な
呂
紀
様
式
花
鳥
図
か
ら
「
個
々
「
モ
チ
ー
フ
「
み
な
ら
ず
「
各
々
「
呂
紀
様
式

花
鳥
図
に
共
通
す
る
構
図
法
を
取
り
出
し
「
自
身
「
様
式
「
し
て
消
化
し
た
「
言
え
よ

う
。「

こ
ろ
で
「
竹
浪
氏
は
後
世
「
画
家
が
呂
紀
様
式
花
鳥
図
に
倣
う
際
「
「
絵
や
粉
「

を
基
に
し
つ
つ
も
「
枝
ぶ
り
や
鳥
「
種
類
・
羽
「
色
「
い
っ
た
細
部
「
表
現
に
つ
い
て

は
「画
家
そ
れ
ぞ
れ
「
裁
量
に
拠
っ
て
い
た
「
推
測
し
て
い
る
。
こ
「
見
解
に
従
え
ば
「

呂
紀
「
絵
画
を
基
「
し
て
モ
チ
ー
フ
や
構
図
を
活
用
し
「
写
生
的
要
素
を
加
え
「
更
に

後
世
「
画
家
に
呂
紀
様
式
花
鳥
図
を
「
播
さ
せ
た
探
幽
は
「
呂
紀
様
式
花
鳥
図
が
東
ア

ジ
ア
に
「
播
・
展
開
し
て
い
く
上
で
「
日
「
に
お
け
る
一
旗
手
で
あ
っ
た
「
も
位
置
付

け
ら
れ
る
。
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「
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狩
野
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「
に
つ
い
て

七
「

結　
　
　

語

緒
言
で
も
触
れ
た
「
お
り
「
探
幽
「
絵
画
観
に
は
「
「
七
世
紀
「
日
「
に
お
け
る
「

『
君
台
観
左
右
帳
記
』
「
「
画
人
録
「
「
影
響
「
に
お
け
る
宋
元
時
代
「
絵
画
を
重
要

視
す
る
絵
画
観
が
強
く
関
与
す
る
こ
「
が
言
及
さ
れ
て
き
た
。
「
稿
で
は
「
探
幽
徳
川

「
に
つ
い
て
「
雪
舟
系
花
鳥
図
屛
風
「
呂
紀
東
博
「
か
ら
「
影
響
を
指
摘
し
「
さ
ら
に

呂
紀
様
式
花
鳥
図
か
ら
「
探
幽
画
へ
「
影
響
を
指
摘
し
た
。
ま
た
「
そ
う
し
た
背
景
に

「
七
世
紀
半
ば
頃
か
ら
「
雪
舟
「
品
「
呂
紀
「
品
「
評
価
が
高
ま
り
を
み
せ
て
い
た
こ

「
を
述
べ
た
。

今
回
は
「
呂
紀
様
式
花
鳥
図
か
ら
「
探
幽
絵
画
へ
「
影
響
を
指
摘
す
る
に
「
ど
ま
っ

た
が
「
同
様
に
「
七
世
紀
半
ば
頃
か
ら
日
「
で
多
く
流
通
す
る
よ
う
に
な
っ
た
明
時
代

絵
画
が
多
く
あ
っ
た
こ
「
は
「「
探
幽
縮
図
「
「
諸
「
「
内
容
か
ら
明
白
で
あ
る
。

実
際
に
探
幽
が
鑑
定
し
た
こ
「
が
明
ら
か
な
明
時
代
花
鳥
図
「
例
「
し
て
は
「
史
元

麟
筆
「
鳳
凰
図
「「
龍
光
院
蔵
。
挿
図
22
「が
「
存
し
て
い
る
。
龍
光
院
文
書
「
中
に
「
こ

「
一
幅
が
寄
進
さ
れ
た
際
「
贈
り
状
が
あ
り
「
「
野
国
烏
「
藩
二
代
・
信
濃
国
飯
田
藩

初
代
で
あ
る
堀
親
昌「
一
六
〇
六
〜
七
三
「「
遺
物
「
し
て
寄
進
さ
れ
た
こ
「
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
箱
に
は
堀
親
昌
か
ら
「
寄
進
札
一
点
「
ほ
か
「
堀
親
昌
宛
「
探
幽
自
筆
書
状
二

通
「
探
幽
に
よ
る
外
題
一
点
が
附
属
し
て
お
り
「
探
幽
が
実
際
に
鑑
定
し
た
こ
「
が
明

ら
か
で
あ
る
。
書
状
「
内
「
一
通
に
は
「「
狩
野
法
眼
「
「
あ
る
こ
「
か
ら
「
探
幽
が

法
印
に
叙
せ
ら
れ
る
寛
文
二
年「
一
六
六
二
「「
月
二
「
九
日
「
前
に
鑑
定
し
た
「
わ
か

る
。
な
お
「
探
幽
縮
図
「「
実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
「に
は
「
同
様
「
姿
態
「
鳳
凰
「
波

濤
が
描
か
れ
た
一
図
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
「
鳳
凰
「
姿
は
「
探
幽
筆
「
桐
鳳
凰
図
屛

風
「「
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
「「
表
現
に
近
し
く
「
同
様
「
「
品
「
影
響
が
想
定
さ
れ
る
。
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挿図22　史元麟筆 鳳凰図（龍光院蔵）

ま
た
「
慶
安
二
年「
一
六
四
九
「「
降
「
製
「
「
み
な
さ
れ
る
探
幽
筆
「
古
木
寒
鳥
図
「

「
龍
光
院
蔵
「
国
宝
「
密
庵
席
「
書
院
床
壁
貼
付
絵
「や
「
署
名
か
ら
探
幽
徳
川
「
「
同
時
期

「
「
応
三
年「
一
六
「
四
「か
ら
寛
文
元
年「
一
六
六
一
「頃
「
製
「
「
わ
か
る
探
幽
筆
「
夕

立
宿
鳥
図
「「
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
美
術
館
蔵
。
挿
図
23
「は
「
宣
徳
年
間「
一
四
二
六
〜
三
「
「「

降
に
明
時
代
「
宮
廷
で
活
躍
し
た
周
文
靖
筆
「
古
木
寒
鴉
図
「「
上
海
博
物
館
蔵
。
挿
図

24
「「
表
現
を
彷
彿
「
さ
せ
る
。
も
ち
ろ
ん
「
北
宋
時
代
「
小
景
画
「
「
例
「
一
つ
で

あ
る
「
趙
令
穣
筆
「
秋
塘
図
「「
重
要
文
化
財
「
大
和
文
華
館
蔵
「「
元
時
代
前
期
に
活
躍

し
た
羅
稚
川
に
よ
る
「
雪
江
図
「「
重
要
文
化
財
「
東
京
国
立
博
物
館
蔵
「「
い
っ
た
「『
君

台
観
左
右
帳
記
』
「
「
画
人
録
「
に
記
載
さ
れ
る
画
家
に
よ
る
同
画
題
「
品
か
ら
「
影

響
が
全
く
な
い
「
は
言
い
「
れ
な
い
。
し
か
し
「
探
幽
画
「
簡
「
化
さ
れ
た
画
面
「
筆

致
「
ま
た
画
面
「
大
き
さ
か
ら
「
明
時
代
「
「
古
木
寒
鴉
図
「
「
方
が
よ
り
親
近
性
が

高
い
だ
ろ
う
。

探
幽
「
同
時
代
「
画
家
で
は
「
狩
野
「
雪
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「「
個
人
蔵
「に
み
ら

「
94
「「

95
「

「
96
「

「
97
「

「
98
「

「
99
「



狩
野
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「
に
つ
い
て

七
六

れ
る
「
入
念
な
描
き
込
み
「
「
水
を
背
景
「
し
た
花
鳥
「
奥
行
き
「
あ
る
空
間
構
成
「

互
い
に
視
線
を
交
わ
し
合
う
つ
が
い
「
禽
鳥
た
ち
「
前
後
に
枝
分
か
れ
し
た
立
体
的
で

複
雑
な
樹
形
表
現
は
「
呂
紀
筆
「
梅
竹
「
禽
図
「「
浙
江
省
博
物
館
蔵
「や
沈
恢
筆
「
雪
中

花
鳥
図
「「
泉
屋
博
古
館
蔵
「「
い
っ
た
「
呂
紀
様
式
花
鳥
図
か
ら
「
影
響
を
想
起
さ
せ
る
。

「
七
世
紀
後
半
に
流
通
「
高
ま
り
を
見
せ
た
明
時
代
「
中
国
画
家
に
よ
る
絵
画
が
「

「
七
世
紀
「
探
幽
を
は
じ
め
「
す
る
日
「
画
家
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
「
今
後
さ
ら

「
100
「

「
101
「

挿図23　狩野探幽筆 夕立宿鳥図
（クリーブランド美術館蔵）

挿図24　周文靖筆 古木寒鴉図
（上海博物館蔵）

註「
1
「　

鬼
原
俊
枝
「
狩
野
探
幽
筆
「
学
古
帖
」
「
流
書
手
鑑
「「
武
田
恒
夫
先
生
古
稀
記
念
会
編

『
美
術
史
「
断
面
』　

清
文
堂
出
版　

平
成
七
年
一
月
「「
九
二
〜
九
七
頁
。
同
論
文
は
「
同

氏
『
幽
徴
「
探
究　

狩
野
探
幽
論 

「
文
篇
』「
大
阪
大
学
出
版
会　

平
成
「
年
二
月
「中
「

「
第
三
章　

模
索
「
軌
跡
「
に
「
録
さ
れ
て
い
る
。

「
2
「　

将
軍
家
御
成
に
関
し
て
参
照
し
た
主
な
文
献
は
次
「
「
お
り
。

・
佐
藤
豊
三
「
将
軍
家
「
御
成
」
に
つ
い
て「
一
〜
七
「「「『
金
鯱
叢
書
』
第
一
〜
「
輯　

徳

川
黎
明
会　

昭
和
四
「
九
〜
「
「
六
年
「。

・
熊
倉
功
夫
「
徳
川
秀
忠
「
茶
「
湯
「「
西
「
松
之
助
先
生
古
稀
記
念
会
編
『
江
戸
「
芸
能
「

文
化
』
吉
川
弘
文
館　

昭
和
六
「
年
三
月
「。

・
武
田
庸
二
郎
「
徳
川
家
綱
「
茶
湯
に
つ
い
て
─
身
分
制
社
会
に
お
け
る
饗
応
「
贈
答
─
「

「
村
上
直
編
『
幕
藩
制
社
会
「
地
域
的
展
開
』
雄
「
閣
出
版　

平
成
「
年
四
月
「。

・『
徳
川
将
軍
「
御
成
』　

徳
川
美
術
館　

平
成
二
「
四
年
「
月
。

「
3
「　

茶
会
記
に
よ
る
「
茶
会
に
お
け
る
掛
物
使
用
「
推
移
に
関
し
て
参
照
し
た
主
な
文
献
は
次

「
「
お
り
。

・
芳
賀
幸
四
郎
「
掛
物
「
歴
史
「「『
茶
道
聚
錦 

九　

書
「
絵
画
』　

小
学
館　

昭
和
「
「
九

年
二
月
「。

・
真
保
亨
「
茶
「
湯
に
お
け
る
掛
絵　

そ
「
画
家
「
「
品
「「『
茶
道
聚
錦 

九　

書
「
絵
画
』

　

小
学
館　

昭
和
「
「
九
年
二
月
「。

・
谷
晃
「
茶
会
記
に
現
わ
れ
た
絵
画
「「『
美
術
研
究
』
第
三
六
二
号　

東
京
国
立
文
化
財
研

究
所　

平
成
七
年
三
月
「。

・
谷
晃
「
茶
会
記
に
見
る
書
画
「「『
野
村
美
術
館
研
究
紀
要
』
第
七
号　

野
村
美
術
館　

平

成
「
年
三
月
「。

「
4
「　

尾
張
徳
川
家
「
場
合
「
元
禄
「
一
年「
一
六
九
「
「「
「
代
将
軍
徳
川
綱
吉
に
よ
る
麴
町
邸

御
成
に
お
い
て
「
「
秋
月
等
観
筆
「
寿
老
人
・
鶴
図
「「
現
・
徳
川
美
術
館
蔵
「が
表
書
院
「

床
に
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
「
「
品
は
「
印
章
が
明
ら
か
に
筆
で
描
か
れ
て
お
り
「
真
筆
で

な
い
こ
「
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
「
こ
「
は
「
御
成
で
用
い
ら
れ
る
絵
画
に
は
「
必
ず
し
も

な
る
「
「
が
必
要
な
「
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。



狩
野
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「
に
つ
い
て

七
七

真
筆
で
あ
る
必
要
は
な
く
「
筆
者
名
が
重
要
で
あ
っ
た
こ
「
を
示
唆
す
る
。

「
5
「　

現
在
「「
探
幽
縮
図
「
を
翻
刻
も
し
く
は
公
刊
し
た
書
籍
・
論
文
は
次
「
「
お
り
。

・
石
川
大
浪
「
模
『
聚
珍
画
帖
』
享
和
二
年「
一
「
〇
二
「序
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン「https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2606173

「で
閲
覧
可
能
。

・
京
都
国
立
博
物
館
編
『
探
幽
縮
図「
上
・
「
「』　

同
朋
舎
出
版　

昭
和
「
「
「
・
「
「
六
年
。

・『
大
倉
集
古
館
蔵 
探
幽
縮
図
』　

大
倉
文
化
財
団　

昭
和
「
「
六
年
「
月
。

・『
大
倉
集
古
館
蔵 
探
幽
縮
図
釈
文
』　

大
倉
文
化
財
団　

昭
和
「
「
六
年
「
月
。

・『
室
町
水
墨
画
・
近
世
絵
画
─
県
内
所
蔵
品
を
中
心
に
─
』　

茨
城
県
立
歴
史
館　

昭
和

「
「
「
年
「
月
。

・
ベ
ッ
テ
ィ
ー
ナ
・
ク
ラ
イ
ン
「
研
究
資
料 

ベ
ル
リ
ン
東
洋
美
術
館
蔵　

縮
圖
畫
帖
「
筆

園
佚
遊
「「『
國
華
』
第
一
〇
九
一
号　

國
華
社　

昭
和
六
「
一
年
二
月
「。

・
文
人
画
研
究
所
編
『
探
幽
縮
図
』　

藪
「
莊
「
郎　

昭
和
六
「
一
年
七
月
。

・『
大
和
文
華
館
所
蔵
品
図
版
目
録
2　

絵
画
・
書
蹟
〔
日
「
篇
〕』　

大
和
文
華
館　

平
成

二
年
「
一
月
。

・
河
野
元
昭
「
資
料
紹
介
『
探
幽
縮
図
』「
東
京
芸
術
大
学
資
料
館
蔵
「「「『
美
術
史
論
叢
』
№

9　

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
・
文
学
部
美
術
史
研
究
室　

平
成
「
年
三

月
「。

・
伊
藤
大
輔
「
「
品
解
説　

狩
野
探
幽
「
探
幽
縮
図
」「「『
東
京
大
学
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
㈠　

東

ア
ジ
ア
「
形
態
世
界
』　

東
京
大
学
総
合
研
究
資
料
館　

平
成
六
年
「
月
「。

・
小
野
真
由
美
「
新
収
品
紹
介 

探
幽
縮
図 

狩
野
探
幽
筆「
上
・
「
「「「『M

U
SEU

M
』
第

「
九
「
・
六
〇
一
号　

東
京
国
立
博
物
館　

平
成
「
七
年
「
月
・
同
「
「
年
四
月
「。

・
宮
崎
法
子
「
実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
「
探
幽
縮
図
」「「『
実
践
女
子
大
学 

美
學
美
術
史

學
』
第
二
「
「
号　

実
践
美
学
美
術
史
学
会　

平
成
二
「
三
年
三
月
「。

こ
「
ほ
か
「「
探
幽
縮
図
「「
成
城
大
学
図
書
館
蔵
「が
成
城
大
学
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「http

：//w
w

w
.lib.seijo.ac.jp/K

ansu/03_tanyusyukuzu.htm
l

「で
閲
覧
可
能
。

「
6
「　

板
倉
聖
哲
「
江
戸
時
代
初
期
狩
野
派
に
お
け
る
中
国
絵
画
受
容
─
「
探
幽
縮
図
」
を
通
し

て
「「『
遠
澤
「
探
幽
─
会
津
藩
御
抱
絵
師
加
藤
遠
澤
「
芸
術
─
』　

福
島
県
立
美
術
館　

平
成

「
年
一
月
「。

「
7
「　

湊
信
幸
「
明
時
代
「
寧
波
画
「「『
国
際
交
流
美
術
史
研
究
会
第
「
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

東

洋
美
術
史
に
お
け
る
西
「
東
─
対
立
「
交
流
─
』　

国
際
交
流
美
術
史
研
究
会　

平
成
四
年

三
月
「に
お
い
て
「
狩
野
博
幸
氏
「
意
見
「
し
て
「
寧
波
「
画
家
で
あ
る
趙
昌
国
「
「
水
画

中
「
人
物
表
現
が
狩
野
探
幽
「
非
常
に
近
い
「
い
う
指
摘
が
含
ま
れ
て
い
る
が
「
な
お
「
「

を
要
す
る
意
見
「
判
断
さ
れ
る
「
で
「
後
考
を
俟
ち
た
い
。

「
8
「　

安
田
篤
生
「
狩
野
探
幽
「
着
色
花
鳥
図
に
関
す
る
一
試
論
─
新
様
式
「
形
成
を
中
心
に
「

「『
美
術
史
に
お
け
る
転
換
期
「
諸
相
』「
平
成
二
三
年
度
〜
平
成
二
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助

金　

基
礎
研
究「
Ｂ
「研
究
成
果
報
告
書　

課
題
番
号
二
三
三
二
〇
〇
三
二
「研
究
代
表
者
根

立
研
介　

平
成
二
「
七
年
三
月
「「
七
九
〜
「
二
頁
。

「
9
「　

野
田
麻
美
「
江
戸
狩
野
派
「
〈
倣
古
図
〉
を
め
ぐ
る
一
考
察
─
狩
野
探
幽
筆
「
学
古
図

帖
」
を
中
心
に
「「『
徳
川
「
平
和
─
二
「
〇
年
「
美
「
叡
智
─
』
静
岡
県
立
美
術
館　

平
成

二
「
「
年
九
月
「「
一
六
一
頁
。

「
10
「　
『
桃
「
・
江
戸
絵
画
「
美
』「
徳
川
美
術
館　

平
成
二
「
年
四
月
「「
前
掲
註「
9
「『
徳
川
「

平
和
─
二
「
〇
年
「
美
「
叡
智
─
』
な
ど
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
論
文
で
は
「
榊
原

悟
「
一
変
狩
野
氏
─
江
戸
初
期
狩
野
派
を
め
ぐ
っ
て
─
「「『
古
美
術
』
第
九
「
六
号　

三
彩

社　

平
成
二
年
「
月
「
日
「「
一
〇
一
〜
一
〇
六
頁
が
探
幽
徳
川
「
に
つ
い
て
言
及
し
て
い

る
。
な
お
「
同
論
文
は
加
筆
さ
れ
「
同
氏
『
狩
野
探
幽
─
御
用
絵
師
「
肖
像
─
』「
臨
川
書
店

　

平
成
二
「
六
年
六
月
「中
「
「
第
六
章 

探
幽
様
「
確
立　

三
「
一
変
狩
野
氏
「
に
収
録
さ

れ
て
い
る
。

「
11
「　

「
「
泰
一
「
研
究
ノ
ー
ト 

尾
張
徳
川
家
「
幕
末
期
に
お
け
る
什
宝「
収
蔵
品
「「
種
類
「

数
量
に
つ
い
て「
一
「─
絵
画
・
書
跡
編
─
「「『
金
鯱
叢
書
』
第
三
「
一
輯　

徳
川
黎
明
会　

平
成
「
六
年
「
二
月
「「
二
「
四
〜
二
「
「
頁
。

「
12
「　
『
尾
張
徳
川
家
初
代
「
直
襲
封
四
〇
〇
年
記
念　

尾
張
「
殿
様
物
語
』「
徳
川
美
術
館　

平

成
「
九
年
四
月
「「
一
〇
六
〜
一
〇
七
頁
。

「
13
「　

尾
張
徳
川
家
が
収
蔵
し
て
い
た
書
画
「
内
「
掛
物
「
外
「
形
態
「
「
品
「
巻
物
や
屛
風
に

つ
い
て
は
「
江
戸
時
代
初
期
「
蔵
帳
に
記
載
を
確
認
す
る
こ
「
が
難
し
い
。
形
態
に
よ
っ
て

道
具
「
し
て
「
扱
わ
れ
方
「
違
い
が
生
じ
た
理
由
に
は
「
個
々
「
道
具
に
定
め
ら
れ
た
「
表

道
具
「「
奥
道
具
「
「
し
て
「
位
置
づ
け
が
関
係
し
て
い
る
「
思
わ
れ
る
。

　

当
時
「
蔵
帳
「
記
述
方
針
は
未
詳
で
あ
る
が
「
将
軍
「
御
成
や
上
使
「
歓
待
「
い
っ
た
公

的
行
事
で
用
い
ら
れ
る
「
表
道
具
「
に
つ
い
て
は
「
蔵
帳
に
お
い
て
「
者「
筆
者
「名
や
旧
蔵



狩
野
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「
に
つ
い
て

七
「

者
名
を
明
記
し
た
上
で
「
重
点
的
に
記
載
さ
れ
て
い
た
こ
「
が
う
か
が
え
る
。
そ
「
中
で
特

に
掛
物
は
「
筆
者
名
を
明
記
し
て
よ
り
重
点
的
に
管
理
さ
れ
て
い
た
「
考
え
ら
れ
る
。
そ
「

原
因
に
は
「
尾
張
徳
川
家
も
例
に
も
れ
ず
「『
君
台
観
左
右
帳
記
』
を
儀
礼
「
規
範
「
一
つ

「
し
て
い
た
こ
「
が
考
え
ら
れ
る
。

　

書
画
「
中
で
も
「
私
的
空
間
で
用
い
ら
れ
る
「
奥
道
具
「
に
該
当
す
る
こ
「
が
多
い
屛
風

や
巻
物
は
「
公
的
行
事
「
際
に
床
を
飾
る
道
具
「
し
て
「
表
道
具
「
「
な
る
可
能
性
が
高

か
っ
た
掛
物
に
比
べ
「
筆
者
名
を
明
記
し
て
管
理
す
る
必
要
が
低
か
っ
た
「
だ
ろ
う
。

「
14
「　

四
辻
秀
紀
・
龍
澤
彩
「
葵
紋
「
変
遷
「「『
尾
張
「
殿
様
物
語
』
徳
川
美
術
館　

平
成
「
九

年
四
月
「。

「
15
「　

「
「
善
也
「
研
究
ノ
ー
ト
「
落
款
「
制
「
年
」「「『
狩
野
探
幽
「
絵
画
─
江
戸
初
期
「
抒
情

美
「
世
界
─
』　

静
岡
県
立
美
術
館　

平
成
九
年
二
月
「「
鬼
原
俊
枝
「
第
四
章　

幽
微
「
探

究
─
探
幽
芸
術
「
成
立
「「『
幽
微
「
探
究　

狩
野
探
幽
論
』
「
文
篇　

大
阪
大
学
出
版
会　

平
成
「
年
二
月
「。

「
16
「　

製
「
年
が
判
明
し
て
お
り
「
徳
川
「
「
落
款
に
近
し
い
書
体
「
落
款
を
有
す
る
「
品
は
次

「
「
お
り
で
あ
る
。

・「
達
磨
・
蝦
蟆
・
鉄
拐
図
「「
南
禅
寺
蔵
「　

「
応
三
年「
一
六
「
四
「

　

署
名
「
「
応
三
年
甲
午
七
月
「
二
日 

探
幽
法
眼
筆
「「

　
「
法
眼
探
幽
「
朱
文
円
内
方
印
・「
守
信
「
朱
文
瓢
印
・「
探
幽
「
朱
文
方
印

・「
達
磨
図
「「
列
祖
図
「
内
「
相
国
寺
蔵
「　

明
暦
二
年「
一
六
「
六
「四
月

　

署
名
「
探
幽
齋
筆
「「「
守
信
「
朱
文
瓢
印

・「
周
茂
叔
・
林
和
靖
図
屛
風
「「
東
京
国
立
博
物
館
蔵
「　

寛
文
元
年「
一
六
六
一
「

　

署
名
「
行
年
六
「
歳
探
幽
法
眼
筆
「「「
守
信
「
朱
文
瓢
印

「
17
「　

「
「
善
也
「
狩
野
探
幽
年
譜
「『
生
誕
四
〇
〇
年
記
念　

狩
野
探
幽
展
』「
日
「
経
済
新
聞

社　

平
成
「
四
年
「「
榊
原
悟
「
探
幽
年
譜
「『
狩
野
探
幽
─
御
用
絵
師
「
肖
像
─
』「
臨
川
書

店　

平
成
二
「
六
年
六
月
「な
ど
を
参
照
。

「
18
「　
『
名
古
屋
叢
書
三
編 

第
三
巻　

尾
藩
世
記 

「
』「
名
古
屋
市
教
育
委
員
会　

昭
和
六
「
二

年
三
月
「を
中
心
「
し
て
「
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
「
記
録
文
書
を
参
照
し
た
。

「
19
「　
『
名
古
屋
叢
書
三
編 

第
三
巻　

尾
藩
世
記 

上
』　

名
古
屋
市
教
育
委
員
会　

昭
和
六
「
二

年
三
月
。

「
20
「　

同
様
「
姿
態
を
「
る
つ
が
い
「
雉
鳩
は
「
探
幽
筆
「
陶
淵
明
菊
梅
図
「「
栃
木
県
立
博
物

館
蔵
「「
左
幅
に
も
見
い
だ
せ
る
。「
陶
淵
明
菊
梅
図
「
は
「
掛
幅
装「
三
幅
対
「「
絹
「
著

色
「
各
幅
「
紙
縦
一
二
九
・
一
糎
「
横
「
三
・
九
糎
「
各
幅
に
「
法
印
探
幽
行
年
六
「
「
歳

筆
「
「
署
名
が
あ
る
こ
「
か
ら
「
寛
文
七
年「
一
六
六
七
「「
製
「
「
わ
か
る
。『
狩
野
派
─

四
〇
〇
年
「
栄
華
─
』「
栃
木
県
立
博
物
館　

平
成
二
「
一
年
「
月
「「
図
版
番
号
41
。

「
21
「　

近
い
形
態
「
樹
木
は
「
大
徳
寺
「
坊
方
丈
「
「
梅
鷺
図
襖
「「
大
徳
寺
蔵
「に
見
ら
れ
る
。

「
梅
鷺
図
襖
「
は
「
紙
「
墨
画
「
各
面
「
紙
縦
一
七
四
・
〇
糎
「
横
「
「
・
四
糎
。
一
室
で

あ
る
雲
門
庵
「
内
壁
に
当
時
「
住
持
で
あ
っ
た
江
月
宗
玩
に
よ
る
「「
雲
門
庵
幷
函
丈
畫
圖

　

狩
野
法
眼
探
幽
染
筆
也　

佐
久
間
将
監
寄
附
焉　

寛
永
「
「
年
辛
巳
七
月
廿
二
日　

住
「

宗
玩
書
「
「
い
う
墨
書
が
あ
り
「
寛
永
「
「
年「
一
六
四
一
「「
製
「
「
わ
か
る
。

「
22
「　

前
掲
註「
8
「安
田
氏
論
文
「
七
九
〜
「
二
頁
。

「
23
「　

「
「
善
也
「
狩
野
探
幽
筆
「
竹
林
七
賢
・
香
「
九
老
図
「
屛
風
─
そ
「
革
新
性
─
「「『
静

岡
県
立
美
術
館
紀
要
』
№
6　

静
岡
県
立
美
術
館　

昭
和
六
「
三
年
三
月
「「
三
六
〜
三
九

頁
。

「
24
「　

屛
風
装「
六
曲
一
双
「「
紙
「
淡
彩
「
各
隻
「
紙
縦
九
二
・
「
糎
「
横
二
七
〇
・
〇
糎
。
玉

蟲
敏
子
「
狩
野
探
幽
筆　

花
鳥
図
屛
風
「「『
國
華
』
第
一
三
四
「
号　

國
華
社　

平
成
二
「

年
二
月
「。
特
に
「
武
蔵
野
美
大
「
に
つ
い
て
は
「
能
阿
弥
筆
「
花
鳥
図
屛
風
「「
重
要
文
化

財
「
出
光
美
術
館
蔵
「「
「
「
構
図
や
モ
チ
ー
フ
に
お
け
る
共
通
点
「
影
響
関
係
を
玉
蟲
氏

が
同
論
文
で
指
摘
し
て
い
る
。
能
阿
弥
筆
「
花
鳥
図
屛
風
「
は
「
探
幽
に
よ
る
絵
画
「
鑑
定

記
録
で
あ
る
「
探
幽
縮
図
「
「
う
ち
「
畠
「
記
念
館
所
蔵
「
に
記
録
さ
れ
て
お
り
「
探
幽
が

直
接
目
に
し
て
い
た
こ
「
が
確
実
な
「
品
で
あ
る
。

「
25
「　

屛
風
装「
六
曲
一
双
「「
紙
「
墨
画
「
各
隻
「
紙
縦
一
四
七
・
二
糎
「
横
三
「
「
・
六
糎
。

前
掲
註「
10
「『
桃
「
・
江
戸
絵
画
「
美
』「
図
版
番
号
13
。

「
26
「　

屛
風
装「
六
曲
一
双
「「
紙
「
金
地
著
色
「
各
隻
「
紙
縦
一
「
「
・
六
糎
「
横
三
七
一
・
「

糎
。
前
掲
註「
15
「『
狩
野
探
幽
「
絵
画
─
江
戸
初
期
「抒
情
美
「
世
界
─
』「
図
版
番
号
8
。

「
27
「　
「
雪
舟
系
花
鳥
図
屛
風
「
に
つ
い
て
は
「
中
島
純
司
「
生
命
表
現
「
可
能
性
─
雪
舟
系
花

鳥
図
屛
風
「
成
立
に
つ
い
て
─
「『
日
「
屛
風
絵
集
成 

第
六
巻　

花
鳥
画 

花
木
・
花
鳥
』「
講

談
社　

昭
和
「
「
三
年
九
月
「を
参
照
。

「
28
「　

屛
風
装「
六
曲
一
双
「「
紙
「
墨
画
淡
彩
「
各
隻
「
紙
縦
一
七
「
・
一
糎
「
横
三
七
「
・
七



狩
野
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「
に
つ
い
て

七
九

版　

昭
和
「
「
六
年
「
月
「「「
35 

「
水
花
鳥
図
巻
「「
お
よ
び
「
探
幽
縮
図
「「
個
人
蔵
「
未

公
刊
「。

「
35
「　

な
お
「
島
津
家
「
売
立
目
録
に
は
「
昭
和
三
年
「
月
二
「
「
日
入
札
『
公
爵
島
津
家
蔵
品

入
札
目
録
』「
東
京
美
術
倶
楽
部
「「
昭
和
四
年
三
月
四
日
入
札
『
公
爵
島
津
家
御
蔵
品
入
札
』

「
東
京
美
術
倶
楽
部
「「
昭
和
「
四
年
「
一
月
二
「
三
日
入
札
『
某
旧
大
名
御
蔵
品
入
札
』「
東

京
美
術
倶
楽
部
「が
確
認
で
き
る
が
「
い
ず
れ
に
も
呂
紀
東
博
「
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

「
36
「　

黃
立
芸
「
呂
紀
「
四
季
花
鳥
図
「「
東
京
国
立
博
物
館
「を
中
心
「
す
る
明
代
花
鳥
画
「
研

究
「「『
鹿
島
美
術
研
究　

年
報
第
二
「
「
号
別
冊
』
鹿
島
美
術
財
団　

平
成
二
「
年
「
一

月
「「
前
掲
註「
32
「黃
氏
論
文
。

「
37
「　

原
文
は
次
「
「
お
り「
句
読
点
は
前
掲
註「
32
「黃
氏
論
文
に
拠
る
「。

呂
紀
「
「
廷
振
「
鄞
縣
人
。
風
神
清
雅
「
留
心
藻
繪
「
或
綴
「
詩
。
専
攻
翎
毛
「
亦
間
「
「

水
人
物
。
厲
志
唐
宋
「
来
名
筆
「
焄
集
衆
「
。
初
寓
維
揚
「
所
「
尤
精
緻
。
成
化
間
「
亦
嘗

至
京
「
不
售
。
弘
治
應
例
入
御
用
監
「
益
造
詣
出
群
。
凡
草
木
花
鳥
「
生
意
流
動
。
泉
石
坡

景
「
點
染
烟
潤
「
有
造
化
生
意
之
妙
。
際
遇
孝
皇
「
留
神
縑
素
「
「
游
芸
適
情
「
寵
賚
優
渥
「

傳
奉
陞
至
錦
衣
衞
指
揮
。
凡
応
詔
「
制
「
多
立
意
進
䂓
。
雖
渉
杜
撰
「
而
昕
存
有
在
。
孝
皇

嘗
稱
之
曰
「
工
執
藝
事
「
諫
「
呂
紀
有
之
。
卧
病
「
存
問
絡
繹
「
自
知
負
荷
不
勝
「
必
不
可

起
。
果
卒
。
無
子
「
人
尤
惜
之
。

「
38
「　

原
文
は
次
「
「
お
り「
句
読
点
は
前
掲
註「
36
「黃
氏
論
文
に
拠
る
「。

呂
紀
「
「
廷
振
「
號
楽
愚
「
鄞
人
。
風
神
秀
雅
「
精
於
藻
繪
「
時
綴
小
詩
其
上
。
初
學
邊
景

昭
花
鳥
「
弆
忠
徹
見
之
「
謂
出
景
昭
上
「
舘
於
家
「
使
臨
唐
宋
「
来
名
畫
「
遂
入
妙
品
「
獨

歩
當
代
。
嘗
戯
畫
雌
雞
壁
間
「
而
生
雄
谷
谷
繞
其
側
弗
去
「
殆
古
點
精
敲
板
之
流
。
孝
廟
時
「

召
至
京
師
「
官
錦
衣
衞
指
揮
同
知
。
紀
為
人
謹
禮
法
「
敦
信
「
「
縉
紳
多
重
之
。
其
在
畫
院
「

凡
應
詔
「
制
「
多
立
意
進
䂓
。
孝
皇
稱
之
曰
「
工
執
藝
事
「
諫
「
呂
紀
有
焉
。
比
病
「
存
問

絡
繹
。
自
言
渥
恩
難
勝
「
吾
其
死
矣
。
果
卒
。

「
39
「　

前
掲
註「
5
「京
都
国
立
博
物
館
編
『
探
幽
縮
図「
上
・
「
「』「
文
人
画
研
究
所
編
『
探
幽

縮
図
』。

「
40
「　

前
掲
註「
1
「鬼
原
氏
論
文
「
一
〇
六
〜
一
〇
七
頁
。

「
41
「　
「
君
台
観
左
右
帳
記
「
「
諸
「
に
つ
い
て
は
「
矢
野
環
『
君
台
観
左
右
帳
記
「
総
合
研
究
』

「
勉
誠
出
版　

平
成
「
一
年
二
月
「に
拠
っ
た
。

糎
。
管
理
番
号F1953.94-95

。https

：//asia.si.edu/object/F1953.94/
「
29
「　

前
掲
註「
5
「『
大
和
文
華
館
所
蔵
品
図
版
目
録
2　

絵
画
・
書
蹟
〔
日
「
篇
〕』「
図
版
番

号
59
。

「
30
「　

河
野
元
昭
「
探
幽
縮
図
─
平
福
家
「
を
中
心
に
─
「「『
日
「
「
美
術　

第
一
九
四
号　

狩

野
探
幽
』
至
文
堂　

昭
和
「
「
七
年
七
月
「。
現
存
す
る
「
探
幽
縮
図
「
「
留
書
に
記
さ
れ

た
年
記
は
「
探
幽
「
晩
年
期
に
あ
た
る
寛
文
元
年「
一
六
六
一
「「
降
に
集
中
し
て
い
る
。
河

野
氏
に
よ
る
「
「
明
暦
二
年「
一
六
「
六
「「
月
「
六
日
に
江
戸
で
生
じ
た
大
火
で
探
幽
「
家

が
焼
失
し
た
「
後
「
製
「
「
さ
れ
て
お
り
「
そ
「
ま
ま
に
受
け
止
め
る
「
「
徳
川
「
が
製
「

さ
れ
た
時
期
「
「
探
幽
が
前
田
家
「
を
「
探
幽
縮
図
「
に
記
録
し
た
時
期
に
「
時
系
列
的
な

齟
齬
が
生
じ
る
こ
「
に
な
る
。
し
か
し
「
焼
失
後
「
「
前
見
た
「
品
を
「
録
し
た
可
能
性
も

高
く
「
現
状
で
は
「
探
幽
縮
図
「
に
記
録
さ
れ
る
「
品
は
「
探
幽
生
前
に
流
通
し
て
い
た
絵

画
「
情
報
「
し
て
み
ら
れ
て
お
り
「
「
稿
も
そ
れ
に
従
う
。「
探
幽
縮
図
「
「
「
記
録
に
つ

い
て
は
「
前
掲
註「
25
「玉
蟲
氏
論
文
「
三
一
頁
。

「
31
「　

和
田
千
春
「
茶
会
「
雪
舟
─
将
軍
「
権
威
を
基
盤
「
し
た
雪
舟
評
価
「
形
成
過
程
「
そ
「

背
景
─
「「『
美
術
史
』
第
一
七
三
号　

美
術
史
学
会　

平
成
二
「
四
年
「
月
「。

「
32
「　

掛
幅
装「
四
幅
対
「「
絹
「
著
色
「
各
幅
「
紙
縦
一
七
六
・
〇
糎
「
横
一
〇
〇
・
「
糎
。
呂

紀
東
博
「
お
よ
び
呂
紀
に
よ
る
花
鳥
図
や
呂
紀
「
画
風
を
受
け
継
い
だ
花
鳥
図
に
関
す
る
多

く
を
「
黃
立
芸
『
呂
紀
「
四
季
花
鳥
図　

四
幅
「「
東
京
国
立
博
物
館
「を
中
心
「
す
る
日
中

花
鳥
画
「
比
較
研
究
』「
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
博
士
論
文　

平
成
二
「
二
年

六
月
「「
竹
浪
遠
「
呂
紀
画
風
「
そ
「
「
播
─
「
四
季
花
鳥
図
」「
東
京
国
立
博
物
館
「を
中
心

に
─
「「『
古
文
化
研
究
』
第
「
一
号　

黒
川
古
文
化
研
究
所　

平
成
二
「
四
年
三
月
「に
拠
っ

た
。

「
33
「　

前
掲
註「
32
「竹
浪
氏
論
文
「
「
〇
〜
「
「
頁
。
特
に
奔
流
「
表
現
に
つ
い
て
は
「
前
掲
註

「
32
「黃
氏
論
文「
九
〇
〜
九
一
頁
「で
指
摘
さ
れ
た
「
呂
紀
筆
「
春
渓
双
鶴
図
「「
ニ
コ
ラ
ス
・

ケ
ー
ヒ
ル
旧
蔵
「
バ
ー
ク
レ
ー
美
術
館
蔵
「や
「
正
統
「
年「
一
四
四
三
「に
宮
廷
画
家
に

よ
っ
て
描
か
れ
た
「
法
海
寺
壁
画
東
壁
「
に
描
か
れ
る
水
流
「
表
現
「
「
近
似
性
か
ら
「
呂

紀
自
身
に
よ
る
「
図
「
可
能
性
を
肯
定
し
つ
つ
「
日
「
で
製
「
さ
れ
た
可
能
性
も
提
示
し
て

い
る
。

「
34
「　

前
掲
註「
32
「黃
氏
論
文
「
七
一
頁
。
京
都
国
立
博
物
館
編
『
探
幽
縮
図　

「
』「
同
朋
舎
出



狩
野
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「
に
つ
い
て

「
〇

「
42
「　
『
和
漢
印
尽
』
は
「
様
々
な
版
が
あ
り
「
折
帖
に
な
っ
た
版
も
存
在
す
る
が
「
三
冊
「
「

み
が
玉
井
富
紀
「
い
う
人
物
が
集
め
て
い
た
印
影
を
三
冊
「
「
に
し
て
刊
行
さ
れ
た
旨
「

序
文
を
伴
っ
て
い
る
。
公
開
さ
れ
て
い
る
三
冊
「
「
史
料
「
し
て
は
「
愛
媛
大
学
図
書
館

「
蔵
「「
鈴
鹿
文
庫
「
配
架
番
号
七
三
九
─
一
三
「が
あ
る
。
た
だ
し
「
上
中
「
三
巻
「
う

ち
「
上
中
「
二
巻
「
み
が
蔵
さ
れ
る
。
次
「
ア
ド
レ
ス
よ
り
閲
覧
可
能
。http://w

w
w

.lib.
ehim

e-u.ac.jp/SU
ZU

K
A

/443/index.htm
l

「
43
「　

た
だ
し
「
印
に
つ
い
て
は
「
印
文
そ
「
も
「
は
呂
紀
東
博
「
「
各
幅
に
捺
さ
れ
る
印
「
同

文
で
文
「
「
配
置
も
同
様
で
あ
り
な
が
ら
「
「
「
形
状
が
大
き
く
異
な
る
。

「
44
「　

坂
崎
坦
編
『
日
「
画
論
大
観　

上
巻
』「
ア
ル
ス　

昭
和
二
年
「
月
「「
四
一
頁
。

「
45
「　

前
掲
註「
44
「『
日
「
画
論
大
観　

上
巻
』「
三
「
七
頁
。

「
46
「　

前
掲
註「
8
「安
田
氏
論
文
「
「
一
頁
。

「
47
「　
『
「
雑
組
』
に
つ
い
て
は
「
岩
城
秀
夫
訳
注
『
「
雑
組
1　

東
洋
文
庫
六
〇
「
』「
平
凡
社

　

平
成
「
年
九
月
「お
よ
び
『
「
雑
組
4　

東
洋
文
庫
六
二
三
』「
平
凡
社　

平
成
九
年
九
月
「

を
参
照
し
た
。

「
48
「　

前
掲
註「
5
「藪
「
氏
著
書
「「
一
「
和
漢
梅
竹
花
鳥
図
巻
「。

「
49
「　

錦
織
亮
介
「
北
九
州
大
学
所
蔵 

狩
野
安
信
鑑
定
一
家
言
記
入
圖
繪
寶
鑑
「「『
北
九
州
大
学

文
学
部
紀
要 

Ｂ
系
列
』
第
「
「
号　

北
九
州
大
学
文
学
部　

昭
和
「
「
七
年
「
月
「「
二
「

頁
。

「
50
「　

原
文
は
次
「
「
お
り「
前
掲
註「
49
「錦
織
氏
論
文
「
二
〇
頁
「。

此
書
ノ
画
工
ハ
時
代
ニ
ヨ
リ
テ
ツ
イ
ニ
見
ヌ
画
タ
リ
ト
モ 

師
筋
モ
親
筋
ヲ
モ
ツ
テ
見
出
ス

ベ
シ 

一
々
我
不
残
見
タ
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
書
ガ
タ
シ 

其
手
ス
ジ
第
一
吟
味
シ
テ 

其
人
ノ
位
ニ

ヨ
リ
テ
又
画
高
「
ア
リ 

僧
ノ
画
ハ
皆
一
ツ
ニ
キ
ワ
マ
ル 

俗
ハ
又
一
ツ
ナ
リ 

唐
ノ
画
ハ
閻
立

徳
ヲ
「
卜
シ
テ
ミ
ナ
ソ
ノ
筆
流
ニ
テ
サ
マ
〳
〵
ニ
ワ
カ
レ
タ
ル
ナ
リ 

故
ニ
唐
ノ
エ
ン
リ
ウ

ト
ク
ヲ
「
ト
シ
テ
ミ
ベ
シ 

唐
画
ト
見
出
ス
ハ
マ
タ
其
古
サ
ニ
テ
心
エ
ベ
シ 

第
一
古
キ
ヲ
先

唐
卜
見
テ
画
工
ヲ
セ
ン
ギ
ス
ベ
シ 

マ
ヅ
エ
ン
リ
ウ
ト
ク
ガ
筆
流
卜
見
テ
ソ
レ
〳
〵
ノ
手
ク

セ
ヲ
見
テ 

此
ホ
ウ
カ
ン
ノ
文
ニ
テ
見
ワ
ケ
ベ
シ 

宋
ハ
徽
宗
皇
帝
ヲ
「
ト
シ
テ 

画
風
李
龍
眠

ハ
又
一
風
ワ
カ
レ
リ 

此
「
ニ
ハ
牧
溪
李
安
忠
成
宗
道
有
リ 

其
「
ニ
趙
昌
馬
遠
夏
珪
ナ
ド
ゝ

ワ
カ
レ
タ
リ 

宋
画
ハ
皆
リ
ヤ
ウ
ミ
ン
キ
ソ
ウ
ヲ
「
ニ
タ
テ 

其
流
レ
ノ
ワ
カ
レ
フ
見
テ
コ
ト

ハ
ル
ベ
シ 

第
一
宋
画
ハ
地
ハ
紙
地
少
シ 

キ
ヌ
地
多
キ
ト
ミ
ル
ベ
シ 

宋
画
ノ
古
ビ
ハ
唐
ヨ
リ

ハ
色
白
シ 

元
画
ハ
子
昂
ヲ
「
ト
シ
テ
見
ベ
シ 

其
「
ニ
舜
挙
耀
卿
顔
輝
有
リ 

其
流
レ
ミ
ナ
様

〳
〵
ナ
レ
ド
モ
ヲ
ナ
ジ
キ
ナ
リ 

元
ニ
紙
地
モ
多
シ 

古
ビ
又
白
シ
キ
ヌ
地
ハ
少
シ
コ
マ
シ

「
51
「　
「
カ
タ
シ
味
ス
シ
「
に
つ
い
て
は
「
「
味
・
「
形
を
踏
ま
え
た
表
現
「
考
え
ら
れ
る
。
巻

第
二
「
「
顧
愷
之
「
「
上
欄
に
「「
目
利
ニ
「
色
有　

位
ニ
「
味
有　

形
ニ
「
人
有　

夫
ヲ

ワ
キ
マ
フ
コ
ト
大
也
「
「
記
さ
れ
「
続
け
て
次
「
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

　
　

「
水
書　

人
形
書　

花
松竹

書　

鳥
書　

獣
魚
書　

右
「
色
也

　
　

ア
マ
シ　

カ
ラ
シ　

ニ
カ
シ　

ス
シ　

シ
ワ
ハ
ユ
シ　

「
味
也

　
　

カ
ル
シ　

カ
タ
シ　

ヨ
ハ
シ　

ツ
ヨ
シ　

シ
タ
ル
シ　

「
形
也

「
味
「
一
つ
「
ス
シ
「
は
「
具
体
的
な
意
味
は
未
詳
な
が
ら
「「
酸
シ
「
「
解
釈
さ
れ
る
。

「
52
「　

相
国
寺
九
「
「
世
鳳
林
「
章
「
日
記
『
隔
蓂
記
』
「
寛
文
三
年「
一
六
六
三
「「
月
四
日
「

条
に
は
「
安
信
に
呂
紀
「
品
「
鑑
定
依
頼
が
あ
っ
た
こ
「
が
記
さ
れ
「
翌
月
二
「
「
日
に
は

呂
記「
紀
「「
外
題
が
安
信
か
ら
送
ら
れ
て
き
て
い
る
。
原
文
は
次
「
「
お
り
。

・
寛
文
三
年
「
月
四
日
条

「
前
「
「彦
西
堂
所
持
之
花
鳥
之
繪
一
軸
狩
野
永
眞
江
為
見
「
遣
「
則
中
古
之
唐
繪
「
呂
記

「
紀
「・
林
良
「
此
等
之
筆
之
由
「
申
来
也
。

・
同
九
月
二
「
「
日
条

「
前
「
「自
狩
野
永
眞
法
眼
「花
鳥
之
繪
呂
記「
紀
「筆
之
外
題
書
来
。
彦
西
堂
所
持
之
繪
也
。

『
隔
蓂
記 

巻
「「
復
刻
版
「』「
思
文
閣
出
版　

平
成
九
年
三
月
「「
四
三
六
・
四
「
六
頁
。

「
53
「　

前
掲
註「
5
「小
野
氏
論
文
「
図
版
番
号
り
─
5
。

「
54
「　

掛
幅
装
「
絹
「
著
色
「
「
紙
縦
一
「
〇
・
〇
糎
「
横
一
二
〇
・
〇
糎
。『
林
良
呂
紀
画
集
』

「
天
津
人
民
美
術
出
版
社　

一
九
九
七
年
六
月
「「
図
版
番
号
170
。

「
55
「　

掛
幅
装
「
絹
「
著
色
「
「
紙
縦
一
「
三
・
〇
糎
「
横
一
〇
三
・
一
糎
。『
筆
墨
「
美　

水

墨
画　

静
嘉
堂
「
水
墨
画
名
品
選
』「
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館　

平
成
二
「
一
年
「
月
「「
図
版

番
号
26
。

「
56
「　

掛
幅
装
「
絹
「
著
色
「
「
紙
縦
一
六
一
・
七
糎
「
横
九
「
・
六
糎
。『
明
代
絵
画
「
雪
舟
』

「
根
津
美
術
館　

平
成
「
七
年
七
月
「「
図
版
番
号
63
。

「
57
「　

前
掲
註「
32
「竹
浪
氏
論
文
「
中
で
「
こ
「
三
点
は
ほ
「
ん
ど
一
致
す
る
呂
紀
様
式
花
鳥
図

「
し
て
紹
介
さ
れ
て
お
り
「
竹
浪
氏
は
こ
れ
ら
「
比
較
か
ら
「「
呂
紀
「
品
「
図
様
が
明
中

期
か
ら
末
期
ま
で
「
「
さ
れ
る
過
程
で
「
場
合
に
よ
っ
て
は
相
当
に
忠
実
に
継
「
が
可
能
で



狩
野
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「
に
つ
い
て

「
一

れ
た
描
写
に
よ
る
「
水
表
現
「
融
合
に
追
従
す
る
か
「
よ
う
に
「
探
幽
永
平
寺
「
で
は
画
中

に
流
水
や
滝
・
池
を
描
く
こ
「
で
─
描
写
や
構
図
か
ら
「
成
功
し
て
い
る
「
は
必
ず
し
も
言

い
が
た
い
も
「
「
─
画
面
「
奥
行
き
を
演
出
し
よ
う
「
し
て
い
る
点
は
「
探
幽
独
自
「
呂
紀

学
習
に
基
づ
く
成
果
「
し
て
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

「
71
「　

榊
原
悟
氏
は
「「
桐
鳳
凰
図
屛
風
「「
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
「に
つ
い
て
「
つ
が
い
で
雌
雄

「
鳳
凰
を
描
い
た
こ
「
に
着
目
し
「
そ
「
製
「
背
景
に
徳
川
将
軍
家
「
婚
礼
を
想
定
さ
れ
て

い
る
。「
桐
鳳
凰
図
屛
風
「
「
つ
が
い
「
鳥
を
メ
イ
ン
「
し
た
表
現
に
は
「
吉
祥
性
「
意
味

に
加
え
「
呂
紀
は
じ
め
明
時
代
「
花
鳥
図
に
つ
が
い
で
視
線
を
交
わ
し
合
う
鳥
「
表
現
が
多

い
こ
「
が
「
探
幽
「
「
画
に
影
響
を
与
え
て
い
る
「
考
え
た
い
。

榊
原
悟
「
狩
野
探
幽
筆　

桐
鳳
凰
図
屛
風
「「『
國
華
』
第
一
二
「
「
号　

國
華
社　

平
成

「
二
年
「
月
「「
一
四
頁
。
同
論
文
は
加
筆
さ
れ
「
同
氏
『
狩
野
探
幽
─
御
用
絵
師
「
肖
像

─
』「
臨
川
書
店　

平
成
二
「
六
年
六
月
「中
「
「
第
「
「
章 

探
幽
様
継
「　

四
「
図
様
構
成

「
基
「
「
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

「
72
「　

ほ
か
に
も
「
探
幽
徳
川
「
「
同
時
期
「
思
わ
れ
る
「
探
幽
筆
「
花
鳥
図
屛
風
「「
ヴ
ァ
ー
ジ

ニ
ア
博
物
館
蔵
「に
も
同
様
「
構
図
法
が
認
め
ら
れ
る
が
「
実
見
は
お
ろ
か
精
細
な
写
真
資

料
も
手
元
に
な
い
こ
「
か
ら
「
現
状
で
「
言
及
は
控
え
「
存
在
「
提
示
に
留
め
る
。

「
73
「　

掛
幅
装「
三
幅
対
「「
絹
「
著
色
「
各
幅
「
紙
縦
一
九
〇
・
二
「
横
九
「
・
三
糎
。「
宮
内

卿
法
印
探
幽
六
「
三
歳
筆
「
「
署
名
が
あ
る
。『
日
「
美
術
絵
画
全
集 

第
「
「
巻　

狩
野
探

幽
』「
集
英
社　

昭
和
「
「
三
年
四
月
「「
図
版
番
号
24
。
左
幅
「
梅
図
「
「
白
梅
は
「
探
幽

徳
川
「
右
隻
で
水
面
か
ら
湾
曲
し
な
が
ら
立
ち
上
る
白
梅
「
樹
形
に
酷
似
す
る
。

「
74
「　

掛
幅
装
「
絹
「
著
色
「
各
幅
「
紙
縦
一
「
七
・
「
糎
「
横
六
「
・
「
糎
。
松
平
大
和
守
直

矩
依
頼
・
所
用
。「
宮
内
卿
法
印
探
幽
行
年
六
「
四
歳
筆
「
「
署
名
が
あ
る
。
東
京
都
美
術

館
編
『
生
誕
四
〇
〇
年
記
念　

狩
野
探
幽
展
』「
日
「
経
済
新
聞
社　

平
成
「
四
年
「「
図
版

番
号
49
。

「
75
「　

掛
幅
装「
三
幅
対
「「
絹
「
淡
彩
「
各
幅
「
紙
縦
一
二
一
・
〇
「
横
「
三
・
「
糎
。「
法
印

探
幽
行
年
六
「
「
歳
筆
「
「
署
名
が
あ
る
。
前
掲
註「
15
「『
狩
野
探
幽
「
絵
画
─
江
戸
初
期
「

抒
情
美
「
世
界
─
』「
図
版
番
号
2
。

「
76
「　

掛
幅
装「
三
幅
対
「「
絹
「
著
色
「
各
幅
「
紙
縦
一
一
「
・
二
「
横
「
二
・
「
糎
。
益
田
信

世
旧
蔵
。「
法
印
探
幽
行
年
七
「
歳
筆
「
「
署
名
が
あ
る
。

あ
る
一
方
「
部
分
的
な
変
化
が
生
じ
て
い
く
こ
「
が
具
体
的
に
分
か
る
点
で
も
重
要
で
あ

る
。「
「
述
べ
て
い
る
。

「
58
「　

平
福
百
穂
旧
蔵
「
探
幽
縮
図
「
に
つ
い
て
は
「
昭
和
「
「
七
年
に
徳
川
美
術
館
「
根
津
美

術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
花
生
「
展
「
調
査
資
料
を
利
用
し
た
。

「
59
「　

掛
幅
装
「
絹
「
著
色
「
「
紙
縦
一
七
「
・
二
糎
「
横
一
〇
一
・
三
糎
。
前
掲
註「
54
「『
林

良
呂
紀
画
集
』「
図
版
番
号
137
。

「
60
「　

掛
幅
装
「
絹
「
著
色
「
「
紙
縦
一
九
一
・
〇
糎
「
横
一
〇
二
・
「
糎
。『
中
国
絵
画
総
合

図
録　

第
一
巻　

ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
篇
』「
東
京
大
学
出
版
会　

昭
和
「
七
年
「
月
「「
整

理
番
号A

14-002

。

「
61
「　

掛
幅
装
「
絹
「
著
色
「
「
紙
縦
二
〇
三
・
〇
糎
「
横
九
九
・
〇
糎
。
管
理
番
号Y

1947-
63

。https://artm
useum

.princeton.edu/collections/objects/23577

「
62
「　

前
掲
註「
5
「『
大
倉
集
古
館
蔵 

探
幽
縮
図
』。

「
63
「　

前
掲
註「
5
「『
聚
珍
画
帖
』。

「
64
「　

掛
幅
装
「
絹
「
著
色
「
「
紙
縦
一
「
四
・
三
糎
「
横
一
〇
〇
・
〇
糎
。
前
掲
註「
54
「『
林

良
呂
紀
画
集
』「
図
版
番
号
155
。

「
65
「　

掛
幅
装「
四
幅
対
「「
絹
「
著
色
「
各
幅
「
紙
縦
一
「
一
・
六
糎
「
横
「
一
・
三
糎
「
松
方

公
爵
家
旧
蔵
。

「
66
「　

小
野
真
由
美
「
狩
野
探
幽
筆
草
花
写
生
図
巻
─
所
収
写
生
図
「
年
代
順
「
動
向
「
被
写

体
「
提
供
者
に
つ
い
て
─
「「『M

U
SEU

M

』
第
六
「
七
号　

東
京
国
立
博
物
館　

平
成

二
「
七
年
「
月
「「
四
「
頁
。
呂
紀
東
博
「
が
写
生
か
ら
「
影
響
が
希
薄
で
あ
り
「
探
幽
「

古
画
学
習
「
成
果
で
あ
る
「
す
る
文
脈
「
中
で
「
探
幽
永
平
寺
「
は
呂
紀
東
博
「
「
「
よ
う

な
四
幅
形
式
「
四
季
花
鳥
図
が
学
習
し
た
探
幽
が
「
そ
こ
か
ら
醸
成
し
て
い
っ
た
花
鳥
図
イ

メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
成
し
え
た
「
品
「
い
え
る
だ
ろ
う
「
「
指
摘
さ
れ
て
い
る
に
「
ど
ま
る
。

「
67
「　

前
掲
註「
32
「竹
浪
氏
論
文
「
「
〇
頁
。

「
68
「　

掛
幅
装
「
絹
「
著
色
「
「
紙
縦
一
七
九
・
四
糎
「
横
一
〇
「
・
「
糎
。『
松
井
文
庫
所
蔵

品
調
査
報
告
書「
「
「　

絵
画「
二
「』「
熊
「
県
立
美
術
館　

平
成
「
年
三
月
「「図
版
番
号
130
。

「
69
「　

掛
幅
装
「
絹
「
著
色
「
「
紙
縦
一
三
「
・
七
糎
「
横
七
「
・
一
糎
。
図
版
番
号JT

54-12

。

「
70
「　

も
ち
ろ
ん
大
樹
を
画
面
手
前
に
大
き
く
描
く
構
図
法
は
「
中
世
水
墨
画
に
も
見
ら
れ
る
手

法
で
あ
る
。
し
か
し
「
呂
紀
東
博
「
に
代
表
さ
れ
る
「
呂
紀
に
よ
る
精
緻
な
花
鳥
表
現
「
優



狩
野
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「
に
つ
い
て

「
二

「
77
「　

掛
幅
装
「
絹
「
著
色
「
「
紙
縦
九
六
・
〇
糎
「
横
四
〇
・
〇
糎
。『
江
戸
「
狩
野
派
─
武

家
「
典
雅
─
』「
大
和
文
華
館　

平
成
「
九
年
九
月
「「
図
版
番
号
24
。
左
幅
は
名
称
「
し
て

は
「
柳
黄
鳥
図
「
「
表
記
さ
れ
て
い
る
が
「
描
か
れ
て
い
る
鳥
は
呂
紀
東
博
「
夏
景
に
も
描

か
れ
る
高
麗
鶯
で
あ
る
。
こ
「
対
幅
は
「
安
田
氏
に
よ
っ
て
「
探
幽
「
「
「
歳
代
「
降
「
新

た
な
様
式
「
著
色
花
鳥
図
が
引
き
継
が
れ
た
例
「
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
註「
8
「安

田
氏
論
文
「
七
九
頁
。

「
78
「　

掛
幅
装「
二
幅
対
「「
絹
「
著
色
「
「
紙
縦
九
三
・
〇
糎
「
横
三
「
・
〇
糎
。『
秘
蔵
日
「

美
術
大
観 

三　

大
英
博
物
館
Ⅲ
』「
講
談
社　

平
成
「
年
二
月
「「
図
版
番
号
27
。
な
お
「
こ

「
「
品
「
図
様
が
住
吉
広
行
筆
「
花
鳥
図
「「
大
英
博
物
館
蔵
「に
引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
「

が
「
榊
原
悟
「
美
術
・
粉
「
・
典
拠
主
「
「「『
狩
野
派
「
福
岡
』
福
岡
市
美
術
館　

平
成
「

年
二
月
「「
七
一
頁
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
同
論
文
は
加
筆
さ
れ
「
同
氏
『
狩
野
探

幽
─
御
用
絵
師
「
肖
像
─
』「
臨
川
書
店　

平
成
二
「
六
年
六
月
「中
「
「
第
「
「
章 

探
幽
様

継
「　

四
「
図
様
構
成
「
基
「
「
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

「
79
「　

掛
幅
装「
二
幅
対
「「
絹
「
著
色
「
各
「
紙
縦
一
〇
七
・
「
糎
「
横
四
「
・
三
糎
「『
奈
良

市
「
絵
画
』「
奈
良
市
教
育
委
員
会　

平
成
七
年
三
月
「。
榊
原
悟
『
狩
野
探
幽
─
御
用
絵
師

「
肖
像
─
』「
臨
川
書
店　

平
成
二
「
六
年
六
月
「中
「
「
第
「
「
章 
探
幽
様
継
「　

四
「
図

様
構
成
「
基
「
「「
六
四
二
頁
に
図
版
が
掲
載
さ
れ
る
。
榊
原
氏
は
「
同
著
で
「
四
季
花
鳥

図
「「
大
英
博
物
館
蔵
「「
「
図
様
が
共
通
し
て
い
る
こ
「
を
指
摘
し
て
い
る
。

「
80
「　

掛
幅
装「
二
幅
対
「「
絹
「
淡
彩
「
「
紙
縦
三
六
・
九
糎
「
横
六
一
・
七
糎
。「
探
幽
法
印

行
年
七
「
歳
筆
「
「
署
名
が
あ
る
。
前
掲
註「
74
「『
生
誕
四
〇
〇
年
記
念　

狩
野
探
幽
展
』「

図
版
番
号
53
。

「
81
「　

掛
幅
装
「
絹
「
著
色
「
「
紙
縦
「
四
・
二
糎
「
横
九
四
・
二
糎
「
松
方
公
爵
家
旧
蔵
。

「
探
幽
法
眼
筆
「
「
「
み
署
名
が
あ
る
が
「
そ
「
書
体
か
ら
萬
治
四
年「
一
六
六
一
「頃
「
製

「
「
推
定
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
註「
74
「『
生
誕
四
〇
〇
年
記
念　

狩
野
探
幽
展
』「
図
版
番

号
52
。

「
82
「　

「
「
善
也
「
狩
野
探
幽
「
写
生
─
新
収
蔵
《
白
鷴
図
》
か
ら
─
「「『
ア
マ
リ
リ
ス 

静
岡
県

立
美
術
館
ニ
ュ
ー
ス
』
№
78　

静
岡
県
立
美
術
館　

平
成
「
七
年
七
月
「「
加
藤
弘
子
「
狩

野
探
幽
寫
生
論
─
鳥
獣
「
人
物
を
中
心
に
「「『
國
華
』
第
一
三
「
六
号　

國
華
社　

平
成

二
「
三
年
四
月
「。

「
83
「　

掛
幅
装
「
絹
「
著
色
「
「
紙
縦
一
「
四
・
三
糎
「
横
一
〇
〇
・
〇
糎
。
前
掲
註「
54
「『
林

良
呂
紀
画
集
』「
図
版
番
号
155
。

「
84
「　

前
掲
註「
6
「板
倉
氏
論
文
「
九
「
頁
。

「
85
「　

松
島
仁
「
狩
野
探
幽
筆　

海
棠
に
尾
「
鳥
図
「「『
國
華
』
第
一
四
二
「
号　

國
華
社　

平

成
二
「
六
年
「
月
「「
三
二
頁
。
な
お
「
同
論
文
は
「
同
氏
「
第
三
部
第
三
章 

狩
野
派
花
鳥

図
「
将
軍
家
献
上
磁
器
鍋
島
「「『
権
力
「
肖
像 

狩
野
派
絵
画
「
天
「
人
』
ブ
リ
ュ
ッ
ケ　

平

成
三
「
年
六
月
「に
別
論
文
「
内
容
「
「
も
に
加
筆
さ
れ
収
録
さ
れ
て
い
る
。

「
86
「　

掛
幅
装
「
絹
「
著
色
「
「
紙
縦
一
「
「
・
一
糎
「
横
七
七
・
一
糎
「
津
和
野
藩
主
亀
井
家

四
代
茲
親「
一
六
六
九
〜
一
七
三
一
「所
持
。『『
天
「
を
治
め
た
絵
師 

狩
野
元
信
』「
サ
ン
ト

リ
ー
美
術
館　

平
成
二
「
九
年
九
月
「「
図
版
番
号
24
。

「
87
「　

辻
惟
雄
「
図
版
解
説　

呂
健
筆 

崑
崙
松
鶴
図
「「『
美
術
史
論
叢
』
№
4　

東
京
大
学
文
学

部
美
術
史
研
究
室　

昭
和
六
「
三
年
三
月
「「
一
一
七
頁
。

「
88
「　

前
掲
註「
85
「松
島
氏
論
文
「
三
二
頁
。

「
89
「　

前
掲
註「
32
「竹
浪
氏
論
文
「
七
〇
頁
。

「
90
「　

掛
幅
装
「
絹
「
著
色
「
「
紙
縦
一
四
七
・
〇
糎
「
横
「
「
・
二
糎
。
恩
賜
京
都
博
物
館
編

『
大
徳
寺
名
宝
集
』「
便
利
堂　

昭
和
「
年
七
月
「「『
大
徳
寺
龍
光
院　

国
宝 

曜
変
天
目
「
破

草
鞋
』「M

IH
O

 M
U

SEU
M

　

平
成
三
「
一
年
三
月
「「
図
版
番
号
187
。『
大
徳
寺
龍
光
院　

国
宝 

曜
変
天
目
「
破
草
鞋
』
で
「
門
脇
む
つ
み
氏
に
よ
る
解
説
に
は
「
堀
親
良「
一
「
「
〇

〜
一
六
三
七
「「
寄
進
状
が
あ
る
「
す
る
が
「
堀
親
昌
「
誤
り
で
あ
る
。
挿
図
は
筆
者
撮
影
。

「
91
「　

原
文
は
次
「
「
お
り「［　

］
内
は
割
注
を
示
す
「。

　
　
　
　

 

覺

　
　

一　
鳳
凰
畫 

文
進
筆
［
狩
野
法
印
軸
付 

美
「
守
外
題
］

　
　

一　
唐
金
獅
子
香
爐

　
　

一　
黄
金
「
枚

　
　
　
　

「
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
美
「
守
遺
物

　
　

大
徳
寺
裏

　
　
　

 

龍
光
院

「
92
「　

各
書
状
「
原
文
は
次
「
「
お
り
。



狩
野
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「
に
つ
い
て

「
三

に
「
創
建
「
来
「
建
物
で
あ
る
二
階
建
「
書
院
を
壊
し
「
そ
「
骨
組
み
を
利
用
し
て
新
た
に

現
存
「
昭
堂
を
建
立
し
た
こ
「
が
「
川
上
貢
氏
に
よ
っ
て
文
献
史
料
「
建
築
痕
を
も
「
に
突

き
止
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
「
こ
「
か
ら
「
慶
安
二
年
前
後
に
既
存
「
密
庵
席
「「
既
存
か
新

築
「
「書
院
「
を
接
続
さ
せ
た
「
「
い
う
見
解
が
お
お
よ
そ
「
定
説
「
な
っ
て
い
る
。
よ
っ

て
「
探
幽
筆
「
古
木
寒
鳥
図
「
「
製
「
も
慶
安
二
年
前
後
「
考
え
ら
れ
る
。

　

川
上
貢
「
竜
光
院
「
昭
堂
─
創
建
時
「
形
式
「
前
身
建
物
に
つ
い
て
─
「「『
建
築
史
研
究
』

№
9　

彰
国
社　

昭
和
二
「
七
年
「
月
「参
照
。
同
論
文
は
「
同
氏
『
日
「
建
築
史
論
考
』

「
中
央
公
論
美
術
出
版　

平
成
「
年
「
月
「に
「
録
さ
れ
て
い
る
。

「
95
「　

掛
幅
装
「
絹
「
墨
画
「
「
紙
縦
一
四
四
・
「
糎
「
横
七
九
・
二
糎
。『
狩
野
探
幽
展
』「
板

橋
区
立
美
術
館　

昭
和
「
「
「
年
二
月
「「
図
版
番
号
27
。「
生
明
「
朱
文
瓢
印
が
「
探
幽
法

眼
筆
「
「
署
名
「
「
部
に
捺
さ
れ
て
い
る
。
画
風
・
署
名
か
ら
「
探
幽
「
真
筆
「
思
わ
れ
る

が
「
印
は
基
準
「
例
に
な
く
「
署
名
「
上
に
重
ね
て
捺
さ
れ
て
い
る
こ
「
か
ら
「
探
幽
「
手

を
離
れ
た
後
に
捺
さ
れ
た
「
考
え
ら
れ
る
。

「
96
「　

掛
幅
装
「
紙
「
墨
画
「
「
紙
縦
一
「
一
・
一
糎
「
横
七
一
・
七
糎
。
浙
江
省
博
物
館
編

『
浙
派
集
英　

明
代
浙
派
絵
画
珍
品
特
展
集
』「
浙
江
人
民
美
術
出
版
社　

平
成
二
「
四
年
四

月
「「「
二
「
浙
派
与
院
体
的
交
洍
「
図
版
番
号
2
。

「
97
「　

掛
幅
装
「
絹
「
墨
画
淡
彩
「
「
紙
縦
二
二
・
二
糎
「
横
二
四
・
三
糎
。『
宋
代
「
絵
画
』「
大

和
文
華
館　

平
成
元
年
「
月
「「
図
版
番
号
5
。

「
98
「　

掛
幅
装
「
絹
「
墨
画
淡
彩
「
「
紙
縦
二
二
・
二
糎
「
横
二
四
・
三
糎
。『
元
時
代
「
絵
画
』

「
大
和
文
華
館　

平
成
「
年
「
月
「「
図
版
番
号
11
。

「
99
「　

屛
風
装「
六
曲
一
双
「「
紙
「
著
色
「
各
隻
「
紙
縦
一
「
「
・
三
糎
「
横
三
六
「
・
四
糎
。

京
都
国
立
博
物
館
編
『
狩
野
「
楽
・
「
雪
』「
毎
日
新
聞
社　

平
成
二
「
「
年
三
月
「「
図
版

番
号
33
。

「
100
「　

掛
幅
装
「
絹
「
著
色
「
「
紙
縦
一
「
三
・
一
糎
「
横
九
七
・
「
糎
。『
林
良
呂
紀
画
集
』「
天

津
人
民
美
術
出
版
社　

一
九
九
七
年
六
月
「「
図
版
番
号
141
。

「
101
「　

掛
幅
装
「
絹
「
著
色
「
「
紙
縦
一
「
四
・
四
糎
「
横
一
〇
「
・
〇
糎
。『
泉
屋
博
古 

中
国

絵
画
』「
泉
屋
博
古
館　

平
成
「
年
「
一
月
「「
図
版
番
号
10
。

な
お
「
「
「
「
挿
図
に
つ
き
ま
し
て
は
「
所
蔵
機
関
お
よ
び
個
人
「
御
所
蔵
家
よ
り
許
諾
「
「
「

「
狩
野
探
幽
自
筆
書
状
一
「

　
　

昨
日
之
御
手
紙
拝
見
仕
候

　
　

鳳
凰
之
絵
一
覧
仕
候

　
　

一
段
見
事
成
ゑ
に
て
御
座
候

　
　

御
書
付
之
通 
御
取
成
候
間

　
　

不
苦
絵
に
て
御
座
候

　
　

将
又
松
之
儀
可
被
「
候
旨

　
　

忝
奉
存
候 

何
事
も

　
　

「
貴
面
之
可
申
上
候 

「
上

　
　
　

卯
月
廿
「
日

　
　
「
端
裏
書
「

　
　

堀
美
「
守
様　

狩
野「
欠
失
「

「
狩
野
探
幽
自
筆
書
状
二
「

　
　

御
手
紙
拝
見
申
候
鳳
凰
之

　
　

絵
外
題
之
儀 

申
渡

　
　

則
取
調
御
使
者
へ

　
　

相
渡
候 

期
後
音
之

　
　

時
候 

「
上

　
　
　

卯
月
廿
七
日

　
　
「
端
裏
書
「

　
　

堀
美
「
守
様　

狩
野
法
眼

「
93
「　

前
掲
註「
5
「宮
崎
氏
論
文
「
図
版
番
号
3
。

「
94
「　

紙
「
墨
画
「
「
紙
縦
一
「
四
・
六
糎
「
横
一
二
九
・
三
糎
。

　

密
庵
席
「
創
建
に
つ
い
て
は
「
実
質
開
「
「
江
月
宗
玩
が
龍
光
院
に
住
し
た
慶
「
「
六
年

「
一
六
一
一
「か
ら
「
い
わ
ゆ
る
「
紫
衣
事
件
「
「
端
緒
「
な
る
幕
府
に
よ
る
紫
衣
勅
許
無
効

「
通
知
が
な
さ
れ
た
寛
永
四
年「
一
六
二
七
「ま
で
「
間
「
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
「
現
状
「

密
庵
席
は
書
院
「
接
続
さ
れ
て
お
り
「
そ
「
時
期
に
書
院
床
「
壁
貼
付
絵
が
製
「
さ
れ
た
可

能
性
が
高
い
。
密
庵
席
が
書
院
に
接
続
さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は
「
慶
安
二
年「
一
六
四
九
「



狩
野
探
幽
筆
「
四
季
花
鳥
図
屛
風
「
に
つ
い
て

「
四

書
籍
・
雑
誌
か
ら
転
載
い
た
し
ま
し
た
。
典
拠
は
「
「
「
「
お
り
。

挿
図
10　
『
不
滅
「
シ
ン
ボ
ル　

鳳
凰
「
獅
子
』　

サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館　

平
成
二
「
三
年
六
月

挿
図
12　
『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
第
「
九
「
号　

東
京
国
立
博
物
館　

平
成
「
七
年
「
月

挿
図
16　
『
大
倉
集
古
館
蔵 

探
幽
縮
図
』　

大
倉
文
化
財
団　

昭
和
「
「
六
年
「
月

挿
図
21　
『
生
誕
四
〇
〇
年
記
念　

狩
野
探
幽
展
』　

日
「
経
済
新
聞
社　

平
成
「
四
年

挿
図
24　
『
上
海
博
物
館　

中
国
・
美
「
名
宝
④
』　

日
「
放
送
出
版
協
会
・
上
海
人
民
美
術
出
版

社　

平
成
四
年
一
月

【
付
記
】　

「
稿
執
筆
に
あ
た
り
「
「
品
調
査
お
よ
び
資
料
・
画
像
提
供
「
掲
載
に
つ
き
ま
し
て

は
「
東
京
国
立
博
物
館「Im

age

：T
N

M
 Im

age A
rchives

「・
大
「
「
永
平
寺
・
サ
ン
ト

リ
ー
美
術
館
・
大
和
文
華
館
・
根
津
美
術
館
・
大
倉
集
古
館
・
国
立
国
会
図
書
館
・
大
英
博
物

館
蔵
・
東
京
都
美
術
館
・
龍
光
院
・
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
美
術
館
・
上
海
博
物
館
・
個
人
「
御
所

蔵
家
よ
り
「
御
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
「
黃
立
芸
氏
に
は
博
士
論
文
「
閲
覧
に
あ
た
り
格

別
「
御
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
謝
い
た
し
ま
す
。

 

「
徳
川
美
術
館　

學
藝
員
「



築
地
名
苑
真
景
草
木
虫
魚
図
巻
に
つ
い
て

「
「

築
地
名
苑
真
景
草
木
虫
魚
図
巻
に
つ
い
て

安
　
藤
　
香
　
織

　

は　

じ　

め　

に

一　

「
品
概
要

二　

築
地
蔵
屋
敷
に
つ
い
て

　
「
一
「古
記
録
に
み
る
築
地
蔵
屋
敷

　
「
二
「絵
図
に
み
る
築
地
蔵
屋
敷

　
「
三
「変
遷
「
「
「

三　

実
景
図
部
分
「
特
徴

四　

写
生
図
部
分
「
特
徴

「　

製
「
背
景

　

お　

わ　

り　

に

は　

じ　

め　

に

徳
川
美
術
館
蔵
「
築
地
名
苑
真
景
草
木
虫
魚
図
巻
「「
「
「
「「
「
品
「
「
「
称
す
る
「は
「

外
題
に
「
築
地
名
苑
真
景
艸
木
虫
魚
冩
生
「
「
あ
る
「
お
り
「
木
挽
町
築
地
に
所
在
し

た
尾
張
徳
川
家「
「
「
「「
尾
張
家
「
「
「
称
す
る
「「
蔵
屋
敷「
「
「
「「
築
地
蔵
屋
敷
「
「
「

称
す
る
「「
実
景
図
を
巻
頭
「
巻
末
に
配
し
「
そ
「
間
に
植
物
・
昆
虫
・
魚
介
類
「
写

生
図
を
収
め
た
紙
「
著
色
「
画
巻
で
あ
る
。

先
行
研
究
「
し
て
「
徳
川
美
術
館
常
設
展
に
お
い
て
概
要
が
紹
介
さ
れ
「
博
物
学
的

関
心
か
ら
製
「
さ
れ
た
「
品
「
し
て
製
「
年
代
を
「
九
世
紀
「
さ
れ
た
「
ち
「
特
別
展

「
江
戸
「
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
大
名
庭
園
「
で
は
「
大
名
庭
園
に
お
け
る
植
物
「
栽
培
「
「

江
戸
時
代
後
期
「
植
物
学
に
対
す
る
関
心
「
高
ま
り
「
な
か
に
「
品
が
捉
え
ら
れ
た
。

河
田
昌
之
氏
は
「「
特
定
「
地
域
を
対
象
に
し
た
真
景
図
「
動
植
物
図
巻
「
性
格
を
兼

ね
備
え
た
内
容
を
持
ち
「
大
名
に
よ
る
動
植
物
を
対
象
に
し
た
研
究
活
動
「
実
態
や
殖

産
興
業
へ
「
関
心
を
知
る
こ
「
が
で
き
る
「
「
し
た
上
で
「
「
者
に
つ
い
て
「「
巻
末

「
河
口
付
近
に
描
か
れ
た
南
画
風
「
樹
木
な
ど
か
ら
尾
張
家
に
関
わ
る
御
用
絵
師
で
写

生
図
に
「
じ
た
文
人
画
家
が
想
定
で
き
「
る
こ
「
を
指
摘
し
た
。
吉
川
美
穂
氏
は
「
江

戸
時
代
後
期
「
尾
張
家
で
は
「
同
家
九
代
宗
睦「
一
七
三
二
〜
九
九
「「
代
か
ら
幕
末
に

至
る
ま
で
庭
園
に
関
す
る
絵
画
「
品
が
確
認
で
き
る
こ
「
を
述
べ
「
庭
園
は
大
名
「
最

も
身
近
に
あ
っ
た
自
然
で
あ
り
「
庭
園
に
生
息
す
る
動
植
物
を
庭
園
図
「
「
も
に
描
い

「
1
「

「
2
「



築
地
名
苑
真
景
草
木
虫
魚
図
巻
に
つ
い
て

「
六

た
「
品
に
は
大
名
「
自
然
へ
「
関
心
を
如
実
に
窺
え
る
「
し
た
。
ま
た
写
生
図
に
み
ら

れ
る
描
写
は
博
物
図
譜
「
い
う
べ
き
写
実
性
を
も
っ
て
お
り
「
当
時
「
博
物
学
的
関
心

か
ら
製
「
さ
れ
た
「
考
え
ら
れ
る
「
指
摘
し
た
。

「
品
「
根
底
に
自
然
へ
「
関
心
が
あ
り
「
そ
「
製
「
に
は
尾
張
家
に
関
わ
る
絵
師
が

携
わ
っ
た
こ
「
に
異
論
は
な
い
が
「
議
論
「
前
提
「
し
て
「
こ
れ
ま
で
「
品
全
体
が
紹

介
さ
れ
る
機
会
が
な
か
っ
た
こ
「
を
踏
ま
え
「
「
稿
で
は
「
品
「
全
体
像
を
提
示
す
る

こ
「
を
第
一
「
「
す
る
。
大
名
「
庭
園
を
描
い
た
実
景
図
に
は
一
定
数
「
遺
例
が
あ

り
「
大
名
「
関
わ
る
多
様
な
博
物
図
譜
も
世
に
知
ら
れ
る
な
か
で
「
大
名
屋
敷
「
実
景

図
「
そ
こ
に
生
息
し
た
「
思
わ
れ
る
生
物
「
写
生
図
を
一
つ
「
「
品
「
し
て
ま
「
め
た

構
成
は
「
管
見
で
は
類
例
が
な
い
。
実
景
図
「
簡
素
な
が
ら
的
確
な
筆
致
「
写
生
図
「

精
彩
に
富
む
描
写
も
見
所
で
あ
り
「
「
品
を
通
覧
す
る
こ
「
は
「
絵
画
史
学
は
も
ち
ろ

ん
「
歴
史
学
や
自
然
科
学
も
含
む
多
く
「
研
究
「
今
後
「
展
開
に
つ
な
が
る
「
期
待
さ

れ
る
。

加
え
て
「
こ
れ
ま
で
外
題
を
論
拠
「
し
て
「
品
が
築
地
蔵
屋
敷
を
描
い
た
図
で
あ
る

「
さ
れ
て
き
た
が
「
改
め
て
築
地
蔵
屋
敷
に
関
わ
る
資
料
を
概
観
し
「
こ
れ
を
確
認
・

補
強
し
た
い
。
築
地
蔵
屋
敷
は
「
明
暦
三
年「
一
六
「
七
「「
大
火
「
あ
「
「
被
災
し
た

「
丁
堀
蔵
屋
敷
に
代
え
て
拝
領
し
た
屋
敷
で
あ
る
。
こ
「
大
火
後
「
大
名
家
は
江
戸
に

複
数
「
屋
敷
を
所
持
す
る
よ
う
に
な
り
「
上
屋
敷
・
中
屋
敷
・
「
屋
敷
・
蔵
屋
敷
な
ど

機
能
別
に
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。
尾
張
家
に
お
い
て
も
多
数
「
屋
敷
が
営
ま
れ
「
な
か

で
も
当
主
「
居
屋
敷
で
あ
る
市
ヶ
谷
上
屋
敷
「
世
子
「
住
居
で
あ
る
麴
町
中
屋
敷
「
避

難
所
ま
た
は
別
邸
で
あ
る
戸
「
「
屋
敷
が
中
核
「
な
っ
た
。
こ
「
三
屋
敷
に
つ
い
て
は

絵
図
「
ほ
か
古
記
録
・
古
文
書
「
関
連
す
る
文
学
・
絵
画
「
品
な
ど
も
多
く
残
さ
れ
て

お
り
「
そ
れ
ら
「
重
層
的
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
一
方
「
築
地
蔵
屋
敷
は
関
連
資

料
に
乏
し
く
「
発
掘
調
査
も
実
施
さ
れ
て
い
な
い
た
め
か
「
安
藤
菊
二
氏
に
よ
る
要
「

「
3
「

「
4
「

が
唯
一
提
示
さ
れ
る
に
留
ま
っ
て
い
る
。

「
稿
で
は
「
「
品
「
概
要
を
確
認
し
た
「
ち
「
ま
ず
記
録
や
絵
図
か
ら
築
地
蔵
屋
敷

を
概
説
し
て
「
品
を
理
解
す
る
素
地
「
な
し
「
そ
「
上
で
「
品
「
実
景
図
部
分
・
写
生

図
部
分
に
そ
れ
ぞ
れ
注
目
し
て
特
性
を
述
べ
「
「
品
「
特
徴
的
な
構
成
が
創
り
出
さ
れ

た
背
景
へ
「
論
を
進
め
た
い
。

一　

作
品
概
要

「
品
は
巻
子
装
で
「
紙
「
著
色
「
一
巻
か
ら
な
る
。
表
紙
は
茶
地
花
鳥
文
緞
子
「
外

題
は
金
「
箔
散
地
に
「
築
地
名
苑
真
景
艸
木
虫
魚
冩
生
「
「
墨
書
が
あ
る
。
小
口
を
金

箔
押
し
「
見
返
は
「
箔
散
「
す
る
。
軸
首
は
木
製
独
楽
彫
「
巻
紐
は
紫
色
で
あ
る
。

法
量
は
縦
二
七
・
六
糎
「
全
「
九
二
〇
・
二
糎
「
「
紙
は
七
枚
継
ぎ
で
各
紙
「
も
「

一
一
「
・
一
〜
「
糎
な
い
し
一
三
四
・
一
糎
か
ら
な
り
「
「
紙
「
は
計
「
六
〇
・
一
糎

で
あ
る
。
箱
は
桐
二
方
桟
蓋
造
で
「
蓋
表
に
外
題
「
同
筆
で
「
築
地
名
苑
真
景
艸
木
虫

魚
冩
生
御
巻
物
「
「
墨
書
が
あ
り
「
蓋
裏
に
「
九
「
四
番
「「
二
番
拾
九
番
「「
二
番
上

「
番
改
「「
人
「
号
「「
傍
線
部
は
朱
書
を
示
す
「
「
「
同
「「
貼
札
が
あ
る
。

内
容
は
「
巻
頭
に
江
戸
湾
側
か
ら
築
地
蔵
屋
敷
を
望
む
図「
挿
図
1
「
図
1
「
「
「
「

「
屋
敷
図
「
「
「
称
す
る
「「
巻
末
に
築
地
蔵
屋
敷
側
か
ら
江
戸
湾
を
望
む
図「
挿
図
1
「
「

「
「「
江
戸
湾
図
「
「
「
称
す
る
「が
置
か
れ
る
。
い
ず
れ
「
図
に
も
「
場
所
を
特
定
す
る

よ
う
な
墨
書
・
貼
札
な
ど
は
な
い
。
こ
れ
ら
「
実
景
図
「
間
に
「
写
生
図
が
配
さ
れ
る

「
挿
図
1
「。
写
生
図
は
植
物
「
う
ち
樹
木
で
な
い
「
い
わ
ゆ
る
草
「
か
ら
は
じ
ま
る
。

草
「
二
「
九
図
「
菌
類
一
図
「
続
い
て
木
「「
樹
木
類
「が
「
一
図
「
昆
虫
類
が
「
「
図
「

最
後
に
甲
殻
類
・
魚
類
が
二
「
七
図
描
か
れ
る
。
部
分
図
や
解
剖
図
は
用
い
ら
れ
ず
「

同
種
「
雌
雄
が
一
図
ず
つ
描
か
れ
る
な
ど
一
部
「
例
外
を
除
い
て
「
基
「
的
に
一
種
に

「
5
「



築
地
名
苑
真
景
草
木
虫
魚
図
巻
に
つ
い
て

「
七

つ
き
一
図
が
採
録
さ
れ
る
。
ま
た
各
生
物
は
「
単
独
で
描
か
れ
る
場
合
「
「
複
数
「
個

体
が
有
機
的
に
重
な
り
合
っ
て
描
か
れ
る
場
合
が
あ
る
。
い
ず
れ
「
図
に
も
種
別
な
ど

を
示
す
墨
書
・
貼
札
は
な
い
。
内
容
を
「
紙
ご
「
に
み
て
み
る
「
「
第
一
紙
に
屋
敷
図

「
写
生
図
「
う
ち
草
「
・
菌
類
「
第
二
紙
に
草
「
・
木
「
「
第
三
・
四
紙
に
木
「
「
第

「
紙
に
昆
虫
類
「
甲
殻
類
「
第
六
紙
に
甲
殻
類
・
魚
類
「
第
七
紙
目
に
江
戸
湾
図
が
描

か
れ
る
。
各
生
物
「
分
類
は
「
紙
ご
「
に
お
お
よ
そ
ま
「
め
ら
れ
て
お
り
「
全
体
「
構

成
に
紙
継
ぎ
が
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
「
が
わ
か
る
。

描
写
・
彩
色
に
つ
い
て
は
「
実
景
図
は
い
ず
れ
も
淡
墨
「
線
描
を
主
体
「
し
「
近
景

は
も
ち
ろ
ん
遠
景
に
も
部
分
的
に
濃
い
墨
色
を
用
い
て
ア
ク
セ
ン
ト
「
し
た
上
「
淡
彩

が
施
さ
れ
る「
図
1
・
2
「。
全
体
に
筆
致
は
簡
潔
な
が
ら
遠
景
ま
で
細
部
を
入
念
に
描

い
て
お
り
「
後
述
す
る
通
り
「
実
景
を
的
確
に
描
写
し
て
い
る
「
思
わ
れ
る
。
写
生
図

は
線
描
を
生
か
し
て
彩
色
さ
れ
る
が
「
植
物
で
は
没
骨
法
で
描
か
れ
て
い
る
部
分
も
あ

る「
図
3
「。
賦
彩
は
実
景
図
に
比
し
て
濃
く
鮮
や
か
で
あ
り
「
一
部
に
金
銀
泥
も
使
用

さ
れ
る「
図
4
「。

落
款
印
章
は
な
く
「
明
確
な
製
「
者
・
製
「
年
代
は
未
詳
で
あ
る
。

「
品
「
「
来
に
つ
い
て
は
「
江
戸
時
代
「
来
「
尾
張
家
で
使
用
さ
れ
て
き
た
什
宝

「
管
理
台
帳「
「
「
「「
蔵
帳
「
「
呼
称
す
る
「が
参
考
に
な
る
。
管
見
「
限
り
に
よ
れ
ば
「

「
品
「
情
報
が
掲
載
さ
れ
た
最
初
「
蔵
帳
は
「
明
治
元
辰
年
東
京
廻　

御
手
鑑　

御

巻
物　

雑
図
類　

書
抜　

三
冊
之
内　

御
道
具
掛
「「
「
「
「
ａ
「
明
治
元
年
東
京
廻
書
抜
「

「
「
称
す
る
「で
あ
り
「
残
念
な
が
ら
江
戸
時
代
に
遡
る
記
録
は
な
い
。

ａ
「
明
治
元
年
東
京
廻
書
抜
「
は
「
各
種
帳
面
・
蔵
帳
を
合
綴
し
た
「
御
什
器
ニ
関

ス
ル
参
考
書
類
「「
什
器
古
帳
四
「
三
号
「三
冊
「
う
ち
に
収
録
さ
れ
る
「
手
鑑
・
巻
物
・

絵
図
な
ど
「
目
録
で
あ
り
「
江
戸
表
で
管
理
さ
れ
て
い
た
道
具
が
「
江
戸
時
代
末
期
か

ら
明
治
時
代
初
期
に
か
け
て
名
古
屋
へ
移
管
さ
れ
た
「
ち
「
番
立
て
を
改
め
る
前
に
編

纂
さ
れ
た
「
み
ら
れ
る
。
「
品
に
つ
い
て
は
次
「
よ
う
に
記
録
さ
れ
る
。

　
　
　
　

「
「
一
番　
　
　
　
　
　
　
　

箱
入

　

御
側
上
り　

一　

築
地
名
園
真
景
艸
木
虫
魚
写
生　

壱
巻　
　
「「

付
箋
「

大
納
言
様
御
側

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巳
六
月
「

「
巳
六
月
「
は
「
目
録
「
編
纂
さ
れ
た
翌
年
「
明
治
二
年「
一
「
六
九
「を
指
す
「
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
こ
「
時
「
大
納
言
で
あ
る
「
は
尾
張
家
「
四
代
慶
勝「
一
「
二
四
〜

「
三
「で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
尾
張
家
に
お
け
る
江
戸
時
代
末
期
か
ら
明
治
時
代
初
年

に
か
け
て
行
わ
れ
た
什
宝
整
理
を
契
機
に
「
当
時
「
当
主
・
「
六
代
「
宜「
一
「
「
「
〜

七
「
「「
後
見
を
し
て
い
た
慶
勝
に
よ
り
「
品
が
見
出
さ
れ
「
御
側
御
道
具
に
さ
れ
た
「

わ
か
る
。
そ
「
後
「
明
治
六
年
に
は
名
古
屋
か
ら
東
京
へ
「
度
移
管
さ
れ
て
い
る
。

二　

築
地
蔵
屋
敷
に
つ
い
て

「
一
「古
記
録
に
み
る
築
地
蔵
屋
敷

ま
ず
は
先
行
研
究
で
あ
る
安
藤
菊
二
氏
「
論
考
を
含
め
「
古
記
録
を
手
掛
か
り
に
「

築
地
蔵
屋
敷
「
概
要
を
述
べ
て
い
く
。

尾
張
家
は
も
「
は
「
丁
堀
に
蔵
屋
敷
を
所
持
し
て
い
た
が
「
明
暦
三
年「
一
六
「
七
「

正
月
「
大
火
に
よ
り
類
焼
し
た
。
そ
れ
に
替
え
て
同
年
「
月
二
「
七
日
「
木
挽
町
築

地
に
屋
敷
地
を
拝
領
し
「
「
後
「
明
治
三
年「
一
「
七
〇
「四
月
二
「
九
日
「
上
地
ま

で
「
尾
張
家
蔵
屋
敷
「
し
て
用
い
た
。
敷
地
は
「
拝
領
時
に
は
「
内
堀
際
南
北
石
垣

通
り
ま
で
「
で
「
数
年
で
さ
ら
に
拝
領
し
て
南
方
「
「
間
御
水
門
「
ま
で
築
き
立
て
「

二
万
七
千
二
百
「
「
「
坪
「
な
っ
た
「
い
う
。
万
治
三
年「
一
六
六
〇
「末
頃
成
立
「
さ

「
6
「

「
7
「

「
8
「

「
9
「

「
10
「



築
地
名
苑
真
景
草
木
虫
魚
図
巻
に
つ
い
て

「
「

27 24 22 21

29 26 25 23

35 34 33

第一紙屋敷図14

2 挿図1　築地図巻　全図　徳川美術館蔵（画像上下の算用数字は表1の仮番号を示す）



築
地
名
苑
真
景
草
木
虫
魚
図
巻
に
つ
い
て

「
九

第三紙

31 29

32 30 28

38 37 36 第四紙

20 19 18 第二紙 1368911121415 417

257101316



築
地
名
苑
真
景
草
木
虫
魚
図
巻
に
つ
い
て

九
〇

86第七紙江戸湾図

8485

第六紙 66 6365

646769

7170 72

第五紙

43

44 45 41 40 39



築
地
名
苑
真
景
草
木
虫
魚
図
巻
に
つ
い
て

九
一

7881808283 73

7475767779 68

4247485154565862

464950535257 556059 4461



築
地
名
苑
真
景
草
木
虫
魚
図
巻
に
つ
い
て

九
二

進
ぜ
ら
れ
「
将
軍
家
へ
「
献
上
品
に
さ
れ
る
こ
「
も
あ
っ
た
「
わ
か
る
。

「
上
「
用
途
に
加
え
「
江
戸
時
代
末
期
に
は
築
地
蔵
屋
敷
が
軍
備
強
化
に
も
役
立
て

ら
れ
た
。
尾
張
家
「
四
代
慶
勝
が
編
纂
し
た
「
諸
品
新
聞
書
「「
徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
「

に
は
「
「
間
橋
を
含
む
江
戸
湾
側
「
石
垣
周
辺
「
部
分
図
が
貼
り
込
ま
れ
て
お
り
「
「

挺
「
筒
を
新
調
し
「
砲
台
を
設
置
し
よ
う
「
す
る
旨
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
成
立
時
期

は
未
詳
だ
が
「
嘉
永
六
年「
一
「
「
三
「「
ペ
リ
ー
艦
隊
来
航
「
後
「
諸
藩
に
適
宜
砲
台

「
設
置
が
命
じ
ら
れ
た
た
め
「
こ
「
頃
「
図
「
推
察
さ
れ
る
。

屋
敷
内
「
構
造
・
建
造
物
に
つ
い
て
「「
江
戸
御
屋
敷
便
覧
「
に
よ
る
「
「
拝
領
「

頃
か
ら
「
内
堀
「「
石
垣
「「
「
間
御
水
門
「
「
記
述
が
あ
り
「
ま
た
延
宝
「
年「
一
六
「
〇
「

「
大
風
で
倒
壊
し
た
「
御
殿
「「
寛
保
元
年
完
成
「
「
御
茶
屋
「「
御
大
「
御
「
持
四

棹
を
納
め
て
い
た
「
証
文
蔵
「「「
御
蔵
「
六
棟
「
貞
享
二
年「
一
六
「
「
「完
成
「
「
竹

腰
「
城
守
米
蔵
「
一
棟
「
享
保
六
年
完
成
「
「
成
瀬
隼
人
守
米
蔵
「
一
棟
「
ほ
か
に

畑
や
上
水
道
・
井
戸
な
ど
「
施
設
が
あ
っ
た
こ
「
が
わ
か
る
。
そ
「
後
「
安
政
二
年

「
一
「
「
「
「「
大
地
震
に
際
し
て
尾
張
家
か
ら
提
出
し
た
被
害
報
告
に
は
「「
茶
屋
「

「
土
蔵
「「
「
屋
「「
門
「「
稽
古
小
屋
「「
高
塀
板
塀
「「
矢
来
「「
船
小
屋
「「
辻
番
所
「

「
番
屋
「「
物
置
「「
橋
「「
井
戸
「「
石
垣
「な
ど
「
被
害
が
箇
条
書
き
で
報
告
さ
れ
て
お
り
「

各
建
造
物
「
存
在
が
確
認
で
き
る
。
な
お
「「
橋
「
に
つ
い
て
は
「
橋
刎
木
「
「
損
害
も

記
さ
れ
て
い
る
こ
「
か
ら
「
後
に
述
べ
る
よ
う
に
刎
橋
で
あ
る
こ
「
が
判
明
す
る
。

ほ
か
に
災
害
「
記
録
「
し
て
「
元
禄
「
年「
一
六
九
「
「「
二
月
・
天
明
四
年「
一
七
「
四
「

「
二
月
・
文
政
「
二
年「
一
「
二
九
「三
月
「
火
災
が
史
料
に
残
さ
れ
て
い
る
。

「
二
「絵
図
に
み
る
築
地
蔵
屋
敷

次
に
「
絵
図
二
例
に
よ
っ
て
建
造
物
「
配
置
や
「
時
期
的
な
特
徴
を
み
て
い
き
た

い
。

「
15
「「

16
「

「
17
「

「
18
「

「
19
「

れ
る
「
江
戸
大
絵
図
「「
香
川
県
立
ミ
ュ
―
ジ
ア
ム
蔵
「で
は
未
だ
敷
地
は
狭
い
た
め
「
こ

「
後
に
築
き
立
て
ら
れ
た
「
だ
ろ
う
。
そ
「
後
「
宝
永
四
年「
一
七
〇
七
「「
上
地
に

よ
り
二
万
四
千
六
百
「
「
一
坪
「
な
る
が
「
寛
保
二
年「
一
七
四
二
「に
は
浜
通
り
に

三
千
七
百
「
「
四
坪
を
拝
領
し
て
総
計
二
万
「
千
四
百
六
「
「
坪
に
な
っ
た
。

築
地
蔵
屋
敷
は
「
は
じ
め
木
挽
町
築
地
「
「
築
地
「
を
省
「
し
て
「
木
挽
町
御
屋
敷
「

「
呼
称
さ
れ
「
木
挽
町
御
屋
敷
奉
行
が
統
括
し
て
い
た
。
寛
政
「
年「
一
七
九
三
「に
「
江

戸
木
挽
町
邸
を
改
め
「
築
地
邸
「
「
称
さ
れ
る
こ
「
に
な
り
「
同
「
二
年
か
ら
慶
応
四

年「
一
「
六
「
「に
か
け
て
は
「
築
地
御
屋
敷
奉
行
「
「
役
職
名
が
継
続
し
て
確
認
で
き

る
。
な
お
築
地
蔵
屋
敷
に
は
御
蔵
奉
行
も
置
か
れ
た
が
「
享
保
「
一
年「
一
七
二
六
「に

は
廃
さ
れ
「
「
後
「
尾
張
「
御
蔵
奉
行
が
交
代
で
江
戸
詰
に
任
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。築

地
蔵
屋
敷
「
主
た
る
用
途
は
「
江
戸
・
尾
張
間
「
運
送
品
「
積
み
「
ろ
し
「
米
穀
・

材
木
「
貯
蔵
「
国
許
か
ら
「
産
物
「
取
り
捌
き
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
次
に
取
り
上
げ
る

絵
図
Ｂ
「
築
地
御
屋
敷
図
「
に
米
取
扱
所
や
材
木
置
場
が
あ
る
こ
「
か
ら
も
わ
か
る
。

米
取
引
に
つ
い
て
は
「
江
戸
へ
廻
送
し
て
き
た
米
穀
「
一
部
を
「
「
手
を
使
用
し
て
売

り
払
い
始
め
た
文
政
六
年「
一
「
二
三
「か
ら
同
「
二
年
ま
で
「
築
地
蔵
屋
敷
が
取
引
「

舞
台
で
あ
っ
た
こ
「
が
知
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
築
地
蔵
屋
敷
は
「
藩
主
「
遊
興
「
場
「
し
て
も
機
能
し
て
い
た
。
「
「
世
紀
中

期
「
降
に
成
立
し
た
「
江
戸
御
屋
敷
便
覧
「「
徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
「に
は
「
屋
敷
内
「

畑
に
つ
い
て
「「
「
六
坪
余
り「
年
貢
に
し
て
銀
三
匁
「
厘
分
「は
当
主
「
在
府
中
に
は「
鴨

打
場
「
「
な
る
「
記
さ
れ
て
お
り
「
築
地
蔵
屋
敷
が
鴨
場
「
し
て
も
使
用
さ
れ
た
「
わ

か
る
。
ま
た
当
主
に
近
侍
す
る
御
小
納
戸
方
「
記
録
「
江
戸
御
小
納
戸
日
記
「「
徳
川
林

政
史
研
究
所
蔵
「か
ら
は
「
藩
主
や
そ
「
家
族
に
よ
る
御
成
が
あ
っ
た
「
知
ら
れ
「
夏
季

に
は
築
地
蔵
屋
敷
で
漁
猟
を
行
な
い
「
獲
っ
た
魚
は
尾
張
家
「
縁
者
や
懇
意
「
人
物
に

「
11
「

「
12
「

「
13
「

「
14
「



築
地
名
苑
真
景
草
木
虫
魚
図
巻
に
つ
い
て

九
三

Ａ
「
木
挽
町
御
屋
敷
絵
図
「「
図
5
「
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
「

屋
敷
南
東
部
「
「
海
水
が
出
入
り
す
る
汐
入
「
舟
溜「
「
「
「
用
途
「
変
化
に
関
わ
ら

ず
便
宜
的
に
「
舟
溜
「
「
呼
称
す
る
「部
分
を
扱
っ
た
絵
図
二
枚
で
あ
る
。
法
量
は
①
縦

六
三
・
二
糎
「
横
一
〇
九
・
〇
糎「
図
5
─

1
「「
②
縦
二
七
・
「
糎
「
横
四
一
・
〇
糎「
図

5
─

2
「で
あ
る
。
①
に
は
「
小
川
重
平
治
ゟ
来
候
絵
図
「
「
墨
書
さ
れ
た
貼
紙
が
あ
り
「

小
川
重
平
治
は
「
文
政
三
年「
一
「
二
〇
「「
月
二
「
四
日
か
ら
天
保
三
年「
一
「
三
二
「

四
月
二
「
二
日
ま
で
築
地
御
屋
敷
奉
行
を
務
め
て
い
る
こ
「
か
ら
「
こ
「
間
に
重
平
治

よ
り
藩
へ
提
出
さ
れ
た
図
「
推
定
さ
れ
る
。
舟
溜
北
側
に
黄
「
点
描
を
打
ち
「
葭
は

え
「
「
示
さ
れ
た
区
域
「
う
ち
「「
堤
「
を
隔
て
て
「
「
九
拾
一
間
余
「「
約
一
六
六
米
「「

幅
「
四
間
「
な
い
し
「
「
間
「「
約
七
・
三
〜
九
・
一
米
「が
囲
わ
れ
「
此
所
堀
割
「
「
貼

紙
が
あ
り
「
同
様
「
法
量
に
「
深
六
尺
「「
約
一
・
「
米
「を
加
え
た
貼
紙
が
付
さ
れ
る
。

ま
た
赤
い
紙
紐
で
示
さ
れ
た
場
所
に
は
「
此
桃
色
紙
之
通
り
土
居
形
ニ
堀
土
上
ケ
候
而

可
然
奉
存
候
「「
あ
り
「掘
っ
た
土
を
土
居
形
に
盛
り
上
げ
る
提
案
が
な
さ
れ
て
い
る
。

「
上
か
ら
「
「
図
は
舟
溜
「
北
に
堀
を
掘
削
す
る
計
画
書
で
あ
る
「
わ
か
る
。

②
は
「
木
挽
町
御
屋
敷
之
内
「
「
墨
書
が
あ
り
「
①
「
同
様
に
舟
溜
「
部
分
「
み
図

示
さ
れ
る
。
①
「
掘
削
予
定
地
が
朱
線
で
囲
わ
れ
「
周
囲
に
①
「
同
様
「
「
さ
「
幅
「

中
に
深
さ
「
「
当
時
葭
生
之
場
所
「「
凡
坪
数
四
百
「
四
坪
「
「
い
う
墨
書
が
あ
る
。

こ
こ
に
「
同
様
「
法
量
「
「
も
に
「
但
土
退
ケ
候
所
迄
拾
間
程　

此
代
何
程
「
「
墨
書

さ
れ
た
貼
紙
が
付
さ
れ
て
お
り
「
堀
掘
削
「
代
金
を
尋
ね
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
こ
「

か
ら
「
計
画
段
階
「
①
「
付
図
「
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
掘
削
「
目
的
は
未
詳
で
あ

る
。二

図
を
同
時
期
「
成
立
「
み
て
建
造
物
を
追
っ
て
い
く
「
「
舟
溜
「
東
側
に
は
江

戸
湾
に
面
し
た
船
「
出
入
り
口
が
あ
り
「「
「
間
橋
「「
①
②
「
も
墨
書
あ
り
。
「
間
は
約

「
四
・
「
米
「が
架
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
屋
敷
南
側
に
は
水
路
を
隔
て
て
将
軍
家
「
浜

御
殿
が
あ
り
「こ
「
水
路
へ
「
出
入
り
口
に
は
「
六
間
橋
「「
②
「が
架
け
ら
れ
て
い
る
。

二
図
が
「
成
さ
れ
た
時
「
②
に
「
御
す
あ
ま
「
内
「
「
あ
る
よ
う
に
舟
溜
は
か
な
り
干

上
が
っ
た
状
態
で
「
①
で
は
周
縁
部
に
薄
墨
が
掃
か
れ
「
埋
り
「
「
貼
紙
が
あ
る
。
一

部
に
「
み
よ
通
り
「
「
貼
紙
が
あ
り
「「
み
よ
「
「
は
「
澪み

を

「
「
転
訛
「
み
ら
れ
「
辛

う
じ
て
船
「
通
れ
る
深
み
が
残
さ
れ
て
い
た
「
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
盛
土
「
予
定
地
は

「
竹
藪
「「
植
込
「
「
あ
り
「「
畑
「
が
「
ら
れ
「
む
さ
し
御
「
屋
「
な
る
「
屋
が
あ
っ

た
こ
「
も
判
明
す
る
。

Ｂ
「
築
地
御
屋
敷
之
図
「「
図
6
「
徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
「

築
地
蔵
屋
敷
全
体
を
扱
っ
た
絵
図
で
「
法
量
は
縦
三
七
・
〇
糎
「
横
「
三
・
七
糎
「

尾
張
藩
大
道
寺
家
「
用
人
・
水
野
正
信
「
旧
蔵
で
あ
る
。
建
造
物
な
ど
は
図
示
さ
れ
「

樹
木
は
絵
で
表
さ
れ
て
舟
溜
や
草
叢
「
「
も
に
彩
色
が
施
さ
れ
る
。
築
地
蔵
屋
敷
は
北

西
か
ら
南
東
に
か
け
て
「
い
「
方
形
「
敷
地
で
「
例
え
ば
嘉
永
二
年「
一
「
四
九
「「
尾

張
屋
清
七
版
「
増
補
改
訂 

築
地
「
丁
堀
日
「
橋
南
之
図
「「
国
立
国
会
図
書
館
蔵
「
江
戸
「

絵
図
「
「
う
ち
「で
も
そ
「
よ
う
に
示
さ
れ
る
が
「「
築
地
御
屋
敷
之
図
「
で
は
「
辺
が

詰
ま
っ
て
お
り
「
舟
溜
「
形
状
も
円
形
に
近
く
「
比
率
に
問
題
が
あ
る
「
思
わ
れ
る
。

「
は
い
え
「
屋
敷
西
部
「
建
築
群
は
も
ち
ろ
ん
「
屋
敷
全
体
「
様
子
が
具
体
的
に
わ
か

る
た
め
貴
重
で
あ
る
。

製
「
時
期
に
つ
い
て
は
「
舟
溜
南
側
に
あ
る
「
千
鳥
丸
「
「
記
さ
れ
た
船
小
屋
か
ら

絞
り
込
め
る
。「
嘉
永
四
年
亥
九
月
尾
藩
御
船
奉
行　

御
船
由
緒
書
「「
徳
川
林
政
史
研
究

所
蔵
「に
よ
る
「
「
千
鳥
丸
は
元
和
六
年「
一
六
二
〇
「に
二
「
四
挺
立
「
関
船
を
御
座
船

「
し
て
取
立
て
た
「
に
始
ま
り
「
一
度
廃
船
「
な
っ
た
が
「
弘
化
元
年「
一
「
四
四
「に

築
地
蔵
屋
敷
「
御
召
船
「
し
て
「
二
挺
立
「
小
早
船
を
取
り
立
て
「
新
た
に
千
鳥
丸
「

名
付
け
た
「
い
う
。
ま
た
先
「
「
諸
品
新
聞
書
「
所
収
絵
図
に
よ
り
嘉
永
六
年
頃
に
は
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砲
台
「
設
置
が
あ
っ
た
「
思
わ
れ
る
た
め
「
「
図
「
製
「
時
期
は
弘
化
元
年
か
ら
嘉
永

六
年
頃
ま
で
「
間
で
あ
る
こ
「
が
わ
か
る
。

施
設
「
し
て
は
「
屋
敷
南
西
側
「
「
御
座
所
「
が
黄
で
着
彩
さ
れ
他
「
区
別
さ
れ
て

お
り
「
塀
「
「
御
茶
屋
御
門
「
で
区
画
さ
れ
て
い
る
こ
「
か
ら
し
て
も
「
江
戸
湾
を
見

渡
せ
る
尾
張
家
当
主
「
た
め
「
空
間
「
察
せ
ら
れ
る
。
こ
「
ほ
か
「
御
座
所
に
隣
接
し

て
屋
敷
内
に
勧
進
さ
れ
た
「
三
社
「
が
あ
り
「
御
座
所
背
後
に
「
表
御
「
屋
「「
御
供

「
屋
「「
大
工
小
屋
「「
馬
走
「「
定
番
同
心
「「
御
蔵
方
調
役
御
「
屋
「
が
設
置
さ
れ
「

「
畑
「
も
あ
る
。
屋
敷
西
側
「
中
央
に
は
「
御
番
所
「
が
付
属
す
る
「
表
御
門
「
が
設

け
ら
れ
「
屋
敷
へ
入
る
「
す
ぐ
「
御
材
木
置
場
「
が
あ
り
「
舟
溜
に
抜
け
る
「
濱
木

戸
「
付
近
に
は
「
ハ
ン
所
「「
定
番
同
心
御
網
打
所
御
「
屋
「「
御
舟
手
「「
出
入
御
中

間
御
水
戸
「
「
記
さ
れ
た
建
物
が
あ
り
「
舟
溜
「
畔「
浜
「に
は
御
座
所
方
面
「
「
境
に

矢
来
「
木
戸
「
み
ら
れ
る
門
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
表
御
門
か
ら
北
西
部
に
か
け
て
は

「
棟
「
「
御
土
蔵
「
「
「「
成
瀬
殿
土
蔵
「「
定
番
同
心
御
「
屋
「「「
イ
ナ
リ
「
「
あ
る

「
御
役
宅
「「「
調
役
初
御
「
屋
「「
塗
込
御
物
置
「「
近
藤
勘
七
御
米
取
扱
所
「
が
あ
る
。

こ
こ
か
ら
舟
溜
を
回
遊
す
る
よ
う
に
み
て
い
く
「
「
舟
溜
北
側
「
区
域
は
Ａ
「
木
挽
町

御
屋
敷
絵
図
「
で
も
畑
が
あ
っ
た
場
所
で
「引
き
続
き
「
畑
「
が
「
ら
れ
て
い
る
ほ
か
「

「
御
「
事
物
置
「「
御
生
洲
「
が
あ
り
「「
草
生
「「
藪
「
な
ど
も
示
さ
れ
て
「
さ
ら
に
東

側
「
「
「
間
橋
「
方
面
「
「
境
に
は
矢
来
「
木
戸
「
み
ら
れ
る
門
が
あ
る
。「
「
間
橋
「

「
周
辺
は
「
芝
原
「
で
「南
東
隅
に
は
江
戸
湾
に
面
し
た
「
御
物
見
「
が
設
置
さ
れ
「
御

ゼ
ン
所
「
が
あ
り
「
そ
こ
か
ら
屋
敷
南
側
「
舟
溜
「
岸
に
は
先
に
述
べ
た
船
小
屋
三
棟

が
あ
り
「
そ
れ
ぞ
れ
「
舜
林
丸
「「
千
鳥
丸
「「
鯨
船
「
馬
船
「
「
記
さ
れ
て
い
る
。
そ

「
先
に
六
間
橋
が
あ
り
「「
ハ
ン
所
「
が
設
け
ら
れ
「
御
座
所
「
前
へ
到
達
す
る
。
舟

溜
「
様
子
は
Ａ
「
木
挽
町
御
屋
敷
絵
図
「
「
は
異
な
り
「
満
々
「
水
を
た
た
え
「
御
座

所
「
前
「
水
際
は
曲
線
を
描
い
て
お
り
「
実
用
目
的
「
舟
溜
か
ら
い
わ
ゆ
る
庭
園
「
御

泉
水
へ
「
用
途
が
変
更
さ
れ
た
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。

「
三
「変
遷
「
「
「

「
上
「
古
記
録
・
絵
図
か
ら
築
地
蔵
屋
敷
「
特
性
「
盛
衰
に
つ
い
て
時
系
列
に
沿
っ

て
整
理
し
て
お
く
「
「
ま
ず
築
地
蔵
屋
敷
は
明
暦
三
年「
一
六
「
七
「「
拝
領
後
「
数
カ

年
で
整
備
さ
れ
「
舟
溜「
内
堀
「「
「
も
に
「
間
橋「
「
間
御
水
門
・
「
間
御
橋
「を
構
え
る

構
造
に
な
り
「
当
初
か
ら
運
送
品
「
積
み
「
ろ
し
を
目
的
「
し
て
屋
敷
内
部
へ
舟
を
引

き
入
れ
ら
れ
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
た
こ
「
が
わ
か
る
。

主
要
な
建
築
で
あ
っ
た
当
主
「
御
座
所「
御
殿
・
御
茶
屋
「に
注
目
す
る
「
「
御
座
所

は
延
宝
「
年「
一
六
「
〇
「「
御
殿
倒
壊
か
ら
寛
保
元
年「
一
七
四
一
「「
御
茶
屋
建
設
ま

で
「
記
録
「
上
で
は
約
六
「
年
間
「
建
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
宝
永
四
年

「
一
七
〇
七
「「
上
地
に
よ
る
屋
敷
地
縮
小
も
考
え
る
「
「
「
七
世
紀
後
期
か
ら
「
「
世

紀
前
期
頃
に
は
築
地
蔵
屋
敷
「
利
用
が
縮
小
な
い
し
停
滞
し
て
い
た
「
推
察
さ
れ
る
。

そ
「
後
「
御
茶
屋
建
設
「
翌
年
に
は
拝
領
に
よ
り
屋
敷
地
が
最
大
に
な
る
た
め
「
寛
保

年
間「
一
七
四
一
〜
四
四
「は
築
地
蔵
屋
敷
「
「
開
発
「
時
期
で
あ
っ
た
「
み
ら
れ
る
。

た
だ
し
「
代
当
主
宗
勝「
一
七
〇
「
〜
六
一
「「
も
「
「
同
時
期
「
戸
「
「
屋
敷
は
庭
園

「
し
て
「
機
能
が
衰
退
し
て
い
た
「
指
摘
さ
れ
て
お
り
「
築
地
蔵
屋
敷
に
お
け
る
こ
「

「
開
発
も
「
庭
園
「
し
て
「
整
備
「
い
う
よ
り
は
蔵
屋
敷
「
し
て
「
実
用
的
な
側
面
か

ら
行
わ
れ
た
「
察
せ
ら
れ
る
。

続
く
「
「
世
紀
後
半
か
ら
「
九
世
紀
初
期
「
間
「
変
遷
は
未
詳
で
あ
る
。
文
政
六

年「
一
「
二
三
「か
ら
築
地
蔵
屋
敷
に
て
行
わ
れ
た
米
取
引
は
「
同
「
二
年
に
は
蛎
殻
町

屋
敷
に
移
さ
れ
「
文
政
三
年
か
ら
天
保
三
年「
一
「
三
二
「間
「
あ
る
時
期
に
は
舟
溜
「

大
部
分
が
埋
ま
っ
て
い
た
な
ど
「
こ
「
頃
に
は
管
理
が
手
薄
に
な
っ
て
い
た
「
想
像

さ
れ
る
。
そ
「
後
「
い
つ
「
時
点
か
に
屋
敷
全
体
「
「
生
が
企
図
さ
れ
「
弘
化
元
年

「
20
「

「
21
「

「
22
「
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「
一
「
四
四
「か
ら
嘉
永
六
年「
一
「
「
三
「頃
に
は
「
築
地
御
屋
敷
之
図
「
に
見
ら
れ
る
よ

う
な
状
態
に
な
っ
た
。
こ
「
時
「
整
備
は
「
舟
溜
「
水
際
が
曲
線
を
描
く
形
状
に
変
更

さ
れ
て
庭
園
「
御
泉
水
「
い
う
側
面
が
付
加
さ
れ
た
り
「
江
戸
湾
を
見
渡
せ
る
御
物
見

が
出
来
た
り
「
「
娯
楽
的
な
要
素
が
加
味
さ
れ
て
お
り
「
庭
園
「
し
て
開
発
が
進
ん
だ

「
捉
え
る
こ
「
が
可
能
で
あ
る
。

天
保
年
間「
一
「
三
〇
〜
四
四
「「
降
は
異
国
船
来
航
に
対
し
て
江
戸
湾
「
防
備
が
段

階
的
に
強
化
さ
れ
て
い
く
時
期
で
「
特
に
嘉
永
六
年
「
ペ
リ
ー
艦
隊
来
航
「
後
は
「
内

海
防
備
「
た
め
に
品
川
台
場
が
築
か
れ
「
諸
藩
に
適
宜
砲
台
「
設
置
が
命
じ
ら
れ
「
築

地
蔵
屋
敷
に
隣
接
す
る
浜
御
殿
に
も
砲
台
が
設
置
さ
れ
た
。
先
「
「
お
り
築
地
蔵
屋
敷

に
も
こ
れ
を
受
け
て
砲
台
が
設
置
さ
れ
た
「
考
え
ら
れ
「
幕
末
に
向
け
て
軍
事
的
な
目

的
で
「
使
用
が
増
加
し
て
い
っ
た
「
み
ら
れ
る
。

「
上
「
築
地
蔵
屋
敷
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
「
品
「
具
体
的
な

考
察
に
移
り
た
い
。

三　

実
景
図
部
分
の
特
徴

実
景
図
を
「
「
す
る
に
あ
た
り
「
ま
ず
は
第
二
章
を
踏
ま
え
「
「
品
が
ど
「
程
度
「

「
現
性
を
備
え
て
い
る
か
「
「
し
た
い
。

屋
敷
図
「
画
面
「
端
中
央
に
描
か
れ
る
「
は
「
江
戸
湾
に
面
し
た
「
間
橋
で
あ
る「
図

1
「
挿
図
2
「。
石
垣
に
刎
木
を
掘
り
込
み
「
そ
「
上
に
さ
ら
に
刎
木
を
組
ん
で
ア
ー
チ

状
「
す
る
こ
「
で
橋
脚
を
用
い
る
こ
「
な
く
架
け
ら
れ
る
刎
橋
形
式
で
「
江
戸
時
代
に

は
中
部
「
岳
地
帯
を
中
心
に
「
橋
脚
「
立
て
難
い
渓
谷
な
ど
に
使
用
さ
れ
た
「
い
う
。

橋
「
袂
に
は
「
柄
「
玉
網
ら
し
き
品
や
「
提
手
「
付
い
た
桶
が
置
か
れ
「
四
手
網
が
仕

掛
け
ら
れ
「
側
に
船
が
描
か
れ
て
い
る
。
「
間
橋
か
ら
画
面
奥
に
向
か
っ
て
は
汐
入
「

「
23
「

「
24
「

挿図2　築地図巻　屋敷図　八間橋部分

舟
溜
が
広
が
り
「
対
岸
「
右
手
に
は
「

屋
や
土
蔵
「
左
手
に
は
木
戸
を
隔
て

て
御
座
所
な
ど
が
あ
る「
挿
図
3
「。
御

座
所
か
ら
左
手
前
に
目
を
や
る
「
「
畔

に
は
屋
形
付
き
で
旗
を
揚
げ
た
三
艘
「

小
型
船
「
「
屋
形
「
な
い
船
数
艘
が
泊

ま
っ
て
お
り
「
建
物
も
二
棟
確
認
で
き

る
。
そ
「
先
「
鬱
蒼
「
繁
る
木
々
に
阻

ま
れ
て
は
い
る
が
「
左
手
奥
へ
水
が
引

き
込
ま
れ
て
い
く
よ
う
に
み
え
る
。
こ

れ
は
屋
敷
南
西
に
あ
っ
た
浜
御
殿
側
へ

「
出
入
り
口
「
六
間
橋
へ
「
流
れ
を
表

し
て
い
る
「
で
あ
ろ
う
。
な
お
画
面
「

右
側「
屋
敷
北
東
側
「に
は
水
路
を
挟
ん

で
稲
葉
家
や
久
松
松
平
家
「
屋
敷
が

あ
っ
た
が
「
こ
ち
ら
側
も
藪
や
樹
木
が

生
い
茂
っ
て
敷
地
「
境
目
が
わ
か
ら
な

い
ほ
ど
で
あ
る
。
続
い
て
遠
景
に
も
目

を
向
け
て
お
く
「
「
画
面
右
奥
に
は
三

層
「
櫓
一
棟
「
「
構
造
は
判
然
「
し
な

い
櫓
二
棟
「
計
三
棟
が
描
か
れ
る「
挿

図
4
「。
築
地
蔵
屋
敷
か
ら
北
北
東
「

方
角
に
あ
た
る
た
め
「
江
戸
城
「
一
部

「
推
察
さ
れ
る
。
「
屋
・
土
蔵
「
奥
に
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挿図3-1　築地図巻　屋敷図　土蔵部分

挿図3-2　築地図巻　屋敷図　御座所部分

は
塀
で
囲
わ
れ
た
屋
敷
地
が
描
か
れ
「
御
座
所
「
奥
に
か
け
て
建
物
「
屋
根
が
並
び
「

火
「
見
櫓
も
み
え
る
。

巻
末
「
江
戸
湾
図
は
「
紙
一
紙
分
を
あ
て
「
屋
敷
図
に
比
べ
て
紙
幅
を
「
く
「
っ

て
お
り
「
広
々
「
し
た
湾
内
「
様
子
が
描
か
れ
る「
挿
図
1
「。
画
面
右
「
に
は
巻
頭
に

も
登
場
し
た
「
間
橋
が
あ
り
「
四
手
網
「
仕
掛
け
な
ど
も
描
か
れ
て
い
る「
挿
図
5
「。

橋
「
右
側
「
石
垣
上
に
は
防
風
林
に
適
し
た
松
が
海
に
面
し
て
一
列
に
植
え
ら
れ
て
お

り
「
左
側
は
松
葉
を
表
現
す
る
樹
上
部
が
描
か
れ
る
「
み
で
は
あ
る
が
「
同
様
で
あ
っ

た
「
推
さ
れ
る
。
そ
「
ま
ま
視
線
を
左
に
移
し
て
い
く
「
「
画
面
左
端
に
は
築
地
蔵

屋
敷
よ
り
も
海「
南
東
側
「へ
一
段
突
き
出
し
て
い
る
浅
野
家
「
屋
敷
地
「
一
角
が
み
え

る
。
近
海
に
は
帆
柱
「
な
い
小
型
船
や
白
い
帆
を
あ
げ
た
船
が
往
き
交
っ
て
い
る
。
築

地
蔵
屋
敷
か
ら
浜
御
殿
「
あ
る
南
西
側
に
か
け
て
は
「
享
保
二
年「
一
七
一
七
「に
浜
御

殿
「
海
岸
前
か
ら
二
町「
約
二
一
「
米
「ほ
ど
「
海
域
が
禁
漁
区
域
「
な
り
「
そ
れ
を
示

す
た
め
に
立
て
ら
れ
て
い
た
杭
が
並
ん
で
い
る
。
画
面
右
手
奥
に
は
三
浦
半
島
「
中
央

か
ら
左
手
に
か
け
て
は
房
総
半
島
を
遠
方
に
望
む
構
図
で
「
そ
「
境
目
は
外
洋
へ
「
出

「
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挿図4　築地図巻　屋敷図　江戸城部分
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七

入
り
口
に
あ
た
る
た
め
「
こ
「
付
近
「
海
上
に
は
帆
を
畳
ん
で
停
泊
す
る
無
数
「
大
型

船
が
描
か
れ
て
い
る
。
「
上
「
よ
う
に
「
絵
図
や
記
録
「
実
際
「
地
理
・
地
形
な
ど
を

考
え
合
わ
せ
る
「
「
屋
敷
図
・
江
戸
湾
図
「
も
「
遠
景
に
至
る
ま
で
入
念
に
描
写
さ

れ
「
概
ね
実
際
「
地
形
「
「
一
致
が
確
認
で
き
た
。

次
に
構
成
に
も
目
を
向
け
て
お
き
た
い
。
江
戸
湾
図
は
屋
敷
図
に
比
し
て
「
紙
一

紙
分
を
充
て
「
く
画
幅
を
取
り
「
広
角
的
な
視
野
を
「
現
す
る
よ
う
に
製
「
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
「
「
庭
家
「
し
て
も
知
ら
れ
る
松
平
定
信「
一
七
「
「
〜
一
「
二
九
「「
名

園
・
浴
恩
園
や
「
将
軍
家
「
浜
御
殿
が
所
在
し
た
よ
う
に
「
築
地
が
江
戸
湾
を
望
む
風

光
明
媚
な
地
「
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
「
を
反
映
し
て
い
る
「
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
画
中

に
人
物
が
描
か
れ
な
い
中
で
「
両
図
に
み
ら
れ
る
漁
猟
「
道
具
は
唯
一
「
人
「
気
配
を

感
じ
る
モ
チ
―
フ
で
あ
り
「
鑑
賞
者
「
目
を
引
く
。
先
に
述
べ
た
通
り
「
築
地
蔵
屋
敷

で
は
漁
猟
が
行
わ
れ
「
釣
果
を
献
上
す
る
こ
「
も
あ
っ
た
。
隣
接
す
る
浜
御
殿
で
も
釣

り
は
恒
例
「
娯
楽
で
あ
り
「
沿
岸
に
位
置
す
る
屋
敷
に
「
っ
て
漁
猟
は
自
慢
す
べ
き
遊

興
で
「
他
に
な
い
特
色
「
認
識
さ
れ
て
い
た
「
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
「
品
に
お
い
て

は
「
漁
具
に
よ
り
漁
猟
を
象
徴
的
に
描
く
こ
「
に
よ
っ
て
「
築
地
蔵
屋
敷
「
魅
力
を
強

調
す
る
意
図
が
あ
っ
た
「
考
え
ら
れ
る
。
こ
「
よ
う
に
「
品
は
「
そ
「
構
成
全
体
か
ら

築
地
蔵
屋
敷
を
賛
美
す
る
意
識
「
言
い
換
え
れ
ば
「
題
名
「
「
お
り
「
名
苑
「
を
描
く

意
識
「
も
「
で
製
「
さ
れ
た
こ
「
が
判
明
す
る
。

さ
ら
に
「
間
橋
に
注
目
し
て
み
る
「
「
屋
敷
図
・
江
戸
湾
図
「
も
「
間
橋
か
ら
陸
・

海
を
見
渡
す
構
図
を
「
っ
て
い
る
。
「
間
橋
は
「
先
に
確
認
し
た
「
お
り
築
地
蔵
屋
敷

「
建
設
当
初
か
ら
存
在
し
「
各
資
料
・
絵
図
で
も
必
ず
記
名
さ
れ
る
よ
う
に
「
多
数
あ

る
建
造
物
「
中
で
も
代
表
格
「
み
な
さ
れ
て
い
た
こ
「
は
明
ら
か
で
あ
る
。
刎
橋
「
い

う
中
部
地
域
「
「
間
部
を
中
心
に
利
用
さ
れ
た
橋
脚
「
な
い
形
式
で
あ
る
こ
「
を
考
慮

す
る
「
「
こ
「
橋
は
木
曽
を
有
す
る
尾
張
家
築
地
蔵
屋
敷
「
主
た
る
見
ど
こ
ろ
で
あ
っ

「
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挿図5　築地図巻　江戸湾図　八間橋部分
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「

た
「
推
察
さ
れ
る
。
今
橋
理
子
氏
は
「
庭
園
は
名
所
に
見
立
て
ら
れ
る
こ
「
に
よ
り
「

初
め
て
名
所
・
名
園
「
化
す
こ
「
「
そ
し
て
名
所
化
さ
れ
る
た
め
に
は
「
詩
文
に
読
ま

れ
「
絵
画
化
さ
れ
る
こ
「
が
必
須
で
あ
っ
た
こ
「
を
論
じ
た
。
そ
「
上
で
「
名
も
な
き
実

景
「
し
て
「
大
名
庭
園
「
「
写
実
的
描
写
に
よ
る
絵
画
化
は
「
新
し
い
名
所
絵
「
創
出

で
あ
る
こ
「
も
指
摘
し
て
い
る
。
「
品
に
お
い
て
「
間
橋
は
「
築
地
蔵
屋
敷
「
見
ど
こ

ろ
「
し
て
重
点
的
に
扱
わ
れ
て
お
り
「
「
品
実
景
図
を
「
新
た
な
名
所
絵
「
「
創
出
「

み
て
「
そ
こ
に
築
地
蔵
屋
敷
を
名
園
「
な
す
目
的
を
看
取
す
る
こ
「
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

「
品
は
「
先
に
み
た
「
お
り
実
景
に
即
し
て
遠
景
に
至
る
ま
で
入
念
に
描
写
さ
れ
て

お
り
「
霞
に
よ
る
モ
チ
ー
フ
「
省
「
も
し
て
い
な
い
。
ま
た
水
平
線
「
中
央
寄
り
「
位

置
に
向
け
て
視
線
が
集
中
す
る
よ
う
「
近
景
か
ら
遠
景
に
か
け
て
「
モ
チ
ー
フ
「
配
置

や
描
き
方
に
合
理
的
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
「
よ
う
に
省
「
を
控
え
「
合
理
性

を
備
え
た
描
写
は
「
関
東
画
壇
に
お
け
る
実
景
図
・
庭
園
画
「
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
で
あ
っ

た
谷
文
晁
「
「
例
に
通
じ
る
「
こ
ろ
が
あ
る
。
今
橋
理
子
氏
・
鶴
岡
明
美
氏
ら
に
よ
る

「
「
文
晁
が
寛
政
「
年「
一
七
九
三
「に
海
岸
防
備
を
目
的
「
し
た
巡
見
で
実
見
し
た
景

観
を
描
い
た
「
公
余
探
勝
図
「「
東
京
国
立
博
物
館
蔵
「は
「
西
洋
由
来
「
遠
近
法
・
陰
影

法
・
構
図
な
ど
を
複
合
的
に
駆
使
し
て
写
実
性
・
迫
真
性
に
富
む
描
写
を
確
立
し
た
画

期
的
な
「
例
で
「
文
晁
に
よ
る
そ
「
後
「
庭
園
画
に
も
同
様
「
画
法
が
適
用
さ
れ
る
こ

「
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
野
田
麻
美
氏
は
「
九
世
紀
「
関
東
画
壇
に
お
け
る
庭

園
画
に
つ
い
て
「
江
戸
狩
野
派
「
「
統
様
式
「
文
晁
一
派
「
新
様
式
「
混
交
に
よ
り
厚

み
「
広
が
り
「
あ
る
展
開
に
な
り
「
立
原
杏
所
・
沖
一
峨
・
宋
紫
岡「
楠
「
雪
渓
「・
「

谷
川
雪
堤
な
ど
様
々
な
画
家
が
庭
園
画
を
製
「
す
る
に
至
っ
た
こ
「
を
論
じ
た
。
「
品

実
景
図
に
つ
い
て
も
「
こ
う
し
た
「
九
世
紀
関
東
画
壇
に
お
け
る
庭
園
画
「
展
開
「
な

か
に
位
置
付
け
る
「
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

同
時
期
「
尾
張
家
に
お
け
る
庭
園
画
に
注
目
す
る
「
「
す
で
に
狩
野
典
信
筆
「
戸
「

「
27
「

「
28
「

「
29
「

「
30
「

御
庭
「
景
「・
狩
野
惟
信
「
戸
「
荘
「
景
図
巻
「
を
所
持
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
「

寛
政
「
年「
一
七
九
「
「文
晁
に
命
じ
戸
「
「
屋
敷
を
描
か
せ
た
ほ
か
「
紫
岡
筆
「
楽
々

園
四
季
真
景
図
巻
「「
名
古
屋
市
博
物
館
蔵
「や
雪
堤
筆
「
市
ヶ
谷
邸
庭
園
之
図
風
炉
先
屏

風
「「
徳
川
美
術
館
蔵
「な
ど
も
製
「
さ
せ
て
い
る
。
こ
「
状
況
に
つ
い
て
薄
田
大
輔
氏

は
「
狩
野
派
「
庭
園
図
「
は
異
な
る
役
割
を
期
待
し
て
「
尾
張
家
周
辺
で
も
記
録
性
・

実
利
性
を
追
求
し
た
新
た
な
庭
園
図
が
求
め
ら
れ
た
「
指
摘
し
て
お
り
「
「
品
実
景
図

「
特
徴
か
ら
し
て
も
「
こ
う
し
た
尾
張
家
内
で
「
需
要
を
背
景
に
「
記
録
性
が
重
視
さ

れ
て
製
「
さ
れ
た
「
考
え
ら
れ
よ
う
。

四　

写
生
図
部
分
の
特
徴

続
い
て
写
生
図
部
分
「
考
察
に
移
り
た
い
。
第
一
章
で
概
観
し
た
「
お
り
「
「
品
に

は
多
様
な
生
物
が
描
か
れ
る
が
「
い
ず
れ
「
図
に
も
種
別
な
ど
を
示
す
墨
書
・
貼
札
は

な
い
。
そ
「
た
め
こ
「
度
「
植
物
類
に
は
名
古
屋
城
総
合
事
務
所
「
昆
虫
類
に
は
小
野

知
洋
氏
を
代
表
「
す
る
諸
氏
「
魚
介
類
に
は
名
古
屋
港
水
族
館
「
協
力
を
得
て
同
定
を

試
み
た
。
「
章
で
は
こ
「
結
果
を
ま
「
め
た
表
1
を
頼
り
に
論
を
進
め
て
い
く
が
「
ま

ず
は
全
体
「
し
て
「
描
か
れ
た
生
物
は
概
ね
関
東
沿
岸
部「
汽
水
域
を
含
む
「で
見
ら
れ

る
種
に
割
り
当
て
る
こ
「
が
可
能
で
あ
る
こ
「
「
季
節
「
し
て
は
夏
季
を
想
定
で
き
る

こ
「
を
記
し
て
お
く
。

写
生
図
「
構
成
か
ら
考
察
を
始
め
る
に
あ
た
り
「
江
戸
時
代
「
「
草
学
「
基
礎
文
献

「
し
て
中
国
・
明
時
代
「
李
時
珍
著
『
「
草
綱
目
』
「
構
成
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

万
暦
「
「
年「
一
「
九
〇
「に
初
版
が
刊
行
さ
れ
た
『
「
草
綱
目
』
は
「
そ
れ
ま
で
「
「

草
書
か
ら
格
段
「
飛
躍
「
な
る
約
千
九
百
種
を
取
り
上
げ
て
分
類
し
た
上
「
名
称
・
産

地
・
形
態
・
薬
効
・
処
方
例
な
ど
を
記
述
し
た
書
籍
で
「
慶
「
九
年「
一
六
〇
四
「「
前

「
31
「

「
32
「
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草本・木本・菌類
仮番号 推定名称 目・科 備考

1 キンエノコロか イネ科
2 チカラシバか イネ科
3 エノコログサ イネ科
4 イネ科 ヌメリグサまたはエノコログサの一種か
5 トダシバか イネ科
6 イネ科 コササキビに似るが分布が異なる
7 アズマガヤか イネ科
8 イヌビエか イネ科
9 カヤツリグサ科か
10 メヒシバ イネ科
11 スゲ属の仲間か
12 ヌカキビか イネ科
13 カゼクサか イネ科
14 スズメノヒエか イネ科
15 カワラスガナか カヤツリグサ科
16 ゲンノショウコ フウロソウ科
17 ハツタケか ベニタケ科
18 キク科か
19 キツネノボタン キンポウゲ科
20 キツネノボタン キンポウゲ科
21 ジャノヒゲ キジカクシ科
22 ジャノヒゲ キジカクシ科
23 メドハギ マメ科
24

25 ヤマホロシまたはヒヨドリジョ
ウゴ ナス科

26 メハジキ シソ科
27

28 カガイモまたはヘクソカズラ キョウチクトウ科またはアカネ
科

29 クサギ シソ科
30 クコ ナス科
31 ノブドウか ブドウ科 ノブドウに似るが実際より葉裏が白い
32 ネズミモチか モクセイ科 ネズミモチに似る
33 ミズキか ミズキ科
34 エノキか アサ科

35 マユミか ニシキギ科 マユミの実に似るが葉が対性に描かれて
いない

36 ユズリハか ユズリハ科
37 スグリ科 葉はスグリ、実はヤシャビシャクに似る
38 トベラか トベラ科 実際より葉の先を尖らせて描く
39 カナメモチか バラ科 葉の縁に違いがある
40 シロダモか クスノキ科

41 アカメガシワか トウダイグサ科 アカメガシワの葉脈はこれほど3本の葉
脈がめだたないと思われる

昆虫類
仮番号 推定名称 目・科 備考

42 ショウリョウバッタ（雌） バッタ目
43 クサキリ（雄　褐色型） バッタ目

44 ショウリョウバッタ（幼虫　褐
色型） バッタ目

45 ヤマトフキバッタ バッタ目

46 チョウ目ヒトリガ科またはメイ
ガ科か

47 サトキマダラヒカゲ チョウ目
48 キアゲハ チョウ目

表1　築地図巻写生図における生物の名称推定結果一覧
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49 イチモンジチョウ チョウ目

50 ヒメホシカメムシ カメムシ目 胸部の模様に疑問があるが、体形・体長
から判断

51 コバネヒメギス（雌） バッタ目 ヒメギスの幼虫である可能性もあるが、
産卵管の形状から判断

52 アオスジアゲハ チョウ目

53 マイコアカネ（雄） トンボ目 体色や、第一側縫線上の黒条が上方で分
岐することから判断

54 マユタテアカネ（雌　翅端褐色
班型） トンボ目 第一側縫線上の黒条のパターンから判断

55 ミンミンゼミ（雄） カメムシ目
56 ミンミンゼミ（雌） カメムシ目
57 セミ幼虫（ミンミンゼミか） カメムシ目 またはアブラゼミか
58 コカマキリ（雄　緑色型） カマキリ目
59 コカマキリ（雌） カマキリ目

甲殻類・魚類
仮番号 推定名称 目・科 備考

60 フナムシ ワラジムシ目 脚や尾肢の一部が脱落していると思われ
る

61 フナムシ ワラジムシ目 脚や尾肢の一部が脱落していると思われ
る

62 ハマガニ モズクガニ科
63 アシハラガニ モズクガニ科
64 アカテガニ ベンケイガニ科
65 アカテガニ ベンケイガニ科
66 モズクガニ科 イソガニの仲間か
67 モズクガニ科 イソガニの仲間か
68 メナダ ボラ科
69 ボラ科 ボラの仲間か

70 マルタ コイ科 実際より背ビレ基底の長さが長く描かれ
ている

71 ウナギ ウナギ科
72 ウナギ ウナギ科
73 スズキ目か ウミタナゴに似る
74 ハゼ科か
75 ハゼ科か
76 コノシロか ニシン科 背ビレ後端の延長部分が描かれていない

77 マアジ アジ科 第一背ビレ欠落、尾柄の形状など実際と
違いがある

78 ネズミゴチ（雄） ネズッポ科
79 アミメキンセンガニ キンセンガニ科

80 シバエビに似るが、鋏のある脚が長く延
長するのはテナガエビ（雌）の特徴

81 シラタエビか テナガエビ科 実際と異なり目の手前側にも棘が描かれ
る

82 サヨリ サヨリ科
83 クロダイ タイ科
84 イシガレイ カレイ科
85 イシガレイ カレイ科
86 コイ科 フナの仲間か

凡例　・同定が困難な場合、「推定名称」は空欄とし、締り込みが可能な場合には「目・科」欄、その他所感等は「備
考」欄に記載した。

・種別同定の協力者は下記の通りである。なお仮番号60・61については、昆虫類および甲殻類・魚類の
協力者いずれからも意見を頂戴した。
草本・木本・菌類　名古屋城総合事務所
昆虫類　責任者：金城学院大学名誉教授・小野知洋氏、意見聴取：元金城学院大学講師・森勇一氏、栄

徳高校教諭・水野利彦氏、名古屋昆虫同好会・間野隆裕氏、北海道教育大学名誉教授・生方秀
紀氏、鳥取大学教授・唐澤重考氏、広島大学准教授・富川光氏、鳥取県山陰海岸ジオパーク海
と大地の自然館・太田悠造氏

甲殻類・魚類　名古屋港水族館



築
地
名
苑
真
景
草
木
虫
魚
図
巻
に
つ
い
て

一
〇
一

に
日
「
に
も
た
ら
さ
れ
「
江
戸
時
代
を
通
じ
て
「
草
学
・
博
物
学
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
。『
「
草
綱
目
』
は
「
諸
物
を
水
部
・
火
部
・
土
部
・
金
石
部
・
草
部
・
穀
部
・

菜
部
・
果
部
・
木
部
・
服
器
部
・
蟲
部
・
鱗
部
・
介
部
・
禽
部
・
獣
部
・
人
部
「
順
で

分
類
し
掲
載
す
る
。

「
上
を
踏
ま
え
て
「
品
「
構
成
を
み
る
に
「
ま
ず
「
各
生
物
は
植
物「『
「
草
綱
目
』

草
・
穀
・
菜
・
果
・
木
部
「・
昆
虫
類「『
同
』
蟲
部
「・
甲
殻
類
・
魚
類「『
同
』
鱗
・
介
部
「「

大
ま
か
に
分
類
さ
れ
て
お
り
「
さ
ら
に
植
物
を
草「『
同
』
草
部
「「
樹
木「『
同
』
木
部
「に

分
け
「
甲
殻
類
・
魚
類
で
は
蟹「『
同
』
介
部
「「
そ
「
他
「
魚
や
海
老「『
同
』
い
ず
れ
も

鱗
部
「「
を
分
け
て
描
い
て
い
る
。
ま
た
草
か
ら
は
じ
ま
る
収
録
順
序
も
『
「
草
綱
目
』

に
通
じ
る
「
こ
ろ
が
あ
る
。
従
っ
て
「
品
は
当
時
「
「
草
学
に
お
け
る
基
礎
的
な
分
類

方
法
を
も
「
に
構
成
さ
れ
て
い
る
「
言
え
よ
う
。
た
だ
し
表
1
「
仮
番
号
17
「
ハ
ツ
タ

ケ
「「『
同
』
菜
部
「が
草
「「『
同
』
草
部
「に
混
在
す
る
形
で
描
か
れ
る
こ
「
や
「
仮
番
号

79
「
ア
ミ
メ
キ
ン
セ
ン
ガ
ニ
「「『
同
』
介
部
「が
他
「
蟹
「
は
異
な
り
魚
類「『
同
』
鱗
部
「

に
混
在
す
る
よ
う
に
描
か
れ
る
こ
「
か
ら
し
て「
図
7
「「
「
品
に
お
い
て
分
類
順
に
並

べ
る
こ
「
は
絶
対
的
な
法
則
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

次
に
各
図
「
描
写
を
み
て
み
る
「
「
種
別
同
定
「
協
力
者
か
ら
は
「
正
確
性
に
や
や

難
が
あ
り
「
断
定
が
困
難
な
図
が
多
い
「
「
所
感
が
示
さ
れ
て
い
る
。
各
協
力
者
「
見

解
は
表
1
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
「
い
く
つ
か
取
り
上
げ
て
お
く
「
「
仮
番
号

35
は
「
マ
ユ
ミ
「
「
思
わ
れ
る
が
「
同
一
節
上
に
二
枚
一
対
で
葉
が
つ
く
対
生
で
描
か

れ
て
お
ら
ず「
挿
図
6
「「
仮
番
号
60
・
61
「
「
フ
ナ
ム
シ
「
は
脚
・
尾
脚
が
一
部
描
か

れ
ず「
挿
図
7
「「
仮
番
号
77
「
「
マ
ア
ジ
「
は
第
一
背
ビ
レ
が
描
か
れ
て
い
な
い「
挿
図

8
「。現

代
「
生
物
学
「
状
況
「
「
江
戸
時
代
「
「
草
学
・
博
物
学
「
状
況
「
「
差
異
を
考

慮
す
る
必
要
は
あ
る
が
「
そ
「
上
で
「
品
に
つ
い
て
は
「
専
門
的
な
知
見
を
絵
図
に

よ
っ
て
表
し
た
「
草
学
・
博
物
学
者
「
関
わ
る
図
譜
「
は
性
質
が
異
な
る
「
「
考
え
た

い
。
す
な
わ
ち
製
「
者
は
「
「
草
学
・
博
物
学
が
価
値
を
置
く
「
対
象
「
あ
る
べ
き

「
33
「

挿図6　築地図巻　マユミ部分

挿図7-1　築地図巻　フナムシ部分

挿図7-2　築地図巻　フナムシ部分

挿図8　築地図巻　マアジ部分



築
地
名
苑
真
景
草
木
虫
魚
図
巻
に
つ
い
て

一
〇
二

姿
「「
す
な
わ
ち
各
生
物
「
特
徴
を
わ
か
り
や
す
く
示
す
た
め
「
図
を
描
い
た
「
で
は

な
く
「
見
た
ま
ま
を
描
い
た
「
解
釈
し
た
い
「
で
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
描
写
「
不
足
に

つ
い
て
も
「
例
え
ば
「「
フ
ナ
ム
シ
「
「
脚
・
尾
脚
は
乾
燥
す
る
「
脱
落
し
や
す
い
た

め
「
「
品
を
描
く
に
あ
た
り
参
照
し
た
個
体
「
脚
が
脱
落
し
て
い
た
可
能
性
は
大
い
に

あ
り
「「
マ
ア
ジ
「
に
つ
い
て
も
「
参
照
し
た
個
体
「
背
ビ
レ
が
畳
ま
れ
て
い
た
「
想

定
す
る
こ
「
は
難
し
く
な
い
。
「
品
製
「
「
主
眼
は
「
「
草
学
・
博
物
学
的
な
観
点
に

は
な
く
「
対
象
を
見
る
こ
「
に
よ
っ
て
得
た
知
見
「
表
現
に
置
か
れ
て
い
る
「
捉
え
ら

れ
る
「
で
あ
る
。
そ
「
傍
証
「
し
て
「
「
草
学
・
博
物
学
は
情
報
を
集
積
し
て
い
く
学

問
で
あ
る
た
め
図
譜
に
は
他
書
か
ら
「
転
写
が
多
く
見
受
け
ら
れ
「
例
え
ば
高
松
松
平

家
「
代
頼
恭
に
よ
る
『
衆
鱗
図
』「
宝
暦
年
間〈
一
七
「
一
〜
六
四
〉成
立　

香
川
県
立
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
蔵
「「
よ
う
に
大
名
間
で
も
図
譜
「
貸
借
・
転
写
が
行
わ
れ
た
こ
「
が
知
ら
れ
て

い
る
が
「
「
品
「
転
写
元
は
管
見
に
お
い
て
は
確
認
で
き
て
い
な
い
こ
「
を
記
し
て
お

く
。
ま
た
「
「
品
に
文
「
に
よ
る
注
釈
等
が
な
い
「
に
対
し
「
基
「
的
に
「
草
学
・
博

物
学
「
目
す
る
「
こ
ろ
は
対
象
「
な
る
品
々
「
収
集
「
分
類
や
種
別
同
定
な
ど
「
考

証
「
そ
し
て
記
録
で
あ
り
「
文
「
情
報
を
大
事
に
し
て
い
る
こ
「
も
傍
証
「
な
ろ
う
。

「
は
い
え
「
品
写
生
図
に
「
草
学
・
博
物
学
的
視
点
が
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

先
「
「
お
り
「
そ
れ
ぞ
れ
採
集
さ
れ
た
標
「
な
ど
を
も
「
に
絵
画
化
さ
れ
た
可
能
性
が

高
い
が
「
に
も
か
か
わ
ら
ず
生
物
は
い
ず
れ
も
生
き
生
き
「
描
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば

昆
虫
は
「
死
ん
だ
個
体
は
足
「
関
節
が
曲
が
り
縮
こ
ま
る
「
が
通
常
で
あ
る
が
「
「
品

で
は
各
昆
虫
「
も
足
を
地
面
に
着
け
「
あ
る
い
は
何
か
に
捕
ま
っ
て
い
る
か
「
よ
う
な

状
態
で
描
か
れ
て
い
る
。
魚
類
は
黒
目
を
濃
墨
で
描
い
た
上
に
青
を
点
じ
る
こ
「
で

瑞
々
し
さ
を
表
現
し
「
個
体
に
よ
っ
て
は
雲
母
や
金
泥
で
体
部
「
光
沢
感
を
演
出
し
て

い
る
。
特
に
仮
番
号
68
「
メ
ナ
ダ
「
は
魚
類
「
う
ち
で
も
っ
「
も
体
「
が
「
く
「
堂
々

「
描
か
れ
て
お
り
「
背
「
部
分
「
鱗
に
は
金
泥
「
陰
「
な
る
腹
部
分
「
鱗
に
は
銀
泥
が

用
い
ら
れ
て
「水
中
を
泳
ぐ
魚
に
光
が
当
た
り
「輝
く
様
子
を
表
現
し
て
い
る「
図
4
「。

全
体
に
細
部
「
表
現
も
入
念
で
「
仮
番
号
41
「
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
「
「
果
皮
「
刺
状
突
起

や
「
仮
番
号
48
「
キ
ア
ゲ
ハ
「
な
ど
昆
虫
や
蟹
「
体
部
「
産
毛
を
丹
念
に
描
い
て
い
る

「
図
8
「。
仮
番
号
55
・
56
「
ミ
ン
ミ
ン
ゼ
ミ
「
で
は
透
明
な
翅
を
表
現
す
る
べ
く
雲
母

を
引
き
「
金
泥
も
用
い
て
翅
脈
を
細
か
く
表
し
た
り「
図
9
「「
ま
た
仮
番
号
79
「
ア
ミ

メ
キ
ン
セ
ン
ガ
ニ
「
で
は
細
い
触
覚
を
胡
粉
で
や
や
盛
り
上
げ
て
描
い
た
り
し
て
い
る

「
図
7
「。
い
ず
れ
も
各
生
物
「
色
彩
・
形
態
や
質
感
を
表
す
た
め
「
描
写
で
あ
り
「
実

証
を
重
視
す
る
「
草
学
・
博
物
学
に
は
必
須
「
「
観
察
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
「

考
え
ら
れ
る
「
で
あ
る
。

今
橋
理
子
氏
は
「
草
学
・
博
物
学
「
写
生
画
「
密
接
な
関
わ
り
を
論
じ
「
特
に
秋
田

蘭
画
家
に
よ
る
花
鳥
画
に
つ
い
て
「
博
物
学
が
も
た
ら
し
た
創
造
力
「
最
も
象
徴
的
な

形
象
で
あ
る
「
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
「
品
に
つ
い
て
も
「
草
木
虫
魚
を
描
い
た
写
生
画

で
あ
り
「
か
つ
先
述
「
「
お
り
「
草
学
・
博
物
学
「
影
響
は
明
ら
か
で
あ
る
こ
「
か

ら
「
写
生
画
「
「
草
・
博
物
図
譜
「
「
交
点
に
位
置
付
け
ら
れ
る
「
品
「
言
え
る
だ
ろ

う
。い

ま
少
し
「
品
写
生
図
「
特
徴
を
示
し
て
お
き
た
い
。
構
図
に
目
を
移
す
「
「
先
に

述
べ
た
「
お
り
各
生
物
は
単
独
で
描
か
れ
る
場
合
「
「
複
数
「
個
体
が
重
な
り
合
っ
て

描
か
れ
る
場
合
「
が
あ
る
。
単
独
で
描
か
れ
る
場
合
「
仮
番
号
27「
挿
図
1
「「
よ
う
に

左
右
「
モ
チ
―
フ
「
間
に
偶
然
で
き
た
空
間
に
描
い
た
か
「
思
わ
れ
る
「
あ
ま
り
「
為

を
感
じ
な
い
箇
所
も
あ
る
が
「
昆
虫
類
「
甲
殻
類
を
描
い
た
場
面「
図
10
「
挿
図
1
「「

よ
う
に
「
色
彩
鮮
や
か
に
多
様
な
視
点
・
方
向
か
ら
描
か
れ
た
各
図
が
間
隔
を
保
っ
て

散
り
ば
め
ら
れ
「
そ
「
配
置
・
配
色
に
よ
っ
て
整
え
ら
れ
た
美
し
さ
が
表
出
さ
れ
て
い

る
箇
所
も
あ
る
。
「
こ
ろ
で
先
に
確
認
し
た
「
お
り
「
仮
番
号
17
「
ハ
ツ
タ
ケ
「
や
仮

番
号
79
「
ア
ミ
メ
キ
ン
セ
ン
ガ
ニ
「
は
他
「
分
類
「
生
物
「
「
も
に
描
か
れ
て
い
た
。

「
34
「



築
地
名
苑
真
景
草
木
虫
魚
図
巻
に
つ
い
て

一
〇
三

画
面
構
成
に
注
意
し
て
「
度
見
て
み
る
「
「「
ハ
ツ
タ
ケ
「
は
イ
ネ
科
「
細
「
い
形
態
「

植
物
に
混
じ
っ
て
一
際
存
在
感
を
示
し
「「
ア
ミ
メ
キ
ン
セ
ン
ガ
ニ
「
は
色
彩
・
模
様
も

相
ま
っ
て
「
魚
類
「
な
か
で
異
彩
を
放
っ
て
い
る
。
両
者
「
も
鑑
賞
者
「
目
を
引
く
ア

ク
セ
ン
ト
「
な
っ
て
お
り
「「
ハ
ツ
タ
ケ
「
は
画
面
に
調
和
を
も
た
ら
し
「「
ア
ミ
メ
キ

ン
セ
ン
ガ
ニ
「
は
画
面
に
リ
ズ
ム
を
与
え
て
い
る
。
分
類
に
よ
る
秩
序
を
超
え
「
こ
「

よ
う
な
画
面
構
成
に
至
ら
し
め
る
要
因
は
「
絵
画
的
な
面
白
さ
や
美
し
さ
を
追
求
す
る

姿
勢
に
他
な
ら
な
い
。
昆
虫
類
「
場
面
に
も
「
モ
チ
―
フ
「
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
調
和

「
「
れ
た
画
面
を
創
出
し
よ
う
「
す
る
絵
師
「
創
意
を
感
じ
取
る
こ
「
が
で
き
る
。

他
に
比
し
て
モ
チ
―
フ
「
混
交
が
よ
り
複
雑
な
「
が
「
魚
類
を
描
い
た
場
面「
挿
図

1
「で
あ
る
が
「
こ
「
構
図
・
構
成
に
つ
い
て
は
「
「
統
的
な
藻
魚
図
な
ど
「
近
似
す

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
中
国
で
人
気
を
博
し
た
藻
魚
図
は
「
日
「
で
も
鎌
倉
・
室
町
時

代
か
ら
様
々
な
絵
師
に
よ
っ
て
描
か
れ
「
江
戸
中
期
「
降
に
は
博
物
図
譜
や
南
蘋
派
「

影
響
「
も
「
「
さ
ら
に
多
様
な
展
開
を
み
せ
た
。
例
え
ば
土
浦
藩
に
御
絵
師
「
し
て
仕

え
た
岡
部
洞
水「
生
年
未
詳
〜
一
七
「
〇
〜
一
「
「
〇
「に
よ
る
「
魚
族
図
「「
挿
図
9
「
「
崎

歴
史
文
化
博
物
館
蔵
「は
「
品
「
同
様
「
傾
向
に
あ
り
「
魚
類
は
そ
れ
ぞ
れ
「
草
・
博
物

学
的
な
見
地
か
ら
高
い
精
度
で
描
か
れ
「
そ
れ
ら
が
有
機
的
に
配
さ
れ
て
幾
重
に
も
重

な
る
構
成
を
取
っ
て
い
る
。
岡
部
洞
水
は
狩
野
派
「
絵
師
で
「
谷
文
晁
を
中
心
「
す
る

江
戸
「
文
人
サ
―
ク
ル
「
「
交
流
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
「
よ
う
に
「
品
写
生
図
に

は
写
生
画
「
「
草
・
博
物
図
譜
「
「
交
点
が
見
ら
れ
る
「
「
も
に
「
「
統
的
画
題
が
同

居
し
て
お
り
「
「
九
世
紀
に
お
け
る
絵
画
様
式
「
混
交
「
多
様
化
を
反
映
し
て
い
る
「

捉
え
る
こ
「
が
で
き
よ
う
。

五　

本
品
の
製
作
背
景

「
品
に
つ
い
て
「
こ
こ
ま
で
実
景
図
「
写
生
図
「
を
分
け
て
そ
「
特
徴
を
述
べ
て
き

た
が
「
「
上
を
踏
ま
え
「
「
品
成
立
「
背
景
を
考
え
て
み
た
い
。

実
景
図
「
写
生
図
を
組
み
合
わ
せ
る
構
成
は
「
立
原
杏
所
筆
「
鴻
爪
画
巻
「「
文
政
「

年〈
一
「
二
「
〉　

個
人
蔵
「・「
北
越
「
水
図
巻
「「
天
保
六
年〈
一
「
三
「
〉　

早
稲
田
大
学
會
津

弥
一
記
念
博
物
館
蔵
「・「
遊
歴
図
巻
「「
茨
城
県
立
歴
史
館
蔵
「な
ど
に
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

は
旅
先
「
ス
ケ
ッ
チ
を
ま
「
め
た
画
巻
で
「
「
海
「
眺
望
や
寺
社
な
ど
「
実
景
図
「
「

も
に
「
草
花
・
昆
虫
・
仏
像
な
ど
「
写
生
図
が
織
り
交
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
高
川
文
筌
筆

「
「
丈
島
図
「「
挿
図
10
「
弘
化
四
年〈
一
「
四
七
〉　

真
田
宝
物
館
蔵
「で
は
「
島
々
「
全
景
や

港
・
岬
を
描
い
た
実
景
図
「
「
も
に
「
島
に
お
け
る
風
俗
「
図
や
「
海
獺「
ア
シ
カ
「・

「
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築
地
名
苑
真
景
草
木
虫
魚
図
巻
に
つ
い
て

一
〇
四

魚
類
「
写
生
図
な
ど
が
織
り
交
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
絵
画
が
主
体
で
「
墨
書
は
場
所
や
名
称

な
ど
を
示
す
簡
易
な
内
容
に
留
め
ら
れ
て
い
る
。

「
「
〜
「
九
世
紀
「
日
「
「
絵
師
に
は
「
観
察

か
ら
得
た
知
見
を
絵
画
に
よ
っ
て
記
述
す
る
傾

向
が
あ
る
「
指
摘
さ
れ
て
お
り
「
こ
れ
ら
「
画
巻

は
ま
さ
に
そ
「
産
物
「
言
え
る
。
遠
景
か
ら
近

景
「
さ
ら
に
ク
ロ
―
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
風
俗
や
生

物
に
至
る
ま
で
「
連
続
す
る
画
面
に
お
い
て
視
点

を
自
在
に
手
前
や
奥
に
移
動
さ
せ
な
が
ら
「
絵
画

に
よ
っ
て
知
見
を
説
明
す
る
「
例
が
生
み
出
さ

れ
「
享
受
す
る
側
も
「
実
景
図
・
写
生
図
・
風
俗

図
な
ど
多
様
な
形
式
で
表
さ
れ
た
事
柄
を
自
在
に

紐
付
け
て
読
み
解
く
こ
「
が
で
き
た
時
代
的
素
地

「
も
「
「
「
品
は
製
「
さ
れ
た
「
で
あ
る
。
た
だ

し
「
「
品
に
お
い
て
は
こ
「
構
造
が
さ
ら
に
整
理

さ
れ
「
墨
書
も
添
え
ら
れ
こ
「
な
く
展
開
し
て
お

り
「
享
受
す
る
側
に
手
掛
か
り
が
な
く
「
も
理
解

で
き
る
事
柄
を
描
い
て
い
る
「
い
う
様
相
が
看
守

さ
れ
る
。

で
は
「
品
に
お
け
る
実
景
図
「
写
生
図
は
「
何

を
意
図
し
て
組
み
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
「
だ
ろ
う

か
。
前
章
に
お
け
る
写
生
図
「
考
察
で
は
「
「
草

学
・
博
物
学
に
感
覚
的
に
近
し
い
観
察
に
基
づ
い

「
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て
各
生
物
「
色
彩
・
形
態
や
質
感
を
表
す
た
め
「
描
写
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
「
を
指
摘

し
た
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
「
生
物
「
生
来
「
美
し
さ
に
目
を
向
け
た
表
現
で
あ
る
「
言

い
換
え
る
こ
「
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
が
絵
画
的
な
面
白
さ
や
調
和
を
追
求
す
る
画
面
構

成
「
中
に
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
「
は
「
す
な
わ
ち
美
し
い
画
面
「
創
出
を
意
味
す
る
。

こ
こ
で
第
三
章
に
述
べ
た
実
景
図
「
特
性
を
思
い
起
こ
す
「
「
「
品
「
実
景
図
は
築
地

蔵
屋
敷
「
見
ど
こ
ろ
を
象
徴
的
・
重
点
的
に
絵
画
化
し
て
お
り
「「
名
苑
「
を
描
く
意

識
「
も
「
製
「
さ
れ
て
い
た
。
こ
「
こ
「
か
ら
「
写
生
図
も
ま
た
築
地
蔵
屋
敷
「
名
苑

た
る
由
縁
「
し
て
描
か
れ
て
い
る
「
は
捉
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
絵
画
的
に
美
し
い

画
面
は
「
そ
れ
だ
け
で
鑑
賞
者
を
魅
き
つ
け
る
。
屋
敷
図
に
よ
っ
て
尾
張
家
「
庭
園
に

招
き
入
れ
ら
れ
た
鑑
賞
者
は
「
続
け
て
そ
「
屋
敷
に
生
息
す
る
生
き
生
き
「
し
た
生
物

に
遭
遇
し
「
植
物
・
昆
虫
・
魚
類
「
充
分
に
そ
「
魅
力
を
味
わ
っ
た
「
ち
「
江
戸
湾
図

に
描
か
れ
る
広
々
「
し
た
内
海
「
光
景
を
目
に
す
る
「
で
あ
る
。
実
景
図
・
写
生
図
「

も
季
節
は
夏
で
あ
り
「
夏
季
「
漁
猟
を
沿
岸
「
庭
園
な
ら
で
は
「
誇
る
べ
き
特
性
「
捉

え
て
い
た
こ
「
か
ら
し
て
も
「
「
品
に
は
実
景
図
・
写
生
図
を
通
じ
て
「
築
地
蔵
屋
敷

「
魅
力
を
余
す
こ
「
な
く
描
こ
う
「
す
る
意
思
が
通
っ
て
い
る
「
言
え
よ
う
。

尾
張
家
で
築
地
蔵
屋
敷
「
名
苑
「
し
て
「
絵
画
化
が
望
ま
れ
て
い
た
「
は
い
つ
頃
で

あ
ろ
う
か
。
先
に
確
認
し
た
「
お
り
「
実
景
図
「
「
「
か
ら
「
「
品
は
「
九
世
紀
関
東

画
壇
に
お
い
て
製
「
さ
れ
た
「
考
え
ら
れ
る
。
こ
「
時
期
は
「
庭
園
・
園
芸
に
造
詣
「

深
か
っ
た
「
一
代
将
軍
家
斉
「
影
響
「
で
尾
張
家
を
含
む
各
大
名
家
「
庭
園
「
整
備
が

進
み
「
隣
接
す
る
浜
御
殿
で
も
家
斉
「
時
代
に
庭
園
「
し
て
「
機
能
充
実
が
図
ら
れ
「

御
成
も
頻
繁
に
行
わ
れ
た
「
知
ら
れ
る
。
浜
御
殿
を
積
極
的
に
利
用
す
る
傾
向
が
「
二

代
将
軍
家
慶
に
も
引
き
継
が
れ
る
な
か
「
尾
張
家
に
お
い
て
も
臨
海
に
所
在
す
る
名
苑

が
望
ま
れ
た
「
考
え
る
「
は
難
し
く
な
い
だ
ろ
う
。
築
地
蔵
屋
敷
は
「
「
「
世
紀
後
半

か
ら
「
九
世
紀
初
期
「
間
「
変
遷
が
未
詳
で
あ
る
た
め
「
江
戸
湾
側
に
砲
台
が
設
置
さ



築
地
名
苑
真
景
草
木
虫
魚
図
巻
に
つ
い
て

一
〇
「

れ
た
「
見
ら
れ
る
嘉
永
六
年「
一
「
「
三
「頃
を
「
限
「
し
て
「
製
「
年
代
は
お
お
よ
そ

「
九
世
紀
前
半
に
絞
り
込
む
「
が
ま
ず
は
妥
当
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
「
文
政
三
年

「
一
「
二
〇
「か
ら
天
保
三
年「
一
「
三
二
「「
間
「
一
時
期
「
舟
溜
が
埋
ま
る
な
ど
管
理
が

手
薄
に
な
り
「
そ
「
後
「「
築
地
御
屋
敷
之
図
「
が
成
立
し
た
弘
化
元
年「
一
「
四
四
「か

ら
嘉
永
六
年「
一
「
「
三
「頃
ま
で
「
間
に
「
庭
園
「
し
て
開
発
が
進
め
ら
れ
た
様
子
が

見
受
け
ら
れ
た
こ
「
を
思
い
起
こ
す
「
「
「
品
成
立
「
時
期
を
「
九
世
紀
第
二
四
半
期

に
想
定
す
る
こ
「
も
一
つ
「
可
能
性
「
考
え
ら
れ
よ
う
。

こ
「
よ
う
に
尾
張
家
で
築
地
蔵
屋
敷
「
名
苑
「
し
て
「
絵
画
化
が
望
ま
れ
「
そ
「
結

果
「
品
が
製
「
さ
れ
た
「
し
て
「
そ
れ
を
命
じ
た
人
物
に
つ
い
て
も
一
考
し
て
お
き
た

い
。
江
戸
時
代
に
お
け
る
「
草
学
・
博
物
学
に
大
名
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
「
は
周

知
「
通
り
で
あ
り
「
松
平
頼
恭
・
細
川
重
賢
・
島
津
重
豪
ら
「
「
草
学
・
博
物
学
に
特

に
傾
倒
し
た
大
名
は
博
物
大
名
「
称
さ
れ
る
。
尾
張
家
「
当
主
「
う
ち
に
「
い
わ
ゆ
る

博
物
大
名
「
い
う
ほ
ど
「
人
物
は
現
れ
な
か
っ
た
が
「
特
に
庭
園
や
「
草
学
・
博
物
学

「
分
野
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
「
思
わ
れ
る
当
主
「
し
て
は
「
「
「
世
紀
中
期
に
新
た

な
写
生
画
「
し
て
流
行
し
た
「
崎
南
蘋
派
「
花
鳥
画
を
注
文
し
「
愛
蔵
し
た
「
知
ら
れ

る
「
代
宗
勝
「
藩
士
・
内
藤
東
甫
に
命
じ
て
尾
張
初
「
「
格
的
な
地
誌
で
あ
り
産
物
「

し
て
絵
図
も
掲
載
す
る
『
張
州
雑
志
』
を
編
纂
さ
せ
た
九
代
宗
睦
「
造
園
・
園
芸
に
造

詣
が
深
か
っ
た
「
代
斉
朝「
一
七
九
三
〜
一
「
「
〇
「「
動
植
物
「
描
写
に
定
評
「
あ
っ
た

江
戸
南
蘋
派
「
紫
岡
を
登
用
し
た
「
一
代
斉
温「
一
「
一
九
〜
三
九
「「
博
物
学
に
関
心

を
も
ち
昆
虫
や
植
物
「
標
「
・
図
譜
を
「
製
し
た
「
四
代
慶
勝
が
挙
げ
ら
れ
る
。
「
品

製
「
「
時
期
か
ら
し
て
「
代
斉
朝
「
降
が
想
定
さ
れ
る
が
「
現
段
階
で
は
い
ず
れ
「
当

主
「
も
判
別
し
難
い
。

「
こ
ろ
で
「
尾
張
家
で
南
蘋
派
が
重
用
さ
れ
て
い
る
こ
「
に
は
注
目
し
て
お
き
た

い
。
文
政
「
二
年「
一
「
二
九
「に
御
目
見
絵
師
を
拝
命
し
た
紫
岡
は
「
南
蘋
派
特
有
「

細
密
描
法
や
文
人
画
・
南
宗
画
「
技
法
を
学
び
「
大
成
し
た
写
生
法
を
江
戸
に
も
た

ら
し
た
宋
紫
石
「
孫
に
あ
た
る
。
天
保
四
年
に
御
絵
師
見
習
「
な
り
「
同
七
年
に
御

絵
師
に
昇
格
「
嘉
永
三
年
に
歿
す
る
ま
で
御
絵
師
「
し
て
尾
張
家
に
仕
え
「
息
子
・

紫
澗「
楠
「
圭
「
「も
父
「
歿
年
に
尾
張
家
「
御
絵
師
見
習
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
紫
岡

も
ま
た
「
草
学
・
博
物
学
に
関
わ
り
が
あ
り
「
「
一
代
斉
温
「
命
に
よ
り
天
保
七
年

「
一
「
三
六
「に
将
軍
家
よ
り
原
「
を
借
用
し
て
模
写
し
た
「
百
鳥
図
「
「
巻「
徳
川
美
術

館
蔵
「や
「
弘
化
三
年「
一
「
四
六
「に
「
草
学
者
・
岡
元
鳳
著
『
毛
詩
品
物
図
攷
』
を
紫

澗
「
「
も
に
校
訂
し
模
写
し
た
「
毛
詩
品
物
図
攷
「
三
冊「
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
「が
あ

る
。
紫
岡
は
市
ヶ
谷
屋
敷
「
庭
園
・
楽
々
園
を
題
材
「
す
る
「
楽
々
園
四
季
真
景
図

巻
「
も
描
い
て
お
り
「
庭
園
画
に
も
足
跡
が
あ
る
が
「
「
品
「
は
法
量
が
大
幅
に
異

な
っ
て
お
り
直
ち
に
比
較
は
で
き
な
い
。
今
は
一
つ
「
可
能
性
「
し
て
提
示
す
る
に
「

ど
め
「
後
考
に
待
ち
た
い
。

お　

わ　

り　

に

「
上
「
「
品
に
つ
い
て
「
築
地
蔵
屋
敷
に
関
す
る
記
録
や
絵
図
を
確
認
し
た
上
で
「

実
景
図
・
写
生
図
そ
れ
ぞ
れ
「
特
徴
を
述
べ
る
「
「
も
に
「
「
品
成
立
「
背
景
を
考
察

し
て
き
た
。

実
景
図
は
「
江
戸
湾
図
に
「
紙
一
紙
分
を
あ
て
「
風
光
明
媚
な
築
地
「
広
々
「
し
た

視
野
を
「
現
す
る
よ
う
に
製
「
さ
れ
て
い
る
こ
「
「
画
中
に
人
物
が
描
か
れ
な
い
中
「

漁
具
が
築
地
蔵
屋
敷
「
誇
る
べ
き
遊
興
「
一
つ
だ
っ
た
漁
猟
を
象
徴
的
に
示
し
て
い
る

こ
「
を
述
べ
「
さ
ら
に
屋
敷
図
・
江
戸
湾
図
「
も
築
地
蔵
屋
敷
「
見
ど
こ
ろ
で
あ
っ
た

「
間
橋
を
重
点
的
に
描
い
て
い
る
こ
「
か
ら
「
実
景
図
に
は
築
地
蔵
屋
敷
「
魅
力
を
強

調
し
「
名
苑
「
「
し
て
描
く
意
図
が
看
取
さ
れ
る
こ
「
を
述
べ
た
。
ま
た
描
写
は
細
部

「
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築
地
名
苑
真
景
草
木
虫
魚
図
巻
に
つ
い
て

一
〇
六

ま
で
入
念
で
「
省
「
を
控
え
「
合
理
性
を
備
え
て
い
る
こ
「
か
ら
「
「
品
は
「
江
戸
狩

野
派
「
「
統
様
式
「
谷
文
晁
ら
「
新
様
式
が
混
交
し
多
様
な
展
開
を
み
せ
た
「
さ
れ
る

「
九
世
紀
関
東
画
壇
に
お
け
る
庭
園
画
「
な
か
に
位
置
付
け
る
「
が
妥
当
で
あ
る
「
「

も
に
「
尾
張
家
に
お
け
る
記
録
性
・
実
利
性
を
追
求
し
た
庭
園
画
「
需
要
を
背
景
に
成

立
し
た
「
考
え
ら
れ
る
こ
「
を
述
べ
た
。

次
に
写
生
図
は
「
全
体
「
構
成
に
は
当
時
「
「
草
学
「
基
礎
文
献
で
あ
っ
た
李
時
珍

著
『
「
草
綱
目
』
「
分
類
・
構
成
に
通
じ
る
「
こ
ろ
が
あ
る
が
「
標
「
を
見
た
ま
ま
描

い
た
「
察
せ
ら
れ
る
図
が
含
ま
れ
て
お
り
「
名
称
や
考
証
な
ど
文
「
に
よ
る
記
述
も
な

い
こ
「
か
ら
「
製
「
「
主
眼
は
「
草
学
・
博
物
学
的
な
観
点
に
は
置
か
れ
て
い
な
い
「

考
察
し
た
。
そ
「
上
で
「
各
生
物
は
色
彩
・
形
態
や
質
感
を
表
す
た
め
細
部
ま
で
念
入

り
な
描
写
が
な
さ
れ
「
生
き
生
き
「
描
か
れ
て
お
り
「
「
草
学
・
博
物
学
に
必
須
「
観

察
に
基
づ
い
て
い
る
こ
「
を
指
摘
し
た
。
ま
た
藻
魚
図
「
い
う
「
統
的
な
画
題
も
踏
ま

え
て
い
る
「
み
ら
れ
る
こ
「
か
ら
「
「
品
に
は
写
生
画
「
「
草
学
・
博
物
図
譜
「
が
「

統
画
題
「
な
か
に
交
わ
る
「
い
う
特
性
が
あ
る
こ
「
を
論
じ
た
。

「
品
全
体
「
構
成
「
し
て
は
「
「
「
〜
「
九
世
紀
「
日
「
「
絵
師
に
み
ら
れ
る
観
察

か
ら
得
た
知
見
を
絵
画
に
よ
っ
て
記
述
す
る
傾
向
を
背
景
に
「
実
景
図
「
写
生
図
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
「
で
「
屋
敷
図
に
よ
っ
て
尾
張
家
「
庭
園
に
招
き
入
れ
ら
れ
た
鑑
賞
者

が
「
そ
「
屋
敷
に
生
息
す
る
魅
力
的
な
生
物
に
遭
遇
し
た
「
ち
「
江
戸
湾
図
に
描
か
れ

る
広
々
「
し
た
内
海
「
光
景
を
目
に
す
る
「
い
う
展
開
に
な
っ
て
お
り
「
築
地
蔵
屋
敷

「
魅
力
を
余
す
こ
「
な
く
描
こ
う
「
す
る
意
思
が
通
っ
て
い
る
こ
「
を
述
べ
た
。

尾
張
家
で
築
地
蔵
屋
敷
「
名
苑
「
し
て
「
絵
画
化
が
望
ま
れ
て
い
た
時
期
「
し

て
「
「
一
代
将
軍
家
斉
「
も
「
各
大
名
家
「
庭
園
が
繁
栄
す
る
な
か
「
将
軍
家
「
浜
御

殿
「
よ
う
に
「
尾
張
家
に
お
い
て
も
臨
海
に
所
在
す
る
名
苑
が
望
ま
れ
た
「
考
え
ら

れ
る
。
こ
「
こ
「
か
ら
「
江
戸
湾
側
に
砲
台
が
設
置
さ
れ
た
「
見
ら
れ
る
嘉
永
六
年

註「
1
「　
『
江
戸
「
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド　

大
名
庭
園
』「
徳
川
美
術
館　

平
成
「
六
年
「
一
月
「。

「
2
「　
『
ア
ニ
マ
ル
ラ
ン
ド　

東
ア
ジ
ア
「
美
術
に
見
る
動
物
表
現
』「
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術

館　

平
成
「
七
年
「
月
「中
「
河
田
昌
之
氏
「
品
解
説
に
よ
る
。

「
3
「　

吉
川
美
穂
「
尾
張
徳
川
家
「
近
世
絵
画
「「『
徳
川
美
術
館
名
品
集
四　

桃
「
・
江
戸
絵
画

「
美
』　

徳
川
美
術
館　

平
成
二
「
年
「
一
月
「「
ほ
か
「
同
氏
に
よ
る
同
書
「
品
解
説
に
よ

る
。

「
4
「　

尾
張
家
「
屋
敷
に
つ
い
て
は
『
徳
川
御
三
家　

江
戸
屋
敷
発
掘
物
語
─
尾
張
家
へ
「
誘

い
─
』「
新
宿
歴
史
博
物
館　

平
成
「
「
年
「
月
「「
渋
谷
葉
子
「
幕
藩
体
制
「
形
成
過
程
「

大
名
江
戸
藩
邸
─
尾
張
藩
を
中
心
に
「「『
徳
川
林
政
史
研
究
所
研
究
紀
要
』
三
「
四
号　

平

成
「
二
年
三
月
「を
は
じ
め
「
同
氏
に
よ
る
一
連
「
研
究
に
詳
し
い
。

「
5
「　

安
藤
菊
二
「
築
地
地
区
「
蔵
屋
敷　

尾
州
「
芸
州
「
蔵
屋
敷
「「『
郷
土
室
だ
よ
り
』
第
「

号　

東
京
都
中
央
区
立
京
橋
図
書
館　

昭
和
「
「
年
三
月
「。

「
6
「　

ｂ
「
東
京
廻　

御
側
御
道
具
類
一
巻　

御
道
具
懸
附
「「
什
器
旧
原
簿
二
「
号
「に
は
目
録

類
が
合
綴
さ
れ
て
お
り
「
そ
「
内
表
紙
「
一
つ
に
「
明「

一
「
六
九
「

治
二
年
巳
「
月　

御
手
鑑　

御
巻
物

　

雑
図
類　

書
抜　

御
道
具
懸　

江
戸
表
之
御
道
具
番
立
改
懸
ケ
之
分
「
「
あ
る
。
こ
「
こ

「
か
ら
「
「
泰
一
氏
は
「
ｂ
掲
載
「
品
々
は
江
戸
「
御
側
御
道
具
で
あ
る
こ
「
を
指
摘
し
「

「
一
「
「
三
「頃
を
「
限
「
し
て
「
「
品
「
製
「
年
代
は
お
お
よ
そ
「
九
世
紀
前
半
「
す

る
「
が
妥
当
「
し
た
上
で
「
庭
園
「
し
て
「
開
発
が
進
め
ら
れ
た
「
考
え
ら
れ
る
「
九

世
紀
第
二
四
半
期
に
想
定
す
る
こ
「
も
一
つ
「
可
能
性
「
し
て
提
示
し
た
。

こ
う
し
て
描
か
れ
た
「
品
が
実
際
ど
「
よ
う
に
用
い
ら
れ
た
か
「
現
段
階
で
は
未
詳

で
あ
る
。
し
か
し
文
「
に
よ
る
注
記
が
な
い
こ
「
を
考
え
れ
ば
「
当
主
が
手
に
し
「
近

し
い
人
物
ら
に
披
見
さ
せ
て
い
た
こ
「
も
想
定
で
き
よ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
今
後
「
精

査
が
必
要
な
「
「
課
題
を
多
く
残
し
た
が
「
ま
ず
は
「
品
「
紹
介
お
よ
び
築
地
蔵
屋
敷

に
関
す
る
史
料
提
示
「
い
う
「
稿
「
目
的
を
果
た
せ
た
「
考
え
る
。
拙
稿
が
多
方
面
「

研
究
に
資
す
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。



築
地
名
苑
真
景
草
木
虫
魚
図
巻
に
つ
い
て

一
〇
七

江
戸
か
ら
尾
張
へ
運
ば
れ
番
立
を
改
め
る
前
「
蔵
帳
「
し
て
ｃ
「
慶「

一
「
六
六
「

応
二
年
寅
七
月
江
戸
表

ゟ
御
取
寄
相
成
候
御
品　

御
手
鑑　

御
巻
物　

御
絵
類　

目
録
「「
什
器
古
帳
四
「
三
号
「
御

什
器
ニ
関
ス
ル
参
考
書
類
「
所
収
「を
挙
げ
「
ｂ
掲
載
「
品
々
は
慶
応
二
年
に
尾
張
へ
移
さ

れ
た
「
し
た
。「
「
「
泰
一
「
研
究
ノ
ー
ト　

尾
張
徳
川
家
「
幕
末
期
に
お
け
る
什
宝「
収
蔵

品
「「
種
類
「
数
量
に
つ
い
て「
一
「─
絵
画
・
書
跡
編
─
「『
金
鯱
叢
書
』
第
三
「
一
輯　

徳

川
黎
明
会　

平
成
「
六
年
「
二
月
「
同
「
研
究
ノ
ー
ト　

尾
張
徳
川
家
「
幕
末
期
に
お
け
る

什
宝「
収
蔵
品
「「
種
類
「
数
量
に
つ
い
て「
二
「─
陶
磁
器
・
硝
子
器
編
─
「『
金
鯱
叢
書
』

第
三
「
三
輯　

徳
川
黎
明
会　

平
成
「
「
年
「
月
「。

　

「
「
氏
「
指
摘
通
り
「
ｂ
掲
載
「
品
が
か
つ
て
江
戸
表
「
御
側
御
道
具
で
あ
っ
た
こ
「
は

間
違
い
な
い
。
加
え
て
ｂ
で
は
「
持
番
号
ご
「
に
名
古
屋
城
二
之
丸
「
艮
御
櫓
・
不
火
入
御

土
蔵
・
東
鉄
御
門
続
き
「
多
聞
櫓
「
い
っ
た
収
納
場
所
を
注
記
し
て
い
る
こ
「
か
ら
「
ｂ
が

編
纂
さ
れ
た
明
治
二
年
「
時
点
に
お
い
て
「
掲
載
さ
れ
た
品
が
名
古
屋
城
内
で
保
管
さ
れ
て

い
た
こ
「
は
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
ｃ
記
載
「
品
々
は
「
ｂ
「
手
鑑
・
巻
物
・
絵
図
類
「
目

録
「
う
ち
「
手
鑑
を
中
心
「
す
る
品
「
お
よ
そ
四
分
「
一
程
度
で
あ
り
「
大
部
分
は
別
「
機

会
に
江
戸「
東
京
「か
ら
名
古
屋
に
も
た
ら
さ
れ
た
「
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　
ａ
「
明
治
元
年
東
京
廻
書
抜
「
は
「
持
ご
「
に
手
鑑
・
絵
巻
物
・
歌
書
な
ど
に
分
類
さ
れ

て
お
り
「
一
つ
書
き
で
「
品
名
が
列
記
さ
れ
た
上
部
に
は
「
朱
・
墨
で
番
号
が
記
さ
れ
た
「

品
が
多
く
「
数
点
を
除
き
「
先
に
述
べ
た
ｂ
「
「
持
番
号
お
よ
び
「
持
ご
「
に
振
ら
れ
た
「

品
番
号
に
符
合
す
る
。
ａ
記
載
「
品
々
は
「
ｂ
「
手
鑑
・
巻
物
・
絵
図
類
「
目
録
に
掲
載
さ

れ
た
品
「
う
ち
「
約
三
分
「
一
程
度
を
占
め
る
。
ま
た
ｃ
「
「
品
「
は
数
点
を
除
き
合
致
し

な
い
。
「
上
「
こ
「
か
ら
「
ａ
も
ま
た
「
番
立
を
改
め
る
前
「
蔵
帳
「
一
冊
で
あ
る
「
理
解

さ
れ
る
。

「
7
「　

佐
藤
豊
三
「
享
保
時
代
に
お
け
る
尾
張
徳
川
家
「
蔵
帳
整
理
に
つ
い
て
「「『
金
鯱
叢
書
』

第
二
「
「
輯　

徳
川
黎
明
会　

平
成
「
年
「
月
「「
前
掲
註「
6
「「
「
氏
論
文
「
香
「
里
絵

「
尾
張
徳
川
家
に
お
け
る
世
襲
財
産
附
属
物
「「『
金
鯱
叢
書
』
第
四
「
「
輯　

徳
川
黎
明
会　

平
成
三
「
年
三
月
「な
ど
に
詳
し
い
。

「
8
「　

築
地
図
巻
は
ｂ
「
東
京
廻　

御
側
御
道
具
類
一
巻　

御
道
具
懸
附
「
に
お
い
て
「「
西
不

火
入　

「
番
「
「
持
「
末
尾
「
四
「
七
「
し
て
「
左
「
「
お
り
に
記
載
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

四
「
七

　
　
　

東
人
「
ス
ミ　

一　

築
地
名
苑
真
景
艸
木
虫
魚
写
生
御
巻
物　

一
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
治
六
年
一
月
東
京
廻
り

「
9
「　

築
地
蔵
屋
敷
に
つ
い
て
は
「
主
に
「
「
を
参
照
し
て
記
述
し
た
。

・
安
藤
菊
二
「
築
地
地
区
「
蔵
屋
敷　

尾
州
「
芸
州
「
蔵
屋
敷
「「
前
掲
註「
5
「参
照
「。

・
金
行
信
輔
「
木
挽
町
築
地
「
形
成
─
絵
図
「
文
献
資
料
を
読
む
─
「「『
江
戸
遺
跡
研
究
』

第
三
号　

江
戸
遺
跡
研
究
会　

平
成
二
「
「
年
三
月
「。

・「
江
戸
御
屋
敷
便
覧
「　

「
「
世
紀
中
期
「
降
成
立
「
徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
。

・「
寛
政
「
三
酉
年
春
出
来　

御
屋
敷
吟
味
「　

徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
。

・「
大
正
「
年
七
月　

江
戸
御
屋
敷
邸
宅
調
査
書
「　

徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
。

・「
尾
藩
世
記
「「
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
編
『
名
古
屋
叢
書　

三
編　

第
二
巻　

尾
藩
世
記　

上
』　

名
古
屋
市
教
育
委
員
会　

昭
和
六
「
二
年
三
月
「。

・「
御
系
譜
「「
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
編
『
名
古
屋
叢
書　

三
編　

第
一
巻　

尾
張
徳
川
家
系

譜
』　

名
古
屋
市
教
育
委
員
会　

昭
和
六
「
三
年
三
月
「。

　
　
　

安
藤
氏
論
文
に
は
「「
尾
張
藩
邸
記
「
を
は
じ
め
「
す
る
『
東
京
市
史
稿
』
収
録
資
料
に

基
づ
く
内
容
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。「
江
戸
御
屋
敷
便
覧
「
は
「
尾
張
藩
邸
記
「
「
概
ね
内

容
が
一
致
す
る
も
「
「
一
部
異
な
る
箇
所
が
あ
り
「
そ
「
場
合
に
は
「
江
戸
御
屋
敷
便
覧
「

「
記
事
に
従
っ
た
。

「
10
「　

前
掲
註「
9
「「
江
戸
御
屋
敷
便
覧
「
参
照
。

「
11
「　

役
職
名
に
つ
い
て
は「
藩
士
名
寄
「・「
士
林
泝
洄
「「
い
ず
れ
も
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
「・

「
藩
士
名
寄
「「
徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
「に
記
録
さ
れ
る
。

「
12
「　

改
称
に
つ
い
て
は
前
掲
註「
9
「「
尾
藩
世
記
「
に
「
稿
「
文
「
ま
ま
記
載
が
あ
る
。
た
だ

し
「
木
挽
町
「
「
名
は
そ
「
後
も
散
見
さ
れ
る
た
め
「
通
称
「
し
て
引
き
続
き
使
わ
れ
た
「

考
え
る
「
が
妥
当
で
あ
る
。

「
13
「　

明
治
二
年「
一
「
六
九
「築
地
蔵
屋
敷
「
上
地
に
際
す
る
願
書
「
名
古
屋
藩
願
「「
東
京
市
役

所
編
『
東
京
市
史
稿
』
市
街
篇
四
「
九〈
東
京
都　

昭
和
三
「
「
年
三
月
〉「な
ど
に
よ
る
。

「
14
「　

東
京
市
役
所
編
『
東
京
市
史
稿
』
救
済
篇
三「
臨
川
書
店　

昭
和
「
「
年
「
月
「「
東
京
都

編
『
東
京
市
史
稿
』
産
業
篇
「
「
一「
東
京
都　

平
成
二
「
二
年
三
月
「な
ど
に
よ
る
。
「
手



築
地
名
苑
真
景
草
木
虫
魚
図
巻
に
つ
い
て

一
〇
「

に
よ
る
米
穀
売
払
は
文
政
「
二
年
「
願
書
に
よ
り
蛎
殻
町
屋
敷
に
移
っ
た
が
「
天
保
「
三
年

に
は
空
米
取
引
を
理
由
に
禁
止
さ
れ
た
。

「
15
「　
「
江
戸
御
小
納
戸
日
記
「
は
膨
大
な
資
料
群
で
あ
り
通
覧
は
で
き
て
い
な
い
。
今
回
「

「
九
世
紀
「
一
部
を
試
験
的
に
調
査
し
た
「
こ
ろ
「
例
え
ば
天
保
七
年
七
月
「
「
日
条
に
は

当
日
「
漁
猟
「
次
第
が
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
る
「
「
漁
っ
た
魚
は
椹
製
で

白
木
「
「
生
桶
「
に
入
れ
「
「
一
代
将
軍
徳
川
家
斉
・
世
子
家
慶
・
御
台
所
・
御
簾
中
へ
内
々

に
献
上
さ
れ
た
ほ
か
「
当
時
「
尾
張
家
当
主
・
「
一
代
斉
温
「
生
母
お
る
り
「
方
「
同
家
「

代
斉
朝
「
生
母
乗
蓮
院
に
も
「
さ
れ
「
斉
温
「
召
上
り
用
に
も
さ
れ
た
。
付
家
老
成
瀬
正
住

や
「
当
日
「
名
代
「
築
地
御
屋
敷
奉
行
な
ど
「
家
臣
ら
に
は
「
労
を
ね
ぎ
ら
う
吸
物
・
酒
・

肴
な
ど
が
「
さ
れ
た
「
「
あ
る
。

「
16
「　

徳
川
林
政
史
研
究
所
・
藤
田
英
昭
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

「
17
「　

江
戸
湾
内
海
「
海
防
政
策
「
変
遷
に
つ
い
て
は
「
原
剛
『
幕
末
海
防
史
「
研
究
─
全
国
的

に
み
た
日
「
「
海
防
態
勢
─
』「
名
著
出
版　

昭
和
六
「
三
年
七
月
「に
詳
し
い
。

「
18
「　

蔵
「
う
ち
一
棟
は
「
か
き
入
明
俵
御
蔵
「「
明
俵
「
は
空
き
俵
を
指
す
よ
う
で
あ
る
「で
あ

る
「
い
う
。

「
19
「　

東
京
都
編
『
東
京
市
史
稿
』
市
街
篇
四
「
四「
東
京
都　

昭
和
三
「
二
年
三
月
「。

「
20
「　

舜
林
丸
も
御
座
船
で
「
天
和
元
年「
一
六
「
一
「「
二
挺
立
「
御
座
船
「
し
て
取
り
立
て
ら

れ
「
享
保
年
中
に
江
戸
へ
廻
さ
れ
た
後
「
大
破
し
解
体
さ
れ
て
船
具
が
尾
張
へ
送
ら
れ
た
。

こ
「
代
わ
り
に
尾
張
か
ら
「
挺
立
「
浅
瀬
御
座
船
・
牡
丹
丸
が
も
た
ら
さ
れ
舜
林
丸
「
改
号

さ
れ
た
「
あ
る
。
舜
林
丸
「
記
録
に
解
体
「
年
号
は
記
さ
れ
な
い
が
「
浅
瀬
御
召
船
・
常
盤

丸
「
記
録
に
宝
暦
「
一
年「
一
七
六
一
「に
舜
林
丸
「
船
具
を
用
い
て
「
建
さ
れ
た
「
あ
る
。

な
お
「
鯨
船
は
捕
鯨
用
「
俊
敏
な
小
型
船
を
も
「
に
造
ら
れ
た
小
型
軍
船
「
「
馬
船
は
大
型

船
か
ら
陸
ま
で
「
積
荷
輸
送
や
曳
船
な
ど
に
用
い
る
小
型
船
で
あ
る
。

「
21
「　

前
掲
註「
15
「に
記
載
し
た
「
江
戸
御
小
納
戸
日
記
「
「
調
査
に
お
い
て
は
「
こ
「
舟
溜
を

「
御
泉
水
「
「
表
記
し
て
い
る
箇
所
も
見
受
け
ら
れ
た
。

「
22
「　

小
寺
武
久
『
尾
張
藩
江
戸
「
屋
敷
「
謎
』 

中
央
公
論
社　

平
成
元
年
「
二
月
。

「
23
「　

前
掲
註「
17
「原
剛
『
幕
末
海
防
史
「
研
究
─
全
国
的
に
み
た
日
「
「
海
防
態
勢
─
』
参

照
。

　

浜
御
殿
に
つ
い
て
は
「
進
士
「
「
「
・
服
部
勉
・
大
多
和
美
佳
「
浜
離
宮
庭
園
「
生
活

史
的
研
究
「「『
東
京
農
業
大
学
農
学
集
報
』
第
三
「
「
巻
第
一
号　

東
京
農
業
大
学　

平
成

二
年
「
月
「「
服
部
勉
・
進
士
「
「
「
「
江
戸
期
浜
離
宮
庭
園
に
お
け
る
回
遊
利
用
「
図
上

復
原
に
つ
い
て
「
研
究
「「『
造
園
雑
誌
』
「
「
四
巻
「
号　

日
「
造
園
学
会　

平
成
三
年
三

月
「「
白
幡
洋
三
郎
『
大
名
庭
園
』「
講
談
社　

平
成
九
年
四
月
「「
水
谷
三
公
『
将
軍
「
庭
─

浜
離
宮
「
幕
末
政
治
「
風
景
』「
中
央
公
論
新
社　

平
成
「
四
年
「
月
「な
ど
を
参
照
し
た
。

「
24
「　

武
部
健
一
「
江
戸
期
橋
梁
「
形
式
「
地
理
的
分
布
「
特
に
刎
橋
に
つ
い
て
「「『
土
木
史
研

究
講
演
集
』
第
三
「
回　

土
木
学
会
土
木
史
研
究
委
員
会　

平
成
二
「
二
年
六
月
「に
詳
し

い
。

「
25
「　

「
九
世
紀
初
頭
頃
「
成
立
「
み
ら
れ
る
「
浜
御
殿
地
向
御
庭
向
共
惣
絵
図
「「
東
北
大
学
附

属
図
書
館
蔵
「で
は
「
漁
撈
御
留
杭
「
「
呼
称
さ
れ
て
い
る
。
浜
御
殿
に
つ
い
て
は
前
掲
註

「
23
「を
参
照
。

「
26
「　

前
掲
註「
23
「参
照
。

「
27
「　

今
橋
理
子
『
江
戸
絵
画
「
文
学　
〈
描
写
〉
「
〈
こ
「
ば
〉
「
江
戸
文
化
史
』　

東
京
大
学

出
版
会　

平
成
「
一
年
「
月
。

「
28
「　

谷
文
晁
「
実
景
図
・
庭
園
画
「
そ
「
後
「
展
開
に
つ
い
て
は
辻
惟
雄
「「
真
景
「
「
系
譜

─
中
国
「
日
「「
「
「「「『
美
術
史
論
叢
』
第
三
号　

東
京
大
学
文
学
部
美
術
史
研
究
室　

昭

和
六
「
二
年
三
月
「「
今
橋
理
子
『
江
戸
絵
画
「
文
学　
〈
描
写
〉
「
〈
こ
「
ば
〉
「
江
戸
文

化
史
』「
前
掲
註「
27
「参
照
「「
鶴
岡
明
美
『
江
戸
時
代
実
景
図
「
研
究
』「
中
央
公
論
美
術
出

版　

平
成
二
「
四
年
「
月
「「
ほ
か
「『
美
し
き
庭
園
画
「
世
界
─
江
戸
絵
画
に
み
る
現
実
「

理
想
郷
』「
静
岡
県
立
美
術
館　

平
成
二
「
九
年
「
月
「に
お
け
る
野
田
麻
美
氏
に
よ
る
各
種

論
考
・
解
説
な
ど
に
詳
し
い
。

「
29
「　
『
美
し
き
庭
園
画
「
世
界
─
江
戸
絵
画
に
み
る
現
実
「
理
想
郷
』「
前
掲
註「
28
「参
照
「に
お

け
る
野
田
麻
美
氏
論
考
・
解
説
に
よ
る
。

「
30
「　

構
成
や
構
図
に
着
目
す
る
な
ら
ば
「
「
品
「
実
景
図
は
例
え
ば
秋
田
藩
士
で
秋
田
蘭
画
家

「
一
人
で
あ
る
荻
津
勝
孝「
一
七
四
六
〜
一
「
〇
九
「に
よ
る
「
土
崎
港
之
図
「
「
通
じ
る
「

こ
ろ
が
あ
る
。「
土
崎
港
之
図
「
は
「
港
「
四
方
を
見
廻
す
よ
う
に
東
西
南
北
「
景
観
を
描

い
た
画
巻
で
「
寛
政
「
一
年「
一
七
九
九
「に
製
「
し
た
旨
「
墨
書
が
あ
る
。
直
接
的
な
影
響

関
係
「
有
無
は
「
も
か
く
「
景
観
を
現
実
に
即
し
て
記
録
す
る
「
い
う
点
に
お
い
て
「
秋
田

蘭
画
「
文
晁
一
派
「
あ
る
い
は
そ
「
影
響
を
受
け
た
画
家
ら
は
共
通
「
目
標
を
持
っ
て
お



築
地
名
苑
真
景
草
木
虫
魚
図
巻
に
つ
い
て

一
〇
九

り
「
類
型
的
な
結
果
に
至
っ
た
「
考
え
る
こ
「
も
で
き
よ
う
。
今
後
さ
ら
に
精
査
し
て
い
き

た
い
。

「
31
「　

薄
田
大
輔
「
狩
野
惟
信
筆
「
戸
「
荘
「
景
図
巻
「
に
つ
い
て
─
江
戸
狩
野
派
「
庭
園
図
表

現
─
「「『
金
鯱
叢
書
』
第
四
「
三
輯　

徳
川
黎
明
会　

平
成
二
「
「
年
三
月
「。

「
32
「　

種
別
同
定
「
協
力
者
は
表
1
凡
例
に
記
し
た
「
お
り
で
あ
る
。

　

な
お
「
表
１
「
推
定
名
称
末
尾
に
「
か
「
「
付
さ
れ
る
場
合
「
「
文
中
で
は
省
「
し
て
記

載
し
た
。

「
33
「　

上
野
益
三
『
日
「
博
物
学
史
』　

講
談
社　

平
成
元
年
一
月
。

「
34
「　

今
橋
理
子
『
江
戸
「
花
鳥
画
─
博
物
学
を
め
ぐ
る
文
化
「
そ
「
表
象
』「
ス
カ
イ
ド
ア　

平

成
七
年
四
月
「な
ど
に
詳
し
い
。

「
35
「　

堀
部
猛
「
土
浦
藩
絵
師　

岡
部
洞
水
─
知
ら
れ
ざ
る
狩
野
派
「
画
人
─
「「『
土
浦
藩
絵
師

　

岡
部
洞
水
─
知
ら
れ
ざ
る
狩
野
派
「
画
人
─
』　

土
浦
市
立
博
物
館　

平
成
「
四
年
三

月
「。

「
36
「　

前
掲
註「
27
「今
橋
理
子
『
江
戸
絵
画
「
文
学　
〈
描
写
〉
「
〈
こ
「
ば
〉
「
江
戸
文
化
史
』

参
照
。

「
37
「　

竹
内
美
砂
子
「
尾
張
藩
御
用
絵
師
「
南
蘋
派
─
今
村
随
学
「
宋
紫
岡
「「『
名
古
屋
市
博
物

館
研
究
紀
要
』
第
「
三
巻　

名
古
屋
市
博
物
館　

平
成
二
年
三
月
「「
同
「
尾
張
藩
御
用
絵

師
「
庭
園
画
「「『
名
古
屋
市
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
「
四
巻　

名
古
屋
市
博
物
館　

平
成
三

年
三
月
「「
「
「
祐
子
「『
張
州
雑
志
』
を
調
べ
る
「「『
尾
張
資
料
「
お
も
し
ろ
さ　

原
典
を

調
べ
る
』　

名
古
屋
市
博
物
館　

平
成
「
六
年
「
一
月
「「
吉
川
美
穂
「
尾
張
徳
川
家
「
近
世

絵
画
「「『
徳
川
美
術
館
名
品
集
四　

桃
「
・
江
戸
絵
画
「
美
』　

徳
川
美
術
館　

平
成
二
「

年
「
一
月
「「
吉
川
美
穂
「
殿
様
は
愛
す
べ
き
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
「「『
写
真
家
大
名
・
徳
川

慶
勝
「
幕
末
維
新　

尾
張
藩
主
「
知
ら
れ
ざ
る
決
断
』　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ラ
ネ
ッ
ト
中
部　

平
成

二
「
二
年
「
月
「な
ど
に
詳
し
い
。

　

な
お
「
尾
張
は
江
戸
・
京
都
・
「
崎
に
次
い
で
「
草
・
博
物
学
が
盛
ん
で
あ
り
「
「
九
世

紀
に
は
水
谷
豊
文
や
伊
藤
圭
介
を
中
心
「
す
る
「
草
・
博
物
学
者
に
よ
り
「
嘗
百
社
「
が
結

社
さ
れ
研
究
活
動
が
な
さ
れ
て
い
た
。
今
後
「
嘗
百
社
「
尾
張
家
「
「
関
連
を
さ
ら
に
考
慮

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

「
38
「　

竹
内
美
砂
子
「
尾
張
藩
御
用
絵
師
「
南
蘋
派
─
今
村
随
学
「
宋
紫
岡
「「
同
「
尾
張
藩
御

用
絵
師
「
庭
園
画
「「
い
ず
れ
も
前
掲
註「
37
「参
照
「。

「
39
「　

竹
内
美
砂
子
氏
は
「「
楽
々
園
四
季
真
景
図
巻
「
が
か
つ
て
近
衛
家
よ
り
売
り
立
て
ら

れ
た
経
緯
か
ら
「
尾
張
家
「
一
代
斉
温
に
近
衛
家
か
ら
福
君
が
輿
入
れ
し
た
天
保
七
年

「
一
「
三
六
「前
後
を
製
「
年
代
に
想
定
さ
れ
た「「
尾
張
藩
御
用
絵
師
「
庭
園
画
「〈
前
掲
註

「
37
「参
照
〉「。
し
か
し
ｃ
「
慶「

一
「
六
六
「

応
二
年
寅
七
月
江
戸
表
ゟ
御
取
寄
相
成
候
御
品　

御
手
鑑　

御
巻
物　

御
絵
類　

目
録
「
当
図
巻
「
項
に
は
「
慶
応
三
年
に
近
衛
家
に
よ
る
借
用
「
た
め

京
都
に
差
し
立
て
た
旨
「
朱
書
き
が
あ
り
「
製
「
年
代
は
必
ず
し
も
近
衛
家
「
関
わ
り
な
い

「
判
明
す
る
た
め
「
「
「
「
が
必
要
で
あ
る
。

【
付
記
】　

「
稿
執
筆
に
あ
た
り
「
名
古
屋
港
水
族
館
・
渡
辺
格
郎
氏
「
名
古
屋
城
総
合
事
務
所
・

今
井
田
春
美
氏
「
金
城
学
院
大
学
名
誉
教
授
・
小
野
知
洋
氏
「
元
金
城
学
院
大
学
講
師
・
森
勇

一
氏
「
栄
徳
高
校
教
諭
・
水
野
利
彦
氏
「
名
古
屋
昆
虫
同
好
会
・
間
野
隆
裕
氏
「
北
海
道
教
育

大
学
名
誉
教
授
・
生
方
秀
紀
氏
「
鳥
取
大
学
教
授
・
唐
澤
重
考
氏
「
広
島
大
学
准
教
授
・
富
川

光
氏
「
鳥
取
県
「
陰
海
岸
ジ
オ
パ
─
ク
海
「
大
地
「
自
然
館
・
太
田
悠
造
氏
を
は
じ
め
「
多
く

「
方
か
ら
写
生
図
に
関
す
る
ご
指
導
・
ご
協
力
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
ま
た
「
名
古
屋
市
蓬
左
文

庫
「
・
鳥
居
和
之
氏
「
名
古
屋
城
学
芸
員
・
木
村
慎
平
氏
「
元
名
古
屋
市
博
物
館
学
芸
員
・
「

「
祐
子
氏
に
は
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
や
徳
川
林
政
史
研
究
所
が
所
蔵
す
る
関
連
資
料
に
つ
い
て

ご
教
示
賜
り
ま
し
た
。
名
古
屋
市
博
物
館
学
芸
員
・
津
田
卓
子
氏
「
同
館
学
芸
員
・
羽
柴
亜
弥

氏
「
同
館
研
究
員
・
桐
原
千
文
氏
に
は
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
崎
歴
史
文
化
博

物
館
お
よ
び
真
田
宝
物
館
に
は
写
真
提
供
・
掲
載
を
ご
快
諾
い
た
だ
き
ま
し
た
。
徳
川
美
術

館
・
徳
川
林
政
史
研
究
所
「
諸
先
学
に
も
懇
「
な
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

「
徳
川
美
術
館　

學
藝
員
「



AAA



尾
張
徳
川
家
「
来
「
即
位
之
記
「
に
つ
い
て「
「
「

一
一
一

〔
史
料
紹
介
〕

尾
張
徳
川
家
伝
来
「
即
位
之
記
」
に
つ
い
て（
下
）

並
　
木
　
昌
　
史

　

は　

じ　

め　

に

一　
「
即
位
之
記
「
「
書
誌
情
報
「
「
来
・
内
容

二　
「
即
位
之
記
「
「
特
徴

三　

編
者
・
二
条
康
道「
「
上
前
輯
「

　
「
「
「
「
輯
「

四　

諸
「
「
「
比
較

　

・「
別
「
「「「
寛
永
記
「
続
編〈
勧
修
寺
家
旧
蔵
〉「「
存
在
に
つ
い
て

　

・
徳
川
美
術
館
「
「
特
異
性

「　

徳
川
美
術
館
「
「
即
位
之
記
「
「
考
察

　

お　

わ　

り　

に

四　

諸
本
と
の
比
較

尾
張
徳
川
家「
「
「
「
尾
張
家
「
「
「
称
す
る
「に
「
来
し
た
「
即
位
之
記
「
は
「
江
戸

時
代
前
期
「
明
正
天
皇「
一
六
二
四
〜
九
六　

在
位
一
六
二
九
〜
四
三
「「
譲
位
「
後
光
明

天
皇「
一
六
三
三
〜
「
四　

在
位
一
六
四
三
〜
「
四
「「
践
祚
・
即
位
「
儀
式
「
な
ら
び
に

後
西
天
皇「
一
六
三
「
〜
「
「　

在
位
一
六
「
四
〜
六
三
「「
譲
位
「
霊
元
天
皇「
一
六
「
四
〜

一
七
三
二　

在
位
一
六
六
三
〜
「
七
「「
践
祚
・
即
位
「
儀
式
を
記
録
し
た
巻
物
で
あ
る
。

こ
「
天
皇
四
代
「
皇
位
継
「
「
儀
式
は
「
前
者
は
寛
永
二
「
年「
一
六
四
三
「「
後
者
は

寛
文
三
年「
一
六
六
三
「に
挙
行
さ
れ
た
こ
「
か
ら
「
そ
れ
ぞ
れ
「
記
録
は
「
寛
永
記
「

「
寛
文
記
「
「
称
さ
れ
て
い
る
。
「
「
「
「
稿
で
は
「
尾
張
家
「
来
「
即
位
之
記
「
を

「
徳
川
美
術
館
「
「
「
称
し
「「
寛
永
記
「「
寛
文
記
「
「
テ
キ
ス
ト
内
容
に
ふ
れ
る
際

は
そ
「
都
度
「
寛
永
記
「「
寛
文
記
「
「
区
別
し
て
用
い
る
。

「
寛
永
記
「「
寛
文
記
「
「
写
「
に
つ
い
て
は
「『
金
鯱
叢
書
』
第
四
「
「
輯
「
拙
稿

「
尾
張
徳
川
家
「
来
「
即
位
之
記
」
に
つ
い
て「
上
「「「
「
「
拙
稿
「
上
「
「
「
す
「「
「
一

　

「
書
「
書
誌
情
報
「
「
来
・
内
容
「
「
な
か
で
「『
国
書
総
目
録
』
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
写
「
三
「
三
部
が
あ
る
「
紹
介
し
た
。
「
章
で
は
「
こ
れ
ら
写
「
に
つ
い
て
触
れ

て
い
く
「
共
に
「
徳
川
美
術
館
「
「
占
め
る
位
置
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

『
国
書
総
目
録
』
で
は
「
康
道
公
記
「
「
項
目
を
掲
げ
「
別
名
「
後
浄
明
珠
院
摂
政

記
「「
後
浄
明
珠
院
殿
御
記
「
を
含
ん
で
「
写
「
「
所
蔵
機
関
名
「
そ
「
書
名
・
員
数

「
1
「

「
2
「



尾
張
徳
川
家
「
来
「
即
位
之
記
「
に
つ
い
て「
「
「

一
一
二

を
次
「
通
り
掲
げ
て
い
る
。
写
「
「
種
類
で
は
日
記
に
区
分
し
「
著
者
を
二
条
康
道

「
一
六
〇
七
〜
六
六
「「
す
る
。
な
お
①
〜
㉝
「
通
番
は
筆
者
が
付
し
た
。

国
立
国
会
図
書
館
蔵

　

①
「
後
浄
明
珠
院
摂
政
記
「
寛
永
二
「
年
・
寛
文
二
・
三
年　

四
冊

　

②
「
寛
文
記
「
礼
服
御
覧
之
事
・
御
即
位
由
奉
幣
之
次
第　

一
冊

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵

　

③
「
寛
永
記
「
寛
永
二
「
年
・「
寛
文
記
「
一
冊　

二
部

　

④
「
寛
永
記
「
別
「
・「
寛
文
記
「　

一
冊

　

⑤
「
寛
文
三
年
記
「　

一
冊

　

⑥
「
吉
田
中
納
言
殿
為
経
卿
記
抜
萃
「
附
属　

一
冊

宮
内
庁
書
陵
部
蔵

　

⑦
「
後
浄
明
珠
院
殿
記
「
寛
永
二
「
年
・
寛
文
二
・
三
年　

阿
波
国
文
庫
「　

四
冊

⑧
「
後
浄
明
珠
院
関
白
藤
康
道
公
記
「
寛
永
二
「
年
・
寛
文
二
・
三
年　

一
冊「「
歴

代
残
闕
日
記
「
一
〇
九
に
収
録
「

　

⑨
「
後
浄
明
珠
院
殿
記
抄
出
「
寛
永
・
寛
文　

松
岡
「　

二
冊

　

⑩
「
寛
永
記
「
寛
永
二
「
年
明
正
天
皇
御
譲
位
記　

谷
森
「　

一
冊

　

⑪
「
慶
安
「
年
記
「「
天
明
二
年　

生
島
成
房
写
「　

一
冊

　

⑫
「
寛
永
御
譲
位
記
「
伏
見
宮
記
録
文
書
六
「　

一
冊

　

⑬
「
寛
文
御
譲
位
記
「
伏
見
宮
記
録
文
書
六
「　

一
冊

　

⑭
「
後
浄
明
珠
院
殿
記
「
寛
永
記
・
寛
文
記　

伏
見
宮
「　

二
冊

京
都
御
所
東
「
御
文
庫
蔵

　

⑮
「
寛
文
記
「　

一
冊

東
京
国
立
博
物
館
蔵

　

⑯
「
後
浄
明
珠
院
殿
記
「「
文
化
三
年
写
「　

三
冊

國
學
院
大
學
図
書
館
蔵

　

⑰
「
寛
永
記
「　

一
冊

東
京
大
学
図
書
館
蔵

　

⑱
「
寛
永
記
「　

二
冊

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵

　

⑲
「
康
道
公
記
「
寛
永
「
二
〜
「
九
年
・
寛
永
二
「
一
年　

「
三
冊

　

⑳
「
寛
永
記
「
寛
永
二
「
年
御
譲
位
記
「
内　

一
冊

　

㉑
「
摂
政
康
道
公
自
筆
寛
永
御
譲
位
記
「　

一
冊

　

㉒
「
康
道
公
記
「
伏
見
宮
御
記
録「
利
「四
「　

一
冊

　

㉓
「
康
道
公
記
「
別
記　

慶
安
元
年
日
光
宮
御
「
講
其
外
法
事
方
記　

二
冊

　

㉔
「
康
道
公
記「
別
記
「「　

二
条
基
弘
蔵
写
「　

二
冊

大
阪
府
立
図
書
館
蔵

　

㉕
「
後
浄
明
珠
院
関
白
藤
康
道
公
記
「
寛
文
三
年　

一
冊

神
宮
文
庫
蔵

　

㉖
「
後
浄
明
院
御
記
「
一
冊

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
蔵

　

㉗
「
寛
永
二
「
年
・
寛
文
三
年
記
「「
弘
化
二
年
写
「　

二
冊

　

㉘
「
寛
永
二
「
年
・
寛
文
三
年
記
「　

二
冊

大
東
急
記
念
文
庫
蔵

　

㉙
「
寛
文
記
「
御
譲
位
次
第「
滋
野
井
公
麗
写
「　

一
冊

無
窮
会
神
習
文
庫
蔵

　

㉚
「
後
浄
明
珠
院
殿
記
「
寛
永
二
「
年　

一
冊

　

㉛
「
慶
安
「
年
記
「「
他
「
日
記
「
合
綴
「　

一
冊

「
3
「



尾
張
徳
川
家
「
来
「
即
位
之
記
「
に
つ
い
て「
「
「

一
一
三

　

㉜
「
寛
文
記
「　　

一
冊

水
府
明
徳
会
彰
考
館
文
庫
蔵

　

㉝
「
康
道
公
記
「　

一
冊

こ
「
う
ち
「
寛
永
記
「「
寛
文
記
「
両
方
を
含
む
写
「
は
①
③
④
⑦
⑧
⑨
⑭
⑯
㉗
㉘

「
「
件
が
あ
り
「「
寛
永
記
「
「
み
は
⑩
⑫
⑰
⑱
⑳
㉑
㉒
㉖
㉚
㉝
「
「
件
「「
寛
文
記
「

「
み
は
②
⑤
⑬
⑮
㉕
㉜
「
六
件
が
あ
る
。
な
お
右
「
う
ち
⑲
は
寛
永
「
二
年
か
ら
「
九

年
ま
で
「
二
条
康
道
「
日
記
で
あ
り
「
寛
永
記
「
「
文
「
は
異
な
る
こ
「
「
⑥
⑪
㉓
㉛

は
慶
安
「
年「
一
六
「
二
「三
月
朔
日
か
ら
六
日
ま
で
「
記
事
を
収
録
す
る
一
書
「
㉔
は

改
元
「
手
続
き
に
関
す
る
一
書
「
㉙
は
年
中
行
事
「
う
ち
「
新
年
に
行
わ
れ
る
大
規

模
な
儀
式
で
あ
る
三
節
会「
元
日
・
白
馬
・
踏
歌
節
会
「「
式
次
第
を
収
録
す
る
一
書
で
あ

り
「
後
光
明
天
皇
「
霊
元
天
皇
「
即
位
関
連
「
内
容
で
は
な
い
た
め
「
「
上
七
部
は
今

回
「
比
較
「
「
か
ら
は
除
外
し
た
。

諸
機
関
が
所
蔵
す
る
写
「
「
「
徳
川
美
術
館
「
が
収
録
す
る
「
寛
永
記
「「
寛
文
記
「

「
内
容
「
「
比
較
に
お
い
て
は
「
徳
川
美
術
館
「
「
他
「
写
「
「
「
文
を
突
き
合
わ
せ

て
「
文
「
や
内
容
「
異
同
を
「
「
す
る
「
業
が
最
終
的
に
は
必
要
で
あ
る
「
考
え
る

が
「
「
稿
で
は
各
写
「
「
収
録
内
容
「
「
比
較
を
行
い
た
い
。

ま
ず
徳
川
美
術
館
「
「
目
次
を
「
「
に
「
掲
し
「
そ
れ
ぞ
れ
「
巻
毎
に
Ａ
か
ら
Ｈ
ま

で
「
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
付
し
た
。

Ａ
「
寛
永
記
「
甲
巻

寛
永
廿
年
九
月
親
王
御
元
服
之
次
第
・
御
元
服
指
図
・
御
元
服
日
時
之
事
・
新
帝

儀
・
親
王
御
方
御
元
服
「
後
初
参
内
・
供
奉
人
々
・
行
啓
日
時
之
事
・
行
幸
之
次

第

Ｂ　
「
同
「乙
巻

御
譲
位
散
状
・
勅
符
・
太
政
官
府
・
官
方
吉
書
・
政
所
吉
書
・
宣
命
・
内
舎
人
差

文
・
御
譲
位
図
・
新
造
御
所
剣
璽
出
御
図
・
剣
璽
渡
御
行
列
・
剣
璽
入
御
新
帝
御

所
図
・
昇
殿
勅
授
等
拝
所
図
・
御
陪
膳
之
次
第
・
御
殿
御
装
束
之
事
・
御
陪
膳
人

之
事

Ｃ
「「
寛
永
記
「目
録
「
第
一
巻

御
即
位
之
次
第
・
御
手
水
之
次
第
・
親
王
代
之
「
法
・
少
納
言
「
法
・
典
儀
「
法

Ｄ　
「
同
「第
二
巻

御
移
徙
次
第
・
今
度
可
被
省
「
之
条
「々
所
々
居
餐
事
・
供
「
菓
事
・
公
卿
着
殿
上
居

餐
事
・
出
御
之
事
・
奏
吉
書
事
「

Ｅ
「
寛
文
記
「
日
巻

識
仁
親
王
御
元
服
之
事
・
御
元
服
之
事
・
寛
文
三
年
正
月
廿
三
日
御
譲
位
之
事
・

御
譲
位
之
次
第
・
剣
璽
渡
御
之
事

Ｆ　
「
同
「月
巻

御
譲
位
之
次
第
・
行
列
・
剣
璽
渡
御
行
列

Ｇ　
「
同
「星
巻

新
造
内
裏
新
帝
御
所
儀
・
剣
璽
入
御
・
勅
授
帯
剣
之
事
・
昇
殿
如
元
之
事
・
大
床

子
御
膳
之
事
・
昼
御
座
御
膳
之
事
・
御
殿
御
装
束
之
事
・
大
殿
祭
之
事
・
廿
七
日

入
夜
内
侍
所
渡
御
之
事
・
日
時
勘
文
之
事
・
行
列
・
新
院
布
衣
始
之
事
・
被
補
院

司
之
事
・
御
譲
位
第
二
日
大
床
子
御
膳
之
事
・
同
第
三
日
之
事
・
御
譲
位
「
後
初

禁
裏
諸
礼
之
事
・
新
院
御
所
尊
号
之
事

Ｈ　
「
同
「辰
巻

寛
文
三
年
三
月
礼
服
御
覧
之
事
・
日
時
勘
文
之
事
・
御
覧
之
次
第
・
行
列
・
御
殿

之
図
・
委
細
次
第
・
直
廬
儀
例
之
事
・
清
凉
殿
成
人
之
例
之
事
・
御
即
位
由
奉
幣

「
4
「

「
5
「



尾
張
徳
川
家
「
来
「
即
位
之
記
「
に
つ
い
て「
「
「

一
一
四

之
次
第
・
神
祇
官
参
向
之
事
・
最
上
所
之
図

「
上
Ａ
〜
Ｈ
「
各
項
目
「
「
各
機
関
所
蔵
「
写
「
が
収
録
す
る
内
容
「
を
照
合
し
「

次
「
表
に
ま
「
め
た
。
な
お
天
皇
「
代
替
わ
り
儀
式
「
式
次
第
を
収
録
し
て
い
な
い
た

め
「
「
「
対
象
「
し
な
い
写
「
は
網
掛
け
で
表
示
し
た
。

各
機
関
所
蔵
「
写
「
「
内
「
今
回
比
較
「
「
か
ら
除
外
し
た
七
部「
既
出
「を
除
く

「
「「
寛
永
記
「「
寛
文
記
「
が
多
数
を
占
め
る
こ
「
か
ら
「
康
道
「
記
録
「
中
で
も

「
寛
永
記
「「
寛
文
記
「
「
写
「
が
流
布
し
て
い
っ
た
「
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
徳
川
美
術
館
「
「
内
容「
Ａ
〜
Ｈ
「を
全
て
収
録
し
た
写
「
は
皆
無
で
あ
る
。

一
方
で
各
機
関
所
属
「
写
「
は
「
寛
永
記
「
「
う
ち
甲
・
乙
二
巻「
Ａ
・
Ｂ
「や
「
寛
文

記
「
日
月
星
辰
四
巻「
Ｅ
〜
Ｈ
「「
う
ち
「
一
巻
な
い
し
は
二
巻
「
い
っ
た
具
合
に
「
抄

出
も
し
く
は
一
部
を
書
写
し
た
例
が
殆
ど
で
あ
る
。
勿
論
「
書
写
当
時
は
「
寛
永
記
「

二
巻
や
「
寛
文
記
「
四
巻
が
揃
っ
て
い
た
が
「
「
世
「
途
中
に
「
例
え
ば
書
写
「
た
め

「
貸
与
「
い
っ
た
理
由
で
失
わ
れ
「「
寛
永
記
「
や
「
寛
文
記
「
「
一
部
「
み
が
単
独

に
流
布
・
「
存
し
た
可
能
性
も
充
分
に
想
定
さ
れ
る
。

・「
別
本
」（「
寛
永
記
」
続
編〈
勧
修
寺
家
旧
蔵
〉）の
存
在
に
つ
い
て

ま
た
『
国
書
総
目
録
』
「
な
か
で
「
別
「
「
「
表
記
さ
れ
た
「「
寛
永
記
「
甲
乙
二
巻

「
「
続
編
「
に
相
当
す
る
内
容
を
も
つ
写
「
が
存
在
す
る
こ
「
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

『
国
書
総
目
録
』
「
中
で
「
別
「
「
「
さ
れ
る
内
容
を
も
つ
④
「
国
立
公
文
書
館
内

No. 所蔵先 外題 内題 数量 A B C D E F G H 奥書等 備考

① 国立国会図書館 後浄明珠院摂政記 後浄明珠院摂政記 寛永二十年 
寛文二年　三年 4冊 ○ ○ ○ ○

② 同上 寛文記 寛文記 辰　礼服御覧　御即位
由奉幣　康道記　二條家装束抄 1冊 ○ ㉑と同じ

③ 国立公文書館内閣文庫 寛永記　寛文記 寛永二十年 2冊 ○ ○
④ 同上 康道公記 寛永記　別本　寛文記 1冊 ○ ○ 寛永記…別本系統内容

⑤ 同上 康道公記　寛文三
年記 寛文三年記 1冊 ○

⑥ 同上 吉田中納言殿為経
卿記抜萃 慶安五年記 1冊 慶安五年三月朔日〜六日

⑦ 宮内庁書陵部 後浄明珠院殿記 後浄明珠院殿記　寛永二十年　
寛文二 三年 4冊 ○ ○ ○ ○

⑧ 同上 後浄明珠院関白藤
康道公記

後浄明珠院関白藤康道公記　寛
永二十年　寛文二　三年 1冊 ○ ○ ○ 『歴代残闕日記』第109巻所載

⑨ 同上 後浄明珠院殿記抄
出　寛永　寛文 後浄明珠院殿記抄出 1冊 ○ ○

⑩ 同上 寛永記 寛永記　寛永二十年明正天皇御
譲位記 1冊 ○

⑪ 同上 康道公記　慶安五
年記 康道公記　慶安五年記 1冊 慶安五年三月朔日〜六日 桂宮本

⑫ 同上 康道公記　寛永御
譲位記

伏見宮記録文書六八 寛永御譲
位記　 1冊 ○

⑬ 同上 康道公記　寛文御
譲位記

伏見宮記録文書六八 寛文御譲
位記　 1冊 ○

⑭ 同上 後浄明珠院殿記　
寛永記　寛文記

後浄明珠院殿記　寛永記・寛文
記　伏見宮本 2冊 ○ ○

⑮ 京都御所東山御文庫 寛文記 寛文記 1冊 ○

⑯ 東京国立博物館 康道公記　後浄明
珠院殿記 後浄明珠院殿記 3冊 ○ ○ ○ 文化三年写

⑰ 國學院大學図書館 康道公記 寛永記 1冊 ○
⑱ 東京大学図書館 寛永記 寛永記 2冊 ○
⑲ 東京大学史料編纂所 康道公記 康道公記 13冊 寛永十二〜十九・二十一年

⑳ 同上 寛永記　寛永二十
年御譲位記 寛永記　御譲位私記 1冊 ○ 明治十九年写 ㉝の写し

㉑ 同上 康道公記 摂政康道公自筆寛永御譲位記 1冊 ○
㉒ 同上 康道公記 康道公記 1冊 ○ ⑧と同じ

㉓ 同上 康道公記 別記一 慶安元年日光宮御八講
其外法事方記 1冊 二条基弘旧蔵

㉔ 同上 康道公記 別記二 改元年号字 2冊 二条基弘旧蔵
㉕ 大阪府立図書館 後浄明珠院殿記 後浄明珠院殿記　寛文三年 1冊 ○
㉖ 神宮文庫 康道公記 後浄明院御記 1冊 ○
㉗ 前田育徳会尊経閣文庫 康道公記 寛永二十年　寛文三年記 2冊 ○ ○ 弘化二年写
㉘ 同上 康道公記 寛永二十年　寛文三年記 2冊 ○ ○
㉙ 大東急記念文庫 康道公記 三節会次第 1冊 元日・白馬・踏歌節会の式次第 滋野井公麗写
㉚ 無窮会神習文庫 康道公記 後浄明珠院殿記　寛永二十年 1冊 ○

㉛ 同上 吉田中納言殿為経
卿記抜粋 康道公記　慶安五年記 1冊 慶安五年三月朔日〜六日 ⑥と同じ

㉜ 同上 康道公記 寛文記　寛文三年 1冊 ○
㉝ 水府明徳会彰考館 康道公記 寛永記　御譲位私記 1冊 ○ ⑳の原本
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「

No. 所蔵先 外題 内題 数量 A B C D E F G H 奥書等 備考

① 国立国会図書館 後浄明珠院摂政記 後浄明珠院摂政記 寛永二十年 
寛文二年　三年 4冊 ○ ○ ○ ○

② 同上 寛文記 寛文記 辰　礼服御覧　御即位
由奉幣　康道記　二條家装束抄 1冊 ○ ㉑と同じ

③ 国立公文書館内閣文庫 寛永記　寛文記 寛永二十年 2冊 ○ ○
④ 同上 康道公記 寛永記　別本　寛文記 1冊 ○ ○ 寛永記…別本系統内容

⑤ 同上 康道公記　寛文三
年記 寛文三年記 1冊 ○

⑥ 同上 吉田中納言殿為経
卿記抜萃 慶安五年記 1冊 慶安五年三月朔日〜六日

⑦ 宮内庁書陵部 後浄明珠院殿記 後浄明珠院殿記　寛永二十年　
寛文二 三年 4冊 ○ ○ ○ ○

⑧ 同上 後浄明珠院関白藤
康道公記

後浄明珠院関白藤康道公記　寛
永二十年　寛文二　三年 1冊 ○ ○ ○ 『歴代残闕日記』第109巻所載

⑨ 同上 後浄明珠院殿記抄
出　寛永　寛文 後浄明珠院殿記抄出 1冊 ○ ○

⑩ 同上 寛永記 寛永記　寛永二十年明正天皇御
譲位記 1冊 ○

⑪ 同上 康道公記　慶安五
年記 康道公記　慶安五年記 1冊 慶安五年三月朔日〜六日 桂宮本

⑫ 同上 康道公記　寛永御
譲位記

伏見宮記録文書六八 寛永御譲
位記　 1冊 ○

⑬ 同上 康道公記　寛文御
譲位記

伏見宮記録文書六八 寛文御譲
位記　 1冊 ○

⑭ 同上 後浄明珠院殿記　
寛永記　寛文記

後浄明珠院殿記　寛永記・寛文
記　伏見宮本 2冊 ○ ○

⑮ 京都御所東山御文庫 寛文記 寛文記 1冊 ○

⑯ 東京国立博物館 康道公記　後浄明
珠院殿記 後浄明珠院殿記 3冊 ○ ○ ○ 文化三年写

⑰ 國學院大學図書館 康道公記 寛永記 1冊 ○
⑱ 東京大学図書館 寛永記 寛永記 2冊 ○
⑲ 東京大学史料編纂所 康道公記 康道公記 13冊 寛永十二〜十九・二十一年

⑳ 同上 寛永記　寛永二十
年御譲位記 寛永記　御譲位私記 1冊 ○ 明治十九年写 ㉝の写し

㉑ 同上 康道公記 摂政康道公自筆寛永御譲位記 1冊 ○
㉒ 同上 康道公記 康道公記 1冊 ○ ⑧と同じ

㉓ 同上 康道公記 別記一 慶安元年日光宮御八講
其外法事方記 1冊 二条基弘旧蔵

㉔ 同上 康道公記 別記二 改元年号字 2冊 二条基弘旧蔵
㉕ 大阪府立図書館 後浄明珠院殿記 後浄明珠院殿記　寛文三年 1冊 ○
㉖ 神宮文庫 康道公記 後浄明院御記 1冊 ○
㉗ 前田育徳会尊経閣文庫 康道公記 寛永二十年　寛文三年記 2冊 ○ ○ 弘化二年写
㉘ 同上 康道公記 寛永二十年　寛文三年記 2冊 ○ ○
㉙ 大東急記念文庫 康道公記 三節会次第 1冊 元日・白馬・踏歌節会の式次第 滋野井公麗写
㉚ 無窮会神習文庫 康道公記 後浄明珠院殿記　寛永二十年 1冊 ○

㉛ 同上 吉田中納言殿為経
卿記抜粋 康道公記　慶安五年記 1冊 慶安五年三月朔日〜六日 ⑥と同じ

㉜ 同上 康道公記 寛文記　寛文三年 1冊 ○
㉝ 水府明徳会彰考館 康道公記 寛永記　御譲位私記 1冊 ○ ⑳の原本

写本対照表 Ａ…寛永記甲巻　Ｂ…寛永記乙巻　Ｃ…寛永記目録巻一　Ｄ…寛永記目録巻二　Ｅ…寛文記日巻
Ｆ…寛文記月巻　Ｇ…寛文記星巻　Ｈ…寛文記辰巻



尾
張
徳
川
家
「
来
「
即
位
之
記
「
に
つ
い
て「
「
「

一
一
六

閣
文
庫
所
蔵
「
一
冊「
勧
修
寺
家
旧
蔵
「は
「
御
即
位
記 

寛
永
廿
年
「
「
外
題
を
持
ち
「

「
寛
永
記
「
甲
乙
二
巻
に
は
無
い
内
容
を
収
録
す
る
。
巻
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
目
次

を
次
に
掲
げ
る
。

寛
永
廿
年
「
月
尊
号
宣
「
之
事〈
日
時
之
事
〉

礼
服
御
覧
之
事〈
日
時
之
事
〉

由
奉
幣〈
請
幣
料
事
〉

尊
号
宣
「
之
事〈
詔
書
・
散
状
〉

礼
服
御
覧
次
第
之
事〈
行
列
・
目
録
・
直
廬
図
小
御
所
〉

御
即
位
式
幷
次
第〈
神
祇
官
図
・
宣
命
〉

左
方
親
王
代
之
「
法

左
方
少
納
言
之
「
法

御
即
位
日
時
之
事

御
即
位
式〈
九
条
道
房
「
進
〉

御
即
位
次
第〈
無
叙
位
儀
〉

御
即
位
散
状

御
即
位
宣
命

御
手
水
之
次
第

諸
御
殿
図

天
子
御
礼
服
之
事〈
内
弁
御
礼
服
之
事
・
外
弁
「
「
礼
服
之
事
〉

神
宮
由
奉
幣〈
御
祭
文
〉

 

「
※
引
用
文
は
句
読
点
を
補
い
「
割
注
は
〈　

〉
内
に
記
し
た
。「

右
記
「
目
次
「
冒
頭
に
あ
る
「
寛
永
二
「
年「
一
六
四
三
「「
月
に
行
わ
れ
た
「
尊
号

宣
「
「
「
は
「
譲
位
し
た
明
正
上
皇
に
対
し
「
後
光
明
天
皇
か
ら
「
太
上
天
皇
「
「
号

を
上
皇
に
贈
り
栄
典
を
保
証
す
る
こ
「
を
示
し
「
そ
れ
に
対
し
上
皇
か
ら
は
栄
典
を
辞

退
す
る
旨
を
示
す
儀
礼
で
あ
る
。
続
く
「
礼
服
御
覧
「
は
「
即
位
礼
に
際
し
着
用
す
る

中
国
風
「
装
束
「
礼
服
「
を
新
帝
が
実
見
す
る
儀
式
「
即
位
礼
「
式
次
第
「
そ
し
て
天

皇
「
「
諸
臣
が
即
位
式
で
着
け
る
装
束
で
あ
る
礼
服
「
「
即
位
礼
「
終
了
後
に
神
宮
へ

即
位
礼
「
終
了
を
奉
告
す
る
由
奉
幣
「
式
次
第
「
続
く
。
こ
「
「
別
「
「
に
収
録
さ
れ

た
尊
号
宣
「
「
「
「
式
次
第
は
「
徳
川
美
術
館
「
を
含
む
諸
機
関
所
蔵
「
「
寛
永
記
「

に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
徳
川
美
術
館
「
「
乙
巻「
Ｂ
「が
「
明
正
天
皇
「
譲
位
「
同

日
に
挙
行
さ
れ
た
剣
璽
渡
御
「
儀
「
最
後
「
行
事
で
あ
る
「
吉
書
奏
聞
「
で
終
わ
っ
て

い
る
「
に
対
し
「「
別
「
「
は
「
こ
「
後
に
続
く
「
月
「
二
日
に
行
わ
れ
た
明
正
上
皇

に
対
す
る
尊
号
宣
「
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
「
い
わ
ば
「
寛
永
記
「
を
補
完
す
る
続
編
に

相
当
す
る
。

ま
た
「「
別
「
「
は
「
上
「
式
次
第
を
収
録
し
た
あ
「
「
次
に
掲
げ
る
箇
条
書
き
「

文
章
に
続
き
「
巻
末
「
奥
書
が
あ
る
。

箇
条
書
き
「
内
容
は
次
「
「
お
り
で
あ
る
。

一　
今
度
江
戸
武
家
ノ
御
所
ヘ
御
即
位
次
第
絵
図
等
悉
令
進
書
移

「
写
カ
「者

也
「
是
ハ
周

防
守
・
道
春
今
度
上
洛
江
戸
ノ
年
寄
衆
讃
岐
守
・
伊
豆
守
よ
り
遣
之
に
付
「

爰
許
ヘ
談
合
被
来
故
「
書
付
絵
図
等
遣
之
也
「
又
此
方
ヨ
リ
モ
一
通
遣
之
也
「

則
役
者
装
束
色
目
「
「
ノ
事
也
「「
中
「
「

一　
右
女
房
色
目
ハ
「
今
度
着
用
ノ
色
目
也
「
昔
ハ
如
此
女
官
ミ
ナ
「
テ
礼
服
ヲ

着
用
ス
「
近
代
シ
カ
ラ
サ
ル
也
「

今
度
御
即
位
次
而
武
家
ヘ
奉
一
通
者
也

　
　

右
御
即
位
一
冊
記
之
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徳
川
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「
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「
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位
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記
「
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つ
い
て「
「
「

一
一
七

　
　
　

寛
永
廿　

月　

日 

従
一
位
康
道　
　
　
　
　

「
※
引
用
文
は
句
読
点
を
補
っ
た
。「

第
一
条
は
「
今
度
江
戸
「
将
軍
家
「
た
め
に
御
即
位
次
第
や
絵
図
な
ど
を
す
べ
て

書
写
し
て
送
っ
た
。
こ
「
こ
「
は
「
今
度
上
洛
し
た
板
倉
周
防
守
重
宗「
一
「
「
六
〜

一
六
「
七　

京
都
所
司
代
「「
林
道
春「
羅
「　

一
「
「
三
〜
一
六
「
七　

幕
府
儒
者
「が
「
江

戸
「
年
寄
衆「
＝
老
中
「で
あ
る
酒
井
讃
岐
守
忠
勝「
一
「
「
七
〜
一
六
六
二
「や
松
平
伊
豆

守
信
綱「
一
「
九
六
〜
一
六
六
二
「か
ら
派
遣
さ
れ
「
爰
許「
こ
「
場
合
奥
書
に
署
名
「
あ
る
康

道
で
あ
ろ
う
「に
相
談
に
来
ら
れ
た
た
め
で
「
書
付
や
絵
図
な
ど
を
遣
し
た
。
ま
た
「
此

方
「
か
ら
も
役
者「
こ
「
場
合
「
即
位
式
に
参
列
「
公
卿
・
官
人
を
指
す
か
「「
装
束
「
詳
細

を
書
い
て
遣
し
た
「
あ
る
。

続
く
条
で
は
「
女
官
は
か
つ
て
皆
中
国
風
「
礼
服
を
着
て
い
た
が
「
最
近
で
は
そ
れ

も
出
来
な
く
な
っ
た
「
説
き
「
「
上
今
回
御
即
位
が
あ
る
た
め
武
家
に
も
一
通
を
奉

る
「
「
記
し
「「
寛
永
廿
「
年「
月
日
を
欠
く
「「
「
従
一
位
康
道
「
「
署
名
を
加
え
て
い
る
。

右
「
「
別
「
「
奥
書
「
文
章
は
「
徳
川
美
術
館
「
「
寛
永
記
「
に
は
全
く
見
ら
れ
な

い
内
容
で
あ
り
「「
別
「
「
成
立
「
経
緯
を
物
語
っ
て
い
る
。
野
村
玄
氏
が
「
別
「
「

「
奥
書
に
示
さ
れ
て
い
る
経
緯
に
注
目
し
て
指
摘
す
る
よ
う
に
「
幕
府
「
使
者
は
康
道

「
外
に
も
「
儀
式
「
配
役
を
務
め
た
九
条
道
房「
一
六
〇
九
〜
四
七　

康
道
「
弟
に
あ
た
る
「

や
近
衛
尚
嗣「
一
六
二
二
〜
「
三
「ら
に
対
し
て
「
康
道
「
同
様
に
譲
位
式
「
次
第
や
絵

図
「
提
出
を
求
め
て
い
る
。「
右
御
即
位
一
冊
「
が
「
こ
「
「
別
「
「
一
冊
を
指
す
「

は
自
明
で
あ
る
「
し
て
も
「
徳
川
美
術
館
「
を
は
じ
め
「
す
る
「
寛
永
記
「
「
「
別
「
「

「
は
「
ど
「
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
「
で
あ
ろ
う
か
。

「
別
「
「
「
奥
書
は
「
当
初
一
体
「
な
っ
て
い
た
「
考
え
ら
れ
る
「
寛
永
記
「
も
含

め
た
「
寛
永
二
「
年
「
儀
式
記
録
全
体
に
対
し
て
付
い
て
い
た
奥
書
で
あ
っ
た
「
想
定

す
る
こ
「
も
可
能
で
あ
る
が
「
徳
川
美
術
館
「
に
は
甲
乙
「
巻
次
が
付
け
ら
れ
て
い

る
一
方
「「
別
「
「
に
は
丙
「
付
い
て
い
な
い
こ
「
か
ら
「
即
断
は
避
け
る
べ
き
で
あ

る
。「
寛
永
記
「
甲
乙
二
巻
は
「
紹
仁
親
王
「
元
服
「
儀
に
始
ま
り
「
明
正
天
皇
か
ら

後
光
明
天
皇
へ
「
譲
位
「
儀
式
で
終
わ
っ
て
い
る
た
め
「
後
光
明
天
皇
「
即
位
式
「
そ

「
前
後
「
儀
式
「
詳
細
を
欠
い
て
お
り
「
代
替
わ
り
儀
式
全
体
を
包
括
し
て
い
る
「
は

い
え
ず
「「
別
「
「
「
は
異
な
る
経
緯
で
成
立
し
た
別
系
統
「
書
物
「
考
え
ら
れ
る
。

一
方
「
徳
川
美
術
館
「
「
寛
永
記
「
か
ら
「
寛
永
二
「
年
に
行
わ
れ
た
一
連
「
儀
式
「

記
録
「
全
体
像
が
浮
か
び
上
が
ら
な
い
「
は
「「
別
「
「
「
内
容
を
欠
い
て
い
る
為
で

あ
る
。
こ
「
た
め
内
容
面
か
ら
推
測
す
る
「
が
よ
り
自
然
で
あ
ろ
う
。

な
お
諸
機
関
所
蔵
「
「
寛
文
記
「
に
は
「「
寛
永
記
「
「
「
別
「
「
に
相
当
す
る
独

自
「
内
容
を
持
っ
た
写
「
「
存
在
は
見
ら
れ
ず
「「
寛
文
記
「
全
文
も
し
く
は
一
部
「

写
「
で
あ
っ
た
。

「
寛
永
記
「「
寛
文
記
「
「
写
「
「
「
「
系
統
は
「
多
く
「
写
「
が
奥
書
を
欠
い
て
い

る
為
「
そ
「
成
立
事
情
や
写
「
相
互
「
前
後
関
係
や
系
統
を
明
ら
か
に
す
る
こ
「
は
困

難
で
あ
る
。
た
だ
し
「
寛
永
記
「「
寛
文
記
「
が
流
布
し
た
理
由
「
し
て
「
こ
れ
ら
「

儀
式
書
が「
場
合
に
よ
っ
て
は
部
分
的
な
が
ら
も
「「
詳
細
な
儀
礼
や
文
書
「
控
え
・
指
図

を
収
録
し
た
儀
式
書
「
し
て
優
れ
て
い
る
こ
「
に
加
え
「
元
服
に
当
た
っ
て
徳
川
家
康

か
ら
「
康
「
「
「
を
贈
ら
れ
「
朝
廷
「
「
老
「
し
て
君
臨
し
た
康
道
「
編
纂
で
あ
る
こ

「
に
「
後
「
時
代
「
公
家
社
会
「
中
に
お
い
て
も
権
威
が
認
め
ら
れ
て
い
た
た
め
「
推

測
さ
れ
る
。

・
徳
川
美
術
館
本
の
特
異
性

徳
川
美
術
館
「
「
特
異
性
「
し
て
「
写
「
「
体
裁
が
巻
子
装
で
あ
る
こ
「
に
注
目
し

た
い
。

「
6
「



尾
張
徳
川
家
「
来
「
即
位
之
記
「
に
つ
い
て「
「
「

一
一
「

現
存
す
る
写
「
「
ほ
ぼ
す
べ
て
が
袋
綴
じ
「
冊
子
「
で
あ
る
「
に
対
し
「
徳
川
美
術

館
「
が
採
ら
れ
て
い
る
巻
子
装
で
あ
る
理
由
「
し
て
「
天
皇
「
御
代
替
わ
り
儀
式
を
収

録
す
る
「
い
う
内
容
「
重
要
さ
・
貴
重
さ
「
「
「
期
保
管
を
目
的
「
し
た
上
製
「
で

あ
っ
た
こ
「
か
ら
「
巻
子
装
が
採
ら
れ
て
い
た
「
考
え
ら
れ
る
。
但
し
現
在
「
時
点
で

は
誰
が
製
「
に
携
わ
っ
た
か
「
尾
張
家
内
か
そ
れ
「
外
「
所
で
製
「
さ
れ
た
か
を
明
ら

か
に
す
る
こ
「
は
「
残
さ
れ
た
文
「
情
報
だ
け
で
は
推
測
は
難
し
い
。

徳
川
美
術
館
「
「
書
写
年
代
は
「
現
在
「
時
点
で
「
推
定
で
は
あ
る
が
「
「
文
「
筆

跡
「
書
風
や
料
紙
な
ど
か
ら
勘
案
す
る
に
「
「
「
世
紀
頃
「
筆
写
「
考
え
ら
れ
「
料
紙

は
徳
川
美
術
館
「
全
て
に
鳥
「
子
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
徳
川
美
術
館
「
全
文

が
一
人
「
人
物
に
よ
る
筆
跡
で
は
な
く
「
数
名
が
筆
写
に
参
加
し
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
。徳

川
美
術
館
「
「
即
位
之
記
「
「
書
写
に
当
た
っ
て
は
「
即
位
礼
「
い
う
朝
廷
儀
式

「
重
要
性
「
「
寛
永
記
「「
寛
文
記
「
「
豊
富
な
情
報
量
か
ら
「
披
閲
に
簡
便
な
装
幀

で
あ
る
冊
子
「
で
は
な
く
「
「
期
保
存
を
目
的
「
し
た
「
考
え
ら
れ
る
巻
子
装
が
選
ば

れ
た
「
推
測
さ
れ
る
。

な
お
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
に
は
「「
寛
永
記
「
「
抄
出
「
「
も
い
え
る
内
容
「
「
親

王
元
服
記
「
一
部
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
外
題
に
「
親
王
元
服
「
「
あ
る
が
「
単
な
る

親
王
元
服
儀
式
「
次
第
を
載
せ
る
だ
け
で
は
な
く
「「
寛
永
記
「
が
収
録
す
る
内
容
「

う
ち
「
紹
仁
親
王
元
服
次
第「
和
文
「・
親
王
行
啓
行
列
・
行
幸
次
第
・
御
譲
位
次
第
・

剣
璽
出
御
次
第
・
新
主
御
所
儀
・
新
帝
儀
・
剣
璽
渡
御
行
列
・
御
即
位
次
第
を
一
冊
に

収
録
す
る
。
跋
文
は
無
い
が
「
尾
張
家
初
代
「
直
「
蔵
書
印
「
御
「
「
が
第
一
頁
左
隅

に
捺
さ
れ
て
お
り
「
「
直
「
手
沢
「
で
あ
っ
た
「
判
る
。
尾
張
家
に
は
「
「
直
蔵
書
「

し
て
こ
「
「
親
王
元
服
記
「
が
「
ら
く
「
え
ら
れ
て
い
た
が
「
徳
川
美
術
館
「
が
「
親

王
元
服
記
「
に
収
録
す
る
内
容
を
遙
か
に
凌
ぐ
情
報
量
を
有
し
「
寛
文
三
年
「
霊
元
天

皇
「
即
位
記
録
を
併
せ
て
収
録
し
て
い
る
「
寛
永
記
「「
寛
文
記
「
が
「
尾
張
家
で
求

め
ら
れ
「
江
戸
時
代
後
期
「
降
に
蔵
書
に
加
え
ら
れ
た
「
で
は
な
か
ろ
う
か
。

五　

徳
川
美
術
館
本
「
即
位
之
記
」
の
考
察

徳
川
美
術
館
「
が
「
尾
張
家
で
占
め
た
で
あ
ろ
う
位
置
に
つ
い
て
「
考
察
を
試
み
た

い
。尾

張
家
に
徳
川
美
術
館
「
が
在
っ
た
こ
「
を
遡
っ
て
証
明
で
き
る
蔵
帳
が
「
今
「
「

こ
ろ
明
治
二
年「
一
「
六
九
「編
「
東
京
廻 

御
側
御
道
具
類
一
巻
「
一
冊「
什
器
旧
原
簿
第

二
「
号　

徳
川
美
術
館
蔵
「で
あ
る
こ
「
か
ら
「
「
来
「
由
緒
が
江
戸
時
代
後
期
「
降
に

限
定
さ
れ
る
「
は
第
一
章
「
「
書
「
書
誌
情
報
「
「
来
・
内
容
「
で
も
触
れ
た
通
り
で

あ
る
。
徳
川
美
術
館
「
に
は
恒
川
了
盧「
古
筆
家
九
代
了
意
「
高
弟
で
尾
張
家
に
仕
え
た
「「

極
札
が
附
属
す
る
こ
「
か
ら
「
江
戸
時
代
後
期
に
は
徳
川
美
術
館
「
各
巻
「
外
題
「
筆

跡
が
二
条
康
道
「
真
蹟
「
し
て
周
知
さ
れ
「
徳
川
美
術
館
「
が
二
条
康
道
「
外
題
を
付

し
た
写
「
「
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
「
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
閲
覧
用
「
し
て

家
臣
「
披
見
に
供
さ
れ
る
写
「
「
「
り
わ
け
国
学
「
調
査
に
従
事
し
た
家
臣
に
貸
与
す

る
た
め
に
備
え
ら
れ
た
可
能
性
を
も
視
野
に
入
れ
る
べ
き
だ
が
「
尾
張
家
当
主
「
側
近

く
置
か
れ
て
い
た
宝
物
を
収
録
し
た
「
東
京
廻 

御
側
御
道
具
類
一
巻
「
に
徳
川
美
術

館
「
が
収
録
さ
れ
た
理
由
は
「
こ
「
一
点
に
あ
っ
た
「
推
測
さ
れ
る
。

そ
も
そ
も
当
事
者
「
し
て
即
位
礼
「
儀
式
に
携
わ
る
公
家
や
「
儀
式
挙
行
「
た
め
経

済
支
援
を
行
う
側
で
あ
る
江
戸
「
将
軍
家
や
幕
閣
で
も
な
い
尾
張
家
が
徳
川
美
術
館
「

を
収
集
す
る
こ
「
は
「
大
名
一
個
人
「
好
学
「
い
う
理
由
「
外
に
説
明
は
付
か
な
い
「

考
え
ら
れ
る
。

大
名
家
「
故
実
書
「
関
わ
り
で
は
「
水
戸
家
二
代
「
光
圀「
一
六
二
「
〜
一
七
〇
〇
「が



尾
張
徳
川
家
「
来
「
即
位
之
記
「
に
つ
い
て「
「
「

一
一
九

彰
考
館
「
事
業
「
し
て
『
礼
儀
類
典
』
「
一
四
巻
「
編
纂
を
手
が
け
「
ま
た
紀
伊
家
「

付
家
老
で
紀
伊
国
新
宮
水
野
家
九
代
「
忠
央「
一
「
一
四
〜
六
「
「が
自
身
「
収
集
書
を

印
刷
・
刊
行
し
た『
丹
鶴
叢
書
』百
「
「
二
冊
「
な
か
に『
北
「
抄
』や『
正
中
御
飾
記
』

『
後
水
尾
院
当
時
年
中
行
事
』
「
い
っ
た
故
実
書
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
「
大
名
間

で
有
職
故
実
「
書
物
へ
「
関
心
が
持
た
れ
て
い
た
事
例
が
あ
る
。
福
井
久
蔵
は
『
諸
大

名
「
学
術
「
文
芸
「
研
究
』「
諸
侯
「
國
學
「
「
な
か
で
「
公
家
有
職
に
関
心
を
示
し
「

ま
た
著
書
を
残
し
た
将
軍
・
大
名
や
大
名
家
臣
・
幕
臣
「
し
て
次
「
人
名
を
挙
げ
て
い

る「
掲
載
順
「。

徳
川
光
圀「
水
戸
家
二
代
「　

安
藤
為
実「
水
戸
家
家
臣
・
彰
考
館
総
裁
「

徳
川
吉
宗「
「
代
将
軍
「　

浅
井
奉
政「
幕
臣
「　

徳
川
宗
武「
田
安
家
初
代
「

松
平
定
信「
陸
奥
白
河
藩
三
代
「　

戸
田
忠
寛「
「
野
宇
都
宮
藩
初
代
「

福
井
は
徳
川
光
圀
「
『
礼
儀
類
典
』
事
業
を
例
に
挙
げ
「「
朝
儀
典
禮
に
関
し
て
は

公
卿
「
管
し
た
る
「
こ
ろ
な
り
し
が
「
「
公
「
撰
著
な
ど
に
刺
激
せ
ら
れ
「
幕
臣
に
も

漸
次
こ
「
方
面
に
研
究
を
向
く
る
も
「
を
生
じ
た
り
。「
「
「
「
来
公
卿
が
「
統
「
し

て
「
え
て
い
た
有
職
故
実
「
そ
「
研
究
を
「
光
圀
が
事
業
「
し
て
「
り
あ
げ
た
こ
「
に

よ
っ
て
「
後
続
「
将
軍
「
「
大
名
・
幕
臣
ら
「
好
学
を
も
た
ら
し
た
「
し
て
い
る
。
ま

た
江
戸
時
代
後
期
「
肥
前
国
平
戸
松
浦
家
九
代
「
静
「「
一
七
六
〇
〜
一
「
四
一
「が
隠
居

後
に
執
筆
し
た
随
筆
『
甲
子
夜
話
』
「
な
か
で
「
大
御
所
徳
川
家
斉「
「
一
代
将
軍
「や

「
二
代
将
軍
徳
川
家
慶
ら
が
江
戸
城
で
「
年
始
「
儀
式
に
着
け
た
装
束
「
色
目
な
ど

を
繰
り
返
し
記
録
し
て
お
り
「
大
名
間
で
は
公
家
「
有
職
故
実
に
関
心
が
も
た
れ
て
い

た
一
端
が
知
ら
れ
る
。
尾
張
家
に
お
い
て
は
「
幕
末
「
「
四
代
慶
勝
「
前
「
歴
代
は
「

「
三
代
慶
臧
が
「
四
歳
「
「
二
代
斉
荘
が
三
「
六
歳
「
「
若
年
で
世
を
去
る
当
主
が
い

た
こ
「
も
あ
っ
て
「
彼
ら
が
朝
廷
「
儀
礼
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
明
ら

か
で
は
な
い
。

「
四
代
慶
勝
は
嘉
永
二
年「
一
「
四
九
「に
数
え
年
二
「
六
歳
「
時
に
分
家
「
高
須
松

平
家
か
ら
「
家
「
家
督
を
相
続
し
た
。
慶
勝
「
親
類
縁
者
「
し
て
は
「
母
「
規
姫「
水
戸

徳
川
家
治
紀
女
「「
姉
妹
に
二
条
斉
信
正
室
「
な
っ
た
従
子
「
鷹
司
政
通
正
室
「
な
っ
た

鄰
姫
が
い
て
「
慶
勝
か
ら
見
る
「
叔
母
に
あ
た
る
こ
「
か
ら
「
慶
勝
「
公
家
「
「
距
離

は
近
か
っ
た
「
考
え
ら
れ
「
慶
勝
が
朝
廷
「
儀
礼
に
関
心
を
も
っ
た
一
人
で
あ
っ
た
「

指
摘
で
き
よ
う
。

「
寛
永
記
「「
寛
文
記
「
「
成
立
し
た
江
戸
時
代
前
期
は
「
戦
国
時
代
に
断
絶
し
た

朝
廷
儀
式
が
「
興
さ
れ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
後
水
尾
天
皇
「
在
位
中
に
は
後
七
日

御
修
法「
元
和
九
年
・
一
六
二
三
「「
後
光
明
天
皇
在
位
中
に
は
神
宮
例
幣「
正
保
四
年
・

一
六
四
七
「「
霊
元
天
皇
「
在
位
中
は
石
清
水
放
生
会「
延
宝
七
年
・
一
六
七
九
「「
立
太
子

礼「
天
和
三
年
・
一
六
「
三
「が
「
興
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
二
百
二
「
一
年
「
中
断
を
経

て
「
貞
享
四
年「
一
六
「
七
「に
「
興
さ
れ
た
東
「
天
皇
「
大
嘗
会
は
「
江
戸
時
代
前
期

に
「
興
さ
れ
た
儀
式
「
集
大
成
「
も
い
え
る
。
ま
た
「
禁
中
並
公
家
中
諸
法
度
「
に

よ
っ
て
「
公
家
各
家
が
「
え
て
き
た
家
業
に
励
む
よ
う
幕
府
か
ら
奨
励
さ
れ
た
ほ
か
「

江
戸
時
代
初
期
か
ら
公
家
に
入
門
し
て
和
歌
や
蹴
鞠
な
ど
を
学
ぶ
大
名
が
少
な
く
な

か
っ
た
。
こ
れ
に
加
え
「
大
名
や
武
士
「
縁
戚
関
係
「
な
る
公
家
「
事
例
が
増
え
て
く

る
。
こ
「
よ
う
な
機
会
や
要
因
「
重
な
り
に
よ
っ
て
「
天
皇
お
よ
び
公
家
を
中
心
「
す

る
王
朝
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
的
な
機
運
が
高
ま
っ
た
こ
「
が
注
目
さ
れ
る
。
徳
川
美
術
館
「

を
含
む
「
寛
永
記
「「
寛
文
記
「
「
製
「
背
景
に
は
「
「
上
「
よ
う
な
有
職
故
実
に
対

す
る
宮
廷
内
「
関
心
「
高
ま
り
を
考
慮
に
入
れ
て
「
「
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
「
思

わ
れ
る
「
で
あ
る
。

「
7
「「

9
「



尾
張
徳
川
家
「
来
「
即
位
之
記
「
に
つ
い
て「
「
「

一
二
〇

お　

わ　

り　

に

ま
ず
「
寛
永
記
「「
寛
文
記
「
に
つ
い
て
「
拙
稿
「
上
「「
「
「
に
お
い
て
明
ら
か
に

で
き
た
点
を
整
理
し
て
次
に
掲
げ
る
。

「
寛
永
記
「「
寛
文
記
「
は
「
成
立
事
情
を
示
す
識
語
が
無
い
た
め
「
成
立
年
代
は
明

ら
か
で
は
な
い
が
「「
寛
永
記
「
は
後
光
明
天
皇
「
即
位
「
儀
「
行
わ
れ
た
寛
永
二
「

年
「
後
程
な
く
「
ま
た
「
寛
文
記
「
は
「
霊
元
天
皇
「
即
位
式
「
行
わ
れ
た
寛
文
三
年

「
後
程
な
く
編
集
・
成
立
し
た
「
考
え
ら
れ
る
。「
寛
永
記
「「
寛
文
記
「
「
成
立
理
由

「
し
て
は
「
二
条
康
道
・
光
平
父
子
お
よ
び
そ
「
周
辺
で
「
儀
式
記
録
集
成
を
自
家
に

備
え
る
目
的
が
あ
っ
た
「
思
わ
れ
る
。

「
寛
永
記
「「
寛
文
記
「
に
は
「
後
光
明
天
皇
「
霊
元
天
皇
「
皇
位
継
「
儀
式
「
式
次

第
「
「
も
に
「
文
書
類
お
よ
び
行
列
や
式
場
「
な
っ
た
殿
舎
「
指
図
が
収
録
さ
れ
て
お

り
貴
重
で
あ
る
。

『
国
書
総
目
録
』
に
よ
る
「
「
康
道
公
記
「
「
し
て
は
写
「
三
「
三
部
が
確
認
さ
れ

て
い
る
が
「
こ
「
う
ち
「
寛
永
記
「「
寛
文
記
「
「
写
「
は
二
「
六
部
で
あ
る
。
徳
川

美
術
館
「
「
同
分
量
を
収
録
す
る
写
「
は
無
く
「
そ
「
多
く
が
全
体
「
一
部
分
に
「
ど

ま
っ
て
い
る
例
が
多
い
。

諸
機
関
所
蔵
「
写
「
二
「
六
部
「
う
ち
「「
寛
永
記
「
「
「
後
編
「
に
相
当
す
る
内

容
を
持
っ
た
写
「
「
別
「
「
が
存
在
し
「「
寛
永
記
「
乙
巻
に
収
録
さ
れ
た
儀
式
次
第

「
続
き
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。「
別
「
「
成
立
事
情
を
示
す
文
章
や
奥
書
を
も
ち
「
か

つ
て
「
寛
永
記
「
「
一
体
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
「
今
後
「
「
「
が
必
要

で
あ
ろ
う
。

続
い
て
徳
川
美
術
館
「
に
つ
い
て
明
ら
か
に
で
き
た
点
「
な
ら
び
に
今
回
考
察
し
た

点
を
整
理
し
て
掲
げ
る
。

徳
川
美
術
館
「
各
巻
巻
頭
「
内
題
「
「
に
記
さ
れ
た
「
従
一
位
康
道
記
之
「
「
筆
跡

「
「
「
文
「
は
異
な
っ
て
お
り
「
現
存
す
る
康
道
「
他
「
筆
跡
「
比
較
し
て
も
康
道
「

自
筆
「
は
い
い
が
た
く
「
康
道
風
「
筆
跡
「
解
さ
れ
る
。

徳
川
美
術
館
「
が
巻
子
「
で
あ
る
「
も
「
そ
「
他
「
写
「
が
全
て
冊
子
「
で
あ
る
「

「
鮮
や
か
な
対
照
を
な
す
。
徳
川
美
術
館
「
が
巻
子
「
で
あ
る
理
由
は
「
天
皇
「
御
代

替
わ
り
儀
式
を
収
録
す
る
「
い
う
内
容
「
貴
重
性
・
重
要
性
「
「
「
期
保
管
を
目
的
「

し
た
上
製
「
で
あ
っ
た
可
能
性
が
推
測
さ
れ
る
。

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
が
収
蔵
す
る
「
親
王
元
服
記
「
一
部
は
「「
寛
永
記
「
「
抄
出

「
「
も
い
う
べ
き
内
容
で
「
尾
張
家
初
代
「
直
「
手
沢
「
で
あ
っ
た
。
徳
川
美
術
館
「

は
「
親
王
元
服
記
「
を
補
完
し
て
余
り
あ
る
内
容
で
あ
る
こ
「
か
ら
「
尾
張
家
で
必
要

「
さ
れ
「
蔵
書
に
加
え
ら
れ
た
「
推
測
す
る
。

ま
た
徳
川
美
術
館
「
が
尾
張
家
に
入
っ
た
「
は
江
戸
後
期
「
降
「
推
測
さ
れ
「
「
四

代
慶
勝
「
時
期
に
当
た
り
「
尾
張
家
に
徳
川
美
術
館
「
が
「
え
ら
れ
る
に
あ
た
っ
て

は
「
母
方
「
姉
妹
に
二
条
家
や
鷹
司
家
に
嫁
い
だ
女
性
が
い
た
こ
「
か
ら
「
「
四
代
慶

勝
が
二
条
康
道
「
著
「
で
あ
る
徳
川
美
術
館
「
に
関
心
を
抱
い
た
一
人
「
し
て
可
能
性

を
指
摘
で
き
よ
う
。

「
上
「
点
を
明
ら
か
に
し
「
ま
た
指
摘
し
た
が
「
「
文
中
に
も
挙
げ
た
通
り
「
「
「

が
必
要
な
点
も
少
な
く
な
い
。

後
光
明
天
皇
「
霊
元
天
皇
「
皇
位
継
「
儀
式
は
「
先
帝
崩
御
で
は
な
く
生
前
譲
位
で

行
わ
れ
た
儀
式
で
あ
っ
た
こ
「
に
加
え
「
江
戸
幕
府
確
立
後
に
行
わ
れ
た
儀
式
「
し
て



尾
張
徳
川
家
「
来
「
即
位
之
記
「
に
つ
い
て「
「
「

一
二
一

は
「
用
意
周
到
に
準
備
が
行
わ
れ
た
こ
「
か
ら
「
そ
「
後
参
考
に
す
べ
き
吉
例
「
さ
れ

た
「
考
え
ら
れ
「
こ
「
二
代
「
儀
式
記
録
が
二
条
康
道
周
辺
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
て
残

さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
両
天
皇
は
「
後
水
尾
上
皇
「
皇
子
「
し
て
誕
生
し
た
が
「
践

祚
準
備
「
段
階
で
東
福
門
院
「
養
子
「
し
て
即
位
し
た
た
め
「
東
福
門
院
が
国
母
「
地

位
に
あ
っ
た
こ
「
が
「
皇
位
継
「
儀
式
を
行
う
に
あ
た
っ
て
も
幕
府
「
支
援
を
有
利
に

し
た
「
で
あ
ろ
う
。

近
年
著
し
い
朝
幕
関
係
「
研
究
「
蓄
積
「
共
に
「
徳
川
美
術
館
「
を
含
め
た
「
寛
永

記
「「
寛
文
記
「
を
材
料
「
し
て
「
儀
礼
方
面
「
研
究
や
二
条
家
を
含
む
摂
家
「
家
業

に
つ
い
て
「
研
究
「
進
展
「
な
ら
び
に
新
史
料
「
さ
ら
な
る
発
掘
を
期
待
し
た
い
。

「
9
「

「
10
「

註「
1
「　
『
金
鯱
叢
書
』
第
四
「
「
輯　

徳
川
黎
明
会　

平
成
三
「
年
三
月
。

「
2
「　
『
補
訂
版
国
書
総
目
録
』
岩
波
書
店　

一
九
七
一
年
一
月
。

「
3
「　
『
国
書
総
目
録
』
で
は
徳
川
美
術
館
「
を
日
記
に
分
類
し
て
い
る
が
「
正
確
に
は
「
儀
式

書
「「
有
職
故
実
書
「
に
相
当
す
る
。

「
4
「　

寛
永
「
九
年
「
日
記
に
は
「
記
主
「
二
条
康
道
が
後
光
明
天
皇
「
即
位
「
準
備
「
た
め
「

天
皇
「
礼
服
や
即
位
用
「
調
度
「
調
査
を
「
科
言
総
に
命
じ
た
大
部
「
記
事「
二
月
二
「
三

日
条
「が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
即
位
式
用
「
調
度
「
詳
細
は
「「
寛
永
記
「
「
文
に
は
直
接
登

場
し
な
い
が
「
翌
年
挙
行
さ
れ
た
即
位
式
で
実
際
に
使
用
さ
れ
た
調
度
「
詳
細
な
内
容
を
知

る
こ
「
が
出
来
る
。

　

こ
「
こ
「
か
ら
「
失
わ
れ
て
現
存
し
な
い
康
道
が
記
し
た
寛
永
二
「
年
「
日
記
が
「「
寛

永
記
「
「
記
述
を
補
完
し
た
可
能
性
が
あ
っ
た
「
考
え
ら
れ
「
散
逸
が
惜
し
ま
れ
る
。

「
5
「　

慶
安
「
年
三
月
朔
日
か
ら
六
日
ま
で
「
記
事
は
後
光
明
天
皇
「
即
位
記
事
「
は
無
関
係
「

内
容
で
あ
る
が
「
六
日
「
記
事
「
後
に
「
御
即
位
次
第　

無
叙
位
儀
「
を
収
録
す
る「
但
し

式
次
第
「
後
半
を
欠
く
「。

「
6
「　

野
村
玄
「
後
光
明
天
皇
「
即
位
「
江
戸
幕
府
「「『
日
「
近
世
国
家
「
天
皇
』
清
文
堂
出
版

　

二
〇
〇
六
年
「
月
「。
同
氏
に
よ
る
「
「
林
羅
「
は
明
正
天
皇
「
譲
位
翌
日
「
「
月
四
日

に
鹿
苑
寺
住
職
「
鳳
林
「
章
に
面
会
し
「
譲
位
「
儀
「
記
録
類
「
閲
覧
を
鳳
林
「
章
や
そ
「

実
家
で
あ
る
公
家
・
勧
修
寺
家
に
申
し
出
て
「
記
録
類
を
取
り
ま
「
め
て
渡
す
よ
う
に
「
述

べ
て
い
る
。
ま
た
幕
府
「
使
者
「
一
人
吉
良
「
弥
も
近
衛
尚
嗣
や
九
条
道
房「
近
衛
・
九
条

「
も
「
儀
式
を
指
揮
す
る
内
弁
を
務
め
た
「に
書
状
を
送
り
「
譲
位
式
関
係
記
録
を
江
戸
幕

府
に
送
る
「
で
「
取
り
ま
「
め
て
吉
良
「
許
に
送
る
よ
う
に
「
指
示
を
出
し
て
い
る
。

「
7
「　

福
井
久
蔵
『
諸
大
名
「
学
術
「
文
芸
「
研
究
』
厚
生
閣　

一
九
三
七
年
「
月
。

「
8
「　

松
浦
静
「
『
甲
子
夜
話
5　

東
洋
文
庫
三
二
一
』
平
凡
社　

一
九
「
九
年
三
月
初
版
第
「

刷
。

「
9
「　

主
な
先
行
研
究
「
し
て
「
次
「
図
書
を
挙
げ
る
。

・
辻
達
也
編
『
日
「
「
近
世
第
2
巻　

天
皇
「
将
軍
』　

中
央
公
論
社　

一
九
九
一
年
九
月
。

・
高
埜
利
彦
『
日
「
史
リ
ブ
レ
ッ
ト
36
江
戸
幕
府
「
朝
廷
』　

「
川
出
版
社　

二
〇
〇
一
年

「
月
。

・
橋
「
政
宣
『
近
世
公
家
社
会
「
研
究
』　

吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
二
年
「
二
月
二
「
日
。

・
藤
田
覚
『
天
皇
「
歴
史
6
巻　

江
戸
時
代
「
天
皇
』　

講
談
社　

二
〇
一
一
年
六
月
。

「
10
「　

一
例
を
挙
げ
る
「
「
平
成
三
「
一
年
一
月
に
京
都
国
立
博
物
館
で
初
公
開
「
「
霊
元
天
皇

即
位
・
後
西
天
皇
譲
位
図
屛
風
「「
狩
野
永
納
筆
「は
「
徳
川
美
術
館
「
「
寛
文
記
「
が
収
録

す
る
後
西
天
皇
「
譲
位
儀
「
霊
元
天
皇
「
即
位
儀
を
主
題
「
し
た
屛
風
で
あ
る
。
「
者
「
狩

野
永
納
は
九
条
家
「
関
係
が
あ
っ
た
こ
「
か
ら
「
こ
「
屛
風
も
九
条
道
房「
二
条
康
道
「
実

兄
「「
「
関
係
が
「
「
嵐
公
一
氏「
大
阪
芸
術
大
学
教
授
「に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る「
特
集

展
示
「
初
公
開
！
天
皇
「
即
位
式
「
配
布
チ
ラ
シ
掲
載
文
「。
「
稿
で
は
こ
「
屛
風
に
つ
い

て
触
れ
る
こ
「
が
出
来
な
か
っ
た
が
「
「
屛
風
「
描
写
場
面
「
「
寛
文
記
「
「
文
「
「
内
容

比
較
や
場
面
選
択
「
ま
た
描
く
「
を
は
ば
か
る
「
が
通
例
「
「
天
皇
「
高
御
座
上
で
「
容
貌

を
描
く
な
ど
「
儀
式
を
描
い
た
絵
画
資
料
「
し
て
希
少
か
つ
貴
重
な
存
在
「
い
え
よ
う
。

　

東
京
藝
術
大
学
美
術
館
蔵
「
探
幽
縮
図
「
二
巻
に
は
「「
霊
元
天
皇
即
位
・
後
西
天
皇
譲

位
図
屛
風
「
「
同
様
「
後
西
天
皇
「
譲
位
「
霊
元
天
皇
「
即
位
「
儀
式
「
場
面
を
複
数
収
録

し
「
し
か
も
こ
「
屛
風
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
場
面
を
収
録
し
て
お
り
「
「
稿
で
は
触
れ
る

こ
「
が
出
来
な
か
っ
た
が
「「
寛
文
記
「
「
文
「
「
内
容
比
較
や
場
面
選
択
「
「
例
「
し
て

貴
重
な
存
在
「
い
え
よ
う
。
東
京
藝
術
大
学
美
術
館
蔵
「
探
幽
縮
図
「
二
巻
に
つ
い
て
は
「

河
野
元
昭
「
資
料
紹
介
「
探
幽
縮
図
」「
東
京
芸
術
大
学
資
料
館
蔵
「』「「『
美
術
史
論
叢
』
9



尾
張
徳
川
家
「
来
「
即
位
之
記
「
に
つ
い
て「
「
「

一
二
二

　

東
京
大
学
文
学
部
美
術
史
研
究
室　

一
九
九
三
年
三
月
「を
参
看
し
た
。
東
京
藝
術
大
学

美
術
館
蔵
「
探
幽
縮
図
「
「
河
野
氏
「
資
料
紹
介
は
「
徳
川
美
術
館
学
芸
員
「
加
藤
祥
平
氏

よ
り
御
教
示
を
得
た
。

「
美
術
館　

學
藝
員
「
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Introduction of Historical Material

Research Notes on “Sokui-no-ki” (II)
NAMIKI Masashi

In follow-up of Part I, appearing in “Kinko Sōsho” No. 45 (issued on March 30, 2018), this 
issue further examines the records of the enthronement ceremony of Emperor Gokōmyō, 
known as the “Kan’ei-ki,” and the enthronement ceremony of Emperor Reigen, known as 
the “Kanbun-ki,” which together comprise the “Sokui-no-ki” record that was passed down 
in the Owari Tokugawa family (hereinafter referred to as the Tokugawa Art Museum 
version). According to the “Kokusho Sōmokuroku” comprehensive catalogue of pre-modern 
manuscripts, ten manuscripts containing both the “Kan’ei-ki” and “Kanbun-ki,” and sixteen 
single manuscripts of either the “Kan’ei-ki” or “Kanbun-ki” are known to exist. No other 
manuscript transcribing the same amount of text as the Tokugawa Art Museum version 
could be identified. In addition, there is a manuscript in the Cabinet Library (Naikaku 
Bunko) Collection of the National Archives of Japan with additional content that should 
be considered a variant version, or “beppon,” and attention is given to the content that 
complements the “Kan’ei-ki“ text of the Tokugawa Art Museum version. The Tokugawa 
Art Museum version is a rare book mounted in handscroll format, which is unlike any of the 
other manuscripts, and it is pointed out that the Owari Tokugawa family may have acquired 
it in the late Edo period. Since the signature of Nijō Yasumichi at the beginning of each 
scroll was considered to be the authentic autograph of Yasumichi, in the latter part of the 
Edo period, the manuscript was considered an important book that was kept close at hand 
by the Lord of the Owari Tokugawa family.

and Flowers of the Four Seasons (Important Cultural Property, Tokyo National Museum) on 
Tan’yū’s left screen. By way of context for that infl uence, it confi rms that regard for the art 
of Sesshū and Lü Ji had been increasing beginning in around the middle of the 17th century.

The article also considers the infl uence Lü Ji’s bird and fl ower paintings on Tan’yū’s work. 
Tan’yū not only referenced many of Lü Ji’s bird and fl ower motifs, but he also incorporated 
Lü’s compositions in his paintings. For example, the compositional structure involving trees 
and rocks drawn in thick black lines at the edges of the picture and flowers and birds 
delicately drawn in the center of the picture, producing an eff ect like a picture frame, is 
shared by Lü Ji’s Birds and Flowers of the Four Seasons (Tokyo National Museum) and 
Tan’yū’s Birds and Flowers of the Four Seasons (1672, Eihei-ji Temple). The author also 
points out that this composition method was frequently used by Tan’yū from his fifties 
onward and further that this method was inherited in works by other Kanō School artists 
from Tan’yū’s time onward.

The ɪˡˡusｔｒaｔeｄ ʜanｄsｃｒoˡˡ oｆ Tｒue Ｖiew oｆ ｔhe Tsukiji Ｅsｔaｔe wiｔh Ｐˡanｔs︐ ɪnseｃｔs 
anｄ Ｆish

ANDŌ Kaori
The Tokugawa Art Museum collection Illustrated Handscroll of True View of the Tsukiji 

Estate with Plants, Insects and Fish is a handscroll featuring actual views of the Owari 
Tokugawa family’s storehouse estate located in Tsukiji, Kobiki-chō, Edo, at the beginning 
and end of the scroll, with sketches of plants, insects and fi sh between them.

This article traces the historical transition of the Tsukiji storehouse estate through 
various materials such as old records and pictorial maps. Regarding the scenes of the 
estate, it demonstrates that the work attempts to recreate the beautiful and spacious view 
of Tsukiji, that it symbolically references the fishing industry that was the pride of the 
storehouse estate, and further that it emphasizes the eight-span bridge that was a highlight 
of the Tsukiji estate. Regarding the sketches, the article suggests that the illustrations were 
based on direct observation due to the level of detail and vivid depictions of the color, form, 
and texture of each organism. It also argues that the work is further based on traditional 
painting subjects, demonstrating how they intersect with sketches from life and illustrated 
catalogues of natural history.

The composition of this work was developed in such a way that viewers are fi rst invited 
into the gardens of the Owari family through the true view scene at the opening of the 
scroll, which depicted the storehouse estate, then, after encountering the various attractive 
living organisms that are found on the estate grounds, they are shown the expansive 
scenery of Edo Bay at the end of the scroll. In this way, the artist’s intention to highlight 
the appeal of the Tsukiji storehouse estate and render it as a “famous estate” can be seen 
throughout. Considering that it is reasonable to assume that the scroll was produced in the 
fi rst half of the 19th century, the article also proposes the possibility that it was produced in 
the 2nd quarter of the 19th century when development of the Tsukiji storehouse estate was 
advancing.
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This article traces the historical transition of the Tsukiji storehouse estate through 
various materials such as old records and pictorial maps. Regarding the scenes of the 
estate, it demonstrates that the work attempts to recreate the beautiful and spacious view 
of Tsukiji, that it symbolically references the fishing industry that was the pride of the 
storehouse estate, and further that it emphasizes the eight-span bridge that was a highlight 
of the Tsukiji estate. Regarding the sketches, the article suggests that the illustrations were 
based on direct observation due to the level of detail and vivid depictions of the color, form, 
and texture of each organism. It also argues that the work is further based on traditional 
painting subjects, demonstrating how they intersect with sketches from life and illustrated 
catalogues of natural history.

The composition of this work was developed in such a way that viewers are fi rst invited 
into the gardens of the Owari family through the true view scene at the opening of the 
scroll, which depicted the storehouse estate, then, after encountering the various attractive 
living organisms that are found on the estate grounds, they are shown the expansive 
scenery of Edo Bay at the end of the scroll. In this way, the artist’s intention to highlight 
the appeal of the Tsukiji storehouse estate and render it as a “famous estate” can be seen 
throughout. Considering that it is reasonable to assume that the scroll was produced in the 
fi rst half of the 19th century, the article also proposes the possibility that it was produced in 
the 2nd quarter of the 19th century when development of the Tsukiji storehouse estate was 
advancing.



established by a leading fi gure in the sword fi eld sometime after World War II.
Moreover, it considers the inscriptions of both swords as historical documents and 

demonstrates that from the extended inscription of the “Honsaku Chōgi” sword (which is 
comprised of an additional 58 characters) it is possible to determine that around the time 
of the Battle of Odawara, the Nagao family had been subordinate to the Yura family, a 
prestigious clan in the same Kantō region and that the family name may also have survived 
even after that battle.

On the Subjects of the Ｐoｒｔｒaiｔ oｆ ʜonｄa ʜeihaｃhiｒō Folding Screen
YOSHIKAWA Miho

The Important Cultural Property two-panel folding screen Portrait of Honda Heihachirō in 
the collection of the Tokugawa Art Museum is a masterpiece of genre painting representing 
the Kan’ei era (1624‒1644) depicting an exchange of letters. It is a valuable work as it is 
confi rmed from written records that it was owned by the Owari Tokugawa family in the 
late Edo period under the title Portrait of Honda Heihachi. A theory has been proposed that 
of the six men and women in the image, the young man on the left is thought to be Honda 
Tadatoki (1596‒1626) based on the traditional title of “Honda Heihachirō” ascribed to the 
screen, and the woman on the right wearing a kosode robe with Tokugawa crests is thought 
to be the fi rst daughter of Tokugawa Hidetada, who became Senhime (1597‒1666), Tadatoki’s 
offi  cial wife. However, there is another theory that this specious attribution based on the 
couple’s noted romance, and the actual subject of the image has not been fi rmly established.

This article examines the rank and age of the fi gures in the image based on the customs 
and historical documentation of samurai families of that time and determines that the 
woman wearing the kosode robe with the Tokugawa crest would have been a married 
woman of the Tokugawa family and proposes that Senhime was the only woman who met 
this requirement. On the other hand, it is diffi  cult to believe that the young man is Honda 
Tadatoki because of the way he wears his hair with the forelocks still intact in the manner 
of a youth not yet come of age, which also creates a sense of incongruity to the pairing of the 
man and woman. In 1629 (Kan’ei 6), after Tadatoki’s death, Senhime (age 33) was presented 
with a marriage proposal to her nephew Maeda Mitsutaka (age 15). The author proposes the 
theory that by representing Tadatoki as a youthful fi gure, the painting is layering his image 
with that of Mitsutaka in order to encourage the idea of Senhime’s remarriage to the young 
Mitsutaka.

Ｆoˡｄing Ｓｃｒeens wiｔh ʙiｒｄs anｄ Ｆˡoweｒs oｆ ｔhe Ｆouｒ Ｓeasons by Kanō Tanʼyū
KATŌ Shōhei

This article focuses on the work Folding Screens with Birds and Flowers of the Four 
Seasons (Tokugawa Art Museum) by Kanō Tan’yū (1602‒1674), which was handed down 
in the Owari Tokugawa family and is estimated to have been painted around 1654 to 1661 
based on the style of signature. In particular, it indicates the infl uence of the court painter 
Lü Ji, who was active during the Hongzhi era (1488‒1505) of the Ming Dynasty in China, on 
Tan’yū’s work.

First, the article points out the influence of Sesshū’s Folding Screens with Birds and 
Flowers of the Four Seasons (Important Cultural Property, The Maeda Ikutokukai 
Foundation) on the right screen of Tan’yū’s pair and the “Winter Scene“ from Lü Ji’s Birds 

Introduction of Historical Material

A study on a development of rice paddy fi elds and its history origins in mountain villages 
of the Akita Domain in the 19th century, and an introduction of related historic materials

KATŌ Morihiro, HAGA Kazuki, WATANABE Keiichi
The purpose of this study was to bring ancient writings owned by MINATO Eikou into 

print and analyze their contents. As a result of the study, the following points were clarifi ed.  
Ancestors of the Minato family served as a kimoiri (a person in the post of village head) in 
Arase village in the Edo period.

During the Edo period, forestry and hunting activities were performed in Arase, one of 
the typical mountain villages.

Although not much attention was devoted to the subject in traditional studies, the 
inhabitants of Arase village were also active in agriculture.

In particular, the ancestors of the Minato family developed considerable rice paddy 
acreage, and for this purpose constructed a long irrigation canal.

These accomplishments were handed down to the present through historic writings and 
epigraphs.

Articles

A Reconsideration of the Transmission of the Kaｔana Swords Known as “Honsaku Chōgi” 
and “Yamanba-giri”

HARA Fumihiko
The sword inscribed “Honsaku Chōgi ... (remainder omitted)” purchased by the Third Lord 

of Owari, Tokugawa Tsunanari, in 1681 (Enpō 9) was formerly owned by Nagao Akinaga, 
who served the Odawara-Hōjō family. It is known from the long inscription that it had 
been in the possession of Akinaga during the conquest and siege of Odawara by Toyotomi 
Hideyoshi in 1590 (Tenshō 18) and that a later inscription was added by the swordsmith 
Kunihiro, who had been invited to the Kantō region. In addition, there is another sword 
known as “Yamanba-giri” (private collection) that Kunihiro is said to have copied from this 
“Honsaku Chōgi” sword around the same time.

The title “Yamanba-giri“ (literally, “Mountain hag-killer”) is said to be derived from the 
fact that the owner had used it to kill Yamanba, the demon hag of the mountains, and was 
a name given to the private collection sword. However, it is commonly accepted in current 
sword scholarship circles that the original “Honsaku Chōgi” sword was originally itself 
known as “Yamanba-giri” and that the sword in the private collection was a complete copy 
of that work, including its title.

This article examines the history and stewardship of “Honsaku Chōgi,” looking back at 
the contents of the Owari family collection records and clarifying that the “Honsaku Chōgi” 
sword had not, in fact, previously been known by the title “Yamanba-giri.”

Next, it explores the transmission of the private collection sword known as “Yamanba-
giri” and the route to its rediscovery in modern times. In addition, it investigates the roots of 
the name from historical documents and reveals that an erroneous legend of its origin was 
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Research Note

A Study on a production of forest products of Kashimo village focusing on the production 
of Kushiki timber (wooden comb materials) by examining writings of the Naiki family

KAYABA Masahito
This paper studied writings from the Naiki family, who served as an Oｙamamori 

(administrator) for Miure & Three villages in the Edo period, focusing particularly on 
production of Kushiki timber among the productions of forest products in Noshu Three 
Villages, including Kashimo village. The three villages were Kawaue, Tsukechi and Kashimo, 
located on the southwestern slope of Mt. Kiso. As the result of study, the following were 
clarifi ed.

1. The production of combs boomed at post-towns of the Kiso area during the Edo period, 
with production and sales at Yabuhara post-town going especially well. The trees for 
Kushiki timber were extracted from forests in area of the Noshu Three Villages, including 
Kashimo village.

2. The production of Kushiki was positioned as a cash crop to obtain daily supplies such as 
tea and salt for the people of Kashimo village. The Naiki family, the Oｙamamori, facilitated 
their forest use based on the fact that the production of Kushiki timber contributed to the 
villages’ sustenance.

A study examining the details of movements of job duty and historic consciousness of 
NAKANO Kumasuke in writings of NAKANO Kumasuke, who was employed in the 
service of the Naruse family, a senior vassal of the Owari Domain

TAKIGUCHI Masaya
This study’s aim is to introduce the writings of NAKANO Kumasuke that are in 

possession of the Tokugawa Institute for the History of Forestry. It was to obtain an overall 
picture of the characteristics of his writings and also investigate in particular the career 
developments and historic consciousness of Kumasuke.

As a result, it was clarifi ed that he was a vassal on duty in Edo and while conducting 
information-gathering activity in the form of a rusui (a liaison offi  cer in Edo), he provided 
confi dential information, gaining the confi dence from successive heads of the Naruse family. 
Further, it was clarifi ed that being valued for his ability of martial arts by the Naruse family, 
he held a prominent position to instruct martial arts to the vassals of the Naruse family at 
the end of the Edo period, a time when society was in strained conditions due to domestic 
and external concerns.

In addition, NAKANO Kumasuke made efforts to enhance the rank of his master, the 
Naruse family and the historic consciousness among the Nakano family, establishing 
connections with prestigious families among the Tokugawa daimyo (hereditary feudal lords) 
through marriage.

As a result of the examination of those writings, it was verified that these materials 
serve as important historical papers for investigating the status of the Naruse family and its 
vassals.

headmen known as “Shōｙa,” who controlled villages labor mobilization, and so forth.
In the end, the economies of the mountain villages at the end of the Edo period faced a 

deadlock vis-a-vis resources and market sales channels on the economic cycle.
The situation reached a point where it was diffi  cult to restore it to match the scale of the 

domestic economy.
The study concluded that economic expansion through opening of the country and an 

industrial development policy overseen by a strong administrative mechanism (i.e. a unifi ed 
government) were inevitable for rebuilding (i.e. modernizing) the economy.

An examinination of regulations in mountain villages in the late Edo period: The case of 
the Osarube region, Akita district (Akita-gun) in Dewa Province (Dewa-no-kuni)

KURIBARA Kenichi
During the Edo period, areas were regulated by laws set down by the shogunate and domains, 

while at the same time, there were also autonomous village laws known as “Ｍura-Okite”.
This study examined the contents of agreements for a locality in the late Edo period, the 

Osarube area, Akita district (now Kita Akita city, Akita prefecture). Through the study, the 
following were revealed

There were three kinds of agreements implemented for this region, of which the “Hitosawa 
Sadamegaki” was the core agreement among them. The agreement extended to “Hitosawa,” 
an area comprising a group of villages extending along the Osarube River.

The content of each agreement covered a broad range of issues related to rituals, daily 
life, livelihoods and so forth.

It would appear that collaborative lives and order within the area were maintained 
through the adoption of this specifi c, detailed agreement as a local custom.

A study of materials concerning Commodore Perryʼs visit, which was given in papers 
pasted on “Ｓhoshina Ｓhinｂungaki,” produced by TOKUGAWA Yoshikatsu, the 14th head 
of the Owari family

FUJITA Hideaki
This study examined the information-gathering activities of TOKUGAWA Yoshikatsu, the 

14th head of the Owari family.
The object of the study was the historical document called “Shoshina Shinbungaki” 

produced by Yoshikatsu, and drawings pasted on it were analyzed.
As a result of the study, the following were revealed:
1. The drawings collected by Yoshikatsu were provided by his vassals and kept in Yoshikatsu’s 

personal library. At some time or other they were organized and collated as “Shoshina 
Shinbungaki”.

2. However, they were not necessarily well organized, with the drawings pasted at 
random. This appears indicative of Yoshikatsu’s character.

3. It became clear from “Shoshina Shinbungaki” that Yoshikatsu showed particularly high 
interest in steamboats, machinery, etc. among materials about foreign countries. It was also 
clarified that he not only sought information about military armaments, such as western 
cannons, but also conducted considerable research on his own.
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Summaries

Articles

A study of timber merchant NARAYA Mozaemon
TAKEUCHI Makoto

This study focused on clarifying the true situation of NARAYA Mozaemon, a wealthy 
merchant of the Genroku period, who was admired together with KINOKUNIYA Bunzaemon.

Maximum efforts were devoted to investigating matters related to his birth that had 
been veiled to date, the  process by which he earned considerable profits and so forth, 
using newly discovered historical papers, which added new insights to research concerning 
NARAYA Mozaemon.

A study about the “Ｏku” and “ɴaka︲oku” sections in Edo Castle during the era of the 
third Shogun Iemitsu, mainly focusing on the functions of “Ｏku︲ɢoｚanoⅿa” and “ɴaka︲oku 
Kuｒo︲shoin”

FUKAI Masaumi
The Honmaru palace of Edo castle (honmaru refers to the keep of a castle) was 

apportioned into “Omote” (the front), a place for rituals and politics, and “Oku” (the rear) 
where the Shogun worked and lived. Politically, the centers of the “Omote” were called 
“Kuro-shoin” and “Shiro-shoin,” and the center of “Oku” was “Gozanoma,” which were rooms 
used for audiences with the Shogun.

Were the above rooms used differently depending upon the social rank or position of 
persons meeting the Shogun, the contents of the events and so forth? In addition, during the 
era of the third Shogun Iemitsu, another place existed, which was referred to as the “Naka-
oku.” Where was the “Naka-oku” located, and why did it come to be called “Naka-oku”?

In this study, these questions were examined by deciphering the historical record titled 
“Edo Bakufu Nikki” （Edo Shogunate Diary）.

A study of economic crises that occurred in mountain villages in the late Edo period, 
taking the case of Outakimura, Shinano-no-kuni as an example 

ŌSAKI Akira
The purpose of this study is to attempt a historical positioning of the Edo period through 

analysis of actual forestry conditions and local economic changes over 200 years in the Kiso 
Mountains region of the Owari Domain, one of Japan’s leading timber production areas 
during the Edo period.

In Bulletin No.54 of 2019, it an aspect was clarified that society and the economy of a 
community of mountain villages lapsed into critical situations. These involved situations 
that workers who cut down trees and hauled lumber (referred to respectively as “Soma” 
and “Hiｙoh”) worked away from home, a duty burden of mandatory labor service (called 
as “Sukegō”) at post stations on the Nakasendō throughfare, the fi nancial failures of village 
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A catalog of historical materials concerning NAKANO Kumasuke, a vassal of the Naruse 
family, which was a senior vassal of the Owari domain and also lord of Inuyama castle

   　 （ 1 ）

Appendixes Summaries

Articles

A study of timber merchant NARAYA Mozaemon
TAKEUCHI Makoto

This study focused on clarifying the true situation of NARAYA Mozaemon, a wealthy 
merchant of the Genroku period, who was admired together with KINOKUNIYA Bunzaemon.

Maximum efforts were devoted to investigating matters related to his birth that had 
been veiled to date, the  process by which he earned considerable profits and so forth, 
using newly discovered historical papers, which added new insights to research concerning 
NARAYA Mozaemon.

A study about the “Ｏku” and “ɴaka︲oku” sections in Edo Castle during the era of the 
third Shogun Iemitsu, mainly focusing on the functions of “Ｏku︲ɢoｚanoⅿa” and “ɴaka︲oku 
Kuｒo︲shoin”

FUKAI Masaumi
The Honmaru palace of Edo castle (honmaru refers to the keep of a castle) was 

apportioned into “Omote” (the front), a place for rituals and politics, and “Oku” (the rear) 
where the Shogun worked and lived. Politically, the centers of the “Omote” were called 
“Kuro-shoin” and “Shiro-shoin,” and the center of “Oku” was “Gozanoma,” which were rooms 
used for audiences with the Shogun.

Were the above rooms used differently depending upon the social rank or position of 
persons meeting the Shogun, the contents of the events and so forth? In addition, during the 
era of the third Shogun Iemitsu, another place existed, which was referred to as the “Naka-
oku.” Where was the “Naka-oku” located, and why did it come to be called “Naka-oku”?

In this study, these questions were examined by deciphering the historical record titled 
“Edo Bakufu Nikki” （Edo Shogunate Diary）.

A study of economic crises that occurred in mountain villages in the late Edo period, 
taking the case of Outakimura, Shinano-no-kuni as an example 

ŌSAKI Akira
The purpose of this study is to attempt a historical positioning of the Edo period through 

analysis of actual forestry conditions and local economic changes over 200 years in the Kiso 
Mountains region of the Owari Domain, one of Japan’s leading timber production areas 
during the Edo period.

In Bulletin No.54 of 2019, it an aspect was clarified that society and the economy of a 
community of mountain villages lapsed into critical situations. These involved situations 
that workers who cut down trees and hauled lumber (referred to respectively as “Soma” 
and “Hiｙoh”) worked away from home, a duty burden of mandatory labor service (called 
as “Sukegō”) at post stations on the Nakasendō throughfare, the fi nancial failures of village 
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A study on a development of rice paddy fields and its history origins in mountain villages 
of the Akita Domain in the 19th century, and an introduction of related historic materials

    KATŌ Morihiro, HAGA Kazuki, WATANABE Keiichi （143）

Introduction of Historical Material

Research Note

A Study on a production of forest products of Kashimo village focusing on the production of 
Kushiki timber (wooden comb materials) by examining writings of the Naiki family 

  　 KAYABA Masahito （117）
A study examining the details of movements of job duty and historic consciousness of 

NAKANO Kumasuke in writings of NAKANO Kumasuke, who was employed in the 
service of the Naruse family, a senior vassal of the Owari Domain 

    TAKIGUCHI Masaya （129）

A study of timber merchant NARAYA Mozaemon     TAKEUCHI Makoto （ 1 ）

A study about the “Oku” and “Naka-oku” sections in Edo Castle during the era of the third 
Shogun Iemitsu, mainly focusing on the functions of “Oku-Gozanoma” and “Naka-oku 
Kuro-shoin”     FUKAI Masaumi （ 11 ）

A study of economic crises that occurred in mountain villages in the late Edo period, taking 
the case of Outakimura, Shinano-no-kuni as an example     ŌSAKI Akira （ 29 ）

A study of materials concerning Commodore Perry’s visit, which was given in papers 
pasted on “Shoshina Shinbungaki,” produced by TOKUGAWA Yoshikatsu, the 14th head 
of the Owari family     FUJITA Hideaki （ 83 ）

An examinination of regulations in mountain villages in the late Edo period： The case of 
the Osarube region, Akita district (Akita-gun) in Dewa Province (Dewa-no-kuni)

    KURIBARA Kenichi （ 67 ）
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